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第1章　地域科成立の背景

第1節　地域開発・雇用問題対策と教育課題

1地域開発・雇用問題対策

2　地域開発・雇用問題対策の視点からみる教育課題

第2節　「多様性の中の統-」と教育課題

1　「多様性の中の統一」という文化政策

2　「多様性の中の統一」の視点からみる教育課題

第2章　地域科の成立過程とその特色

第1節1987年からの地域教育プログラムの試行

1　教育文化大臣ファッド・バツサンによる提案とその理由

1987年教育文化大臣決定第412号による地域教育プログラムの決定

3　地域教育プログラムの特色

第2節1993年の地域科の成立

1989年国民教育制度法及び諸関連法規

1993年教育文化大臣決定第60号による地域科の成立

3　教育文化省諸機関による地域科指針作成までの過程

第3節　地域科の目標・内容・方法

1　地域科の目標

2　地域科の内容

3　地域科の方法

第4節　地域科のカリキュラム開発に関する国レベルの指針

1　国家統合・開発主義と民族・地域・伝統回帰主義の調整というカリキュラム開発

基<ii三

2　多様な集団・地域の状況・ニーズの調整というカリキュラム開発基準

第3章　州レベルにおける地域科のカリキュラム開発

第1節　州レベルにおける地域科の目標・科目構成

1　州レベルにおける地域科の目標

2　州レベルにおける地域科の科目構成

第2節　国家統合・開発主義と民族・地域・伝統回帰主義の調整という視点からのカリ

キュラム開発

1　民族文化の国民文化化

2　伝統文化の観光資源化

第3節　多様な集団・地域の状況・ニーズの調整という視点からのカリキュラム開発

1　特定民族文化の取り扱い

2　西スマトラ州における「ミナンカバウ世界の文化」科の必修科目化

3　西カリマンタン州における「慣習と伝統文化の理解」科の必修科目化

4　西ジャワ州における「スンダ語」科の必修科目化
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第4章　学校レベルにおける地域科の展開

第1節　西スマトラ州における地域科授業実践

1　シポラ島国立ミオバン中学校における「ミナンカバウ世界の文化」科授業実践

第2節　西カリマンタン州における地域科授業実践

1　ボンティアナック国立第1小学校における「アダットと伝統の学習」科授業実践

2　ボンティアナック国立第3中学校における「アダットと伝統の学習」科授業実践

第3節　酉ジャワ州における地域科授業実践

1　バンドン国立第13中学校における「スンダ語」科授業実践

結語

資料及び参考文献
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序　研究の目的と方法

地域科(Muatan Lokal :ムアタン・ローカル)つま、 1993年教育文化大臣令第60号に

より「当該地域が必要とする能力を生徒に習得させる」教科として1994年改訂の「基礎

教育カリキュラム」に新設された.2。この地域科は、地域の文化、地域の手工芸、地域産

業等、多様な科目から構成され、地域の状況とニーズに合った教育を行う教科である。ま

たこれは、初めて教育文化省州事務所(以下、州事務所と記述する)に教育課程の編成権

が認められたという点で画期的な教科である。本研究は、この地域科がどのように成立し

たのかという過程を舞証的に明らかにし、次いで各州事務所がどのような地域科の教育課

程を編成したのかを明らかにし、そして本研究の主たる目的であるが、地域科が学校にお

いてどのように展開しているのか、いかなる性質を持つことになるのかを、フィールドワ

*1 『インドネシア語大辞典』 (pendidikan dan Kebudayaan, Kamiis Besar Bahasa Indonesia,

Balai Pustaka,1988(初版))によると、ムアタン(muatan)とは、 「乗り物にのせられた荷物、

内容、中味」という意味である。ローカル(lokal)とは、英語からの外来語で、 r広い部屋

・空間、一つの場所、その地だけの」と書かれているOムアタン.・ローカルは、直訳する

と「地域の内容」とでも訳すことができるが、教育課程におけるその位置づけは法的整備

とともに変化しているため、教育課程に何の位置づけもされていない時点では、そのまま

ムアタン・ローカルとし、プログラムとしてその試行が決定された後は「地域教育プログ

ラム」とし、教科として成立した後は「地域科」と訳す。

*2 1994年の「基礎教育カリキュラム」は、 1989年国家教育制度法(法律)、同法施行規

刺(省令)に基づいた教育文化大臣決定第60号によって定められ、国の小学校及び中学

校において実施される教育課程の基準になるものであり、日本の学習指導要領に相当する。

その名称はこれまで何度も変化しているため、以下総称して学習指導要領と呼ぶ。これま

で5回改訂されてきた学習指導要領の名称は以下の通りである。小学校学習指導要領は、

「1947年小学校教授計画」 (Rencna Pelajaran Sekolah Dasar 1947、実際には1952年に完成

された)、 「1964年小学校教育計画」 (Rencna Pendidikan Sekolah Dasar 1964)、 「1968年小

学校カリキュラム」 (Kurikulum Sekolah Dasar 1968)、 「1975年小学校カリキュラム」

(Kurikulum Sekolah Dasar 1975) 、 「1984年小学校カリキュラム」 (Kurikulum Sekolah Dasar

1986)、中学校学習指導要領は、 Departmen Pendidikan dan Kebudayaan, Lima Puluh Tahun

Perkembangan Pendidikan Indonesia ,1996, pp.13日47、では最初の中学校学習指導要領のみ

明記しておらず、科目構成表のタイトルは「1962年以前中学校カリキュラム科一目構成」

(Mata Pelajaran Kurikulum SMP Sebelum 1962)と書かれているため、本論で学習指導要領

の名称を用いる場合は「1962年以前の中学校カリキュラム」と記述する。それ以後の名

称は、 「1962年中学校教授計画」 (Rencana Pelajaran Sekolah Mengah Pertama 1962) 、 「1975

年中学校カリキュラム」 (Kurikulum Sekolah Mengah Pertama 1975)、 「1984年中学校カリキ

ュラム」 (Kurikulum Sekolah Mengah Pertama 1984)である。なお、カリキュラムという言

葉は、名称である場合、ナシ3'ナル.カリキュラム及びカリキュラム開発という言葉は用

いるが、それ以外は基本的に教育課程と記述するO
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-クを通して記述し、分析するものである。

論文の構成及び方法は、以下の通りであるO

第1章においては、地域科の成立の背景にはどのような政治的状況、経済的状況、文化

的・社会的状況及び教育課厚があったのかを明らかにするDその方法は、国策大綱、開発

5カ年計画、雑誌記事及びインドネシア一般研究書・論文の分析を通して、インドネシア

は国家開発のためにどのような政治・経済政策を展開し、学校教育に何を要求をしてきた

のか、国家統合のためにどのような文化政策を展開し、学校教育に何を要求してきたのか

を明らかにするOまた、教育関連法規、独立後に5回改訂された小学校学習指導要領と中

学校学習指導要領の分析を通して、地域開発・雇用問題対策という視点から技術教育の領

域`3の課題、 「多様性の中の統一」という視点から言語教育の簡域.4、道徳・公民教育の鮮5

*3　技術教育の領域としたのは、学習指導要領改訂ごとに技術教育の領域の教科名が変化

しているためである。.小学校段階における技術教育の領域に相当する教科名は、 1945年

学習指導要領では「女子の仕事」科と「手工芸技術」科、 1964年改訂の学習指導要鎖で

は「手際よさの教育」科、 1968年改訂の学習指導要領では「家庭生活」科と「特別技能

教育」科、 1975年改訂の学習指導要領及び1984年改訂の学習指導要額では「特別技能」

科と変化している。中学校段階における技術教育の領域に相当する教科名は、 1962年以

前の学習指導要領では、 「商業計算」科、 「商業知識」科及び「手工芸技術・女子の仕事」

科、 1962年改訂の学習指導要領では、 「経営」科、 「工作」科及び教科ではないが技能習

得時間である「実習の時間」、 1968年改訂の学習指導要領では、 「経営」科、 「工作」科及

び「家庭科」、 1975年改訂の学習指導要領と1984年改訂の学習指導要領では「技術教
育」科と変化している。

なお、教科名については、インドネシアの場合、教科とすぐ見分けられない名称が多い

ため、社会科あるいは理科以外では、全て「」科と表記する。

*4　言語教育の領域としたのは、本論文では「インドネシア語」科と「地方語」科の2つ

の教科を比較しながら分析するためである。

*5　道徳・公民教育の領域としてのは、学習指導要領の改訂ごとに道徳・公民教育の領域

の教科名が変化している。道徳教育・公民教育の領域に相当する教科は、 1947年の小学

校学習指導要領と1962年以前の中学校学習指導要領では「人格形成教育」科、 1964の小

学校学習指導要領と1962年の中学校学習指導要領では「社会性の教育」科における「公

民教育」と「宗教・人格形成教育」科、 1968年の改訂の小学校学習指導要領と中学校学

習指導要領では「公民教育」科、 1975年改訂と1986年改訂の小学校学習指導要領と中学

校学習指導要領では「パンチャシラ道徳教育」科と変化しているo
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社会科教育の領好6及び芸術教育の領域'7の課題を明らかにするO

第2章においては、地域科の成立過程と国家レベルでの地域科の特色を明らかにする。

その方法は、教育文化省職員と当時の教育文化大臣-の面接調査を通して、地域科は誰に

よって、なぜ提案されたのかを明らかにし、 1987年及び1993年の教育文化大臣決定、教

育関連法規及び地域科関連行政文書(研究報告書を含む)から、どのような法的手続きを

経て地域科が成立し、 1994年改訂の教育課程において地域科がどのように位置づけられ

たのかを概観する。次に、教育文化省諸機関の職員と試行校の教職員への面接などの調査

を通して、国家レベルでの地域科の指針が作成されるまでの過程を明らかにし、その指針

の分析を通して、国家レベルでの地域科の特色、特に地域科のカリキュラム開発基準を明

らかにする。

第3章においては、地域科の教育課程編成を認められた州事務所が、国家レベルでの指

針をもとに、どのような地域科の教育課程を編成したのかを明らかにする。まず各州が発

行した「地域科カリキュラム」の分析を通して、地域科にどのような科目が設定され、ど

のような時間配分がなされ、どのような選択方法が示されているのかを明らかにする。次

に、内容の詳しい分析を通して、国家レベルで示された地域科のカリキュラム開発基準を

州事務所はどのように受け止め、どのように具体化しているのかを明らかにする。

第4章においては、学校レベノ項こおいて地域科はどのように展開されているのかを、フ

*6　社会科教育の領域としたのは、学習指導要領の改訂ごとに社会科教育の領域に相当す

る教科名が変化しているためである。小学校段階における社会科教育の領域に相当する教

科は、 1947年の学習指導要領では「地理」科と「歴史」科、 1964年の学習指導要領では

「社会性の教育」科(地理、歴史、公民教育を含む)、 1968年の学習指導要領では'「公民

教育」科(地理、国史、市民教育を含む)、 1975年と1985年の学習指導要領では「社会

科」と変化している。中学校の社会科教育の領域に相当する教科の名称は、 1962年以前

の学習指導要領では「地理」科と「歴史」科、 1962年の学習指導要領では「国家の歴

史」科、 「世界の歴史」科及び「世界の地理」科、 1968年の学習指導要領では「地理」科

と「歴史」科、 1975年と1984年の学習指導要領では「社会科」と変化している。

*7　芸術教育の領域としてのは、学習指導要領の改訂ごとに芸術教育の領域に相当する教

科名が変化しているためである。小学校における芸術教育の領域に相当する教科は、 1947

年学習指導要領では「絵画」科と「歌唱」科、 1964年改訂と1968年改訂の学習指導要領

では「芸術教育」科、 1975年改訂の学習指導要領では「芸術」科、 1984年改訂の学習指

導要領では「芸術教育」科であり、中学校段階では、 1962年以前の学習指導要領では

「声楽」科と「絵画」科、 1962年改訂の学習指導要領では「絵画」科と「芸術」科、 1968

年改訂の学習指導要額では「芸術」科、 1975年改訂と1984年改訂の学習指導要領では

「芸術教育」科であるO
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イールドワーク'8を通して把握する。教育課程が教授学習過程においてどのように展開さ

れるかは、地域、学校、教師、生徒の様々な状況に影響されるo　そこでフィールドワーク

を行う学校ごとに、 「地域の状況」として学校周辺地域の政治的・経済的・文化的・社会

的状況、 「学校の状況」として学校の歴史、教師の民族・宗教構成、教育意図・意欲及び

生徒に対する考え方など、 「生徒の属性」として生徒の民族・宗教構成、教師-の意識及

び学習環境・意欲など、 「地域科」として地域科の科目の選択・実施に至る過程を、地域

科実施の背景として描く。そして「地域科授業実践」として、授業を行う教師の属性(氏

族、宗教、年齢、教育意図など)、生徒の属性(民族、宗教、学習意欲など)、教科書・

教材の使用状況、授業時の目標・内容を踏まえた上で、教授学習過程において教師は意図

的、無意図的に何をどのように伝え、生徒は教師の言葉や態度をどのように受け取り、反

応しているのかを描き、分析する。フィールドワークは、 ①調査地において教師もしくは

生徒の家や下宿に滞在して生活を共にしながら小学校あるいは中学校に通い、 ②地域科の

授業を中心に学校生活を直接観察し、 ③教師と生徒に社会生活に関する聞き取りを行い、

④学校を取り巻く地域社会や州の状況についての文書資料の収集と分析を行い、 ⑤地域科

に関する感想や意味づけについての面接調査を行った.9。学校では、筆者が日本人留学生

であり、地域科に関する調査を目的としていることについては教師や生徒に知らせていた。

調査地における筆者の位置づけは、学校や時期によって固定したものではなかったが、住

み込みをしていた家族の兄弟の中で一番上の姉として頼られたり、教師の欠席が多い時に

は、臨時教師として英語や算数を教えることが求められたりと家族あるいは学校の準メン

バーとして比較的親密な関係を結ぶことができる場合も多かったo　フィールドワークの場

所と期間は、酉カリマンタン州ボンティアナック市及びシンタン郡(1995年11月末から

1996年1月までの2カ月間)、西ジャワ州バンドン市(1995年4月と8月の2カ月間)、

西スマトラ州ブキッテインギ市(1996年6月の1カ月間)、西スマトラ州シポラ島(1996

年7月に10日間)であった。

なお、これまでインドネシアの教育課程に関する詳細な研究は、西村重夫によるパンチ

ヤシラ(建国五原則)道徳教育に関する研究のみであり、地域科についてはインドネシア

*8　佐藤郁哉(『フィールドワーク』新曜杜、 1992年、 30頁)によると、フィールドワー

クとは、 「参与観察とよばれる手法を使った調査を代表とするような、調べようとする出

来事が起きているその『現場』 (-フィールド)に身をおいて調査を行う時の作業(-ワ

ーク)一般をさす」と考えてよい。

*9　前掲書、 131-132頁において、佐藤は、アメリカの社会学者G・マルコツトーとJ-C

シモンズによる「広義の参与観察」として含まれている5つの調査技法をあげている。そ

れは、 ①社会生活-の参加、 ②対象社会の生活の直接観察、 ③社会生活に関する聞き取り、

④文書資料や文物の収集と分析、 ⑤出来事や物事に関する感想や意味づけについてのイン

タビュー、である。 「狭い意味での参与観察は、 ①、 ②、 ③を中心とする調査活動をさ

し」、 「これらを全てひっくるめて参与観察と呼ぶことも多い」が、 「人によっては、調査

全体を指す言葉としては『フィールドワーク』を用い、特に①を前提として行われる②や

③の作業を指して参与観察とよんで区別することもある」としている0
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国内において、教員・教員志望者向けの指導書や概括的な実施状況報告が2、 3なされて

いるだけである。インドネシアの学校内部に関する研究は、欧米諸国においては、ジェシ

カ・ダリッケン(1983)が教授方法や生徒の文化化という視点から行った研究等が散見さ

れるのみであり、日本においては、西野節男が宗教教育について、西村重夫が教育風土の

視点から国民紐合について行っているにすぎず、カリキュラムが学校において実際どのよ

うな教授学習過程として現れるのか、について研究したものはない。また、研究方法論に

ついても、現在の比較教育学研究においては、国の行政文書及び教科書といったテクスト

分析を行うにとどまっている。したがって、本研究は、文書に十分記述されておらず、国

内の研究者によって明らかにされていない地域科成立の過程に関する情報を丹念な面接調

査から収集し、時系列的に記述し、明らかにした点に学術的意義があり、さらに地域科の

教育課程が学校内部においてどのように展開されるのかをフィールドワークを通して明ら

かにした点に意義がある。
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第1章　地域科成立の背景

第1飾　地域閑発.雇用間者対策と教育課題

1.地域開発・雇用問題対策

インドネシアは飛躍的な経済の発展を遂げてきたと言われているが、その持続的な経済

成長のためには、克服しなければならない課題が多く存在するQそれは、多額の対外債務、

貧富の格差の拡大、先進地域の西部地域と後進地域の東部地域の開発格差の拡大などであ

る.l。特に地域間の経済的社会的格差の拡大という問題は、特にインドネシアが非常に多

様性のある国であることを考えると、政治的にはかなり危険なことであるため、政府は地

方の問題に注意深くなってきている'2。そのためインドネシア政府はこれらの課題を克服

するた桝こ、 1969年より開発5カ年計画を立てて様々な政策をとっているO特に第2次

5カ年計画実施以降は、地方計画プログラム(Program Pembangunan Wilayah)を進めるこ

とにより、この格差の問題解決をはかってきた。

しかし、尾村は「地域開発計画は野心的に発表されたが、その結果はしばしば意図され

た目標とはかけ離れたものだった」としている.3。なぜなら「これらはかならずLも地方

経済の現状に基づいたものではなく、時として悉意的に列挙されているもの」であり、そ

のため「地方の各開発計画は同一なものになりがちとなっ牢oこれは中央政府からの指導

と、計画に独自の特徴を持たせることができない」からであった`40

つまり地域開発のた糾こは地方分権化政策が必要となったのである。地方分権化政策は、

「経済・財政・開発の基本的刷新に関する暫定国民協議会決定第23早(1966年7月5日

公布)」として制定されていた。そこでは「地方開発のために、 ①地方に対する広範な自

治権を容認すること、 ②地方政府の調整のもとに経済活動の管理を地方に分散すること、

③中央と地方との間における財政の均衡ある配分に特別の配慮することが必要である(第

32条)」と述べられている'5。さらに1974年の地方行政法第5号では、行政機構は、非中

央化、非集中化、中央・地方の共同行政の原則を基本に捉え、地方自治権が2級自治区(県、

市)に移されるということが強調されている。この政策の理由は、 2級行政府のほうが地

域社会とより密接で直接的な関係をもっているためで、社会の潜在力、ニーズ、及び問題

点をより効果的に識別できることにあるというⅠ6。

しかし実際には、地方分権化はかなり遅れ、 1983年から始まり、 1986年以降盛んに行

われてきた。各州がとった地域開発政策は次のようであった。 「ほとんどの地方は、地域

所得の向上のため、その地域で産出される一次産品の加工により、比較的優位をもちうる

*1　モハメド・アンシャド・アンワ-ル、尾村敬二(編) 『インドネシアにおける地方開

発』アジア経済研究所、 1994年、 Ⅲ頁。

*2　前掲書、 48-49貢。

*3　前掲書、 43-44頁。

*4　同上。

*5　安中章夫・三平則夫(編) 『現代インドネシアの政治と経済』アジア経済研究所、 1995

年、 206頁。

*6　前掲書、 61頁o
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製造業部門を発展させることに懸命である。しかし、この部門を発展させる可能性はサポ

ート・インダストリー、営業ノウハウ、流通施設の不足のた糾こ制限されている。第2に、

宿泊施設とインフラストラクチャーを提供できた場合には容易に収入の得られる観光産業

の開発がある。第3は、観光と関連したアグリ・ビジネスや手工芸品を中心とした伝統産

業を開発する伝統的な方法である」 '7。

このように、インドネシアでは1980年代半ばになってようやく地方分権的な政策決定

による地域開発が推進され始め、また地方がとった地域開発政策は、一次産品の加工や観

光産業及びそれに関連する伝統産業の開発であった。この地域が取り組んできた「観光と

関連したアグリ・ビジネスや手工芸晶を中心とした伝統産業の開発」は、開発5カ年計画

の中でもあげられている「観光」開発計画に対応したものである。 「観光」開発政策の変

遷をたどると、以下のようである0

1978年の5カ年計画によると、 「観光」の項目では、次のように示されているo 「a.観光

は、外貨獲得を高めるために向上され、普及される必要がある。観光の育成と発展は、常

に国民文化と地域開発及び雇用問題がどのような状況にあるのかに注意し、国民性の保護

に注意しなければならない。 b,そのためには、より方向付けられた諸規則や枠組みを取る

必要があり、とりわけそれは宣伝、設備の準備及びサービスの質とスムーズさのた釧こ必

要である。 C-国家による観光の育成と発展は、国民文化と祖国の紹介に向けられなくては

ならない。」 .8

1983年の5カ年計画によると、 「観光」の項目では、次のように示されている。 「a.観光

の開発は、雇用と事業を拡大し、外貨獲得を高め、インドネシアの自然と文化を知らせる

ために向上されなければならない。観光の育成と発展は、国民文化の特性の保護と生活環

境の維持に常に注意して行われなければならないQ b周家における観光の育成と発展は、

祖国愛の醸成、精神、 1945年の諸価値を芽生えさせるために、また労働市場の拡大のた

めに、その向上が目指されなければならないo c.観光を発展させるためには、一貫性のあ

る政策を基盤としてより方向付けられた諸規則や枠組みを取る必要があり、とりわけ宣伝、

観光教育、設備と手段の準備及びサービスの質とスムーズさを高める必要がある。了9

1988年からの5カ年計画では、従来より大幅に記述が増やされ、次のように示されて

いる。 「a.観光の開発は、第-に当該地域社会の労働市場、事業機会を拡大し平等化する

ことを目指し、地域開発を助け、自然、諸価値及び国民文化を紹介し、観光地の資源や潜

在能力を有効に用いることで外国為替の獲得を拡大する経済活動を発展させ、引き続きそ

の向上が目指される。観光の開発は、国家の特性と生活環境の維持と質の保護に努めなけ

ればならないO観光の発展は、その普及が目指されると共に、その他の開発セクターとの

助け合いや、大規模、中規模、小規模の様々な観光事業の間においての助け合いが行われ

るような方法でされなければならないo b.国内の観光は、国家の統合と統一をより強固に

することを目指し、祖国愛の醸成と国家の精神・価値観の育成を期して、また経済活動の

*7　前掲書、 43頁O

*8　Aziz Arnicun(ed.) , EMPAT GBHN 1973 -1978 -1983 -1988, BUMIAKSARA, 1990, p.207.

*9　Ibid.,pp.143-144.
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向上のためにその発展が目指されるo国内の観光業の育成と発展は、国民文化の質の向上、

歴史の遺産の豊かさや祖国のあらゆる地域における海を含めた自然の美しさを紹介するこ

とが目指される。それらに関係して、観光サービスとその遂行は、社会、特に青年と若い

世代のために向上される必要がある。 C.観光の開発は、国内国外ともに観光活動、宣伝活

動及び市場の発展に向けて、一貫した対処を行いその段階を上げていく必要がある。 d.観

光活動についての社会の認識とそれ-の参加は、国民の特性と尊厳を常に守りつつ、文化

芸術、手工芸産業及び諸事業を育成する努力を通して高められる必要があるOその過程で

は、観光は国民あるいは社会生活を損なうことのないようにしなければならない。了10

このように観光は、国家開発、地域開発、雇用問題対策として非常に重要視されてきた

産業分野であり、各州もこの観光産業の発展を目指しているのである0

雇用問題対策は、スハルト政権において、労働力の技能・教育水準の向上と、社会の需

要に対応した技能・教育をもった労働力の供給として努力されてきている。

インドネシア労働力の最近の教育水準は向上してきている・11。例えば高校卒業の就業者

は1971年時点では101万であり、就業者全体に対する割合が2.5%しかなかったのに対し、

1990年には817万人で11.4%となっている。中学卒業の就業者も1971年では167万人、

4-0%であったのに対し、 1990年には643万人、 9.0%に上昇した。反対に未教育就業者は、

1971年では1760人、 42.7%であったのに対し、 1990年には1262万人、 17.6%にまで減少

したOだが、依然として1990年時点で、末教育就業者(17.6%)、小学校末卒業・甲退就
業者(28.0%)、小学校卒業就業者(31.7%)、中学校卒業就業者(9.0%)と教育水準の低

い就業者が全体の86.3%も占め、教育水準を高めることを急がなければならないことを示
している。

またデータは少々古いが、牟田が推定している1981年の新規発生労働可能人口は、小

学校中退者131万7400人、小学校卒業者(中学校中退者も含む) 91万9600人、中学卒

業14万9800人である.】2。このように、 ′ト中学校の中退者・卒業者の新規発生労働可能

人口が多いため、彼らの技能水準の向上による雇用確保が小学校及び中学校教育に要求さ

れることになる。さらに、どの分野での技能が求められるかというと、産業別、学歴別就

業者数からみて、圧倒的に農林狩猟漁業産業が多く、次いで卸売り・小売・飲食店、つい

で製造業が多く、 '】ヨそれも農相での小規模自営業に就業する割合が非常に高いことから、

各地域の小規模自営業に必要とされる技能習得が、生徒、生徒の家族及び地域社会から学

校教育に求められると考えられる。

このような労働力政策について、開発5カ年計画が教育分野に求めてきたことは、以下

*10 Ibid., pp.56-57.

*11安中章夫・三平則夫(編)、前掲書、 427貢。

議12　牟田博允「インドネシアの教育とマンパワー」 『東南アジア研究』第24巻4号、 1987
年、 392-394頁。

*13　大内雅利、糎野潤、ウガプルチェカ『発展途上国の雇用開発-インドネシア事例調

査福一』調査研究報告書No.77、日本労働研究機構、 1995年、 34頁。
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のようであった・14。

第1次開発5カ年計画(1968/'69- 1972/73)は、労働需要の不均衡、技能労働力の不足、

外島における労働力の不足、普通科中等教育修了者や社会系学生の過剰、ジャワ島農村部

の人口過剰の結果、不完全就業問題の対策をあげている。そして教育分野に対しては、長

期的労働力政策として、経済発展から生まれる労働需要に適応し得る教育システムの改善

(職業教育の強化、高等教育における農学、工学、経済学、医学、教育学部の増設)、短

期的労働力政策としては、教育訓練プログラムの強化を求めていたo

第2次開発5カ年計画(1973/74- 1977/78)においても、教育分野に対して、教育訓練

プログラムの確立を労働力政策の-つとして求めていた。

第3次開発5カ年計画(1978/79 - 1982/83)では、技能労働力の供給と教育訓練システム

の不十分さが指摘され、特に職業中学修了者の需要が高くなく、普通科中学の方に今後力

点をおくべきだとされた。また、適正な技術の幅広い適用とともに、学校教育にこの考え

を取り入れ、生徒が日常的に適正な技術の応用を考える教育を求めていた。

第4次開発5カ年計画(1983/84 - 1988/89)では、高卒以上の教育水準の労働力の完全

失業率が依然高い水準にあるが、小学校卒業者の失業率も上昇傾向にあること、都市民の

失業率も上昇傾向にあることが指摘されている。そして、特に若い世代の技能を向上させ

るべきだとされている。

第15次開発5カ年計画(1989/90 - 1993/94)では、大学卒業者や短大卒業者が専門的職

莱-就職できないことが指摘されており、需要にあった技能訓練を実施し、教育機関はそ

の卒業生の進路を把握し、社会の需要に応じた教育システムやカリキュラムを組めるよう

自主性を与えること、学卒者は起業者的自立心をもつ必要があることなどを述べている。

1970年代後半からは中学校教育それも普通科中学-カが入れられ、適正な技術教育の

向上が求められ、 1880年代に入ってからは小学校卒業者の失業問題にも注意が向けられ

ていることが分かるO

このように、 1980年代は、経済的な地域間格差の是正のために、各地域に適切な地蟻

開発を行うことが可能となる地方分権化が進められ、そこでは特に観光と関連したアグリ

・ビジネスや手工芸品を中心とした伝統産業の開発が進められており、それらに有用な技

能が求められていたOまた小学校.中学校中退・卒業者の深刻な雇用問題対策としても地

域の小規模産業に有用な技能の習得が教育分野に求められてきていた。このような政治的

・経済的状況が、地域科成立の背景の一つだったと考えられる。

2.地域開発・雇用閉居対策の視点からみる教育課題

では、従来のインドネシアの小学校及び中学校における技術教育は、地域開魔や雇用問

題にどの程度対応してきたのだろうか。以下、過去5回改訂された′j、学校及び中学校の学

習指導要領を分析する。

・オランダ植民地時代のカリキュラム計画には、価値教育と同じく技術教育も組み入れら

れていなかったが、日本軍政期の国民学校カリキュラムには、 「手工芸技術」科、 「家庭

*14　安中章夫・三平則夫編、前掲書、 394-402頁。
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料(女子)」が教科として組み入れられた。さらに1945年の独立宣言後は、 「インドネシ

ア民族の繁栄は、ただ勤労とインドネシアの自然を豊かにする活動や技術を通してのみ達

成される」という理念のもと、技術教育は独立国家インドネシアの国民形成の中で大変重

要な役割を担うことになり、また生活の糧を得るための技術の習得、手作業や労働を評価

する態度の育成という役割を担うことになり、小学校と中学校の教育課程に組み入れられ

ることになった`15。

この技術教育の実施にあたっては、費用と教具の不足、技術に関する教師の教授能力の

不足及び地域社会へ十分適合していない問題を抱えてきたが、 1955年からは比較的スム

ーズに実施されるようになってきたと報告されている'】6。

小学校における技術教育の科目・授業時間数の変遷は、表1-1の通りである。

1964年以降の学習指導要領における技術教育の時間数は小学校第1 、 2学年は2時間、

第3学年以降は4または5時間とされており、重視されている。

表1 - 1小学校教育課程における技術教育の頗域の教科・授業時間数の変遷
学 習 指 導要 領名 教科名 i n n iv v v i

194 5 年小 学 校 教授 計 画

(教授 用 語が 第 3 学 年ま で地方語 女 子 の仕 事 一 一 一 (1) (2 ) (2 )

の学校 : 以下 、教 ー地 と表記) 手 工芸 技 術 1 1 2 2 2 2

(教授用語がイ ン ドネ シア語 の学校 女 子 の仕 事 ～ ー (1) 2 )

:以下、教I イと表記 ) 手 工 芸技 術 1 1 3 3 3 3

(学校 の授 業時 間が 夕方のみ の学 女子 の仕 事 - 1

校 ) 手 工芸 技術 11 11 3 2 2 2

1964 年 小 学 校教 育 計 画 (教I 地) 手際 よさの教育 (Pendidikan 2 2 4 4 4 4

(教⊥イ) 手際よさの教育 K eperigelan) 2 2 5 5 5 5

19 68 年度 カ リキ ュラ ム 家 庭 生活 1 1 2 2 2 2

(教ー地 .イ 共通) 特 別技 能教 育 2 2 5 5 5 5

197 5 年 度 カ リキ ュ ラム 特別 技 能 2 2 4 4 4 4

1984 年 度 カ リキ ュ ラム 特別 技 能 4

注) Pendidikan dan Kebudayaan, Lima Puluh Tahun Perkembangan Pendidikanlndoneisa,1996、

より筆者作成。

1945年の小学校学習指導要領では「手工芸技術」科と「女子の仕事」科のみが設定さ

れていた。

1964年の改訂では、教科内に「農業」、 「畜産業」、 「家内工業」、 「手工芸」、 「協同組合

/貯金」などの内容が組み込まれ、多様化された。教師に対しては、教育計画として記載

されていること以外でも、生徒や保護者、地域社会の状況とニーズに合わせた教育を行う

* 1 5　R. M. Anwar Jasia, (ed.) , Pembaharucm Kurikulum Sekolah Dasar: Sejak Perokulamasi Kemerdekaan, Balai

Pusutaka, 1987, p.265.

*16 Ibid.,p-266.
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ことが求められた。

1968年の改訂では、 「家庭生活」科と「特別技能教育」科内に「農業」、 「畜産」、 「漁業」、

「技術(手工芸、自動車修理)」、 「経営/職務(貯金と協同組合)」とさらに多様な内容

が設定された。

1975年の改訂では、 「特別技能」科においては、教授プログラム概説の充実により、農

業の中に煙草の干し方、食料の保存の方法などが例示された1984年の改訂では、内容

に変化はなく、教授方法がより詳細に示された。

中学校における技術教育領域の教科.授業時間数の変遷は、表1 -2の通りであるO

1962年以前の中学校学習指導要領では2、 3 (3年Aクラスのみ6時間)時間、 1962年

の学習指導要領では「経営」科、 「実習時間」を含めると6時間、 1968年の学習指導要領

でも経営を含めると4時間、 1975年の学習指導要領では6時間(前期必修、後期選択で

あるため、選択しない場合週あたりの平均授業時間は3時間となる)、 1984年の学習指導

要領では4時間となっており、全体的にみて授業時間数の増減は大きくない。

表1 - 2　中学校教育課程における技術教育の教科・授業時間数の変遷

学習指導要領名 教 科 名 n in

1962 年以前の中学校カ リキユ 商業計算 - 1 2 /-

ラム 商業知識 ー 】 2 ′-

手工芸技術 一女子の仕事 2 2 2 ′2

1962 年中学校教育計画 経営 1 1 1

手工芸技術 2 2 2

家庭科 1 1 1

実習時間 2 2 2

1968 年中学校カ リキュラム 経営 1 1 1

手工芸技術 2 2 2

家庭科 1 1 1

1975 年中学校カリキュラム 技術教育 (前期は選択、後期は必修) 6 6 6

1984 年中学校カリキュラム 技術教育 4 4 4

注) Pendidikan dan Kebudaya叫Lima Puluh Tahun Perkembangan Pendidikanlndoneisa,1996、

より筆者作成。

1945年の学習指導要領においては、 「商業計算」科、 「商業知識」科、 「手工芸技術・女

子の仕事」科という3科目が設定されている。

1962年の学習指導要領においては、 「進学できずに社会-でる生徒たちにとらての有効

な能力を与えるため」に、 「経営」科と「家庭科」の2つの教科が新設された。また「日

々の生活において大変実用的な労働(例えば自転車の修理、物売り、散髪など)」を行う

「実習の時間」が加えられるなど、生徒の状況やニーズ-の一層の配慮がうかがえる。

1968年の学習指導要額での技術教育目標及び内容は、 ①農業・航海・工業技術・産

業等いくつかの分野の技術を教える、 ②生徒の活動を刺激し創造力を伸ばす、 ③実用的作

業に対する関心を伸ばす、 ④教えられる技術は社会における実用に耐えるものでなければ

ならない、 ⑤失業をなくすことに協力する、とされており、より一層実用性が求められて
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いることが分かる。

1975年の「技術教育」科には、前期にいくつかの科目から選択することになっている

が、設定科目は、 「家庭科」、 「技術」、 「事務(jasa)」、 「農業」、 「漁業」、 「手工芸」であり、

後期の自由選択科目は、 「自然科学や生物学実習」、 「飼育」、 「スポーツ」、 「芸術」、 「学校

健康活動(UKS:Usaha Kesehatan Sekolah)」である。 「実習の時間」は削除されたが、自転

車修理など「実習時間」で有効な活動であった主なものは授業時間内に組み入れられた・17。

1984年の「技術教育」科には、 「事務」、 「家庭科」、 「技術」、 「農業」、 「工芸」及び「漁

業」の科目が設定されているO　これらの科目はまた数種類の内容から構成されており、例

えば「技術」では、 「電気」、 「自動車(otomotif)」、 「木工」の3分野から構成されている。

「電気」の目標は、 「生徒は、一つもしくはいくつかの電気器具を作ることができる」で

あり、内容は、電源、アンプ、トランジスターの作り方、配線、実習である。 「自動車」

の目標は、 「生徒は、自転車の手入れや軽い修理を行うことができる」であり、内容は、

自転車の構造、部品、手入れの仕方、直し方、実習である。 「木工」の目標は、 「生徒は、

木から-つもしくはいくつかの家庭用晶を作ることができ、木工技術を習得する」であり、

内容は、木の種類、鋸、釘、ボンドなどの種類、実習である。 「農業」は、 「陸地での魚

の養殖」、 「農業」、 「畜産」から構成されている。 「陸地での魚の養殖」の内容は、池の漁

業、魚養地の漁業、田での漁業、沼地の漁業、作った池での鑑賞用の魚産業、水族館の鑑

賞用魚の産業などである。 「農業」の内容は、 「畑を耕す」、 「ポットに植える」、 「稲を植

える」、 「間作物を植える」、 「プランテーション」などである。 「畜産」の内容は、 「鵠を

飼う」、 「アヒルを飼う」、 「蜂を飼う」、 「ウサギを飼う」、 「羊・牛を飼う」である。いず

れも理論を学び、議論し、実習することとされている。

このようにみると、幅広い内容を取り扱っているように思われるが、内容が多いだけに、

-つの学習内容、例えば先ほど例にあげた「間作物を植える」も56授業時数が当てられ

のにも係わらず、学習指導要領の教授プログラム概要はわずか3貢分に簡略な説明しか行

っていない。つまり科目や内容は多様化され、従来に比べれば教授プログラム概要も相対

的に詳細になったとはいえ、インドネシアの多様な気候と地形等を考えた場合、浅く広い

ものになっているのである。そのため学校周辺の土地にあった作物は何か、どのように植

えるのが最も有効なのかなど、各地域にあったカリキュラム開発を学校が行わなければな

らない状況であった。しかしそれを行うだけの力量、意識あるいは余裕は学校になかった

と考えられる。

つまり小学校と中学校における技術教育領域の教育課程には、まだ十分に地域の状況と

ニーズに対応していない問題があり、社会状況調査にもとづき、綿密な情報収集と実践志

向をもって多様化しなければならない問題が残っていたと言える。

第2節　「多様性の中の統一」と教育課題

1. 「多様性の中の統一」という文化政策

*17　Departmen Pendidikan dan Kebudayaan, Lima Puluh Tahun Perkembangan Pendidikan

Indonesia, 1996, p.247.
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地域科成立の背景には、地域開発・雇用問題-の対策が学校教育に求められていたにも

かかわらず、教育課程が十分に対応していなかったという状況に加えて、多様な民族文化

の保持・発展が学校教育に要求されながらも教育課程が十分に対応していなかったという

状況があったと推測される。

インドネシアには、約300の民族が存在し、それぞれ異なった文化・言語を有する文化

の多様性が存在する。ここではまずインドネシアがどのように国民統合を達成しようとし

てきたのかという文化政策、マスメディアの普及・近代化・都市化によって文化はどのよ

うな状況にあり、人々はどのような意識を持っているのかについて明らかにする。

インドネシアは1945年に独立宣言を行い、その後1949年に実質的には独立を達成した。

新しい国家の運営をめぐって国内には地域主義や民族主義の動きが、政党活動や選挙活動、

時には武力蜂起を通じて顕在化した。

そこで地域主義・民族主義の嵐が吹き荒れた1950年代に、スカルノ政権は政治的・言

語的対応として、次のような文化政策をとった。

まず、イデオロギー的スローガンとして国是を「多様性の中の統一」としたo　この「多

様性の中の統一」とは、 「多様な民族的・文化的・地域的要素を内包しながら統一を保っ

ていること」を意味している。その国是の正統性・必然性は、パンチヤシラという「イン

ドネシア固有」の理想的目標に依拠しており、その達成手段は、ゴトン・ロヨンという「イ

ンドネシア固有」の自発的相互扶助の精神とされたI18。

また決定的に重要な対策として、加藤はインドネシア民族と下位民族の間の言語的区別

の確立を指摘している。インドネシアでは、国民をバンサ　インドネシア(インドネシア

民族:bangsa Indonesia)といい、民族集団をスク(種族:suku)あるいはスク・バンサ

(suku bangsa)というoスクあるいはスク・バンサは、バンサの下位集団を表すものであ

るヰ19 (本論文では、引用以外では「インドネシア民族」を国民と表記し、エスニックグル

ープは種族とせず、民族と表記する)。この言語的対策は、多様な民族を下位集団として

含んでインドネシア民族(以下、国民と表記)が存在することを意味する。この方針を文

化に当てはめれば、多様な民族文化を下位文化として含んでインドネシア文化(以下、国

民文化と表記)が存在するという、 「多様性の中の統一」という文化政策をインドネシア

はとってきたと解釈できる。

この「多様性の中の統1　という文化政策として、スハルト政権(1966年以降)は、 「イ

ンドネシア民族」の共通体験・共通遺産としてのオランダとの民族闘争や独立戦争の歴史

を神話化し、広めるとともに、インドネシア語の浸透をより一層推進するなど、国家統合

のための文化の創出と普及に努めた。

またスハルト政権は、 「全国大衆音楽大会」 (Festival Lagu Populeur Indonesia)を主催し、

無定形な大衆の文化を国民文化として把握し、大衆音楽を国民国家秩序のなかに吸収しよ

*18　加藤剛「『多様性の中の統一』 -の道」」、宮崎恒二、山下晋司、伊藤異(編) 『イン

ドネシア』河出書房新社、 1993年、 30頁。

*19　加藤剛「『ェスニシティ』概念の展開」、坪内良博(編) 『東南アジアの社会』第3巻、

弘文堂、 1990年、 215-245頁。
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うとしているという"20。

さらに、音楽、演劇、儀礼、 「宗教」、 「信仰」、アダッド21、言語、生活様式、口承民話、

衣装、家屋様式などからなる多様な民族文化を国民文化の下位文化として位置づけるため

に、特にスハルト政権下において次の2つの対策を行っている.一つは、 「『種族的なる

もの』から種族主義、地域主義につながるような政治的要素を骨抜きにし、その一方で種

族意識のはけ口として、政治的に比較的コントロールしやすい芸能や文化を前面に押し出

したこと」である。もう一つは、 「種族を『地方』で置き換えることによって、種族意識

を『地方』という水で薄めようとしただけでなく、 『多様性の中の統一』の華盤を、共和

国の行政機構そのものに位置づけたことである了220加藤は、これらを端的に「スハルト

政権の『種族意識の芸能化』政策」、 「『種族芸能の観光資源化』政策」と表現している。

山下はこれを、具体的には「全国伝統芸能大会」 (Festival Tari Tradisional Tingkat Nasional)

を主催する形で、 「強力な国民統合と経済開発の中でインドネシアの多様な伝統文化を国

籍化、つまり国民文化の遺産として様々な民族集団の伝統文化をカウントしてゆこう」と

していると指摘している・23。

また多様な民族文化の国民文化-の吸収は、 「観光の政治学」としても展開されている

という。それは、インドネシア観光年に代表される、開発の柱として位置づけられた観光

による「美しいインドネシア」の演習であるO 「バリでは既に1930年代に観光による文化

復興というべき時代を迎え、観光客のまなざしを背景として伝統文化の創出が外部から起

こった。バリでは観光は伝統文化を破壊する方向ではなく、それを刺激し、新たな創造へ

と導くように作用した了240既にみたように1989年に始まる第5次5カ年計画における

観光政策は、山下によると「観光に対する国民の意識を養うこと」にあり、 1991年のイ

ンドネシア観光年も合わせて、その強調点は、 「国民が『よきホスト』たることにも置か

れており、 『よき国民』による『美しいインドネシア』のデモンストレーションでもあっ

た」と指摘している。つまり観光は、 「美しいインドネシア」を象徴する文化として「伝

統的な地域の文化」を自ら創出させると同時に、 「よき国民」にさせるという巧妙な政策

を担っているのである。

*20　山下晋司「美しいインドネシア」、宮崎恒二、山下晋司、伊藤真(編) 『インドネシ

ア』河出書房新社、 1993年、 46-49頁。

*21　倉田勇(石井米雄(監修) 『インドネシアの辞典』同朋社、 1991年、 46頁)による

と、アダット(adat)とは、習慣、慣習、慣行、慣習法を意味する言葉であり、インドネ

シアのアダットには、祖先崇拝や超自然的力-の畏怖・信仰が基盤にあり、そめうえ地域

によってヒンドゥー教、イスラム教、キリスト教、などの影響が混在しており、地域的に

多様な姿を示すものである。

*22　加藤剛、前掲書、 1993年、 32頁。

*23　山下晋司「国家・音楽・大衆:インドネシアにおける国民国家と大衆音楽」、関本照

夫(研究代表者) 『平成元年度科学研究費補助金(総合研究A)研究報告書東南アジア・

オセアニアにおける国家と国民文化の動態』東京大学東洋文化研究所、 1991年、 80-97貢。
*24　同上。
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この「美しいインドネシア」は、各地域の多様な自然と文化に象徴されるが、その「美

しいインドネシア」を象徴する文化とは、先述した加藤の言う種族主義・地域主義を骨抜

きにした民族文化、そして言葉を置き換えた「伝統的な地域文化」であるQ

また関本も、 「ここ10年ほどインドネシアでは、 『プルスタリアン・トラディシ・ブダ

ヤ』すなわち『文化伝統の維持』という言葉が、政府、教科書、マスメディアで大流行し

ている。全国の県知事の演説にも、啓蒙詞のやや説教臭いテレビドラマにも、しきりにこ

の言葉が登場する」ことを指摘している"25。これもやはり、 「強力な国民統合と経済開発

の中でインドネシアの多様な伝統文化を国籍化」しようとする文化政策の現れである。そ

の「国籍化する」基準は、 「『文化伝統の維持』の主張といっも対になっている、 『肯定的

な面は維持し、否定的な面は克服しよう』という一句である。伝統の内で何が良くて何が

悪いものかを決める権利と能力は、すべて政府とインドネシア社会の側にある了26という。

多様な民族文化を「政治的要素を骨抜きにする」基準、 「美しいインドネシア」を象徴す

る「伝統文化」を創壇する基準、 「(維持するのに)伝統文化の内でなにが良くてなにが

悪いものかを決める」基準が何かを考えるた釧こ、まず第2次国家開発5カ年計画に書か

れた「国民文化」の項を引用する-27。

「①国民文化に色彩を加え、豊かにする重要な要素として地域文化を掘り起こし、豊かに

することを含めて、国民の特性、国家の誇り及び国家統合を強化するための国民文化の保

護と育成の努力を高める。 ②若い世代に遺産を受け継がせるために、伝統を保護・育成し、

民族闘争の価値、誇り及び国家的利益を持つ歴史や伝統を保護し育成する。 ③国民文化の

育成はパンチヤシラの規準に合わせなければならないoそれらと共に、封建的な社会文化

の諸価値の発生を禁じるために、またネガティブな外国の文化の影響を減じるために、国

民の個性に対立しない範囲において、一方で開発プロセスにおける革新に必要とされるポ

ジティブな他からの価値を広めるため柱社会に十分な能力を与える。」

この中で基準と考えられるものを取り出すと「国民の特性、国家の誇り及び国家統合を

強化する」こと、 「民族闘争の価値、誇り及び国家的利益を持つ」こと、 「パンチヤシラ

の規準に合わせる」こと、 「封建的な社会文化の諸価値の発生を禁じる」こと、 「ネガテ

ィブな外国文化の影響を減じる」こと、 「開発プロセスにおける革新に必要とされるポジ

ティブ」なこと、などである。

上述した基準をもって、インドネシアは特にス-ルト政権下において、国家統合のため

に創出した言語などの文化を創出・普及し、多様な大衆文化や民族文化を国民文化化する

ことで「多様性の中の統一」という文化政策をとってきたのであるO

では、人々は文化についてどのような意識をもっていたのであろうか。

国家による文化政策は、各民族集団の伝統文化を強制的に歪めていたわけではなく、人

々も伝統文化の「原型」あるいは「伝統」を忠実に守っていこうとしていたわけではなか

*25　綾部恒雄・石井米雄(編) 『もっと知りたいインドネシア』、弘文堂、 1995、 196- 197

頁。

*26　同上。

*27　Arnicun Aziz(ed.), EMPAT GBHN 1973 -1978 -1983 -1988, Bumi Aksara,1990, p.2<?4.
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った。各民族集団も、社会の変化、産業の発展、マスメディアの普及を背景に、民族の伝

統を組み替え、新たに展開させたり、さらにそれを中央の文化と融合させて自ら現代的文

化として再生させようとしている・28。

かといってまた、伝統文化が大きく変容していくことを、全ての人が一様に抵抗なく受

け入れているわけでもなく、その心理状況は複雑であると思われる。それは、 1980年代

からのテレビの著しい影響により、子どもが伝統的文化より近代的・西欧的文化に惹かれ

て地域社会から疎遠になる傾向、若者の都市-の流出問題、伝統文化の「カサール化」 (大

衆化)現象と衰退の危機感、急速な近代化の中での心の不安定など様々な問題があったか

らである。

テレビは、インドネシアの情報省の推定では1988年のテレビ視聴者の数は約1億1500

万人(総人口の約65%)に達している。小池によると、 「インドネシア政府も国家統合に

果たすテレビの役割を重視し、 1970年から地方の村落にテレビを供与する政策を始めた。

その結果、自分でテレビを購入することが困難な貧しい農民にとっても、テレビは身近な

存在となっている」としている。そしてテレビ放送のもたらすマイナス面として、文化の

画一化、急激な消費文化の広がりを指摘している・29。

消費文化、近代文化の広がりは、直接的・間接的に都市への若者流出の原因となる。

都市人口の占める比率は言961年には14-8 %であったのに1990年には30.9 %に上昇し

た*30。

また染谷によると、インドネシア社会のあらゆる面においてカサール(下品、粗野)化

が起こっているという・31。染谷には特にエチケットについてジャワを中心に論じているが、

それによると近代化の進行に伴って伝統的な価値観が揺らぎ、それがェチケットにも作用

しているという。ジャワの伝統的価値体系からすれば、物質的なものに価値を兄いだす近

代化は、カサール化である。カサール化は特に都市に住む若い世代に顕著であり、彼らは

敬語のないインドネシア語を使用し、アルース(優雅な)な伝統芸能を敬遠してカサール

なダンドゥツトやポップスを志向している。このカサール化に対し、伝統的な価値観に依

って生きている人々の憂いの声は、新聞紙上などでも頻繁に聞かれる0

近代化・都市化の中での心の不安については、関本が次のように指摘しているOインド

ネシア人であることは、個人の職業、社会経済的地位、権力などを決定するが、私的な生

活のスタイル、美意識や人間関係の機微に関わることは何も決定しない。そこでそれぞれ

「伝統」探しを始めるが、インドネシア社会自体には、先ほど述べたように独立闘争の伝

*28　福岡正太「地方から生まれる音楽」、宮崎恒二、山下晋司、伊藤異(編) 『インドネ

シア』河出書房新社、 1993年、 152頁。

*29　小池誠「消費社会へいざなう映像」、宮崎恒二、山下晋司、伊藤菓(編) 『インドネ

シア』河出書房新社、 1993年、 178- 183頁。

*30　山下晋司「都市に向かう人々」、宮崎恒二、山下晋司、伊藤貢(編) 『インドネシア』

河出書房新社、 1993年、 220頁。

*31染谷臣道「『優雅』に生きる人々」、宮崎恒二、山下晋司、伊藤菜(編) 『インドネシ

ア』河出書房新社、 1993年、 74-80頁。
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統といったごく最近の出来事しか共有できる経験がない。そこで人工的でない自然な持続

の感覚を与える伝統は各民族の文化にしか求められないことになるとされている。

また田舎から都市-の職を求めて、あるいは憧れて移動するという若者の都市-の流出

とは異なった人口移動として、開拓のための移民政策(トランスミグラシ:主にジャワ島

から外島-の移民政策)という人口移動がある。この移民については、 1985年前後の新

聞紙上において、移民政策は「ジャワ化」政策であるとの議論が頻繁になされている。ジ

ャワの人々が故郷の文化を忘れるどころか自文化を移民先の人々に強要し、移民を受け入

れた土地の人々の文化が脅かされるという間厚が発生したのである。出す側も受け入れる

側も、文化摩襖により人々は各々の民族文化の保持・発展を求めていたことが分かる。

関本は、人々は伝統探しを「民族文化の中でも社会の近代化にそぐわなくなったものや

政治化する危険のあるものは、退けられるため、伝統探しは民族ごとに培われてきた私生

活の人間関係、美的装飾的領域、伝統的な音楽・美術・工芸といった場で行われる」とい

う。

しかしいずれにしても国民化・近代化・都市化の中で、様々な理由により、人々は民族

文化-回帰する傾向をみせ、若い世代に民族の伝統文化を見直してもらいたいという願望

をもっていた。また、インドネシアの指導的立場にある研究者たちは、民族間題を黙殺す

るのではなく、反対に民族の多様性に関する議論を深める土とによって、結果的にインド

ネシアの「統合」の基盤が強化されるという考え方を発表するようになってきた*32。これ

は、 1980年代の文化状況として、地域科の成立する一つの要因であったと考えられる0

2. 「多様性の中の統一」の視点からみる教育課題

(i ) r多様性の中の統一」の視点からみる言語教育の額域における放題

「多様性の中の統一」という視点から、これまでの言語教育においてインドネシア語と

地方語(BahasaDaerah,バ-サ・ダニラ)の位置づけ及び関係を概観し、それぞれが小学

校と中学校教育課程においてどのように位置づけられてきたのか、教授用語をめぐる歴史

的変遷、それぞれの授業時数、目標の重点の変化から解明する。

インドネシアの地方語とは、方言ではなく各民族の言語を指しており、ドイツの言語学

者HansKahlen(1956)は250と数え、インドネシア言語庁は1972年に418と数えているこ

とからも分かるように、多様である`33。現在インドネシアにおける国語であるインドネシ

ア語は、オランダ植民地時代以前から域内共通語として、スマトラ、ジャワ、マレー半島、

ボルネオ、セレべスその他の島々一体で使われていたマレー語である0

17世紀初頭から約350年間にわたるオランダ植民地時代において、インドネシアの国

語はオランダ語であった。しかし、実際にオランダ語を使用できるのは上層階廠だけで、

またマレー語も必ずしも中心的な言語というわけではなく、一般的には各地方語が強いカ

を持ち続けていた。オランダ植民地政府による学校教育において、オランダは当初原住民

*32　後藤乾- 「エスニシティとネーション」 『講座東南アジア学第6巻東南アジアの

思想』弘文堂、 1990年、 126頁。

*33　藤田剛正『アセアン諸国の言語政策』穂高書店、 1993年、 13頁O
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に対する教育に関心がなく、植民地支配者層の子弟に対しての教育ではオランダ語が教授

用語とされていた0 19世由来から原住民に対する学校教育の関心が高まると、 1892年の

教育改革により、 5年間の第一級学校と3年間の第二級学校が開設され、そこでは母語が

教授用語とされ、それが不可能な場合はマレー語が教授用語とされたOとはい?てもマレ

ー語や地方語は基礎段階における言語にとどまり、 20世紀初頭からは次第にオランダ語

教育が拡大された。しかしオランダ語教育に対しては、その学習内容習得の非効率性に対

して批判が強くなされていた。

そして民族主義運動の高まりの中で、 1928年第二回民族統一青年会議において「青年

の誓い」が採択されたOそこでマレー語は、民族統一の言語とされ、それはインドネシア

語と呼ばれることとなった。しかしこれもあくまで理念的なものにとどまっており、実質

的な普及は日本軍政期に入ってからであった。

1942年から1945年の日本軍政期に設立された国民学校では、日本軍はオランダ語を廃

止し、日本語を共通語にしようという長期的目的を果たすため、日本語を必修科目として

教え、その普及に全力を注いだ。インドネシア人側は、教授用語として地方語重視を主張

したが、日本側は統一言語の必要性を強調し、結局地方語は低学年においてのみ使用が許

可され、それ以外はインドネシア語が教授用語とされた。それはあくまでも日本語を普及

するための手段であった。それは、国民学校における学習時数を比較しても明白である。

当時1週間間あたりの日本語授業時数は7時間、インドネシア語は2時間、地方語は1時

間であった。しかし、日本軍の目的に反して、地方語は生活用語として依然として使用さ

れ、インドネシア語は教授用語としてインドネシア全体に広まり、その日本軍のインドネ

シア語の普及政策に便乗してインドネシア語は急速に共通語として使用にたえられるよう

に整備され、国語としての成立が早められfc-ォ34

1945年の独立宣言以後は、共和国憲法第36条「国語はインドネシア語とする」とされ、

その基本的憲法解釈「ジャワ語、スンダ語、マドラ語等の、国民によって継承されている

独自の言語を有する地域にあっては、その地方語は国によって尊重され、維持されるであ

ろうO地方語は生きたインドネシア文化の一部を形成している」を受けてインドネシア語

は国語として成立し、地方語にも配慮がなされた。そして学校教育基本法第5条において

「インドネシア語は全ての学校における教授用語」であるが「幼稚園及び小学校の第3学

年までにおいては、地方語を教授用語として用いることができる」と規定された。これは、

1945年共和国憲法第32条「政府は、インドネシア民族の文化の高揚をはかる」を受けて

出された1950年学校教育基本法第4条、教育の基本は「パンチヤシラの諸原理とインド

ネシア共和国憲法及びインドネシア民族の文化にある」という規定によるものであるD

理念上、あるいは法規上はインドネシアは言語に関して、インドネシア語を国語としな

がらも多様な地方語の保持・発展を保証するというように「多様性の中の統一」の基盤を

作った。

しかし法律に示された「インドネシア民族の文化」とは、建国ナショナリズムの表出で

*34　百瀬佑子「日本占領期インドネシアにおける言語政策と言語教育」 『東南アジア諸国

における言語教育』、筑波大学教育学系比較・国際教育研究室、 1991年、 151- 164頁Q
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しかなかった。地方語は実際、補助手段でしかなかく、インドネシア語の普及に伴ってそ

の必要性も減少し、学習指導要領の改訂の度に地方語授業に配分される授業時数は削減さ

れていった(表1-3、 1-4)0

1947年の小学校学習指導要領においては、 「インドネシア語」科は必修科目とされたが、

地方語も主要言語9種に限っては小学校3年まで教授用語として使用されることとなり、

中学校2年まで選択科目として位置付けられ、諸民族文化としての地方語の教育に対して

配慮がなされた。しかし地方語の教育課程への導入は、地方語の尊重と存続のためだけで

はなかった。独立当時5%の話者しかもたないインドネシア語で、いきなり教育を始める

ことに無理があるという事情が大きな要因であった。また、教材と教師の質的・量的不足

から、主要言語9種以外の言語には目をつぶらざるを得ない状況であった。

このようにインドネシア語が国語として成立し、その一方で地方語は理念的には諸民族

文化の保護がうたわれたが、実際には補助的手段として位置づけられていた。

表1 - 3　小学校教育課程における言語教育の額域に配分された授業時数の変遷

学習指導要領名 イ ン ドネ シア語 地方語

1947 年小学校教授計画 (教ー地) 0 0 8 8 8 8 10 10 8 8

(戟 - イ ) 10 10 8 8 8 8 0 0 0 0 0 0

19 64 年小学校教育計画 (教ー地) 0 0 6 8 8 8 9 8 5 3 3 3

(敬 - イ ) 9 8 9 9 9 9 0 0 0 0 0 0

196 8 年小学校カ リキュラム (敬 - 也) 0 0 6 6 6 2 2 2 2

(戟 - イ) 8 8 8 8 0 0 0 0 0 0

197 5 年度カ リキュラム 8 8 8 8 8 8 (2) (2 ) (2 ) (2 ) (2 ) 0

1986 年度カ リキュラム 8/7 8/7 8/7 8/7 8/7 8/7 (2 ) (2 ) (2 ) (2 ) (2 ) 0

注) Pendidikan dan Kebudayaan, Lima Puluh Tahun Perkembangan Pendidikanlndoneisa,1996、

より筆者作成。 ()内の数字は選択科目の授業時数。

表1 - 4　中学校教育課程における言語教育の額域に配分された授業時間の変遷
学習指導要領名 イ ン ドネシア語 地方語

196 2 年以前 中学校カ リキュラム 5 5 5 2 2 2

1962 年 中学校教育計画 . 5 5 5 2 2 2

1975 年 中学校 カ リキュラム 5 5 5 ( 2 2 0

1984 年 中学校 カ リキュラム 5 5 5 2 2 2

()内の数字は選択科目の授業時数。

注) pendidikan dan Kebudayaan, Lima Puluh Tahun Perkembangan Pendidikanlndoneisa,1996、

より筆者作成。

インドネシア語の位置づけは、教育目的のアクセントの置き方の変化から、国家統合の

手段として重点がより強く強調されていることが理解でき、地方語の位置づけは、その授

業時数の急激な削減からその補助手段という位置づけでしかなかったことが理解できる。

小学校の学習指導要領のみであるが、そこでの位置づけは以下のようであった。
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1947年の小学校学習指導要領において、 「インドネシア語は教育、知的発展のための手

段、コミュニケーションの道具である」とその役割が強調されており、地域語もその役割

の高さを認められ、教授用語、選択科目としてインドネシア語とほぼ等しい時間が設定さ

れていた。しかし教授用語がインドネシア語の場合、地方語の授業時間は設けられておら

ず、それは1975年改訂の学習指導要領まで同じであった。

1964年の′ト学校学習指導要領においては、 「 ①インドネシア語は、インドネシア共和

国の共通語、国語であり、そのためインドネシア語は国家の教育目的を達成するための第

-の手段として全教科における教授用語とする。 ②インドネシア語は、知的発展のため

の手段である。 ③生徒は、インドネシア語の読み書きをコミュニケーションの手段とし

て習得すること」とされた。第3学年以上における地方語の選択科目としての授業時間は、

1947年度の半分に削減された。

1968年の′j、学校学習指導要領における「インドネシア語」科の目標は、 「①パンチヤ

シラ精神と全能の神への信仰をもつインドネシア国民性を酒養する、 ②国語を使用する

ことへの自覚を養う」とされていることをみても分かるように、 「インドネシア語はイン

ドネシアの統一を意識化させる道具」として強調された0

-方「地方語」科の目標は、 「 ①話したり書かれたりしているその地方の言葉を理解

させる、 ②思考や感情をその地方語で正しく話したり書いたりできるように」とその文化

的価値については言及されておらず、 「インドネシア語」科の授業時間の3分の1まで減

らされた。

1975年の小学校学習指導要領においては、 「インドネシア語はインドネシアの伝統文化

としてその価値を高めること」とされ、インドネシア全域で小学校1年から教えられるこ

とになり、全体的に授業時間数が増えた。 「地方語」科の授業時間はついに選択科目とし

て各学年2時間まで削減されることになった。

1984年の小学校学習指導要領においても、目標と授業時間数は同様であるoなお、中

学校における言語教育に配分された授業時間数に変動はない。

この授業時数の変遷や教科目標をみても分かるように、インドネシア語は国家の新しい

「伝統」として、国民文化としての地位の確立に努力がなされている0 -方地方語は、イ

ンドネシア語が徐々に普及するに従って、地方語に配分される授業時数は次第に削減され
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ており、補助手段としての位置づけでしかされていない・35。つまり言語教育における「多

様性の中の統一」は、一貫してインドネシア語の普及を目指し、多様な地方語の使用はイ

ンドネシア語あるいは国家教育目的の達成を助けるための暫定的な補助手段でしかなか

く、統一が果たされるならば多様性の保持・発展に力を入れる必要はないというものであ

った。

(2) 「多様性の中の統一」の視点からみる道徳・.公民教育の領域における課居

ここでは、 「多様性の中の統∴」の視点から、道徳・公民教育の領域におけるアダット、

宗教及び「統一」のための「国民文化」の中核をなす国家的価値あるいはイデオロギーで

あるパンチャシラの位置づけと関係について概観する。

1947年の小学校学習指導要領及び1962年以前の中学校学習指導要領における道徳・公

民教育としては、 「人格形成教育(Budi Pekerti)」科と「宗教教育」科の二つの教科が設

定されたo 「人格形成教育」科の内容もしくは教材は、伝統的な価値観(民族的な、特に

ジャワの)をその源とし、 「宗教教育」科のそれは政府に認められたそれぞれの宗教をそ

の源とした*36。

しかし、中学校の「人格形成教育」科は、授業時数も学校に任されていた。それは、教

師あるいは学校の自由・権限とも考えられるが、当時の教員の資質を考えた場合、さほど

重視されていたとは考えられないQ

「宗教教育」科については、インドネシア独立当時、ジャワ、スマトラ、スラウェシに

はそれぞれに特有のイスラーム教育制度が根付いており、公立学校で教授するためにそれ

らを統一することは困難であった。独立後1945年に教育文化省、 1946年に宗教省が設け

られていたが、 1951年の教育文化大臣と宗教大臣の共同決定によって、宗教教育は、地

域の事情に応じて、小学校第1学年から始めてもよいし、第4学年から始めてもよいこと

になったQまた、小学校における一般教養のレベルが他の地域の小学校に比べて劣ること

がなければ、過あたりの授業時間数が2時間のところを、 4時間まで許された。宗教の取

り扱いや内容は統一されたものの、授業時数には若干の地域差に対する対応がみられる。

パンチヤシラを源とする教科はまだ組入れられてはいなかったが、 「パンチヤシラは、

*35　西野節男(「インドネシアの言語教育」 『東南アジア諸国における言語教育』、筑波大

学教育学系比較・国際教育研究室、 1991年、 65貫)によると、現代の言語状況として、

全体的にインドネシア語が普及し、それと反比例して地方語が廃れていく傾向があるが、

-方で「インドネシア語のジャワ化現象」という現象も起こってきているという。インド

ネシア語の普及は同時に地方語の語嚢はインドネシア語を豊かにするという見解はつまり、

地方語のインドネシア語化を促すものでもあるが、ジャワ語人口が最も多く、移民政策に

よりジャワ人がジャワ島以外の地で暮らすことはジャワ語地域を拡張することになり、必

然的にインドネシア語はジャワ化されてしまうという。

では、ジャワ語は確固としてその伝統を守り続けているのかというと、そうでもなく、

やはり複雑な敬語体系は若者に受け継がれることなく他の言語と同じく消えらっある。

*36　Anwar Jasin, Pembaharuan Kurikulum Sekolah Dasar, Balai Pustaka, 1987, p.238.
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インドネシア人の形成に相応しい原則として、国家教育の全てに活力を与えなければなら

ない」とされ、教育の原則としてあった。

1964年の小学校学習指導要領における価値教育としては、特に「モラルの発展」とい

う学習領域'37の「社会性教育」科と「宗教教育・人格形成教育」科、 1962年の中学校学

習指導要領では「基礎領域了38における「公民教育」科と「宗教教育・人格形成教育」科

があげられる。

小学校教育課程の「社会性の教育」科は、地理、歴史と公民教育を含んだものであり、

教科目標は「パンチヤシラ精神をもつインドネシア的に社会化された人間に育成する」で

ある*39。特に公民教育の領域では、国家愛と国家的・国際的モラルと信仰心を発達させる

教科であるとされたoつまり、社会科とパンチャシラ公民教育が一つの教科で行われるよ

うな教科と考えられる。以前の「人格形成教育」科と「宗教教育」科の二つの教科は合併

された。その理由は、 「2つとも何よりもまず目指されるのは、道徳面において相応しい

道徳的価値を生徒に内面化されることであり、伝統的な価値観であるアダットと宗教の教

えとの間にある価値観のコンフリクトをできる限り避けることが目指されなければならな

い」ことであった*40Dつまりアダットは宗教とのコンフリクトの克服が目指され統合され

たわけであるが、宗教省からは「まるで学校が後で宗教教育をとるか、伝統的価値観にの

っとって教育をするかを選択するかのようだ。宗教教育の目的が果たされない了41と反対

があっ`たように、宗教とのコンフリクトの克服が困難であったことが分かる。

このアダットについては、 1947年の小学校学習指導要領を改訂する際、その改善点・

課題として「インドネシア国民文化に基づく教育として、言語、国家の歴史、宗教、アダ

ットの価値をどのようにパンチャシラの価値と適応させるか」があげられている。また

1960年代初頭の「指導された民主主義時代」期における中央指導者たちの民族問題に対

する意識として、後藤は、当時の代表的なイデオローグの1人プリヨノ文相の言葉を代表

的なものとしてあげている。それは、 「我々の間にある種族意識が強く、またそれが堅固

な道徳的基礎を形成している限り、インドネシア国民としての意識は低いものにとどまる

だろう。それ故われわれは、可能であるならば種族意識を放棄し、国民意識を高めなけれ

ばならない」である・42。民族意識とその道徳的基礎を放棄し、国民意識の形成を強めなけ

*37　1964年の学習指導要領では、教科は「モラルの発展」、 「知性の発展」、 「感情・情緒

と芸術性の発展」、 「手際よさの発展」及び「体育の発展」という学習部門に分けられてい

た。

*38 1962年の中学校学習指導要領では、教科は、 「基礎領域」、 「創造の領域」 「感情の領

域」及び「実習」に分けられていた。

*39　R. M. Anwar Jasin,(ed-), op. cit, pp. 89-91.

*40 Ibid. , p-239.

*41 R. M. Anwar Jasin,(ed.), op. cit., pp. 89㌘1.

*42　Herbert Feith and Lance Castle(eds.), Indonesian Political Thinking, Ithaca: Cornell Unve.

Press., 1970, pp.327-330.(後藤乾- 「エスニシティとネーション」 『講座東南アジア学第六

巻東南アジアの思想』弘文堂、 1990年、 125頁より重引。 )
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ればならいという意識が強くあったのである。アダットは国民意識の形成の障害となるも

の、国家統合のために「克服されるべき」ものとして捉えられていたといえるo

その結果、 1968年の小学校学習指導要領及び中学校学習指導要領では、 「宗教教育」は

元通り独立した教科に戻り、アダットによる礼儀作法と人格の完成を目指す「人格形成教

育」という教科は廃止され、 「地理」、 「インドネシアの歴史」及び「公民教育」の3科目

に関連させてわずかに組み入れられることとなった。

中学校学習指導要領における宗教教育、公民教育の目標をみれば分かるように、道徳・

公民教育は、 「宗教教育」と「公民教育」に委ねられることになったO 「宗教教育」の目

標は、 「宗教教育は国家建設、人間形成に欠くことができない要素であり、精神的道徳的

素養を深め、宗教心を高める」である。 「公民教育」の目標は、 「①市民としての権利と

義務を自覚させるための道徳的、精神的成長をはかる、 ②パンチヤシラ精神を身につけ

た市民たり得るようにする」ことであった。

結局アダットと他の価値(宗教とパンチヤシラ)とのコンフリクトの「克服」は、排除

という形で行われたのである。

1975年の小学校学習指導要領及び中学校学習指導要領では、道徳・公民教育として、 「宗

教教育」科と並んで、新たに「パンチヤシラ道徳教育」科が独立した教科として誕生した。

教科の目標は、パンチヤシラと45年憲法に合わせて11項目があげられている。その中で

も特に、民族あるいは地域文化の多様性に関連した目標としては、パンチヤシラの第一原

則「全知全能の神-の信仰」に対応した「他の諸宗教に対して敬意を払いっつ、各々の信

仰する宗教及び信仰を遂行すること」、第三原則の「インドネシアの統一あるいは民主主

義」と対応した「多様性の中の統一の感情を養うにあたって、地域文化を知る」という目

標がある*43。後者の教科の目標に注目すると、その教授目標は「生徒はインドネシアの住

民と文化の相違の多様性を知る」とされ、学習内容(pokokbahasan)として、 ①住民と文

化(小学校第3、 5学年)、 ②経済活動のパターン(小学校第5、 6学年)、 ③地域文化

(小学校第3、 4、 5学年)、 ④多様性の中の統一という枠内でのインドネシアにおける

他の地域からの民族文化(小学校第5学年)、 ⑤異なった生活様式(小学校第4、 5学年)

があげられている。

つまり、国民としての価値(道徳的基盤)を形成することは国家統合には必要不可欠で

あり、それは、民族のアダットであってはならなず、その多様性を包含するパンチヤシラ

にこそその液があるとし、統一を目指して全国民に共通する「インドネシア独特の価値」

の形成に努めていると言えるOその中で地域文化は、その「多様性の中の統一」として、

「自民族文化中心主義に陥らず、自文化の尊重以上に他の地域の文化を尊重することで多

様でありながら統一を保つ」ようにと位置づけられたのである。したがって、自民族文化

あるいは当該地域文化を振り起こす作業時間は少なかった。また、約300という多様な民

族の文化を知るには時間的にも不可能であった。そのため、タマン・ミニ・インダーに象

徴されるように、各州の「有名」で、 「特異性のある」文化を取りあげる「-州一文化」

*43　Departmen Pendidikan dan Kebudayaan, Kurikulum Sekolah Dasar 1975 GBPP Pendidikan

Moral Pancasila, Balai Pustaka, 1976, pp.3- 6.
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方式によって文化を峻別し、教材化し、教授していた。

このような地域文化の位置づけは1984年の小学校学習指導要領及び中学校学習指導要

領においても同じであり、アダットの道徳的価値の側面が教材化されることはなかったO

道徳・公民教育の領域における「多様性の中の統一」は、要約すると、次のようである。

各民族の伝統的な価値観の総体としての多様なアダットは、常に宗教やパンチヤシラとい

った他の諸価値との葛藤を引き起こすもの、 「克服されるべきもの」と認識されてきた。

そのため、 1947年の小学校学習指導要領における「人格形成教育」はジャワ的な色彩が

強いものであり、 1962年以前の中学校学習指導要領は時間配分までもが各学校に任せら

れ、具体的な教材化もなされない、放置された時間であった。その後1964年の小学校学

習指導要領や1962年中学校学習指導要領においてはアダットの教育あるいはアダットに

よる教育は「宗教教育」と合併されるようになり、 1968年の小学校学習指導要領と中学

校学習指導要領ではついに教科としては排除され、道徳・公民教育は「パンチヤシラ道徳

教育」と「宗教教育」に任されることになった。 「パンチヤシラ道徳教育」において「多

様性の中の統一」の具現化を目指して「多様性の中の統一の感情を養うにあたって、地域

文化を知る」という目標があげられたが、それは各州の「有名で」、 「特異性のある」文

化を取りあげるという「伝統的な地域文化」の創出と普及が若干行われただけであり、民

族の特徴的かつ本質的な文化であるアダットの道徳的価値については教材化されなかっ

た。

(3) 「多様性の中の統一」の視点からみる社会科教育の額域における課居

ここでは、 「多様性の中の統一」の視点から、社会科教育の領域において、国家と地蟻

がどのように位置づけられてきたのかを概観する。

まず、社会科教育の全体的な変遷として、設定された教科及び配分された授業時数は表

1-5、表1-6に示したとおりである。内容はほぼ地理、歴史、公民と分けられ、授業

時間は、公民教育が導入されている教育課程では、社会の時間は小学校第1学年から授業

時数が配分されていたが、公民教育が離れてからは第3学年から始まっているOまた、公

民教育が科目として設置されている教育課程とそうでない教育課程では、社会科教育の総

授業時数に違いが認められるものの、大きな変化はない。他教科と比べると、その時間配

分はほぼ同じである。

表1 - 5　小学校教育課程における社会科教育の僚域の教科・授業時間数の変遷

学習 指 導 要領 名 教 科名 i n in iv v v i

1947 年 小 学 校教 授 計 画 (敏一地) 地理 - - 1 1 1

歴 史 I l ー 1 1 1

(教ーイ) 地 理 - - 1 1 2 2

歴 史 - 1

(夕方) 地理 - /I

歴 史 - - 1

1964 年 小 学 校 教 育計 画 (教 - 也) 社会性 の教育 1 2 3 3 3 3

(教 ーイ) (地理、歴 史 、公 民)
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社会性の教育

(地理、歴史、公民)

1 1 4 4 4 4

1968 年小学校 カ リキュラム 公民教育

(地理、国史、公民教育)

4 4 4

19 75 年小学校カ リキュラム 社会科 - - 2

19 84 年小学校カ リキュラム 社会科 - 一 蝣2

注) Pendidikan dan Kebudayaan, Lima Puluh Tahun Perkemba喝an Pendidikanlndoneisa,1996、

より筆者作成。

表1 - 6　中学校教育課程における~社会科教育の額城の教科・授業時間数の変遷

学 習 指導 要領 名 教科 名 I Ⅱ Ⅲ

1962 年 以 前 の 中学校 カ リキュ ラム 地理 2 2 3 ′3

歴 史 2 2 2 ′2

1962 年 中学 校 教 育計 画 国家 の歴 史 1 1 1

世 界 の地 理 ′ 1 1 1

世 界 の歴 史 1 1 1

1968 年 中学 校 カ リキュ ラ ム 地理 2 2 2

歴 史 2 2 2

1975 年 中学校 カ リキ ュ ラム 社会 科 4 4 4

19 84 年 中 学校 カ リキ ュ ラム 社 会 科 4 4 4

注) pendidikan dan Kebudayaan, Lima Puluh Tahun Perkembangan Pendidikanlndoneisa,1996、

より筆者作成。

1968年の中学校学習指導要領における「地理」科の目標は、 ①祖国の発展と繁栄福祉

に責任をもつパンチャシラ的人間に生徒を育てる、 ②自然資源の活用に生徒の目を向け

る、 ③祖国愛を育て、国を守る心を養う、 ④多様性の中の統一について生徒に理解をは

かる、 ⑤自然についての迷信をなくす∴⑥よき隣人への理解を促す、 ⑦今後の学習の基

礎、であった。そして「歴史」科の目標は、 「強い統一国家を建設し、公正で繁栄した社

会を築くという民族闘争の精神を生徒が受け継ぐようにする。パンチヤシラ精神にもとづ

く祖国愛を育てる。祖国の歴史の理解をすすめる。他国の歴史について基本的なことを

理解する。より高い教育を受けるための基礎作りをする」である。全体的に国民教育の色

彩が強く、また「自然に対する迷信をなくす」など、迷信が多く含まれている民族の伝統

的な世界観、信仰をなくすことを目指しており、地域の状況といえども全てを文化遺産と

して伝達するわけではないことを示している。

1975年の小学校学習指導要領の場合、 「社会科」の目標1として「生徒は環境の中での

人間の生活、つまり人間と環境には相互関係があり、人間は自然を有効に活用しているこ

とについて知り、自覚すること」があげられた。その目標1に対応する内容としては、 「生

卿ま身近な自然環境について知る」ために「居住地域の環境、学校の環境、村の環境、町

あ環境、県の環境(小学校3年生)」、 「州の環境(小学校4年生)」、 「インドネシア諸島

の地理的環境(小学校5年生)」があげられ、 「人間と周辺の自然環境との間に機能的な

関係があることに気づく」ために「州の自然の豊かさ、インドネシアの自然の豊かさの保

護と活用」 (小学校6年)があげられた。目標2としては「過去においてインドネシア諸
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島における住民が経験してきた諸変化について知ることによって現在のインドネシア国家

と国民の現状について理解できる能力を持つ」があげられた。その目標2の「過去におい

てインドネシア諸島における住民が経験してきた諸変化について知る」に対応する内容と

しては、 「文化遺跡」 (小学校4、 5年)、 「植民地時代の活動、民族闘争」 (小学校5、 6

午)、 「インドネシアの由来」 (小学校6年)、があげられたO　また、目標2の「現在のイ

ンドネシア国家と国民の現状について理解できる能力を嘩つ」に対応する内容として、 「生

徒は、インドネシア民族の状況は過去において起こったことの結果であることを自覚する

こと」として「インドネシア独立宣言、新秩序時代、国家開発計画」 (小学校6年)、 「生

徒はインドネシア国家と国民の創成に貢献した偉人について評価すること」として「県や

州の地域における英雄、独立以前の偉人」 (小学校4年)、 「民族闘争の偉人、独立後の英

雄」 (小学校5年)があげられたO　目標3としては「生徒は社会における学校の役割につ

いて知り、学校及び当該地域にとって有効な行動をとることができるようにする」があげ

られ、それに対応する内容として「生徒は学校を社会における教育と知識の中心として、

理解する」ために「家事、学校及び社会、学校や社会において知識と経験を得ること」 (小

学校4年)、 「生徒は学校が社会の一部分であることを自覚する」ために「私の村と私の

村にある学校」 (小学校3年)、 「私の村にある社会と学校、村の建物、協同組合、保健所」

(小学校4年)があげられたO　目標4としては- 「生徒は都市や田舎において害をもたらし

たり、利益をもたらす側面についての基本的な知識を持つことで、知識に基づいた行動が

とれるようにする」があげられた。その目標に対応させた内容として「田舎の生活」 (小

学校3年)、 「都市の生活」 (小学校5年)、 「都市と田舎の役割について評価する。農業、

畜産業、漁業、林業、家内工業や工場の成果」 (小学校3年)、 「行政、経済、教育、芸術

と文化、運輸と情報分野のサービス」 (小学校4、 5、 6年)、 「都市と田舎での仕事の良

さと欠点」 (小学校6年)があげられているO　目標5としては「生徒はインドネシア経済

の基本的な価値と原則について理解し、実践することができる」があげられた。その日標

に対応させた内容としては、 「食料、衣料、住居、娯楽、健康、教育、情報交換のニーズ、

有効な時間の使い方」 (小学校3、 5、 6年)、 「質素な生活」 (小学校4年)、 「最も必要

なことを先にすること、必要性を満たすために働くこと。働くことはよいことである。米

倉について。」 (小学校4、 5年)、 「市場の意味、機能及び種類、学校の協同組合の義務

と責任」 (小学校4年)、 「お金の価値と物の値段」 (小学校6年)としそいる。目標6と

しては「生徒は隣国について知る」があげられ、 「隣国との関係、アセアン諸国」 (小学

校6年)が内容としてあげられた。

このように、社会科は身の回りのことから順に地域の状況、地域と自分あるいは学校と

の関係、地域社会、郡、県、州、国家の歴史、経済社会状況について一通り内容とされて

いる。教師の意識次第では十分に地域社会の状況とニーズに合わせた教育が行える可能性

があるo　ただヲ虫いて言えば、自分の住む地域社会を十分意識した内容は第3、 4学年が中

心であるため、十分な時間をとって、体系的に学べるわけではない。それに対して、国家

については、徹底して神秘化された歴史、英雄、国家の成立を正統化する歴史が教授され

る。あくまで国家統一のための行政を教授し、アダットなどによる伝統的な行政システム

については教育内容としてとりあげられることはない。社会科教育の領域においても地域

の多様な文化は十分取り上げられていなかったと言えよう。
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(4) 「多様性の中の統一」の視点からみる芸術教育の額域における課腰

ここでは、 「多様性の中の統一」の視点から、芸術教育の領域において多様な民族の芸

術がどのように位置づけられてきたのかを概観する。

独立後から今日まで、芸術教育は「芸術の観賞、技術、知識の獲得を通して美的感覚を

発展させ」、 「国家芸術の発展と国民感情を発展させる」役割を担う教科として行われて

きた。この芸術教育の役割については、既に1946年第2回教育研究委員会によって次の

3点が提案されていた*AA。それは、 「①全ての地域の文化もしくは芸術は、当該地域の諸

学校で教えられるという方法で発展させる機会が設けられることが望ましい、 ②より広範

な地域の芸術が発展するために、当該地域社会以外でも教えられることを目指し、またそ

の様々な種類の地域文化を統合するためにそれらの地域文化を発展させる芸術学校を設立

する必要がある、 ③地域文化の発展・統合により、国家を形成する芸術を徐々に形成す

るoできればその目的を達成するための高等教育機関、芸術アカデミーの設立が必要であ

る。このアカデミーは地域の諸芸術を統合する力を持ち、必要であれば他国からの芸術要

素を用いて国家の芸術を補完する」である。これらの提案には、各地域の芸術文化を学校

で教えることによって、保存・発展させていくのみならず、地域文化の統合を行なうこと

で、最終的にはインドネシア文化という国民文化を創出しようとする意図が読みとれる。

インドネシア民族のインドネシア文化、つまり国民文化を強制的にではなく、民主的方法

によって「ゆっくり」と誕生させようとする点が独立宣言当時の理想であった。またここ

での文化の記述の仕方が、 「民族文化」ではなく既に「地域文化」と記述されていること

も注目される。

では、このような方針は、小学校学習指導要領と中学疎学酌旨導要領においてどのよう

に体現されたのであろうか。

表1 - 7　小学校教育課軽における芸術教育の債域の教科・授業時間数の変逮
学 習指 導 要領 名 教 科名 i n in iv v v i

194 7 年 小 学 校 教授 計 画 (教】地) 絵 画 _ ._ ・> 9

歌唱 2 2 2 2 2 2

(教ーイ) 絵 画 一 一 一 一 2 2

歌 唱 2 2 2 2 2 2

(夕声) 絵 画

歌 唱 2 2 3′2 2

196 4 年 小 学 校教 育 計 画 (教- 也) 芸術 教 育 2 2 4 4 4 4

(教I イ) 2 2 4 4 4 4

196 8 年 小 学校 カ リキ ュラム (教ー地) 芸術 教 育 4 4 4

(教ーイ) 2 2 3 3 3 3

197 5 年 小 学校 カ リキ ュ ラム 芸術 2 2 3 4 4 4

19 84 年 小学 校 カ リキ ュ ラム 芸 術教 育 2 2 3 3 3 3

注) Pendidikan dan Kebudayaan, Lima Puluh Tahun Perkembangan Pendidikanlndoneisa,1996、

*44 Ibid., pp.262-263.
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より筆者作成。

表1 - 8　中学校教育課程における芸術教育の嶺域の教科・授業時間数の変遷

学習指導要領名 教科名 n m

1962 年以前の中学校カリキュラム 絵画 2 2 2

歌唱 1 1 1

1962 年中学校教育計画 絵画 2 2 2

芸術 1 1 1

1968 年中学校カ リキュラム 芸術 2 2 2

1975 年中学校ガ リキユラヰ 芸術教育 2 2 2

1984 年中学校カ リキュラム 芸術教育 2 2 2

注) Pendidikan dan Kebudayaan, Lima Puluh Tahun Perkembangan Pendidikanlndoneisa,1996、

より筆者作成。

1947年の小学校学習指導要領では、 「芸術教育」は2つの分野、すなわち絵画と声楽に

分れていた。教育研究委員会は既に上記のような方針を持っていたとはいっても、引き続

く独立戦争に.よる荒廃した社会にあって、 1947年の芸術教育の教育課程では、その教育

内容は十分間発されず、技術的なことを習得することに終始していた。

1964年の小学校学習指導要領の「芸術教育」の目標は、一般教育目的であるパンチヤ

シラ人間の形成と公正で公平、精神主義と物質主義の調和のとれたインドネシア的社会主

義社会の構築、に合わせて、人間生活にとって必要な美的感覚の育成にあるとされた*45。

すなわち、物質的、精神的な均整のとれた人間の人生にとって必要な情緒的、美的感覚を

養い、芸術や美の創造という人間の豊かな文化の成果を享受し、創造し、受けとめること

ができるように、また楽しくて幸せな人生が送れるようにすると説明されている。 「芸術

教育」には唱歌・音楽、絵画・彫刻、舞踊、ドラマ、文学があり、第1、 2、 3学年では

地域の芸術、第4、 5、 6学年では「国民の芸術(地域からの芸術であっても一般に知ら

れているもの)を重視しなければならない」とされた。′そこでの活動は、義務とされた国

歌であるインドネシア・ラヤなどと併せて学校環境に合わせた芸術活動を選択すべきであ

ると注意書きがされている。唱歌・音楽の目標は、 「芸術教育」の教科目標に合わせて設

定され、 「特に今は変遷期を経験している途中であるため、国民意識の形成、統一の達成

のための道具として重要な役割を果たさなければならない」、 「国民文化を創出するため

に、その材料となる地域の文化を意識的に取りあげることが必要である」 「第3学年まで

地方語が教授用である学校では、生徒に合わせて地方語の歌を重視しなければならない」

という説明及び注が付け加えられているo教育内容は、インドネシア一般の歌(RaguUmum

Indonesia )と地域の歌(Lagu Daerah)の2領域があり、教授手引きと例があげられてい

る。第1、 2学年ではインドネシア一般の歌時、美しい花、自然、楽しさを表現する歌や、

早起き、一生懸命働くこと、お互い助け合うこと、清潔にしておくことなどを促すような

歌とされ、例としては義務の唱歌(RaguWajib)のインドネシア・ラヤがあげられているo

*45　Direktorat Pendidikan Dasar/Prasekolah Departmen Pendidikan Dasar dan Kebudaya肌,

Rentjana Pendidikan Taman Kanak-kanak dan Sekolah Dasar, Djakarta, 1964, pp. 269- 271.
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地域の歌としては、一般の歌と同じ趣旨の地域の歌とされ、地域の楽器も伝統的な太鼓や

スリン(スンダ地方の楽器として有名)、アンクルン(竹の楽器でスンダ地方において有

名)、手拍子等)などがあげられた。第3、 4、 5学年の一般の歌としては、 「教科書に

なくても、学校が社会においてポピュラーな歌を選択する」とされているだけである。地

域の歌としては、バリ、ジャワ、スンダ、マドゥラ、東ジャワ、ミナンカバクの歌などが

あげられているが、一般の歌としての例はなく、また一般の芸術として「地域の文化とい

えども知られている芸術」と書かれるなど、 「インドネシアの一般的な芸術」つまり国民

文化はまだ創出されていない、あるいはその過程であることが明らかである。地域の芸術

としての例がジャワやスンダなどのマジョリティから多く出されているとはいえ、地域の

文化の多様性を尊重していること、あるいはせざるを得ない状況にまだあることが分かる。

踊りについてもその傾向は同じであるO絵画・彫刻は全学年一貫して身近なもの(土、木、

果物など)を使って、身近なもの(人間、動物)を題材に描いたり、彫刻するというもの

であった。文学・ドラマは、全学年を通して、神話・昔話(例:ジャワ史、シュリーウイ

ジャヤの歴史)、英雄伝(ディポネゴロ、ハサヌディン、パティムラ、トウク・ウマル)、

ラジオの芝居を聞くなどが例としてあげられ、またそこには「パンチヤシラの要素に関連

していなければならない」との注意もなされた。

1968年の小学校学習指導要領では、上述したような1947年の学習指導要領における「芸

術教育」の役割についての方針や1964年の学習指導要領における「芸術教育」の役割に

加えて、神への信仰という目的がより強調されている。形、色、声、動きすべてにおける

美を感受し、評価し、楽しむことで信仰(神聖さ)の感情を発展させること、さらに神の

偉大さを賞賛する気持ちを起こさせることが強調されている。 1968年の中学校学習指導

要領における「芸術」の目標は、 ①いずれかの芸術に関する技能を身につける、 ②地方

芸術、民族芸術またはインドネシア的芸術感覚をもって、価値が認められる外国芸術のい

ずれかの分野で理解、鑑賞、創作することができるようにする、 ③いずれかの楽器演奏が

できるようにする、 ④高い道徳性を身につけ、よき人格の発達につとめる、 ⑤同胞愛、民

族統一、ナショナリズムを身につける、 ⑥色彩と形態についての美的感覚、調和感覚を養

う、 ⑦今後の学習のための基礎知識を教える。ここでは、新たに外国芸術の輸入が目指さ

れている点でこれまでの国民文化の創成に新たな活路を兄いだしていることが分かるo

Lかし、この信仰心を発展させるという芸術の役割は、 1975年の小学校学習指導要領

にも中学校学習指導要領にも組入れられなかった1975年の小学校学習指導要領におけ

る「芸術(美術、音楽、舞踊の3分野からなる)」科の目標は、 ①芸術についての基本的

な知識を獲得し、理解し、将来に向けてその知識と理解を発展させる、 ②自分の地域やイ

ンドネシアの他の地域における芸術作品と自然の美しさに対して興味を持ち、尊重する、

③将来の生活の中で必要となる能力を養うために、芸術の分野における技術を獲得する、

であったO　この教科目標に即して美術、音楽、舞踊の目標及び内容が設定されているが、

独立当初、芸術教育の重要な役割としてあげられていた「芸術部門を通して地域の芸術を

取りあげ、インドネシア国家の芸術を発展させる」は、目標②に受け継がれているように

見られるが、内容を見る限り、地域の芸術が取りあげられることは少なくなり、他国から

の芸術要素によって国民文化を豊かにすることがより強調されlTいるようである。地域に

関係す争内容をあげていくと、美術においては、 「身近な自然の絵を描く」のみで、舞踊
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においても全く具体的な地域文化の例は示されておらず、 「踊りの美しさを知る」と記述

されているのみである。また、音楽では、教科目標①に合わせて「生徒は伝統的、非伝統

的な音楽を楽しむことができるようにする」があるが、非伝統音楽が全学年を通して教え

られ、義務唱歌が第1学年から第4学年まで教えられるのに対し、伝統的な音楽としての

地域の歌は5年、 6年で教えられることになっているにすぎない。インドネシアにおける

非伝統的音楽としては、大衆インドネシア音楽としてクロンチョンやポップミュージック、

コンピュータ音楽があげられており、地域の伝統文化以外のものによる国民文化の形成に

傾斜しており、 1964年の学習指導要領において記述されていた教育内容に比べて西欧音

楽を学ぶ内容が圧倒的に多くなっている。従来の学習指導要領における「地域の歌」と「イ

ンドネシア一般の歌」という分け方が、 「遊びの歌(子どもたちの地域の童謡)」、 「義務

唱歌」及び「インドネシア一般の歌」という分け方になっているOまた地域の歌として、

具体例があげられなくなったのは、ジャワセントリズム批判に対する配慮であるとも推測

できる。

1975年の中学校学習指導要領における「芸術」の目標は、 ①芸術についての基本的知

識を身につけ、将来知識と理解を発展させることができるようにする、 ②インドネシアと

隣国の芸術作品を楽しむことができる、 ③将来の生活における能力となるように、発達に

合わせて芸術分野におけるさらなる基本技術を習得する、という3点があげられている。

小学校と同じく、この3つの教科目標に合わせて、絵画、音楽、舞踊の目標と内容が設定

されている。絵画では、目標①に合わせて、 「インドネシアにおける地域の様々な装飾モ

チーフ」という内容があり、第1学年において前期36時間中4時間、後期32授業時間中

2時間が配分されている。音楽でも同様に目標①に合わせて、小学校と同じ科目目標「生

徒は伝統的、非伝統的な音楽を楽しむことができるようにする」があげられ、第1学年に

おいて、 「各地域の音楽様式」に2時間、第1学年と2学年前期において、 「地域の歌」

に2時間配分されている。インドネシアの非伝統音楽についても、小学校と同じく、義務

唱歌、インドネシア一般音楽(コンピューター音楽、クロンチョン)に2時間づつ配分さ

れている。外国の歌としては、 1年後期と2年前期に2時間配分されているだけであるが、

上述したインドネシアの伝統・非伝統音楽以外はぼ西欧音楽的なもの(音階など)となっ

ている。ただ以前の時間配分が不明であるため、どの程度変化したかについては実証でき

ない。舞踊の科目でも①の教科目標に合わせて、 「伝統的な踊り」、 「楽しみの踊り」とし

て、第2学年の前期に2時間づつ配分されているO踊りの具体例としては、スンダ舞踊か

らトペンスンダ、ゴレック、メラック(クジャク)折り、キジャン(鹿)踊りがあげら

れている。やはり地域文化があげられる時間は少なく、しかも事例はスンダ文化があげら

れているのみであるO

1984年の小学校学習指導要領及び中学校学習指導要領はより詳細に記述されているだ

けで、目標や内容に大きな変化は見られない。

なお学習指導要領にあわせて数種類の教科書が発行されているが、 1984年の学習指導

要領に基づく教科書には、五線譜とドレミの数字譜の読み方、西欧音楽の楽典、インドネ

シア語の国定歌、唱歌が主に記載されているoそれに加えてピアニカ、リコーダー、ハー

モニカ、鈴、タンバリン等、打楽器を含む教科書もあり、愛唱曲集や合唱曲集も多く出さ

れ、愛唱曲集にはクロンチョンも多く含まれている。地方の伝統的な音楽については、中
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・高学校の教科書の巻末に主要なものが載せられているだけである。

このように、芸術教育の領域の教育課程においても、地域の多様な文化は学校教育にお

いて十分取りあげられていなかったと言えよう。
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第2章　地域科の成立過程とその特色

第1飾1987年からの地域教育プログラムの試行

1.教育文化大臣ファッド・ハツサンによる提案とその理由

ムアタン・ローカルが提案された背景には、第1章で述べたような、地方分権化傾向と

いう政治的状況、地域開発・雇用閉居対策への対応が求められるという経済的状況、多様

な地域文化の保持、発展要求という文化的・社会的状況があったと考えられるが、誰によ

って、なぜ提案されたのかについては、記述されたものが存在しないO　そのため、地域科

指針の作成に携わってきた教育文化省職員に対して面接調査を行った`一。その結果、提案

者は当時の教育文化大臣ファッド・バツサニ/2であることが明らかになったO

そこで、ファッド・バツサンに、なぜムアタン・ローカルを提案したのかという理由を

聞くため面接調査を行っだ30

なお、ファッド・バツサンがムアタン・ローカルを提案した当時、それは具体的なプロ

グラムや教科として提案したのではなく、教育課程における「地域の状況とニーズに合わ

せた教育内容」の保証としての提案であり、具体的な教育課程への組み込み方までは提案

していなかったため、以下の面接時の記述ではすべてムアタン・ローカルと記述する。

ファッド・バツサンによるとムアタン・ローカルの提案理由は、次のようであったO 「教

育とは、先人の培った文化を伝達する働きをするものであるのに、現在の学校教育は、個

々の地域あるいは民族の伝統文化を伝えられず、文化は衰退する一方である。 『多様性の

なかの統一』を達成しているとはいえないO　あなたも知っているように、インドネシアは

多様だ　300にも及ぶ諸民族はそれぞれの言語と文化を持っているにもかかわらず、学校

はその多様性の保持に努めてこなかったO現在のインドネシア教育に足りないもので、最

も注意しなければならないこと、それは周辺地域(lingkungan halaman)、自然と文化につ

いての教育であり、それを果たし得る方法は、教育の規制緩和のみだO (中略)子どもは

身の周りのことからいろいろなことを学んでいく。子どもと自然、子どもと文化は近くに

なければ、結ばれていなければならないO子どもが地域社会から孤立していて、地域の特

徴について何も知らない現在の状況を改善しなければならない。だから我々は教育課程の

中に自然についての特徴、文化についての特徴を学ぶ余地を入れたのです。 (中略)また、

中途退学したり、進学できずに働かなければならない子どもがまだ多い現在、地域社会で

自立できる技能を習得しなければならない」ということであった。

簡単に上述のファッド・バツサンの提案理由をまとめれば、多様な民族文化の保持、発

展、教育効果を高めるために地域に根ざした教育、自立のために有効な技能を習得させる

*1 1994年3月および4月に実施したO　なお被調査者は、 1987年以降、一貫して地域科指

針の作成に携わってきた教育文化省職員のエンダン氏、スバルディ氏をはじめとする計15

人である。

*2　ファッド・バツサンは、第4期内閣(1985年7月30日から1988年3月21日)と第

5期内閣(1988年3月21日から1993年3月17日)の教育文化大臣を務め、現在インド

ネシア大学心理学部の教授を務めている。

*3 1997年6月25日に、インドネシア大学にて実施O
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教育を達成するため、であったo

提案にあたっての他国の影響については、 「他の国の影響?それはないOインドネシア

の状況に合わせてのことだから、他国の影響、プログラムの移入ではない」、地嘘内容を

教えようというアイデアは、 「やはり一番にあるのは、心理学からの考え方。子どもが環

境から孤立するのを防がねばならない。基本的な考え方は心理学からきている。子どもは

文化から離れてはならない。ジャワの子どもはジャワ語を忘れてはならい。ジャワのアダ

ットを知るべきだ。インドネシアのことについてより知っておかねばならないのは当然だ

が、地域のことも必ず知っておくべきだ。従来の全国一律のナショナル・カリキュラムで

は、現存する諸問題を解決できない。 100 %ナショナル・カリキュラムではだめで、せめ

て20%はローカルな教育課程を行わなければと考えていた」ということであった。

ファッド・バツサンが提案するまでなぜ「ローカルな教育課程」は存在しなかったのか

という問いに対しては、 「第-の考えとして、ナショナル・カリキュラムは必ず同じでな

ければならないという考えがあったから、それぞれの地域が独自にその地域についての内

容や、地域で生きていくために必要な内容を取り入れ、教育課程を多様化する考えはまず

賛成されなかったのだ。教育分野は制度的な統一も平等化も普及も十分になされていなか

ったため、多様化するなんて余裕もなく、そのようなことができるとも思っていなかった」

ということであった。

彼は、ムアタン・ローカルに伝統文化の保持だけでなく、都市や観光地では、その地域

の国際化、観光開発に合わせた人材育成を行うことも期待していた。 「例えばジャカルタ。

ジャカルタでは外国人が多いため、生徒は英語を必要とする。またバリでも外国人が多い。

子どもでもなぜ外国人が多いのかは知っている。旅行者だとねOではなぜ旅行をするのか、

なぜここに来るのか、より深く教える必要がある」ことなどをあげている。

また「ムアタン・ローカルを行い、教育課程の多様化を目指すには同時に、国家的基準

を忘れてはならない」というD 「その基準とは、モビリティの保証だO　もしフローレンス

の人がジャワに来たいと言えば、来られること。また移住した地域の事を学んで、適応し

て生きていけるようにするのもムアタン・ローカルの機能の一つだ」というOつまり、地

域について教えることは、出身地域で生きるように強要しようとしているのではなく、社

会移動を保証し、移住した土地に適応させるという意図も含まれていたのであるO

つまり、ファッド・バツサンは「地域の状況とニーズに合わせた教育内容」であるムア

タン・ローカルに、地域を題材にすることで教育効果を高めることを期碍していたのでは

なく、インドネシア現代社会における諸課題あるいは諸問題(国際化、観光開発、モビリ

ティの増加、近代化に伴うアイデンティティ喪失)に対応するた糾こ、様々な地域の状況

とニーズに対応する多様な教育内容を保証しようとしたのである。地域そのものを学習対

象とし、多様な文化の保持、発展という文化的政策を含み、地域に根ざしたアイデンティ

ティの形成を行うことで近代化・都市化から発生している問題に対応し、さらに地域で求

められている技能を習得させることで、自立できる可能性を高め、かつそれは地域開発に

も役立つという利点も含むという、 「地域」をキーワードとして幅広い目的を持つムアタ

ン・ローカルという斬新なアイデアを提案したのである。その新しさを強調するために、

ムアタン・ローカルという目新しい言葉を用いたという。

むろんこのアイデアは彼自身も言うように、非公式の場での様々な人々との議論を通し

-35-



てこそ生まれたものであり、その過程で彼自身の問題意識も高まり、提案に至ったという。

それは、既に第1章で分析したような地方分権化の傾向、地域開発や雇用問題への対応や

多様な文化の保持、発展が学校教育に要求されていた状況、教育分野の量的拡大による自

信が、これまで「思いもよらなかったナショナル・カリキュラムの規制緩和」の提案を可

能にしたのである。

なお、ファッド・バツサンが初めてムアタン・ローカルを提案した当時、多くの教育

文化省職員はとまどい、地域格差の拡大を懸念した反対者も多かったという'4。

その最大の理由は、 「ただでさえ、都市と農村、学校によって教育の質に大きな差があ

るのに、 20%も地域の裁量にし、その学校や周辺地域の状況にあわせるというのでは、そ

の差を広げるばかりで、公教育の役割を果たさないことになる」というものであった。

しかしファッド・バツサンと教育文化省内の理解者たちが反対者に対して、 「差を広げ

るためではなく、より有効で、教育の効率性を高めるためである。バリ島では多くの観光

客に接するため英語教育が望まれ、ジャワでは文化価値を持つワヤンが何かを知らず、外

国文化に影響を受けている子どもたちに伝統的な文化の教育が望まれている、もしくはよ

りよい農作物の作り方、魚の養殖方法など、実際の生活に役立っ教育が望まれている。し

かし本当に役立つための教育をするためには、その内容は地域ごとに異なっているため、

ナショナル・カリキュラムでは対応できない」と説明し、その結果反対者も理解に至った

という。

また、第1章で明らかにしたように、学校教育に地域開発の推進・雇用問題-の対応と

して、子どもに地域産業に有用な載能を習得させることが要求されていること、多様な民

族文化の保持、発展と都市への若者の流出、子ども達の伝統文化からの帝離という問題解

決が求められていることは、周知のことであったため、それら諸問題の解決のために地域

教育プログラムに期待を寄せる声も多かった。

2. 1987年教育文化大臣決定第412号による地域教育プログラムの決定

ファッド・バツサンが提案したムアタン・ローカルという言葉が、初めて公式文書に登

場したのは、 1986年国家実務会議(Rapat Kerja Nasional)において出された教育文化大臣

政策「教育と若い世代の開発、国家文化の開発、全知全能の神-の信仰心の育成」におい

てである。その政策の28項目からなる　ト般政策」において、第3番目に教育課程改訂

についての項目がある。そこには「第5次5カ年開発計画(1989/90年- 1993/94年)に

おいて決定される基礎教育(小学校・中学校教育)のためのナショナル・カリキュラムの

編成者を召集するoナショナル・カリキュラムは周囲の特徴や資源に合う地域についての

内容(ムアタン・ローカル)を取り入れるための余地を保証する必要がある」と寵述して

ある。この時点でムアタン・ローカルは、具体的な形態については一切書かれていないが、

基礎教育段階の教育課程における「地域についての内容」としてその導入の保証がされた。

そして、 1987年7月11日に行なわれた教育文化省全国実務会議において、 「小学校カリ

*4 1997年6月27日スバルディ氏-の面接調査、 7月1日べニイカルヤディ氏-の面

接調査による。
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キュラムにおける地域教育プログラムの実施に向けての教育文化大臣決定第412号」が制

定され、ムアタン・ローカルは地域教育プログラムとして、そのの実施が決定されたOそ

こでは、地域教育プログラムは「生徒が学習する必要のある自然環境、社会環境、地域の

ニーズに関連する内容伝達を行なうプログラム」であるとされている。また「小学校カリ

キュラムにおける地域教育プログラムの実施に向けての義務と責任は、教育文化研究開発

庁、初等中等教育総局及び州事務所によって遂行される」 (第2章2条)と規定された。

教育文化研究開発庁の義務及び責任は、 「①研究と開発の一環として、地域教育プログラ

ムの試験的な実施の視察と評価を継続的に行う。 ②地域のために地域教育プログラムを普

及、向上させる説明書の編成を行う」とされ、初等中等教育総局の義務及び責任は、 「①

地域教育プログラムの実施説明書を編成する。 ②教師、校長、視察官及び学校設立者を育

成し、地域における教育手段と設備を整えるために、地域教育プログラムの試験的実施の

視察と評価を行う」とされ、州事務所の義務及び責任は、 「①地域教育プログラムの実施

計画を作成する。 ②地域教育プログラムが本来通りに行われるように、州政府、関連する

政府機関、私立機関、組織、社会と共同作業を行う」とされた。

この政策及び付則は、 『小学校カリキュラムにおける地域教育プログラムの実施に向け

ての説明書』 (以下『実施に向けての説明書』と表記する)として刊行されたIj。

その序には、地域教育プログラムの背景、目的などが書かれている。少々長いが以下に引

用する。

多様性の中の統一というモット」は、祖国とインドネシア人の現実を象徴するものである。

この多様性は、アダット、礼儀作法、芸術、言葉だけでなく、地域の技術も含めた伝統的な特

徴の存在の証しである。

この多様性は、歴史、社会、文化に関連してのみならず、自然環境にも関連しており、地域

の特徴ある社会生活としてあらわれる。

この多様性はまた、文化的・社会的状況のみならず、インドネシア国民の生活を豊かにする

自然環境として与えられたものである。それゆえ教育手段を通して、その維持が努力される必

要があるQ　このことを子どもに教えれば、きっと子どもは周囲に親しみ、周囲からの孤立を防

ぐことになるであろう。

学校の教育活動と地域社会を結びつけるための一つの試みは、学校周辺の地域社会に合せた

教育課程を編成するというだけでなく、その地域の発展の可能性に対応する教育課程を編成す

る機会と自由を学校に与えることである。そのため今回提案する地域教育プログラムは、周辺

地域において何が特徴的なのかということに関して子どもたちにしっかりした考え方を与え得

ることが期待されている。

しかしこの自由は、ナショナル・カリキュラムとして保たれる必要のある最小限の基準に常

*5　Departmen Pendidikan dan Kebudayaan, Petunjuk Penerapan Muatan Lokal Kurikulum

Sekolah Dasar, 1987. 「実施に向けての説明書」には教育文化省と書かれてあるだけだが、

面接調査によると、カリキュラム開発局のべニカルヤディ氏が中心となり作成したとされ

ている。
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に気をつける必要がある。ここで忘れてならないのは、地域教育プログラムは、子どもをその

地域に縛り付けることを目的としているのではないことである。学校における全ての子どもた

ちは、当該地域の境界を越える社会移動の機会を得る権利を持つ。

地域の文化を維持する(地域文化を知る)以外の地域教育プログラムは、近代的な科学とテ

クノロジーの発展に合せて、革新もしくは近代化を目的とする必要がある(当該地域の技術や

専門を知る)。さらに地域教育プログラムは、地域開発を重視するために有効となる、当地に

おいて得ることができる資源と人材を開発することが期待され、同時に生産力流出による地域

の過疎化を妨ぐことが期待されている。

この文書では地域教育プログラムのねらいは、地域の特徴(伝統文化、自然環境、社会

環境)を教え、伝統文化や自然環境を保持する態度を育成し、地域に親しませ、地域で必

要とされる技能を習得させ、地域開発・近代化に貢献できる人材を育成することに置かれ

ていたO

3.地域教育プログラムの特色

地域教育プログラムの特色として、その日標、内容、方法について『実施に向けての説

明書』から明らかにする。 『実施に向けての説明書』は、 「序」 (背景・概要)、 「なぜ地域

教育プログラムか」 (目標)、 「地域教育プログラムの理解」 (内容)、 「教授プログラム開

発の方法」 (教授方法、開発方法、時間設定方法)、資料(実践例)から編成されている。

地域教育プログラムの目標は、 「なぜ地域教育プログラムか」という項目の中において、

以下の7点があげられた。

①生徒に受け入れられやすい教育を行う。

②地域において得られた教材を用いることによって、教育をより重要で有効なものとす

るO

③当該地域の自然環境、社会環境及び文化環境について知る。

④当該地域についてより深く理解する。

⑤生活のニーズを満たし、自立し、両親を助けることができるようにする。

⑥身の回りの諸問題を解決できるよう、知識や技能を活用するo

⑦当該地域社会に親しみ、当該地域社会から孤立することを防ぐ。

地域教育プログラムの内容は、 「地域教育プログラムの理解」の中で地域の状況とニー

ズに合わせることとしている。

地域の状況としては、様々な生業パターンと地域文化を例示している。

生業パターンとしては、小川や川での漁業、飼育、農業、果樹栽培・プランテーション、

事務職を含む商業、家内手工芸や手工芸産業を含む小規模産業、大規模産業、観光をあげ

ている。

さらにそこでは、都市や農村といった状況に左右される社会構造、使用する技術の違い、

芸術の違いが考慮されるようにと注意をしている。

地域文化としては、地方語、地域の芸術、地域のアダット、地域の礼儀作法、地域の伝

統的な特徴を表す技術、工芸品などをあげている。

さらに地域のニーズに合わせた内容としては、 8教科に合わせて、以下のような例をあ
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げている。

①インドネシア語-受け継がれてきた民話を読む、アダット(両親に対する礼儀作法)0

②地方語一適切な言葉、文章、礼儀をもって手紙を両親に書く。

③社会一農作物(例:大豆)を市場で売る方法とその売り値。

④芸術-つる芋からはんこをつくる、身近なことで詞をつくる、榔子から飾りをつくる。

⑤技術- (稲の)害虫退治と収穫を早める方法、キノコの栽培o

⑥算数- 2年周期を考えての稲の収穫についての数値を図表化する。

⑦理科一地域に生息する動物と植物、水の使い方(稲作)0

⑧保健・体育一地域でまだ使われている子どもの遊び道具や遊び方0

①の民話は従来の「インドネシア語」科の中にも若干取りあげられてきたものであるが、

それぞれの地域の民革を取りあげることは新しい。また既に第1章で明らかにしたように、

アダットはパンチヤシラや宗教と常に葛藤を起こすものとして捉えられて、教育課程から

排除されてきたことを考えると、その導入は画期的なことであるO

民話の掘り起こしは、第1章においても述べたように、近年「伝統的な地域文化」の創

造として進められてきているため、社会の流れを受けたものと言える。

①以外の内容は、従来の教育課程と比較してもさして画期的な内容でないと思われるが、

当該地域に関連することを取りあげることを意識する内容としている点で注目される。

⑦の内容を例にあげると、 1947年の小学校学習指導要領における「自然科学」科にお

いて既に、 「生物学については、特別な活動として野菜の庭園栽培や色々な葉の収集や保

存、河川や茶園などへの研修を行なうように」と例があげられているが、それ以降の学習

指導要領においては、 「自然を愛する心を育てる」という文言はみられるが、 「科学的態

度を身につける」や「自然現象を科学的に理解する手法を身につけるなど」の目標が多く、

具体的に自分たちの住む地域の状況を知り、親しむことを目指すような目標や内容は記載

されてはいない。例えば1975年の中学校学習指導要領の「自然科学」粁6において、目

標「自然を愛すること」を達成するための内容として、 「様々な生活パターン」 (第1学

年前期)があげられているが、 「生徒の住む地域環境」という文言は記述されていない。

もともと、地域を教えることは科学の成果と切り離されるわけではなく、むしろ地域を

リアルに認識するために科学の成果に立脚することが不可欠であるO 「地域教育プログラ

ム」では、それが認識できるような例をあげているという点で、従来の学習指導要領の改

善を行っているといえる。

地域教育プログラムの具体的な内容の開発方法は、 「教授プログラム開発の方法」にお

いて、 ①教師、校長、保護者、地域社会の人による議論を行い、地域教育プログラムに取

りあげる内容を提案する、 ②全ての教師が、提案されたものを学習指導要領に示された学

習内容に合っているかどうかを吟味する、 ③校長と全ての教師が、必要であると考えられ

*6　Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Direktorat Jenderal Pendidikan Dasar dan Menengah

Direktorat Pendidikan Menengah Umun Proyek pengadaan Sarana Pembinaan dan

Penyempurunaan Dikmenun Jaka叫　Kuirkulum Sekolah Menengah Pertama GBPP limit

Pengetahuan Alam, 1983/84, pp- 1 -28.
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る内容を決定する、としている。つまり、地域科の具体的な教育内容の決定は、学校を中

心とした地域社会の状況、ニーズに適したカリキュラム開発を目指して、当該地域社会、

教師、保護者がイニシアチブを持つボトムアップ方式が取られているO

このボトムアップ方式は、教育文化省によって作成されている教授プログラム概要の画

一的な内容を、多様な地域の状況やニーズに適応するよう発展させていく有効な手段であ

る。その一方で、地域社会と学校の強い連携を必要とし、校長・教師の意欲・力量にその

多くを依存するものである。

教授学習の方法は、 「生徒の自発的な学習方法了7を用いることとされた。そして「教

師は、生徒が活動する機会、自主学習をする機会、教えられたことや観察したことから一

人で概念や原則を発見する機会を十分に与えること」、 「生徒には、問題解決あるいは事

象について説明するために知識を用いることが要求される」としている。

また、教授学習活動の基準として以下の5点をあげている。

①活動は、概念(konsep)が見えにくくならないように、簡単にするO

②活動は、生徒の現実世界に常に関係づけられるよう、日常生活のでき事に関係させる。

③活動では、生徒が教えられた概念を理解し、発見し、用いることができるように、生

徒が積極的に活動するように促すo

④活動では、生徒が日常生活の中で容易に得られる材料や道具を用いて行えるようにす

るQ

⑤活動は、引き続いて学習する必要のあることに関係していることが望まれる。

教授学習方法は、生徒主体の学習方法、日常生活と関連する学習方法が、自主学習能力、

問題解決能力の向上のために要求された。

地域教育プログラムの実施時間は、関連する教科に必要な時間数を組み込むということ、

その時間数は総授業時数の20%までということが規定されているのみであったO地域教

育プログラムの時間設定方法についてあげられていた注意事項は、以下の2点である。

①当該地域の行事や儀式などは、めったにないため、教授学習活動をいつ行うか、を考

慮しなければならない。

②自然現象はいつ起こるのか、予測できないため、どのように(自然現象についての)

地域教育プログラムの教授学習活動を行う時間を設定するのかを考慮しなければなら

ない。

このように、地域教育プログラムは直接的な経験を重視するため、柔軟性のある時間設

定が必要とされている。

地域教育プログラムの実践例として8つの例が示されている。その一つを以下にあげるO

教科:社会

学習内容:インドネシアの住民

*7　西村重夫「紅白旗の色に染まる学校-インドネシア」二宮轄(編) 『世界の学校』福

村出版、 1995年、 183見教師中心の授業ではなく、 5, 6人のグループ単位でが与えら

れた課題を話し合いによって解決していく学習方法。
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詳しい内容:アダット(子どもと父母との会話の方法)

学年:第5学年

時間:3時間

教授学習過程

1.教師は、生徒に他人に対するエチケットについて既に学習したことについて質問する。

2.教師は、子どもの父母-の挨拶の仕方を描いた絵を張りながら、これから与える課題を提

/)';-:蝣',二、

3・生徒は、 5人づっのグループに分けられ、以下のように話し合う課題が与えられるO

・二つの絵のうち、正しい挨拶の仕方はどちらですか。

・どうして正しいのですか。

・父母と握手をする子どもを周辺で見かけますか。

・父母との正しい挨拶の仕方はどういうものですか。

4.教師の指導により、生徒はグループ内で話し合った問題についてクラスで話し合いを行う.

5.グループごとに生徒は子どもと父母の役割分担をして、交代で挨拶の方法を演じる。

6.それが終わると、教師はそれぞれについて生徒にコメントや意見をする。

7.最後に教師は、父母や他人に対する挨拶の仕方について説明する。

(補足)この活動は、若い世代に忘れられがちな父母に対する挨拶の仕方を教え、維持する

ためのものである。

この例は、小学校5年生の「社会科」の「インドネシアの住民」という学習内容に関連

させて、地域教育プログラムのアダット(子どもと父母との会話の方法)を関連付け、 3

授業時数をあてて行うというものである。その教授学習過程をみると、生徒の自発的な学

習方法を取り入れている。

このように、地域教育プログラムは、ボトムアップ方式で教育内容を編成し、地域性を

重視する教育を行うことで、諸問題を解決しようとする画期的なプログラムであった。

なお、この地域教育プログラムについては、新聞紙上で頻繁に取りあげられたO　取りあ

げ方として最も多いものは、 「教育の地方分権化」、 「ナショナル・カリキュラムに20%の

地域内容」と改革を賛辞するものであった'畠。また既に地域科を行なっていたことなどを

自賛するような記事もみられる。例えば、当時の中ジャワ州事務所長であり、インドネシ

ア共和国教職員組合(PJRI)の委員長であるカルセノ(Karseno)氏は、 「学校外において、

特に小学校の技術教育の質の向上のために地域教育プログラムと同じような活動を行なっ

てきた」としている。その内容は、 「中ジャワでは、地域プログラム計画は快く受け入れ

るが、それを認めようと認めまいと、これはすでによく教えられている。 (地域和という

言葉は使われていなかったが、)例えば、チェンケ- (タバコの香料)栽培がウオノソボ、

プルウオレジョなどで行なわれ、また蜂蜜づくりにも力を入れてきた0 (中略)また、地

域の収入資源と地域開発のために地域の特徴を探し、特に中ジャワのアイデンティティの

*8　日20% Kurilum SD diisi Muatan LokaK小学校カリキュラムの20%はムアタン・ローカ

ルを内容とする)" , SuaraKarya, 13 JUL 1987、より。
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確立のために1984年7月16日以来、中ジャワの各官庁と共同作業を行なっている」であ

るヰp。地域教育プログラムという言葉は使われていなかったものの、地域において必要と

されることを学校教育において行うべきであることは、既に日々の教育活動の中で気づか

れることであったこと、中ジャワ州においては実際に活動を行なってきたことなどが指摘

されている。これは第1章でも述べたとおり、中央集権的に編成された教育課程といえど

も、地域の状況とニーズに合わせて教材作りを行うこと、教材開発、教育活動の工夫次第

では、地域教育プログラムと類似する活動を行う余地はあったはずであり、現にこうして

行っていた州があったことも分かるO　ただ、安い給料でおよそ整っているとは言えない労

働環境にある教師の意欲と力量を考えた場合、このような例は、例外的であるだろう0

第2節1993年の地域科の成立

1 , 1989年国民教育制度法及び諸関連法規

教育文化大臣決定第412号以降は、教育文化省の諸機関によって地域教育プログラムの

開発が進められると同時に、 1994年教育課程の改訂に向けて、様々な諸関連法規が制定

されているoここではまずムアタン:ローカルが教科として成立するまでの過程として諸

関連法規を押さえ、続いて教育文化省諸機関による開発過程の軌跡をたどることとする。

インドネシアでは、 1950年の学校教育基本法が40年間その効力を持っていたが、社会

の変化に対応し、教育分野の成熟を図るために、新たに1989年に国民教育制度法

(Undang-Undang Republik Indonesia Nomor 2 tahun 1989 tentang Sistem Pendidikan Nasinal

以下「国民教育制度法」とする)が公布された。あらゆる面で1950年の学校教育基本法

より優れたものとなっており'10、また教育の制度が統一化されだ11。ここでは特に、ムア

タン・ローカルの教育課程-の導入の法的基盤となる新たな規定に注目する。それは、第

38条2項「教育機関における教育活動の実施は、国家的に行なわれる教育琴程と地域社

会の状況、ニーズ及び関連する教育機関の特徴に合せた教育課程にその基盤をおく」であ

る。

なお教授用語については、 1950年の教育基本法と同じく「国家教育の中で、教授用語

は、インドネシア語である。 (第41条)」とされ、また「地方語は、学校や同水準の学校

において、初期の教育段階と、必要とされる間、とりわけ小学校において初期の学年(1

年から3年)において教授用語として用いることができる。 (第42条)」と規定されてい

る。地域の教育課程の導入によって、地方語が特別扱いされることもまた排除されること

にもなってはいない。

これを受けて1990年「基礎教育に関する政令第28号」 14条3項では、 「基礎教育は、

*9 " Jawa Tengah Sambunt Baik Kurikulum Lokal di SD (小学校における地域教育プログラ

ム-の中ジャワ州の対応)" ,suaraKarya, 18JUL 1987,より。

*10　Thomas, R. M., Educationa Law as a Mirror of Maturity -The Indonesian Case,

International Review of Education, V. 36 (1 ) , 1991, pp.7-19.

*11西村重夫「国民教育-パンチヤシラ道徳教育-の展開をめぐって」土屋健治(編)

『講座東南アジア学　第6巻　東南アジアの思想』弘文堂、 1990年、 252貫。
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国家的に実施されている教育課程を減ずることなく、国家教育の目的からはずれない範囲

で、地域の事情と当該教育施設の特徴にあった教科を増やすことができる」と規定された。

それまでプログラムであったムアタン・ローカルが、基礎教育段階において「地域の事情

と当該教育施設の特徴にあった教科」として組み入れられることを承認するという法的整

備がなされたのである。さらに1992年「小学校に関する教育文化大臣決定第487号」 9

章18条3項では、 「小学校は、国家的に実施されている教育課程を減らすことなく、国家

教育の目的からはずれない範囲で、地域の事情と当該教育施設の特徴にあった教育科目を

増やすことができる了12とされ、続いて1993年「中学校に関する教育文化大臣決定第54

号」 9章19条3項では、 「中学校は、国家的に実施されている教育課程を減らすことなく、

国家教育の目的からはずれない範囲で、地域の事情と当該教育施設の特徴にあった教育科

目を増やすことができる」.13とされた。

2. 1993年教育文化大臣決定第60号による地域科の成立

こうした法的整備をふまえて、 1993年の「基礎教育カリキュラムについての教育文化

大臣決定第60号」によって地域科は成立した。

教育文化大臣決定第60号では、七つの決定がされている。決定第1では、 「(1) 1994

年度から徐々に実施される基礎教育カリキュラムの認定と施行、 (2) (1)のカリキュ

ラムは、基礎教育の基盤、計画及びカリキュラム開発書、小学校と中学校の教授プログラ

ム概要、小学校と中学校の教育課程実施手引書から構成され、それぞれは、この決定の付

則1、 2及び3において示す」としている。学習指導要領の内容構成については、序文に

おいて説明されているO付則1の『基盤、計画及びカリキュラム開発書』は、 「国家レベ

ルと地域レベルにおけるカリキュラム開発のモデルと手引きとされる基盤、国家教育の目

的、小学校及び中学校教育における教育目由、教授プログラム、教育期間、教授プログラ

ム編成、授業実施及び評価など」から構成される。付則2の教科ごとの『教授プログラム

概要』は、 「教科の理解と機能、教科の教授目標、教育内容の範囲として、学習内容、コ

ンセプトもしくはテーマ、広さと深さ及び教授学習活動に際しての諸注意」から構成され

る。付則3の『教育課程実施手引書』は、教科ごとの「教授学習活動の実施の手引き、学

習指導の手引き及び活動や学習成果の評価の手引き」から構成される。決定2では、 「(1)

教育文化大臣によって決定された国家的に実施される基礎教育カリキュラム、 (2)教育

文化省州事務所長によって決定される、環境、状況及びニーズに合った基礎教育カリキュ

ラム」と記されている。

付則1については、教育文化省によって決定されるが、付則2と付則3は、教科ごとに

作成されるため、国家レベルで行われる地域科についての決定は、付則1のみであり、付

則2と付則3は、決定2にあるように、教育文化省州事務所長によって決定される。以下、

H2　Departamen Pendidikan dan Kebudayaan Badan Penelitian dan Pengembangan Pendidikan

dan Kebudayaan, Pedoman Pengembangan dan Pelakesanaan Kurikulum Muatan Lokal

Pendidikan Dasar, Jakarta, 1994, p. i.

・13 Ibid.,p.i.
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付則1の第3章「教授プログラム」においては、地域科について次のように説明されてい

る。 「地域科は、当該地域によって必要だと考えられる生徒の能力を発展させる機会を与

える機能を持っている。基礎教育は、全国的に実施されている教育課程を減らすことなく、

地域の事情と当該教育機関の特徴に合った教育科目を増やすことができる(1990年政令

第28号)」に基づき、 「地域科は、地方語、小学校における英語、地域の芸術、地域の手

工芸及び周辺地域の自然環境の特徴と学校、もしくは当該地域によって必要だと考えられ

ることによって構成される」、 「地域科は教育文化省第2級自治区事務所長(教育文化省

州事務所長の同意を得て、県、もしくは市)によって、以下のような条件に基づいて決定

される。 ①地域科の『地方語』科は、教育課程が編成され、教科書、教師が準備されれば

実施することができる。 ②地域科の『英語』科は、口述や記述や簡単な表現を理解できる

能力を与えることが目的とされている」、 「地域科を行うための時間は、既に一週間の時

間割の中に取り入れられている。地域科に必要とされる時間は、周囲の状況とニーズに合

わせた科目に準備した時間配分によって決められることができる」とされている。第6章

「カリキュラム開発の継続」では、 B. 「地域レベル」において、 「教育課程と教授プログ

ラム概要の開発、編成は、当該地域の状況とニーズに合わせて行うことO例えば小学校で

の地方語科、英語等」とされている。

この1994年の学習指導要領は、 1994年度においては小学校第1、 3学年及び中学校第

1学年、 1995年度においては小学校第1、 2、 4、 5学年及び中学校第1、 2学年に施

行され、 1996年度より完全実施とされた。

表2-　1994年「基嘩教育カリキュラム」 (遇あたりの授業時数)

学 年

科 目

小 学 校 中学 校

n m iv v v i n in

1 ノ ンヾ チ ヤ シ ラ

と公 民 教 育

2 .宗 教

2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2

2 2 2

2 2 2

3 . 国語 10 10 10 8 8 8 6 6 6

4 一算 数 10 10 10 8 li 0 6

5 .理 科 ー 3 6 6 6 6 6

6 ▼社 会 … 0 5 5 5 6 6 6

7 .図 画 ー工 作 2 2 2 2 2 2 2 2 2

8 .保健 . 体 育 2 2 2 2 2 2 2 2 2

9 .英 語 4 4 4

10 .地 域 科 2 2 4 5 7 7 6 6 6

合 計 30 3 0 3 8 4 0 42 42 4 2 4 2 42

小学校第1、 2学年の1授業時間は30分、第3、 4、 5、 6学年の1授業時間は40分。

中学校第1、 2、 3学年の1授業時間は45分。

出典: Departmen Pendidikan Dan Kebudayaan, Kurikulum Pendidikan Dasar, 1993, pp. 14- 15.
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表2-2 1984年「小学校カリキュラム」 (過あたりの授業時間数)

学 年

科 目

小 学 校

n ra IV v V I

1 . 宗 教 教 育 2 2 2 2 2 2

2 .ハ。ンチヤシラ道 徳 教 育 2 2 2 2 2 2

3 . 民 族 闘 争 史 教 育 *) 1 1 1 1 1 1

4 . イ ン ドネ シ ア語 ** ) 8/ 7 8/ 7 8/ 7 8/ 7 8/ 7 8/ 7

. 5 .社 会 一 一 2 3 3 3

6 .算 数 6 6 6 6 6 6

7 . 自然科 学 2 2 3 4 4 4

8 .保 健 体 育 2 2 3 3 3 3

9 . 芸術 2 2 3 4 4 4

10 .特 別 技術 2 2 4 4 4 4

l l.地 方 語 (2 ) (2 ) (2 ) (2 ) (2 ) (2 )

合 計 26 2 6 3 3 3 6 36 36

(28 ) (2 8 ) (35 ) (3 6) (3 8) (3 8)

辛)各学年とも3学期に行なう　　　**) 1学期と2学期には週に8時間、 3学期には7時間にする。

出典: Departmen Pendidikan dan Kebudayaan, Direktorat Jenderal pendidikan dasar dan menengah , Direktorat

Pendidikan Dsar, Kurikkulum Sekolah Dasar kelas s/d VI Garis-Garis Besar Program I Pengajaran (olaharga

kesehatan) , Jakarta, 1986. p. V.

表2-3 1984年「中学校カリキュラム」 (過あたりの授業時間数)

学 年 ′学 期

科 目

中 学校

I Ⅱ Ⅲ

1 2 3 4 5 6

.-"一般 教 育 1 . 宗 教 教 育 2 2 . 2 2 2 2

2 ノ ンヾ チ ヤ シ ラ道 徳 教 育 2 2 2 2 2 2

3 . 民 族 闘 争 史 教 育 - 2 2 - 2

4 .体 育 .保 健 教 育 3 3 3 3 3 3

5 .芸 術 教 育 2 2 2 2 2 2

学 問 的 教 育 6 .イ ン ドネ シ ア 語 5 5 5 5 5 5

7 .地 方 語 * ) (2 ) ( 2 ) (2 ) ( 2 ) ( 2 2

8 .英 語 4 4 4 4 4 4

9 .社 会 科 4 4 4 4 4 4

10.数 学

l l. 自然 科 学

a. 生物

6 4

3 3

6 4

2 2

6 4

2 2

b ,化 学 3 3 3 3 3 3

技 術 教 育 12 .技 術 教 育 * * ) 4 . 4 4 4 4 4

合 計 3 8 3 8

(4 0) (40 )

3 7 3 7

(39 ) (39 )

37 37

(39 ) (3 9)
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辛)地方語授業を行う学校もしくは地域のための時間。

*) 1学期ごとに一つの教材プログラムを選択するo

出典: Departmen Pendidikan dan Kebudayaan, Kurikulum Sekolah Menengah Umun Tingkat Pertama Garis-Garis

Besar Program Pengajaran Bidan Studi: Ilmu Pengetahuan Sosial, 1988, p.4.

表2-1を見ると、地域科には、 2-7時間という非常に多くの時間が配当されている

ことがわかる。その割合は6.6%- 16.7%となっている。その時間数は学年を追うごとに

増加し、パンチヤシラ道徳教育より多く、主要教科に並ぶ時間があてられている。

表1-2の1994年「基礎教育カリキュラム」と表2-2の1984年「小学校カリキュラ

ム」及び表2-3の1984年「中学校カリキュラム」を比較すると、地方語の選択時間、

特別技術と芸術、保健体育から授業時間が削減されているため、地域科は、それらから捻

出された時間があてられていると考えられる。また全体的に増やされた授業時数は数学、

自然科学、インドネシア語に増やされた授業時間に配分されたと考えられる。

なお地域科の成立過程及び成立後、新聞・雑誌記事等において地域科についての議論が

繰り返され、教育大学でも様々に討論やセミナーが行われている。

この地域科に対する新聞紙上の反応は、期待や賛美の声から問題点の指摘まで様々であ

る。例えば、国家教育制度法とそれに基づく地域科関連法規が制定された後、 「地域科に

は大いに期待したいが、目まぐるしいインドネシア教育の制度と形態の変化は、教職員、

生徒の保護者、関連する政府出先機関、生徒自身も含めで忙しく感じさせるというだけで

なく、その変化は社会の不信を生み出すことになり得る了14とインドネシアの教育におけ

る「大臣が変われば政策が変わる」というこれまでも教育改革が行われる度に言われてい

る問題を指摘している。また、地域科の理念を認めながらもその実施の難しさを指摘する

ものも多く、西カリマンタン州のタンジュンプラ大学の教育専門家であるハドリ教授は、

「地域科は大変素晴らしいものであるが、その理念を実際に行なうことは容易ではないo

この理念は教育分野における進歩であるが、果たして教師たちは要求されている技術と質

の高さを持ち、自主的にこの教育課程に取り組む準備ができているだろうか」と懸念して

いるoそして「州事務所は当該地域の潜在能力とその地域のニ「ズを本当によく知らなけ

ればならない。また教師たちも決められた内容に頼りすぎないこと、 20%の自由裁量を生

かし、地域のニーズに合った技能を与える技術と知識を持っていることが要求される」と

して、教師たちの力量が問われることを指摘している。彼は続けて、 「西カリマンタンで

は、仕事は川で行なわれ、漁業に最も適している。しかしこのようなことを教師だけに頼

っても、その技術を十分もっているはずがない。地域科の成功のためには、学校と当該地

域社会の側との間の良い関係なしにはうまく行なわれ得ない」と地域との連携の'必要性を

指摘している''5。学校と地域の連携の必要性については、同じく「小学校と中学校の中途

*14　"Tanta喝an Muatan Lokal dalam Sistem Pendidikan Nasinal (国家教育制度における地域

科の挑戦) " , suara penbaruan, 15 MAR 1992,より。

*15 " Kunkulum MuatanLokal Hams Sesuai Kebutuhan Daerah (地方のニーズに合わされな

ければならない地域科カリキュラム) ",Merdeka, 6MAY 1992,よりO
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退学者は130万人、留年は230万人である。教育の質の向上がまだまだ目指されるべきで

ある。とにかく読み、書き、算がなされるべきであるが、それに劣らず大切なのは、両親、

保護者を学校経営に参加させることである。そこでは直接的なコンフリクトが生じると予

想されるが、学校が活発化し、教育レベルは向上すると考えられる了-6など、他にも多く

なされていた。

教員の能力や技術とともに、数についての限界も指摘されている。「中セレべス州では、13

種類の社会活動と下位セクターが地域科の内容として選ばれた。地域科は技術中学校にし

ばしば助けられることになるoその技術コースの態度を身に付けることが、この州の地域

科の原則となる。地域科を行なうには、教師の量、質ともに限界があるが、地域科のため

だけに教師を養成するなど不可能である。そのため、技術中学校の教員の援助を要請する

ことになる。中セレべス州では、教員自体が不足しているのである。インドネシア語の教

師や生物の教師はもう飽和状態であるが、中学校、高校においては、家庭科、社会科、芸

術、宗教の教員はまだまだ足りない状況にある」 "7と、地域科のためにこれまで以上の技

術・能力が教員に要求されるにもかかわらず、特別な教員養成制度がないことを指摘して

いる。

「地域科は生徒にも地域にも負担がかかり、従来の教科学習の妨げになるという懸念も出

ている了18という批判的な意見も出されていた。

3.教育文化省諸機関による地域科指針作成までの過程

ムアタン・ローカルが提案され、地域教育プログラムとして成立し、法的整備がなされ

地域科が成立するまでの過程では、教育文化省諸機関が教育文化大臣決定第412号を受け

て、地域教育プログラムの開発を行っていた。その軌跡をここでは概観する。

既に述べたように、 「小学校カリキュラムにおける地域教育プログラムの実施に向けて

の教育文化大臣決定第412号」において、 「小学校カリキュラムにおける地域教育プログ

ラムの実施に向けての義務と責任は、教育文化研究開発庁、初等中等教育総局及び州事務

所によって遂行される」 (第2章2条)と・規定された。教育文化研究開発庁の義務及び責

任は、 「①研究と開発の一環として、地域教育プログラムの試験的な実施の視察と評価を

継続的に行う。 ②地域のために地域教育プログラムを普及、向上させる説明書の編成を行

う」とされ、初等中等教育総局の義務及び責任は、 「①地域教育プログラムの実施説明書

を編成する。 ②教師、校長、視察官及び学校設立者を育成し、地域における教育手段と設

備を整えるために、地域教育プログラムの試験的実施の視察と評価を行う」とされ、州事

*16 " Muatan Lokal Menonjol dalam Kurikulum Pendidikan 1994(1994年教育カリキュラム

において傑出している地域科) I- , SuaraKarya, 28 JAN 1994,よりO

*17　" Muatan Loakal Pendidikan di Sulteng Digodok (創られつつある中セレべス州におけ

る地域科教育)",KOMPAS, 5 MAY 1993,よりO

*18　日Muatan Lokal Kurikulum Tahun 94 Hambat Kelancaran Studi pada Pelajar(生徒の順調

な基礎学習の進展を妨げるであろう1994年度カリキュラムの地域料) ", REPUBLIKA, 13

JAN 1994,より。
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務所の義務及び責任は、 「①地域教育プログラムの実施計画を作成する。 ②地域教育プロ

グラムが本来通りに行われるように、州政府、関連する政府機関、私立機関、組綴、社会

と共同作業を行う」とされた。

そこで教育文化省教育文化研究開発庁カリキュラム開発局は、 1992年から教育文化省

西ジャワ州事務所と協力して、酉ジャワ州タシックマラヤ県の小学校に対して、試験的な

地域教育プログラムの開発と実施を要請し、その視察、議論を通して地域教育プログラム

の開発を行った。

地域教育プログラムは、既にみたように、 1990年「基礎教育に関する政令第28号」に

おいて、教科の増設が制定されたが学習指導要領の改訂はまだ行われていなかったため、

試験的な開発及び試行も地域教育プログラムとして行われた。

筆者はその開発過程を明らかにするために、 1994年3月に1週間、酉ジャワ州タシッ

クマラヤ県シンガパルナ郡の5つの小学校とラジャボラ郡の5つの小学校において行われ

ている地域教育プログラム開発とその実践について調査を行い、教員や生徒に面接調査を

行った。

そもそも酉ジャワ州が対象とされた理由の一つは、 1987年の地域教育プログラム作成

から実質的な指導者として携わってきた教育文化省カリキュラム開発局のべニイ・カルヤ

ディが、華人ではあるが西ジャワ州で生まれ育ってきたためであるoまたタシックマラヤ

が選ばれた理由の一つは、タシックマラヤの教育水準の高さにある。タシックマラヤは

1956年から6年間の義務教育が試験的にはじめられた地域の-つであり、他の地域に比

べて中産階級が多く、教育の水準は相対的に見て高いと言われているCもう一つの理由は、

べニイ・カルヤディは技術教育のカリキュラム開発が専門分野であり、地域教育プログラ

ムにおいても産業技術関係の内容のカリキュラム開発に力を入れており、タシックマラヤ

はラタンを使った手工芸、伝統的な傘作りで大変有名で地域教育プログラムも開発しやす

いためであった。シンガパルナのちょっとした町の通りには手工芸晶を展示した店がずら

りと並んでおり、仕入れのために内外から多くの人が訪れる。西ジャワ州の州都バンドン

から東-車で約4時間かかるにもかかわらず、外国人観光客も大型バスで訪れるほどであ

る。

地域教育プログラムの試験的開発と試行について、ここでは特にラジャボラの事例をあ

ド-*y.).

まず教育文化省教育開発庁カリキュラム開発局から、教育文化省西ジャワ州事務所を経

由してタシックマラヤ県教育事務所へ、さらにラジャボラの小学校校長たちに地域教育プ

ログラムの試験的開発と実施の依頼があった(1992年)。そこでオイック氏(OIK)が中

心となって地域教育プログラムの開発と試行にあたるとことなった。このオイッ.ク氏は、

小学校校長を10年間務め、退職後はコンサルタントとして、ラジャボラの小学校をまわ

り助言指導を行っているOオイック氏は町長でもあり、ハジ'19として地域社会の人々から

も尊敬されている人物である。

*19　石井米雄(監修) 『インドネシアの事典』同朋社、 1991年、 328頁による.と、メッカ

巡礼を行った者。
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ここでのプログラム内容の開発は次のように行われた。

①オイック氏は、以前勤務していた小学校で地域教育プログラム作成チームを結成し、

チームで地域教育プログラムを分かりやすく説明するために様々な解説図や解説文書を作

成して全小学校の教員に配布した。 ②チームは、集会を開いて生徒の保護者・地域社会の

主要人物から地域教育プログラムで取りあげるトピックについて、それぞれの要求を聞い

た。そこでは、伝統的な結婚式・鯉の養殖・稲作の方法・アンクルン(竹で作られた楽器)

・コンポル・竹やラタンを用いての工芸品(カゴ、コースタづ作り・帽子づくりなど様

々な要求が出た。 ③オイック氏を中心とした地域教育プログラムチームメンバーは、学校

を取り巻く地域社会のニーズに応えるもの、伝統文化を維持発展させるもの、生活能力を

向上させるもの、という基準をもってそれらの多様な要求からトピックを選択した。この

選択が最も困難であった。オイック氏は「数名の保護者が、うちは鯉の養殖が家業だから

それをもっと科学的に学校で教えてくれと言い、他の数名の保護者が同じような理由で稲

作に関すること、他の数名はラタン細工、というように、要求を聞くとまとめること、選

択することが非常に難しくなる」という。 ④選んだトピックから、今度は思いつく限りの

関連事項を書き出し、その関連の仕方を図にしていく、 ⑤枝分かれしたトピックを現存の

学習指導要領の学習内容と照らし合わせながら、どの部分に適応させられるかを検討する、

⑥関連する学習内容をアレンジして地域教育プログラの鋸と授業案を作成する。

このようなプロセスを経て、地域教育プログラムは次のように実施された。

①各教室の前に、プログラム開発の図表を貼って、生徒にも現在学習していることが地

域社会のニーズ・状況にどのように関連するもので、どのような意味を持ち、どのような

位置づけにあるのか分かるようにする。 ②学習指導要額はまだ改訂されていないため、地

域教育プログラムとしてその実施時問は、定まった時間に行なうのではなく、各関連教科

の時間において、総時間の20 %以内において実施する。

具体的には、 「稲作プログラム」では、各教室に水田の模型を置き、理科の授業時間で

はその育ち方、潅淑方法、田植えの時期と方法、社会の授業時間では稲作に関する地域の

伝統的なアダットを学習し、特別技術の授業時間では学校の所有する水田で、田植えの実

習を行っていた。

「ラタン細工プログラム」では、美術の授業時間にまずプラスチックのひもで簡単な編

み方を学習し、特別技術の時間には、難しい部分は教師が手を加えるが、大抵の工程を生

徒が実習し、作成していた。ラジャボラ地域では、ラタン細工や帽子作りが盛んであるた

め、約6割の家庭で副業として生産しており、半数近くの生徒が両親の細々とした手伝い

をしている。したがって、教師は両親より下手であると見なす生徒は多いが、 「きちんと

順序立てて勉強できるし、科学的な方法や薬品の使い方やいろいろなことをする厘由を教

えてもらえるし、お母さんにも上手になったって誉められるからうれしい」と言う生徒が

多かった。なお、このプログラムを実施するにあたって、教師は2カ月間地域社会の人々

からラタン細工について学んだという。

「鯉の養殖プログラム」では、理科の授業時間でプロセスについてその過程を学習し、

社会の授業時間に養殖場や市場の見学を行い、数の数え方に関するアダットを学習し、算

数の授業時間には魚の売り買いを学習し、美術の授業時間では伝統的な(現在も使われて

いるが)魚を運ぶ様々な種類の道具を題材に絵を描いていた。学校で実際に池を利用して

-49-



鯉の養殖を試みる学校もあった。

アンクルンのプログラムでは、体育と音楽の授業時間を利用して、校庭で演奏と踊りの

練習を行なっていた。アンクルンは、既に特別活動として以前から行っていたものであっ

た。

こ甲ように、教科書を用いて、知識を詰め込むより、実際に手を使って実習したり、体

を動かして習得するという教授学習形態がとられていることが多かった。

オイック氏は、最も力を入れていた学校に、地域教育プログラム教室をつくり、プログ

ラム開発過程から、実施にいたるまでの過程を写真で示し、プログラム開発までをわかり

やすく示した図表や開発した教材(伝統的な農機具・農具)を教室に所狭しと掲示してい

る。教育文化省教育開発庁カリキュラム開発局のべニイ・カルヤディらとラジャボラの小

学校校長・教師らが会議をもつ時は、その教室を会場とし、また他の学校の教師らの地域

教育プログラムについての学習の場にもなっていた。その教室のとなりには、 「タシック

マラヤの部屋」が作成され、伝統的なタシックマラヤの世界が造られている。ラジャボラ

はまだそれほど近代化あるいは都市化しているわけでもないため、 「タシックマラヤの部

屋」はどこにでも見られる風景でもあるO　また従来、教室に掲示される物は、スハルト大

統領と副大統領の顔写真、国章ガルーダ、独立戦争の英雄の肖像画などのみであり、学校

は「国民統合」の色彩が強い場所であったのに対し、地域教育プログラムの導入により、

教師が意識的に地域教育プログラムで参考とする教材やプログラムでの生徒の作品を掲示

するようになり、学校には「地域的」な色彩が加えられていた。

ラジャボラの学校がここまで地域教育プログラムに力を入れ、学校と地域が一体となっ

て活発な活動を行うことができるまでには、多くの教師の多大な時間と労力が必要であっ

た。また、すべてはオイック氏の働きと適切な指導によると多くの教師たちは述べている。

新しい試み、特に地域教育プログラムにおいて最も問われることは、、学校と地域社会の

連携、教師の力量(教育意欲、教材開発能力)である。ラジャボラの事例では、オイック

氏という諸学校においても、地域においてもリーダー的存在であり、能力があり、教育意

欲、時間的にも経済的にも余裕があるという人物が重要な役割を果たした。それは、翻せ

ばそのような人物がいなければ地域教育プログラムの成功は難しいということでもある。

このことは、べニイ・カルヤディをはじめとする教育文化省、西ジャワ州事務所から視察

に赴いた職員も同じく感じたことであった。

教育文化省教育文化研究開発庁カリキュラム開発局は、タシックマラヤにおける地域教

育プログラムの試験的開発と実施過程で生まれたアイディアをもとに、試行錯誤を繰り返

し、地域科指針として『基礎教育における地域科の開発と実施の手引き』・20 (以下『開発

・実施手引書』と表記する)を発行したoまた、いくつかの州事務所からの依厳により、

カリキュラム開発の助言を行った。

教育文化省教育文化研究開発庁教育文化研究局は、 1989年から教育文化省中ジャワ州

*20　Badan Penehtian dan Pengembangan Pendidikan dan Kebudayaan Departmen Pendidikan

dan Kebudayaan, Pedoman Pengembangan dan Pelaksanaan Kurikulum Muatan Lokal Pendidikan

Dasar,1994.
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事務所と協力して中ジャワ州アディパラ郡において文化をどのように教材化するかを研究

し、その成果は教育文化省中ジャワ州アディパラ郡事務所によって「アディパラ郡の地域

文化解説了21として出されて'いる。また、西ジャワ州事務所とも協力してスメダン県ラン

チャカロン郡にて文化領域を中心に地域科開発と研究にあたった。その成果は同局が、 『地

域文化と教育の関係に関する研究報告書一文化領域の地域科開発-』 ㌘2 (以下『地域科研

究報告書』と表記するO )として出した。また、これまでの地域科開発研究を総合して『地

域科カリキュラムの準備と実施』.23を発行した。

教育文化省初等中等教育総局一般中等教育課は、 1992年12月、教育文化省各州事務所

に地域科の教育課程を編成するための基礎データを収集するために、小学校、中学校及び

高等学校の教員から成るカリキュラム開発チームを召集するよう要請した。例えば西ジャ

ワ州事務所はその要請を受けて1993年1月には様々な地域からメンバーを選んで召集し

てセミナーと議論を行い、その成果は「西ジャワ州1994年度小学校カリキュラムにお

ける地域科のカリキュラム開発了24という報告・提案書にまとめられた。初等中等教育総

局一般中等教育課(「ジャカルタ中学校義務教育の実施と質の向上プロジェクト」)はま

た、各州からの提案・報告書と同省教育文化研究局とカリキュラム開発局の成果をもとに

独自の研究成果をまとめて、 1994年に『地域科カリキュラム実施の一般説明書』 `25を刊

行している。

教育文化省研究開発庁カリキュラム開発局による『開発・実施手引書』、教育文化省教

育文化研究開発庁教育文化研究局による『地域科カリキュラムの準備と実施』、教育文化

省初等中等教育総局一般中等課による「地域科カリキュラム実施の一般説明書」という3

種類の指針は、全て全国的に配布されるものではなく、一部の教員研修や教育文化省内で

の議論や研究に使用されている。時間的にみて、州の地域科のカリキュラム開発に間に合

f21 Kantor Kecamatan Adipala Kabupaten Cilacap Propinsi Jawa Tengah Departmen Pendidikan

dan Kebudayaan, Uraian Budaya Lokal Kecamatan Adipala, Januari 1990.

*22　Tim Puslit Badan Penelitian dan Pengembangan Pendidikan dan Kebudayaan, Raporan Studi

Hubungan Pendidikan dengan Lingkungan Kebudayaan, Pengembangan Pelaksanaan Muatan

Lokal Bidang Budaya, Jakarta 1 993.

*23　Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Badan Penelitian dan Pengembangan Pendidikan

dan Kebudayaan Pusat Penelitian pendidikan Pendidikan dan Kebudayaan, Persiapan dan

Pelaksanaan Kurikulum Muatan Lokal, Jakarta, 1997.

*24　Satuan Tugas Pelaksanaan Pengembangan dan Pemasyarakatan Kurikulum Kantor Wilayah

Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Jawa Barat, Pengembangan Kurikulum Muatan

Lokal dalam Program Pengajaran Kurikulum 1994 Pendidikan Dasar di Wilayah Propinsi Jawa

Barat, Bandung, Februari 1993.

*25　Proyek Pemngkatan Mutu dan Pelaksanaan Wajib Belajar SLTP Jakarta Departamen

Pendidikan dan Kebudayaan Direktorat Jenderal Pendidikan Dasar dan Menengah Direktorat

Pendidikan Menengah Umum, Pelunjuk Umum Pelaksanaan Kurikulum Muatan Lokal, Jakarta,

1994.
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わないと考えられるが、すべて草案の段階から使用されており、発行年はきれいに製本さ

れた年月日であるため、指針として活用されていることは間違いない。しかしどの指針が

どの州においてどの程度の影響を与えたのかは教育文化省の職員に聞いても答えは定かで

はない。

第3節　地域科の目標・内容・方法

1.地域科の自虐

地域科の3つの指針から、地域科の目標、内容、方法(科目選択方法、教授学習方法、

評価方法)を概観し、国家レベルにおける地域科の特色を明かにする。引用は、詳細な説

明がなされている指針から行うこととする。

3つの指針ではまず、 「地域科カリキュラム」とは何かという説明がなされている。 「地

域科カリキュラムは、ナショナル・カリキュラムとは異なる。ナショナル・カリキュラム

とは、国家によって決定された教育内容と教材の計画であり、インドネシア全土と海外に

あるインドネシア大学校の全生徒によって学習されることが義務とされている。一方、地

域科カリキュラムは、当該地域における教授学習活動を実施するための手引き書として用

いられる各地域の状況とニーズに合わせて地域によって決定された教育内容と教材の計画

のことであり、地域科の教育内容と教材は、地域の状況とニーズを基盤とする。その教育

内容と教如ま、それぞれ独立した科目として構成され、時間が配分される.例えば、英語

(小学校のため)、地方語、特定の手工芸や技術、地域の芸術やアダットである。」

地域科の目標は、 3つの指針は全て同じであり、 「生徒が、当該地域社会における価値

観・秩序に合わせた地域社会のニーズと状況について、しっかりとした考え方を持ち、地

域の発展・国家の発展を支援するための知識・技能を習得すること、当該地域社会におけ

る自然環境、社会環境、文化社会環境を知り、親しみ、生徒自身や-般社会にとって有益

な当該地域に関係する知識、技能を習得すること、生徒が当該地域における諸価値、規則

にあった振る舞いや態度をとり、国家の開発を支える一環として、当該地域文化の崇高な

(luhur)諸価値を保持、発展すること」と書かれている。指針の「序」などに書かれた

地域科の目標と合わせて、よりわかりやすい文章にすると、次のようになるo ①当該地域

社会における自然環境、社会環境、文化社会環境、地域のニーズについて学習することで

当該地域社会に親しみ、それらを保持、発展しようとする姿勢を育成する。 ②当該地域社

会において自立する技能を習得し、地域開発、国家開発に有益な人材を育成する。これを、

さらに簡潔に表すならば「地域を知り、地域を愛し、地域で自立でき、地域開発に役立っ

人間の育成」とまとめることができるであろう。

目標①は、単なる伝統回帰主義ではなく、あくまでも華域愛の醸成により、地域の開発

を志向する人材の育成を期待しており、伝統の維持と開発との調整を取ろうとしているO

つまり地域愛を醸成することによって積極的に地域開発を志向する人材を育成すること

は、国家開発に役立っ人材育成にもなり、また国家開発はインドネシア国民統合と表裏一

体の原理であるため、地域愛の醸成を国家統合-利用しようとしているとも言える。従来

の教育課程においては、 「多様性の中の統一」を国是に掲げた国家統合を念頭において「伝

統的な地域文化」の創出と普及に努めてはいたが、地域愛を地域開発に結びつけ、さらに

は国家開発・国家統合に発展させようという明らかな意図は見られなかった。
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この「地域を知り、地域を愛し、地域で自立でき、地域開発に役立っ人材育成」、いわ

ば「地域に根ざした開発的人間の育成」を目標とするところに地域科の大きな特色がある

と言えようO 「開発的人間」とは、国策大綱にうたわれている開発に貢献するインドネシ

アの理想的人間像であり、スハルト時代以降はパンチヤシラが開発的人間に結びつけられ

て教育目的とされている。地域科はさらに地域アイデンティティを持つことを加え、伝統

の保持と近代化あるいは開発-の志向のバランスのとれた新しいインドネシアの理想的人

間像を提示し、その理想的人間の育成を目指していると言えるのである。

2.地域科の内容

地域科の内容については、 「開発・実施手引書」における「地域科の機能と種類の決定

及びプログラム編成」という項目において、 「地域科の機能」として4つの機能があげら

れ、 「それらの機能を基盤として、地域科の諸科目が決められる」とされた。

その4つの機能とは、 ①地域の文化を保持、発展する、 ②特定分野における技術・能力

を向上させる、 ③日常において必要な英語をマスターする、 ④自営業を行う能力を向上さ

せる、である。

また、 「地域科の理解」という項目においても、 「地域科の内容と教材決定は、地域の

状況とニーズを基盤とする」として、その説明がなされているo

「地域の状況とは、自然環境、経済あるいは社会環境及び文化環境に関係する状況であ

るO　自然環境は、植物、動物及び人間を含む環境と陸(陸地)、水(川、運河、海)及び

空気から構成される。後者の環境は、植物、動物及び人間が生成する場所である。自然環

境にはまた、地理的にはそれぞれ農業、漁業などに特徴を持たせることになる海岸、低地、

高地、山地が含まれる。社会環境には、人間と当該地域で行われている諸規則との相互関

係や、個人として、また集団として、それぞれの成員がお互い認め合って生きていくこと

を達成するために発展した社会システムが合される。例をあげると、村、隣組(RT)、町

内会(RW)、村の協同組合のようなフォーマルな団体、社会保険センター一、スバック(バ

リの濯親組織)やウルウル(中ジャワの濯概組織)のようなインフォーマルな団体がある。

文化環境とは、特定地域社会における文化的側面の総体を捉えたものである。そこには、

習慣、アダット(例えば、礼儀作法、両親や目上の人との交わり方、友達や近所の人との

交わり方)、伝統的、近代的テクノロジーを用いた成果としての人間の作品の諸価値、紋

章やシンボル(儀式や伝統)、地方語(話し方)及び地域の芸術(例えば地域の踊り)な

どが含まれる。」

「地域のニーズとは、地域社会によって必要とされること、特に当該地域社会の生活の

向上に直接関係することで、地域の発展や地域の潜在能力に合っていることであるoその

地域のニーズとは、例えば、 a)地域の文化の保持、発展、 b)特定分野における能力や技能

の向上、 C)日常に必要な英語力の向上、 d)自営業を行う能力の向上である。」

「地域の状況」としてあげられた内容の具体例は、以下のとおり地域科の諸科目決定の

基盤とされた「地域科の機能」 (「地域のニーズ」とも一致)に沿って、基本的には分類

することができる。

①地域の文化を保持、発展するという機能に対応する内容例としては、地方語、アダッ

ト、芸術、踊り、 ②特定分野における技術・能力を向上させるという機能に対応する内容
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例としては、手工芸、 ③日常において必要な英語をマスターするという機能に対応する内

容としては、英語、④自営業を行う能力を向上させるという機能に対応する内容としては、

漁業、農業、畜産など、と考えられる。

しかし地域の状況としてあげられた内容例には、地域のニーズあるいは機能に沿って分

類することが難しいものがある。例えば、 「地域の社会環境」としてあげられた村の協同

組合、遵概組織、保健センターなどは、村の協同組合や濯概組織制度が伝統的なアダット

法に基づくものであれば、それは①の地域文化の保持、発展の機能に分類できるが、自営

業には欠かせないセクターと捉えるのであれば、それは②の自営業を行う能力を向上させ

る機能に分類することができるO　したがって、地域の状況についての内容をどの地域科の

機能としてみなすかは、非常に困難である。

ただいずれにしても、教育文化省は地域科を、 「地域の状況とニーズ」に対応する教科

にするために、多様な内容を含むようにしていると言えよう。

また、従来「克服されるべきもの」とされて教育内容から排除されるに至ったアダット

が登場している点も特徴的である。インドネシアは他国のエスニシティの高揚による民族

紛争の多発とは逆に、 1970年代以降民族間題が国家にとって深刻な分裂要因になること

は稀になった。しかし、それ以前は、常に「克服されるべき」否定的な要因であっだ260

既に明らかにしたように、伝統的価値には、国家として神経質にならざるを得ないいくつ

かの課題があるからである。例えば、国家による「上から」の開発政策には、伝統的なア

ダットに真っ向から対立する価値もあり、またアダットにのっとった伝統的な村落社会で

は現在の行政制度と一致しないものもある。そのため独立後のインドネシアにおいて、ア

ダットは全国一律の村落行政法の施行や婚姻法の施行といった中央集権化政策において障

害となる、と考える候向にあり、民族芸能や民族衣裳としてのアダットの側面のみを強調

・推進しようとしてきた-27。また一部の地域では、エスニック・アイデンティティの高揚

が、分離・独立運動、多民族との抗争あるいは民族内においても宗教価値との葛藤の気運

を高める契機となる危険性も革んでいる。そのため第1章において既に述べてきたように、

アダットは教育内容から排除されたのである。ただ、アダットの中にも衣装、建築様式な

ど、 「伝統的な地域文化」として創出・普及されてきたものも含まれているO今回の地域

科の内容として例示されているアダットには、礼儀作法が取りあげられる点で新しいと言

える。

この点に関しては、新聞紙上においても、地域科を国民としての道徳や公民教育から学

学ぶことができない、地域の価値観に合った人格形成教育として評価する声が多い。

例えば、 「地域科は生徒自身が完全な人格を形成するための価値教育活動の一つである

と言っても過言ではないQ子どもには、彼ら自身の文化、とりわけその中に包含されてい

る崇高な価値を知り、理解し、敬い、評価することが期待されており、その結果としてそ

の崇高な価値に合せて生き、態度を取り、行動することが期待されているのである。地域

*26　後藤乾- 「エスニシティとネーション」 『講座東南アジア学第六巻東南アジアの

思想』弘文堂、 1990年、 124貢。

*27　石井米雄(監修) 『インドネシアの事典』同朋社、 1991年、 46頁。
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科は、現在の教育制度において不足している部分を克服するために必要な要素である」な

どである切O

3.地域科の方法

地域科の方法として、ここでは地域科の授業時間、教授方法、評価方法について概観す
る。

地域科の授業時間は、既に表2-1に示したように、小学校第1、 2学年では週に2時

間、第3学年では4時間、第4学年では5時間、第5、 6学年では7時間、中学校第1、

2、 3学年は6時間設定されている。 『地域科カリキュラムの準備と実施』ではさらに、

「1学期における教授学習活動が行われるのは12週である。決められた時間割を基盤と

して、地域科は、必修科目(mata pelajaran yang WAJIB diajarkan)となっている。つまり、

地域科は、必ず生徒に対して与えられなければならないのである」と念が押されている。

地域科の教授方法に関しては、 『開発・実施手引書』によると、地域科の教育内容を教

授できる教師または地域社会の人が、地域科の各科日ごとの教授プログラム概要に沿って、

「日常生活において得やすい材料や道具を用いて教授し、生徒自身が活動したり、経験し

たりする機会を与え、学習内容が日常生活におけるでき事に関連づけられるようにするこ

と」としている。

『地域科カリキュラムの準備と実施』では、より詳細に述べられており、特に教授プロ

グラム概要が十分当該地域の状況やニーズに適したものにされていない場合、 「教師は雑

誌、新聞、パンフレット、図書館の資料を活用したり、他の専門的知識を持っ教師や地域

社会の人の知恵を借りて教材開発を行うべき」としている。

教授方法については、 「地域科カリキュラム実施の一般説明書」において教授学習法法

を3つに区分して説明している。 「①授業の始めに、生徒間もしくは教師と生徒が話し合

いをしたり、小テストもしくはクイズを出したりして、どの程度その日の学習内容もくL

はテーマについて生徒達が知識や技能を習得しているのかを把握する. ②様々なテクニッ

クを用いて教授するが、簡単なことから難しい事へ単純なことから複雑な事へ、身近な

ものから身近ではないもの-と教授すること。 ③議論もしくは生徒の活動の後に、教師は

必ずまとめをすること。これらは、地域科に特別な教授学習方法ではないが、特に①は新

しいことを始める際に重要なこととなり、地域科においては欠かせない段階である。」

なお、 3つの地域科指針では、 『実施に向けての説明書』で述べられていたような地域

教育プログラムの実施方法として、生徒の自主的な学習方法を取ることについては、触れ

られていなかった。

地域科の評価方法については、 『地域科カリキュラム実施の一般説明書』が最も詳細に

説明しているOそれによると、評価には、 ①日々の評価、 ②一般評価、 ③最終評価の3種

類がある。 「①日々の評価は、教師が生徒のつまづきを知り、次の授業に役立てるための

もので、学習内容あるいはテーマごとに復習テスト形式で行うが、教室での活動、家庭で

*28 "Tantangan Mutan Lokal dalam sistemPendidikan dan Kebudayaan (国家教育システムに

おける地域科の挑戦) ", suara pembaruan, 15 MAR 1992、より。
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の宿題も含めるO　この日々の評価を行うことで、生徒も教師に対しても質問がしやすくな

るとしているo ②一般的な評価は、学期ごとに学習した学習内容もしくはテーマのいくつ

かを合わせた筆記試験によって行う。この評価の目的は、その学期で学んだことをどこま

で理解できたのかを知ることであるとされている。 ③学年末の最終評価は、学年の終わり

に、 1学期、 2学期、 3学期に学習した学習内容もしくはテーマから材料を選択してテス

トを行う。そのテストの構成は、 1学期と2学期に習ったことは25%づつ、 3学期に習

ったことは50%であるとしている。成績表に記載する学期ごとの評価点は、日々のテス

トの評価と学期末テストの評価を2倍にしたものを3で割ったものである。その評価点は、

10段階で行われ、四捨五入するとされているOそして地域科の諸科目の平均を出して、

地域科の評価点とし、それは他の教科と同様に進級の基準になる。進級の基準とは、地域

科を含めて10段階評価で3以下の評価を受けた教科があってはならず、評価点が平均6

以上でなければならないというものである。

この『地域科カリキュラム実施の一般説明書』による地域科の評価方法に加えて、 『地

域科カリキュラムの準備と実施』では、 「地域科は複数の科目から構成されている教科で

あるため、地域科の評価は各科目の評価の平均をとること」と記述されている。地域科は、

教科として従来の教科と同様にその評価が重視されていることが明らかである。

第4節　地域科のカリキュラム開発に関する国レベルの指針

1.国家銃合・開発主義と民族・地域・伝統回帰主義の討磐というカリキュラム開発基準

指針には、地域科の目標、内容及び方法に加えて、州レベルでのカリキュラム開発基準

として国家レベルでの指針を示している。

地域科のカリキュラム開発の基準の一つは、国家統合・開発主義と民族・地軌・伝統回

帰主義の調整という視点から行うべきであるというものである。それは、教育文化省教育

文化研究開発庁教育文化研究開発局による『地域科研究報告書』における記述から明白で

ある。そこでは、カリキュラム開発における内容選択基準として、 ① 「崇高な価値を保持

する」、 ② 「民族(インドネシア国民の意味)の個性を強くする」、 ③ 「国家的誇りを与

える」、 ㊨ 「祖国を愛する気持ちを与える」、 ⑤ 「共同精神・国家統合の精神を強くする」、

⑥ 「民族闘争の価値を含む」をあげているOそして「地域科は、確かに地域の状況とニー

ズに合わせる教育内容であるべきだが、それは国家統合、ナショナルアイデンティティに

対立するものであってはならない」と強調しているo

① 「崇高な価値を保持する」という基準については、一体何が崇高な価値なのかという

記述はどこにもされていないが、裏を返せば初めて教育内容として取りあげる地域文化の

中には、国家が認めるわけにはいかない「高貴でない価値」が含まれることを意醸し〕自

主規制あるいは注意を促していると推測できる。この「崇高な価値」というフレーズは、

この報告書、地域科のカリキュラム開発について考える際に初めて現れたものではなく、

他教科においても記述されている。州に教育課程編成権が認められたとはいえ、最低限の

基準として他教科と同じように、地域科のカリキュラム開発を行う際には、国家統合ある

いは国家開発に対立する「高貴でない価値」の取り扱いに注意すべきである、ということ

を言っているのである。

また驚くことに、地域科は、地域の状況とニー-ズに対応させて行う、 「地域を知り、地
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域を愛し、地域で自立でき、地域開発を推進する人間の育成」を目指す教科であるにもか

かわらず、 ② 「民族(インドネシア国民の意味)の個性を強くする」、 ③ 「国家的誇りを

与える」、 ㊨ 「祖国を愛する気持ちを与える」、 ⑤ 「共同精神・国家統合の精神を強くす

る」、 ㊨ 「民族闘争の価値を含む」という基準などがあげられ、 「国家統合」の推進に貢

献すべきであることを強調している。つまり、地域科は地域文化を学ぶことで地域愛の醸

成を目指すだけでなく、その大前提に国家愛の醸成に貢献することが基準としてあげられ

ているのであるQ 「共同精神・国家統合の精神を強くする」、 「民族闘争の価値を含む」と

いうは、特に地域における独立闘争期の英雄の話しなどを教育内容として取りあげること

を促していると推測できる。つまり、これまで国家が積極的に行ってきた「伝統的な地域

文化」を創出するという政策は、地域科においても変わることなく、ただその権限を州事

務所に委譲しただけであること、その「伝統的な地域文化」の創出の条件は何ら変わりな

いこと、地域科はあくまで国家統合政策の一貫であるという意図が強く現れている。

しかし、この報告書は会議の際に既に議論された形跡があり、上記したように国家の意

志と反する教育内容が取りあげられる心配はないと考えられたか、もっと間接的な書き方

をすることが要求されたと思われる。

また報告書では、 「地域文化の選択基準は、当該地域の状況に合っていること、と言え

るが、そこでは地域文化によって動揺(もめごと・いらだち)が起こるようなことになら

ないことが望まれる。それは特に宗教の規準に関連するようなことである」ことも付記さ

れている。

動揺が起こらないよう、特に宗教の規準に関連するようなことを外すことが望まれる、

という文言が、一体何を意図して書かれたのかは不明であるが、インドネシアの歴史的社

会的背景から考えて2点ほど推測することができる。一つは、宗教勢力の一層の強まりに

対する国家の不安、もう一つは宗教間の争い、あるいは宗教と信仰との争いが起こること

への懸念である。つまり各宗教は既に「宗教」科において教えられているのにもかかわら

ず、さらに地域科においても科目として設定されることになれば、宗教勢力が一層強まる

ことになりかねない。また、特定の宗教が取りあげられる場合、宗教間に対立が起こり得

ることも予想される。宗教の規準を新たに教育内容として取りあげることに対抗して信仰

の規準をも教育内容として取りあげようとする動きも活発化するのではないか、という懸

念も推測できる*29。そしてカリキュラム開発をめぐる政治的・社会的動揺が高まることを

懸念していると推測できる。

最終的に「開発・実施手引書」においては、 ① 「国家・地域開発計画に即しているか」、

*29　福島真人(「信仰の誕生:インドネシアにおける宗教政策と地方文化」関本照夫(研

究代表者) 「平成元年度科学研究費補助金(総合研究(A))研究報告書東南アジア・オセ

アニアにおける国家と国民文化の動態」東京大学東洋文化研究所、 1991年、 65_79貢)に

よると、宗教に属さず、慣習に従っている人たちは、インドネシアで認められる宗教が確

立してくることで「地方文化サバイバル時代」を迎え、宗教に逃げたり、信仰を確立しよ

うとする動きがあり、教育においては信仰の教科書やカリキュラムをつくろうとしながら

も猛反対を受けてつぶれた、という経緯があった。
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② 「国民の崇高な価値に対立しないか」、 ③ 「社会的動揺や不安を招かないか」が内容選

択基準に含まれたO

新しい経済開発の理念や価値観が、伝統的な社会理念、アダット、宗教的価値観と衝突

ないし、対立する場合は少なくない。新しい産業技術、より効率的な生産組織、より合理

的な経営方式に価値を認め、これらを意欲的に追求する近代性と、これを阻む因習的で固

定化した思考様式や生活様式、及びそれらを支えている閉鎖的な地縁的、血縁的社会構成

の前近代性との調節は、決して容易ではないⅠ30。そのため、地域科のカリキュラム開発を

めぐって、開発主義と真っ向から対立する危険性の高い伝統回帰主義への回帰を懸念して

いると考えられる。

また、インドネシアからの独立を求める民族・地域主義運動と国内紛争という苦い経験

から、国民統合と対立する地域主義あるいは民族主義への偏向の懸念があると考えられる。

このように、地域科のカリキュラム開発をめぐっては、特に文化を教育内容として取り

あげる際に開発主義に反する伝統回帰主義に陥らないこと、国家統合に反する民族主義や

地域主義に偏向しないこと、という両者の調節に細心の注意を払わなければならないこと

を示していると言えよう。

しかし、提示されている基準は全て暖味かつ抽象的である..そこで「開発・実施手引書」

の作成に中心的に携わってきたべニイ・カルヤディに尋ねたところ、 「具体的な基準は、

我々が示さなくとも、全ての基準はパンチヤシラであることは周知のことである」とのこ

とであった。それでもなお不明確であるため「何でも思いつく具体的な基準をあげてみて

下さい」と頼んだところ、 「仕事を一生懸命する必要はない、というような怠けを教えて

はいけない。またお酒を飲む風習もだめだ」ということであった。それに対して筆者が「仕

事をする必要がない、と教えることはないでしょう。もしあったとしても意味があるはず

ですo　またお酒を飲む風習の何が悪いのでしょう。私たち日本人はお酒を飲む風習があり

ます。それは人間関係を円滑にするためという意味も含まれています」と述べると、彼は

「日本人はお酒を飲んでも酔っぱらってしまわない。体が強い。例えばマドゥラは、酔っ

ぱらってしまうから、先月も地域科の内容から外すよう.に助言したところだo　もちろん、
ノ

日本のようにお酒を飲むことに意義があるのなら別であるけれども」ということであった。

教育文化省の人でさえ、具体的な基準について定められず、具体的基準も客観性に欠けて

いるもので暖味であることが分かる。

他の教育文化省職員に具体的基準を尋ねても答えはパンチヤシラであったQでは、パン

チヤシラは具体的な基準を提示できるものか、というとそうではないo　ちなみに、高橋に

よるパンチヤシラの抄訳をあげる・31。

第∴の理念「唯一至高なる,神聖」 (Ketuhanan Yang Maha Esa)

*30　岩橋文吉「アジア各国におけるナショナル・アイデンティティ形成への教育課題の

考察」九州大学『比較教育文化研究紀要』第31号、 1980年、 6頁o

*31高橋宗生「国民統合とパンチヤシラ」安中章夫、三平則夫(宿) 『現代インドネシア

の政治と経済-ス-ルト政権の30年』アジア経済研究所、 1995年、 54-55貢O
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各人が信奉する「宗教」 (agama)や「信仰」 (kepercayaan)の狭義に従って、その

狭義に適合した唯一至高なる神を敬い信ずるO異なった「宗教」や「信仰」を奉じて

いても、お互いに尊重しあい、信徒間の融和をはかる。

第二の理念「公正で文化的な人道主義」 (Kemanusiaan yang adil dan beradab)

人間は民族集団(suku)、先祖の出自、 「宗教」 ・ 「信仰」、男女の別、社会的地位、

皮膚の色などにかかわりなく同等の権利と義務をもった神の創造物であり、その地位と

尊厳が守られる。それゆえ、相互に愛し合うことと相手の立場に立った思いやりの態

痩(sikap tenngan rasa dan "tepa salira")が必要である。インドネシア民族(Bangsa

Indonesia)は人類の一部を構成しており、他民族との相互尊重、相互協力を押し進める。

第三の理念「インドネシアの統一」 (pers血Ian Indonesia)

インドネシア人(manusiaIndonesia)は個人や集団の利益よりも、民族や国家

(Negara)の統合・統一ならびに利益と安定を優先するO必要な場合には国家や民族

の愛に基づき、両者のために献身し犠牲となる。

第四の理念「協議と代議制において叡知によって導かれる民主主義」

(Kerakyatan yaftg dipimpin oleh hikmat kebijaksanaan dalam permusyawaratan/perwakilan)

インドネシア国民は同等な地位、権利、義務をもち、国家や社会の利益に常に留意

し、それを優先する。決議の前に協議(musyawarah)を行い、全会一致(mufakat)

による決議を得るよう努めるO家族主義的精神(semangat kekeluargaan)による全会

一致を得る協議は、インドネシア民族の特質となるものである。

第五の理念「インドネシア全国民に対する社会正義」

(keadilan sosial bagi seluruh rakyat Indonesia)

インドネシア人は社会主義を達成するための同等の権利と義務をもつことを自覚し

ているOこの枠組のなかで、家族主義的で相互扶助的(kegotongyorongan)な精神

と態度を反映する崇高な行動が発展させられる。公共の利益を損なう行ため、豪著な生

活、及び搾取はしてはならない。

高橋は、以上のパンチヤシラを「多元的な価値観の集合体」としている"32。そして西欧

の研究者によるパンチヤシラ批判、インドネシア研究者のパンチヤシラ批判に対するポジ

ティブな見方を踏まえた上で、 「パンチヤシラ自身がもつ抽象性がインドネア人自身をも

惑わせてきたことは疑う余地はない」とし、 「5つの理念はそれぞれ簡明な言葉で表現さ

れ、すべてポジティブな理解が可能であるとともに個人個人のもつ文化的、歴史的背景に

より様々に解釈できるもの」と指摘している。

2.多様な集団・地域の状況・ニーズの調整というカリキュラム開発基準

教育文化省は、州レベルで行われる地域科の教育内容の選択は、国家統合・開発主義と

民族・地域・伝統回帰主義の調整という視点以外に、多様な集団・地域の状況・ニーズの

調整という視点からも行うべきとしていた。

*32　高橋宗生、前掲書、 55-57頁。
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教育文化省各局は試験的なカリキュラム開発過程においてその調整の難しさを痛感し、

教育文化研究開発局による『地域科研究報告書』の中でも、文化領域は特に、その教育内

容の選択方法、教育課程の編成の方法、教授過程に困難な課題・問題があるとしている。

そこでは、 「その地域の文化は何か」、 「地域科になることができるのは、どの、どこの

地域文化か」、 「その選択はどのようにすればよいのか」、 「どのように教えなければなら

ないのか」、 「教材あるいは科目としてどのようにその地域文化についての教育内容を編

成すればよいのか」、 「教授学習過程において必要な教育施設、教材をどのように準備す

ればよいのか」などの課題をあげている・33。

ここでの課題はやはり文化領域に集中しており、それも多様な文化から特定の文化を選

択する客観的基準の不明確さ、唆味さについての課題を指摘している。

なお、カリキュラム開発をめぐる多様な集団・地域の状況.ニーズの調整については、

新聞紙上でも意見が頻繁に戦わされた。例えば教育課程内容の決定についての次のような

意見である。それは、 「地域科に取りあげるための明確な基準が必要とされる。なぜなら

ある地域に存在する多様な文化要素から、教授科日として選択する明確な基準がなければ、

教育内容に客観性がないからである。例えば、ジャカルタにいる住民は、それぞれが異な

る文化的背景を持ち、多様である。ジャワ民族と同様にそれ老れ文化を持ったべタウイ族、

バタック族、イリアン人、フローレス人、中国人等がいる。後に質問が出るO　どの文化の

要素が地域科のために取りあげられるのか。その基準は何なのか。なぜ他の文化ではなく

て、ある一つの文化が取りあげられるのか。どのような関連性があるのか。また別の例を

あげれば、ジョクジャカルタでは、クトブラック、バティック、舞踊、銀細工、農業など、

それぞれ特徴的な文化要素が多様にある。そのうちのどれが学校の授業に取りあげられる

のか、クトブラックか、それともバティック作りか」である。り4地域科の教育内容を開発

・決定する際の客観性、妥当性に対する疑問である。またそこでは、 「複合文化という背

景を持つ多様な諸民族の存在を考えると、地域科の実施は、地域の文化と国家の文化のそ

れぞれの独自の特徴をより考慮し、深く研究する必要がある。すべての地域は顕著で様々

な文化を持っているが、その地域だけの文化的要素を地域科内容として選択することは難

しい」と述べられている。つまり、各地域に特徴的な文化的要素を教育内容として取りあ

げるといっても、文化というものは既に宗教や信仰、あるいは民族間においても影響を与

え合って様々に変容しているというダイナミズムがあるため、その地域に特有の文化とし

て、定義するには、文化を静的なものとして捉えることになり、適切な形で教育内容とし

て取りあげるためには、深い研究が必要となることを指摘している。これは、従来の「伝

統的な地域文化」の創出という文化政策の本質的な問題をついているとも考えられるO

地域科は、地域教育プログラムとして提案されていた当初、学校を中心とした地域社会

の状況とニーズに合わせて、各学校が独自の教育課程を編成することを目指していた。し

*33　Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Tim Puslit Badan Penelitian dan Pengembangan

Pendidikan dan Kebudayaan, op. cit, p. 4.

*34　SuaraPembaruan, 15 MAY 1992,よりo
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かし既に見てきたように、様々な問題(校長・教師-の依存が大きすぎること、カリキュ

ラム開発の困難さ)により、教育文化省は以下のような地域科のカリキュラム開発システ

ム(図1、 66頁)と開発手順(図2、 67頁)のモデルを示し、教育文化省州事務所に大

幅な統制権を持たせるものとした。

『開発・実施手引書』において地域科のカリキュラム開発システムは、図1の通りであ

り、図2の開発の手順と合わせて説明すると以下の通りである。

図1の説明をすると、まず州、県、郡レベルで地域科のカリキュラム開発チームが結成

される。州の地域科のカリキュラム開発チームは、関連する各教育文化省機関長が代表し、

教育文化省関係者からその構成員を選出する。それは例えば、小・中学校教育課長、カリ

キュラム開発課長、初等教育課長、幼稚園・小学校の所有者、視察官、教師、校長である。

県のレベル、郡のレベルのカリキュラム開発チーム長は、教育文化省県事務所長、教育文

化省郡事務所長が務める。

そして、 ①郡レベルの開発チームは高等教育機関、産業界及び地域社会の人々から情報

提供を受けつつ地域社会の状況、潜在能力、ニーズについて調査を行い、各地域の状況と

ニーズに合った地域科の教育内容を同定し、実施の優先順位を決定し、その結果を教育文

化省郡事務所に報告する。郡事務所はその結果を県事務所に報告するo ②県レベルの地域

科のカリキュラム開発チームも、郡レベルでの報告に基づいて、より包括的に県レベルで

の地域社会の状況、潜在能力、ニーズについて高等教育機関、産業界及び地域社会の人々

から情報提供を受けつつ調査を行い、県レベルの教育文化省事務所に報告する。 ③各教育

文化省県事務所からの報告を受けて、州の地域科のカリキュラム開発チームは高等教育機

関、産業界及び地域社会の人々から情報提供を受けつつ総合的に各地域の状況とニーズを

整理し、教育文化省州事務所と共に州に適切な地域科を構成する科目を設定し、教材の優

先順位を決定し、 「地域科カリキュラム」の編成を行い、教育文化省州事務所長が最終決

定を行う。州事務所が用意する「地域科カリキュラム」は、 ① 『地域科カリキュラム開発

説明書』 (Buku Acuan Pengembangan Kurikulum Muatan Lokal Pendidikan Dasar) 、 ②各科目

ごとの『地域科カリキュラム教授プログラム概要』 (Garis-garis Besar Program Pengajaran

Kurikulum Muatan Lokal Pendidikan Dasar) 、 ③各科目ごとの『地域科カリキュラム実施手

引書』 (Pedoman Pelaksanaan dan Petunjuk Teknis Pelaksanaan Kurikulum Muatan Lokal

Pendidikan Dasar)、 ④各科目ごとの『教授学習活動の実施テクニックの指針』 (petunjuk

Teknis Pelaksanaan Kegiatan Belajar Mengajar)から構成される。

上述した地域科カリキュラムの開発システムと重複する部分があるが、指針では、各科

目ごとの教授プログラム概要は、次の4段階を経て作成される、としている。 ①地域(学

校周辺)の状況とニーズの確定、 ②教育内容の決定、 ③学校で行われる地域科の薮育内容

の優先順位の決定、 ④教授プログラム概要の作成、である。

①の地域の状況とニーズの確定では、高等教育機関、産業界及び地域社会の人々など多

方面から情報提供を受け、地域(例えば学校周辺、郡あるいは県ごとに)の多様な状況と

ニーズについて明らかにする。その状況とニーズは、社会、経済、文化及び自然の豊かさ

等を含む。それらは、特に短期的、長期的な地域開発の計画や地域の発展のために優先さ

れる計画や必要とされる多様な能力や技能を含む人的能力の発展及び当該地域を開発し、

自然を維持することに関する地域社会の希望などから知ることができる。そして、
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その中から地域の状況とニーズを確定するには「社会・家族の平和と繁栄を高められる

か」、 「当該地域の文化価値及び自然・社会環境の維持に貢献できるか」、 「社会及び文化

価値を発展させる能力を与えられるか」という、規準をクリアしなければならない。それ

らをクリアして確定されたものの機能として、 「地域の文化を保持、発展する」、 「特定の

技術分野において必要とされる技能を向上させる」、 「日常生活において必要とされる英

語を上達させる」、 「自営業を営む能力を向上させる」をあげている。

②の教育内容の決定は、 ①で確定された地域の状況とニーズを基盤として行われる。ま

た一つの州内においても各地域及び学校はそれぞれ異なった状況とニーズを持つため、次

のような表が作成されなければならないとしている(表2-1)O

表2-1

K eadaan dan W Haya】Vlokasi.jum lah

kebululiaiiDaera h B aliaiiKalian + nam a seko】ah SD

da∫iSM P

1.m elestarikan budaya a,ketreraninilan gotek K ccam aUm Cigaーak di

dacrah: m engukir kayu/ 12 SD + 2 SM P (sebul

.a▼U kirkayu

b.ScniIan ...

2.K eteram pilan

w ayong golek

b.K eleram pilan m enari

C‥..

2.K eleranipilan

nam a SD + SM P nya)

percakapan bahasa pcrcakapan bahasa

Inggnssehan-han Inggnssehan-hari

3.U nーhin 3....

(釈)

地域科教育内容表・学校の種類と数

地域 の状 況 と 教育内容 地域 と学校

ニー ズ 名 と数

1.地 域 の 文 化 a.ゴ レ ヅ クの

チガ ラ ックを維持す る = 技術

a.木彫 り 木 を彫 るノワヤ 香

b.踊 り

2.日常 の 英 会

ン ゴレ ツク 12 校の小 学

b.踊 りの技術 校 + 2 校 の

C.

2.日 常 の 英 会

中学校

(学校名 )

請

3. その他

話技術

3

説明:この表により、この地域には2つのニー

ズがあり、 I2校の小学校と2校の中学校でそ

れぞれの能力に合わせた教育内容が行われるこ

とが分かる0

③の学校で行われる地域科の教育内容の優先順位の決定を行うための規準としては、幾

つかの基準をあげている。そして次の表のように基準によって内容の重要度をはかり、重

要度が大きいものから教えること、としているD
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表2-2　教育内容の重要度

N o .

N a m a B a h an K a jian

l 2 3 4 5 6 7 d a n

s c tcn js n y a
K r i【c n a

I K es es u aian d e n g a n tin g k a t C O 只)

7 5

9 5 8)

2
p c rk cm b a n g a n stSW a

T id a k b erts n tan g a n d c n g an

a ll

6 5 6 3 7 5

3 .
ja ran ag a m a

T id a k bc rt e n ta n g a n d en ga n

n ila in ilai/n o rm aーn 0 m ta

.和 65 q 〕 70

4.

k es u silaa n

T td a k be rt e n ta n g an d en g a n 8 ) 35 so 只}

5.
m la 卜n ila i 】u hu r b an gs a

T id ak m c n im b u lk an

k cra w a n a n so s ia l d a n

7 5 a ) 85 85

6 .

k eam a n an

M c m b an g k itk a n e to s 8 ) 70 70 R5

7 .
(k e m a u an ) k c n a

M en in g k aik a n k e tc rt ib an 9 ) 且～ 只) 且～

s.

9.

∫0 .

d a n k c d isp tm a n sisw a

M e m b c n lea n b ek al

k e le ram p ila n fu n g s io n a l

扶】 a l 8 5 85

S e su a t d e n g a n jc n isd a n

je nj a ng sa tu an p e n d id ik a n

D an la in 一一a m

(y a tig b crk a ita n d e n g a n

k o n d is i′s ilu a s ise k o la M

lD 3 即 9 3 leo

T o la l 7 4 0 7 10 7 2 5 7 5 5

科で教えられる教育内容の優先順位は、

地域科の地図が作成される。

その結果として地域科の地図を

作成するように、として右の図が

示されている。これは、西ジャワ

州スメダン県のランチャカロン郡

の地域の文化地図である。

①の教授プログラム概要は、教

育目標の決定、学習内容の決定、

学年と学期-の教材の振り分け、

という段階を経て作成される。 1)

の教育目標の決定については、地

域科の学習によって生徒が習得す

べき知識、能力、技能、態度ある

いは価値観を形成する目標の説明

が行われるとし、例として、 「生徒

一中学校○学年、生徒の習得すべ

き能カー知識、能力、技能、態度

あるいは価値観、教材一教えられ

重要度

1規準

1.生徒の発達段階に合 うか . 100

2 .宗教の規準に対立しないか 6 5

3一道徳的な諸価値に対立しないか 70

4.国民の崇高な価値に対立しないか 80

5.社会や平和に動揺を起こさないか 75

6-労働の精神を育成するか 80

7.生徒の規律正しさを向上させるか 90

8.機能的な技能を与えるか 80

9. 育機関の種類と段階に合 うか 100

10.その他 (学校の状況に合 うか)

合 計 740

結果:教育内容の重要度表によると、地域

4番、 1番、 3番、 2番の順である。決定された教育内容から
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る地域科の教育内容、有効性一生徒が学習後に得られる有効性」があげられている。 2)

学習内容の決定については、選択された教育内容から、必ず教授されるべき学習内容を選

`択し、決定するとし、例としてワヤンゴレックの木彫りに関する学習内容は、ワヤンゴレ

ツク彫りの種類とその機能、部位の名前の説明、必要とされる材料、用いられる道具、作
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成過程、色塗りであるとしている0 3)学年と学期-の教材の振り分けについては、学年、

学期ごとに適切な時間配分を行い、教育内容の何が何学年の何学期に相当するのかを明確

に記述することとしているo例えば、地方語であれば、テーマとサブテーマを言語教育に

おける道具として設定するOテーマの選択は、生徒の生活他界に関連し、年齢及び発達段

階に対応して、言語を読み、書き、聞き、議論できることが目指される。その方法は、ナ

ショナル・カリキュラムにおけるインドネシア語や英語の教育課程を参考とすることとし

ているo最後に教授プログラム概要例があげられている(表2-3、表2-4)0

表2-3

PROGRAMFORM/ゞrgbpp

TINGKAT:
TUJUAN:
I.
2.
3.

CATURWULAN:(...
1(diisidengantujuanpemb蒜志霊pelaj
mem㌶∫isa。。ataubeberapaPokokBahasan/SubPokokBahasan)
1.1PokokBahasan(PB)
1.1.1.SubPokokBahasanSPB)
………..(Uraian)

表Ii　'1

)　　　　　　　　　　　　　　　　　2

1. Perkenalan berbagai icnis pcrkakas

a-　gcreaji

は蝣raRH

c. pahat

d. kapak

e. pisau raul

f. jara

g. jaium

h. amnclas

L bor/gurdi

2. Perawatan ncrkakas

a. membcrsihkan nlat yang baru

dipalem

b. memperbaitci alat yang rusak

c. mengasah/meruncinglcan alat yong

lumpul

d, inenyunpan alat

Gunanya un,:㍗
gunanya untuk

glmanya untuk

gunanya untuk

gunanya unluk

gunanya untuk

gunanya untuk

gunanya unluk

gunnnya untuk

mcmotong

memotong dan mcmbclah

mcngukir

membclah

mcralakan

mclubangi

tnenjahit pakaian

menghaiuskan

melubangi

Tujuan : Siswa mengcnal perkakas dan cara

nl :nggunakannya

Metodc ; Ceramah- tanyajawab, widyawisata

Atat/sarana : Bahan pengajaran, gambar,

gergaji, palial, kapak,jara, pisau raul.

ampelas, bor/gurdi

waktu : 6jam pclajaran

Tcnaga Pcngajar : Guru

Tujuan : siswamcneenal cara mcrawal

per kakas unluk membuat wayang golck

Mclode : Ccramah, tanyajalvab. lviclyawisala

Alal/sarana : Buku UBL

Waktu : 6jam pelajaran

Tenaga Pcngajar : Gum

州レベル、

(釈)　教授プログラム概要例

教授プログラム概要のフォーマッ

トプログラム

学年:

目標:

1.

2.

学期:　　(　　　授業時数)

1.　　/っか幾つかの学習内

容を教える教育目標を内容とする)

1.1学習内容

1.1.1より詳しい学習内容

(説明)

(釈)

学年: 3学年(12授業時数)

目標:生徒は学習と話し合いを通してワヤン

ゴレック彫刻の芸術的な工芸作品を知る。

学期:3学期

1　　　2

1・=程の華類

a.%

b.刀剣

c.tOみ

2.実習

a.道具を洗う

b.道具を直す

C.道具を研ぐ

ひくため

切ったり割ったりするため

彫るため

目標;作業と方法を知る

方法:講義、問答、見学

教具:教材、絵、鋸、刀剣

時間; 6時間

教授者:教師

目標:道具の手入れ方法を

知る　方法:講義、問答

教具:参考書　時:6時間

教授者;教師

県レベルあるいは郡レベルでの「地域科カリキュラム」の「選択」科目ある
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いは「必修」科目の設定に関しては、教師、手段・設備及び基金の有無に注目すべきとし

ている。教師については、ナショナル・カリキュラムにおいて技術を担当していた叡師が.

地域科カリキュラムにおいて技術関係の科目(例えば地域の手工芸など)のある場合は登

用することができ、これまで地方語を教授していた教師や芸術教育において地域の芸術を

教授していた教師は、そのような科目を教授することができ、もし学校が地域科の科目を

教授するための教師を用意することができなければ地域社会からの人材を登用したり、学

校間で助け合うことができるとしている。手段・設備については、市場で自由に売られて

いる本を地域科のた釧こ用いることができるが、生徒の発達段階に適当であるかを吟味し

ておくこと、また将来的には「地域科カリキュラム」を理解した者によって地域科のため

の本が書かれることが望まれる、としている。技術等の実習については、産業界と共同し

て実施できるように検討すべきであり、実習を行う場合は、事前に県あるいは郡の事務所

に報告することとしている。基金については、地域科を行う際の重要な要因としており、

当該地域の企業との共同作業や生徒の作品の売上金などから捻出するように、としている。

また県や郡などの一定地域において「革修」科目を設定する場合には、 「地域科カリキ

ュラム開発説明書」においてその理由を的確に説明することが必要であるとしている。そ

の例として、 「この科目は当該地域のニーズと潜在能力に非常に対応しているO例えば、

海での養殖技術である。この郡は海に囲まれており、ほとんどの住民は漁業で生計を立て

ているため、この郡の全ての学校においてこの科目は実施される」、 「この地域は特に漁

業の発展に力を入れているため、漁業に役立つ人材育成が優先される」をあげている。

このような過程を経て作成された地域科の諸科目の中からの選択については、 『地域科

カリキュラム実施の一般説明書』に最も詳しく述べられているO

「地域科カリキュラム」の中からの科目の選択は、 ①科目の実施に必要な教師、手段、

設備、地域社会からの情報提供者、労働市場などが整えられているか、 ②県レベルにおい

ての「必修」科目となっているか、もしくは郡レベルにおいて「必修」科目となっている

かなどの科目の位置づけ、に注意して行われるとしているO　また、学校は、州が設定した

「地域科カリキュラム」の中に適切な科目がない場合、あるいは科目の教授プログラム概

要が学校の状況に合っていない場合、学校で地域科のカリキュラム開発が行えるとしてい

る。 「開発・実施手引書」では、 「州によっては州の必修科目を設定や地区ごとの必修科

目を設定するかもしれないが、学校にとって適切な科目がない場合は、意見書を提出し、

諸手続きを経て調整ができるようする」とにフィードバックのシステムを記述している。

このことから、教育文化省がカリキュラム開発をめぐる諸要求の調整の難しさを予期し、

かつその調整に配慮していることが読みとれる。

『地域科カリキュラムの準備と実施』では、適切な科目がない場合、もしくは教授プロ

グラム概要が地域の状況やニーズに適切なものとなっていない場合は、教師が創意工夫を

持って対処する、とされている。また、州事務所はどの学校が何を地域科に選択している

のかを全て把握するべきとしている。それは諸手続きを多くすることで、学校の柔軟な地

域科科目の変更などを硬直化させる可能性を持つと考えられるが、教育文化研究開発局の

考えとしては、 「同じ地域科の科目を選択した学校同士が議論したり相互にアイディアの

交換や助け合いをスムーズに行うため」としている。
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図1　地域科のカリキュラム開発・決定システム

出典: Departmen Pendidikan dan Kebudayaan, Pedoman Pengembangan dan Pelaksanaan

Kurikulum Muatana Lokal Pendidikan Dasar, Jakarta, 1994, pp. 1 1-14,より教育文化省カリキュ

ラム開発局のシスカンダール氏が作成した資料。
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図2　地域科のカリキュラム開発プロセス

題材:

・短期的、長期的な地域開

発における優先的計画

・人材開発に関係する地域

開発の支柱

・職業能力として必要な能

力や技術の発展

・地域社会の希望

地域の

ニーズ

選択基準1 :

・社会/家族の平和と繁栄を

高める

・文化価値及び自然・社会環

境境の不変に貢献する

・社会及び文化価値を発展さ

せる能力を与える

地域科の

教育内容

</)選択

選ばれた

教育内容

CDりスト

作成

地域科

マップ

地域科の

科目ごと

cO教授プ

ログラム

概説

作成

選択基準2 :

・生徒の発達段階

・教師あるいは他の教育者の能力

・学校の施設や設備

・社会の安定と治安を妨げないこと

・国民の崇高な価値に対立しないこと

地域科の

科目の優

ft順位決

定

1教授計画

2教授学習過程

3評価

選択基準3 :

・教授能力の有無

・設備の有無

出典: Departmen Pendidikan dan Kebudayaan, Pedoman Pengembangan dan Pelaksanam

Kunkulum Muatan Lokal Pendidikan Dasar, Jakarta, p.15、より筆者作成。

このようなカリキュラム開発の手順を経ることで、できる限り多様な文化あるいは多様

なニーズからの公平な文化選択を目指すことができるとしている。しかし、内容選択基準

が不明確・暖味であることに変わりはない。
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第3章　州レベルにおける地域科のカリキュラム開発

第1節　州レベルにおける地域科の日額・科目構成

1.州レベルにおける地域科の目標

具体的な地域科の教育課程編成の権限は、 27州の州事務所に認められている。そこで、

各州事務所は国家レベルでの指針をもとに、どのような地域科の教育課程を編成したのか、

特に地域科のカリキュラム開発をめぐる諸価値・諸要求の調整というカリキュラム開発基

準をどのように受けとめ、教育課程を編成したのかを、州事務所が発行している「地域科

カリキュラム」の分析を通して明らかにするo州事務所が発行している「地域科カリキュ

ラム」は、 「小学校及び中学校の地域科に関する各州事務所長決定の付則」として出され

ている。付則は、付則I 『地域科のカリキュラム開発についての説明書』 (以下「開発説

明書」と記述する)、付則Ⅱ 「地域科カリキュラム教授プログラム概要」 (以下教授プロ

グラム概要と記述する)、付則Ⅲ 「地域科カリキュラム実施についての手引書」 (以下「実

施手引書」と記述する)、付則Ⅳ 「地域科カリキュラム実施の技術に関する説明書」 (以

下「教授技術説明書」と記述する)から構成される`1。州ごとに内容の詳細さには差がみ

られるが、構成はほぼ同じである。

各州事務所は、国家レベルにおける地域科指針にどの程度基づいて、地域科の教科目標

を記述しているのかを明らかにするため、いくつかの州において記述されている地域科の

目標を以下に示す。

教育文化省が指針において示した地域科の目標は、 「生徒が、当該地域社会における価

値観・秩序に合わせた地域社会のニーズと状況について、しっかりとした考え方を持ち、

*1付則I 「地域科のカリキュラム開発についての説明書」 (Buku Acuan Pengembangan

Kurikulum Muatan Lokal Pendidikan Dasar)は、 ①序(地域科の基礎・目標)、 ②設定科目

の種類(目標)、 ③選択の合理性(科目の選択理由)、 ④地域科の科目構成(時間配分)、

⑤実施範囲(簡単な内容)、 ⑥開発継続方法(Tndak Lanjut Pengembangan)から構成され

るO付則Ⅱ 「地域科カリキュラム教授プログラム概要」 (Garis-garis Besar Program Pengajaran

Kurikulum Muatan Lokal Pendidikan Dasar)は、科目ごとに①序(理解、機能、範囲、地域

科目標、備考)、 ②教授プログラム概要(科目目標、各学年・学期毎の教授目標、学習内

容)、 ③実施手引き(科目目標達成のためのストラテジーとしての教育内容の準備、教授

方法、教具・教材、教師・情報源、周辺社会との共同作業、評価)から構成される。付則

Ⅲ 「地域科カリキュラム実施手引書」 (Pedoman Pelaksanaan Kurikulum Muatan Lokal

Pendidikan Dasar)は、 「校長及び教師が参考とすることが意図されており、当該地域の特徴、

潜在能力を考慮して、校長、教師がより広く教材を開発することが期待されている」。こ

の手引書は、 ①地域科の理解・説明・教材・評価、 ②地域科を行うに際しての活動の視点、

から構成される。付則Ⅳ 「地域科カリキュラム実施の技術に関する説明書」 (petunjuk Teknis

Pelaksanaan Kurikulum Muatan Lokal)は、地域科の科目毎に作成されており、機能や目的

の背景、教授学習の主な活動パターン、教育活動の主なパターン、教授学習過程における

教授技術、プログラム編成パターン及び様々な教授形態から構成されている。この説明書

は、各教師のための手引き書であるが、まだ完全でないとする州が多い。
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地域の発展や国家の発展を支援するための知識・技能を習得させること」とされ、次の3

点があげられた。それは、 ①当該地域社会における自然環境、社会環境及び文化社会環境

を知り、それに親しみ、 ②社会環境にとって有益な当該地域に関係する知識・技能を習得

し、 ③生徒が当該地域における諸価値や規則に合った振る舞いあるいは態度をとり、国家

の開発を支援するために、当該地域文化の崇高な諸価値を保持、発展させること、である。

リアウ州では、 「地域科の一般目標」は、 「生徒は、当該地域環境についてしっかりと

した考え方を持ち、国家開発とリアウ州の地域開発に役立つ自然の資源と文化を維持し、

発展する態度と行動をとることができる。自然環境を維持する態度や行動がとることがで

き、技能を習得するために、まずは学ぶことからはじめ、認識し＼習得し、活用し、労働

精神を育成するようにする。そのため地域科の目標は、 ①環境について学び、高く評価さ

れている手工芸、特にリアウ地域において高い経済的価値の成果を生む手工芸を含む文化

の維持に参加させ、 ②社会で生きていくための能力とより高い(教育)段階に進むための

知識と技能を与え、 ③生活に必要なものを揃えられ、自分自身だけでなく両親をも助けら

れる能力を与えること」とされている。

ジャカルタ特別市では、地域科の「一般目標」は、 「①周辺社会に親しみ、地域社会か

ら孤立することを防ぎ、 ②両親と自分自身に役立つことができ、生活の中での必要を満た

すことができ、 ③当該地域社会における社会環境、文化環境及び自然環境について知り、

それらを評価し、 ④当該地域について深く理解し、 ⑤身近な問題を解決するために知識・

技能を有効に使うことができる」である。

イリアン・ジャヤ州では、地域科の目標は、 「地域科の一般的な目標は、生徒に当該地

域についてしっかりとした考え方を持たせ、国家開発や当該地域の開発を支える自然の資

源や文化を維持し、発展させる準備をさせることである。特別な目標は、 ①自然環境、社

会環境及び文化環境についてより深く学び、 ②当該地域社会に親しみ、孤立することを防

ぎ、 ③身の回りで起こる諸問題を解決するために教えられた知識や技術を活用することが

でき、 ①生活の中での必要を満たすための特別な技能を習得する、 ⑤地域に関する学習内

容を利用することができる」である。

このように、多少の具体的な表現の差はありながらも、各州の地域科の目標はほぼ同じ

であり、国家レベルでの地域科目標ともほぼ同じであり、国家レベルでの目標を受け継ぎ、

「地域を知り、地域を愛し、地域で自立し、地域開発に役立つ人材の育成」を地域科の教

科目標としている。

2.州レベルにおける地域科の科目構成

次に地域科の構成科目についてであるが、第2章で既に述べたように、教育文化省が示

した地域科内の科目の設定方法は、地域の状況(自然環境、社会環境、文化環境)とニー

ズから考えられた4つの「地域科の機能」を基盤として決めるというものであったOその

4つの「機能」とは、 ①地域の文化を保持、発展する、 ②特定分野における技術・能力を

向上させる、 ③日常において必要な英語を習得する、 ④自営業を行う能力を向上させる、

であるQ

ここでは、各州事務所はどのような科目を地域科に設定したのか、それは国家レベルで

示された4つの「地域科の機能」に即しているのか、という全体的な傾向を把握するため
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に、各州が地域科に設定した科目を、 4つの「機能」に対応させて分類し、表3-1に示

した。

なお、表内の「その他」とは、教育文化省発行の最終的なガイドラインに例としてはあ

げられていない科目で、 4つの機能に分類できない科目である。

表　1 27州における地域科の科目構成

能別にみた科 ①地域の文化を ②特定分野にお ③英語 ④自営業を行う 4 つの機能に分

構成 保持、発展する ける技術 .能力 を習得 能力を向上させ 類できない科目

州 を向上させる する る.

1.アチエ特別州 アチエ語 地域の工芸技術 英語 アラブ語筆記

礼儀と倫理観の

形成

2.北スマトラ州 ムラユ語 英語 観光 インドネシア ア

ラブ ムラユ語北タブセル語 農業

南タブセル語 電気

ニアス藷.

3.西スマトラ州 ミナンカバウ世 ミナンカバウの 農業技術 アノレクノレアンの

界の文化 伝統技術 読み書き

アラブ ムラユ語

の読み書き

4.リアウ州 地域の芸術 手工芸 英語 Sft}t アラブ ムラユ語

地域の文化 家内工業 農業

コンビユーダー

電気

5.ジャンビ州 ジャンビ地域の

芸術

手工芸 . 英語 漁業技術

農業技術

果樹栽培技術

飼育技術

観光

6.両スマトラ州 坤方語 手工芸 英語 農業技術

地域の芸術

地域のスポーツ

7.プンクル州 ルジャンの地方

語

バスレlj ク織物 農業

編み物 漁業

地域の芸術

8ーランプン州 ランプン語 編み物 .刺繍 英語 農業技術

ランプン地域の

芸術

飼育技術

果樹栽培技術

9.西ジャワ州 スンダ語 編み物 英語 機械技術

チレボン語 手工芸 電*¥技術
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カラウイタン 裁縫技術 農業 .

舞踊 陶芸 タイプ

護身術 装飾. 記帳

コンピューター

10.ジャカルタ特別

市

ジャカルタの芸

術

手工芸 英語 農業技術 ジャカルタ生活

環境の教育料理方法 電気

着付け タイプ . コンピ

ューター技術

技術

ll.中ジャワ州 ソロの結婚式 料理方法 自動車技術 自分 自身と地域

環境地方語 バティック技術 電気技術

彫刻の技術 (木) タイプ技術

彫刻 . 絵画 (秤

7-co a i)

コンピューター

12.ジヨグジャカル

タ特別州

ジャワ語 手工芸 (編み物

.バティック .

彫亥i)

英語 農業技術

踊り .事務 (タイプ技

術 .経営)カラウイタン

家庭生活 (料理

.衣服 .住居)

テクノロジー(電

気 . 自動車)

観光

13.東ジャワ州 地方語 (ジャワ.

マドゥ} ラ等)

地域の技術 英語

家庭生活

地域の芸術

14.バリ州 バリ語 裁縫 英語 農業

mm .家内工業

伝統的な遊び 編み物

社会構造とアダ

ット

彫刻

ガムラン 絵画

踊り

15.酉ヌサ . トウン ササック語 地域特有の技術 地域特有の技術

1 ガラ州 ビマ語 (手工芸、家庭 (基本的に手工

(州で基本的に示 地域の歴史 領域、ロガン工 芸分野の内容が

された科 目は 4 科

目であるが、県ご

地域の芸術文化 芸等) 多いが、地域に

よっては漁業が芸術文化 とアダ

とに細かく分類 し

ている)

ツト 含まれるため)

ダンプ地域の歴

史

芸術

16.東ヌサ . トウン 東ヌサ . トウン 地域の技術 英語
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ガラ州 ガラ州の社会文

化環境

17.南カリマンタン バンジヤル語 と バンジヤル特有

州 文学 (必修) の技術

バンジヤル地域

の文化芸術

18I東カリマンタン

捕

地域芸術 地域の工芸技術

伝統的なスポー

ツ

地方語

19l酉カリマンタン

州

アダットと伝統

の学習

地域の工芸技術 農業手段 .方策

農業産業

地域の芸術 観光

20.中カリマンタン ガジユ ダヤクの 伝統的な手工芸

州 地方語 技術

伝統的な芸術 .

伝統的なスポー

ツ

21-北スラウニシ州 地域の文化 .地

方語

航海技術

栽培技術

農耕産業

観光

22一南スラウエシ州 地域の芸術 家内手工芸 英語 農業技術

地方語 裁縫 果樹栽培技術

アダット 飼育技術

地域のスポーツ 漁業技術

鉱業技術

電気技術

23.中スラウエシ州 地方語 編み物技術 英語 鶏と家鴨の飼育

地域の芸術 魚の養殖

アダット 農業 .果樹栽培

24.東南スラウニシ

州

地方語 地域の手工芸技

術

英語 農業

地域の芸術 果樹栽培 . 園芸

地域の文化 畜産業

地域の遊び 漁業

25.マルク州 地方語 手工芸 英語 航海技術

地域の文化 農業技術

26イ リアン 一ジヤ 地域の文化 と芸 地域の手工芸技 英語

ヤ州 術 術

伝統的なスポー
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ツ

27.東チモール州 テトウン語 手工芸 農業技術

地域の芸術

注:全27州の教育文化省州事務所が発行した「地域科カリキュラム」より筆者作成。

各州が地域科に設定している科目の数は、南カリマンタン州や中カリマンタン州のよう

に3科目しか設定していない州から、西ジャワ州のように14科目設定している州まで様

々である。

27州全体において設定されている科目の種類とその設定科目の総数を全体で捉えれば、

① 「地域の文化を保持、発展する」機能に対応する科目は、全州が何らかの科目を設定し

ており、 「地方語」科、 「喝域のアダット」科、 「護身術」科、 「結婚式」科、 「詩歌」科、

「遊び」科、 「文学」科、 「伝統的なスポーツ」科、 「民謡」科、 「絵画」科、 「彫刻」科、

「地域の伝統舞踊」科等その種類は多岐にわたり、全州で設定されている科目総数は71

である。 ② 「特定分野における技術・能力を向上させる」の機能に対応する科目も全州が

何らかの科目を設定しており、 「料理方法」科、 「編み物」科(竹・ラタン)、 「織物」科、

「刺繍」科、 「着付け」科、 「陶芸」科、 「インテリア」科、 「バティック」科等その種類

も多岐にわたり、全州で設定されている科目総数は、 42ゼぁる。 ③ 「日常において必要

な英語を習得する」機能に対応する科目は、英語のみであり、 17州が設定している。 ㊨

「自営業を行う能力を向上させる」機能に対応する科目は、 19州が何らかの科目を設定

しており、アチェ州、東ジャワ州、西ヌサ・トウンガラ州、東ヌサ・トウンガラ州、南カ

リマンタンJ)県東カリマンタン州、中カリマンタン州、イリアン・ジャヤ州の8州は設定

していない。科目の種類は、 「農業」科、 「漁業」科、 「畜産業」科、 「果樹栽培技術」科、

「製材技術」科、 「コンピューター」科、 「経営」科、 「航海技術」科、 「観光」科等多岐

にわたり、全州で設定されている科目総数は63である。 ①と②の機能については、全州

が対応する科目を設定しているが、 ③と④の機能については対応する科目を設定していな

い州があるO各機能に対応して一つの州が設定している科目数の平均値は、 ①の機能に対

応する科目は2.62科目、 ②の機能に対しては1.55科目、 ③の機能に対しては0.62科目、

④の機能に対しては、 2.33科目設定されている。いずれも平均からみてさほど多くの科目

を設定していないと言える。

設定された科目の多くは、 1987年に出された「実施に向けての手引き書」か国家レベ

ルでの地域科指針に例示されていたものであった。国家レベルの地域科指針に例示されて

いなかった科目で、 4つの機能に対応し射、科目と考えられる科目は、ジャカルタ特別市

の「ジャカルタ生活の環境教育」科、中ジャワ州の「自分自身と地域環境」科∴アチェ特

別州の「アラブ語筆記」科、北スマトラ州の「インドネシアアラブムラユ語」科、西ス

マトラ州の「アルクルアンの読み書き」科と「アラブムラユ語の読み書き」科、リアウ

州の「アラブムラユ語」科であるO 「ジャカルタ生活の環境教育」科や「自分自身と地

域環境」は、 4つの機能に即したものではないが、 「地域の状況」しての自然環境、社会

環境及び文化環境について総合的に取りあげた内容のものである。 「ジャカルタ生活環境

の教育」科の教授プログラム概要によると(資料1)、その「機能」は、 「①国家教育の

目的を達成する努力において、教育の質とインドネシア人の質の向上を目指し、地域文化
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の復興と価値を維持し、自然環境の管理の責任を果たす。 ②個人として、地域社会(特に

ジャカルタの)の一員として、インドネシア国民の一員として、生活の質の向上に努める

中で、秩序と安全、清潔と健康、美を慈しむ感情を育て、よく働き、社会的な付き合いが

行える態度を育成する」である。目標は、 「①地域社会に親しみ、孤立するのを防ぐ。 ②

生活におけるニーズを満たし、両親を助け、自立を助けることが望まれる。 ③地域社会の

文化、社会及び自然環境を理解し、評価する。 ④当該地域社会について理解する。 ⑤周囲

において起こる問題を解決するために教えられた技術と知識を活用する」であるo内容は、

小学校第1学年1学期では「日常生活の中での清潔、健康について理解し、実行する。 (歯

磨き、爪切り)、学校や家でのきまりについて理解する」、 2学期では「日常生活の中で

の清潔、健康について理解し、実行する。 (耳掃除、耳の病気、水が入った時)。部屋の

中でのきまりについて理解するO (早寝早起き、勉強、遊び、ゴミ)」、 3学期では「日常

生活の中での清潔、健康について理解し、実行する。 (水浴び、清潔な服装について)」

であった。小学校第2学年では、同じく「日常生活の中での清潔、健康について理解し、

実行する。 (日、髪の毛)」等であり・、衛生管理に関することが多くなっている。中学校

の内容は、人格形成に関係すること、学校の規則、自己防衛、禁煙、地域の潜在能力、科

学とテクノロジー、ジャカルタ特別市のきまり等であり、地域の自然環境や社会環境に合

った内容にされている。中ジャワ州の「自分自身と地域環境」科は、教授プログラム概要

の「理解」の項では、 「自分だけでなく周辺地域にも損害を与える、外部からの影響を軽

減するために、生徒の周辺地域から取りあげた内容で自分と周辺地域について関心を払う

ようにする科目」として説明しており、 「機能」は、 「生徒に自分自身や周辺地城の問題

を乗り越えようとする態度を身につけさせる」、 「目標」は「周辺地域からの影響につい

ての知識を与える。清潔で健康な生活をするための態度と習慣を身につけさせる。周辺地

域から起こる問題に対処し、地域を進歩させるためにテクノロジーを活用する」であったo

中学校の内容は「地域の音楽、踊り、地域の科学テクノロジー(濯概等)」であった。

アチェ特別州の「アラブ語筆記」科、北スマトラ州の「インドネシアアラブムラユ語」

科、西スマトラ州の「アルクルアンの読み書き」科と「アラブムラユ語の読み書き」科、

リアウ州の「アラブムラユ語」科は、科目名として宗教名は記されていないが、アラブ

語は実質イスラム教教育の一環であるO　アチェ特別州、北スマトラ州、リアウ州、西スマ

トラ州はインドネシアの中でも特にイスラム教に熱心な地域として知られており、地域文

化の-内容として触れている州はこれらの州以外にもあるo教授プログラム概要によると、

アチェ特別州の「アラブ語筆記」科の目標は、 「社会の一員として、また義務を果たす国

民として、また個々人の行動と態度を助けるために、アラブ語とアルクルアン文字の読み

書きの技術、能力、理解の向上をはかる」であるOその「範囲」には、小学校は「インド

ネシアアラブ語筆記とアルクルアン文字の筆記は、外部からの影響により方向性を失っ

ている状況に対抗し、社会の変化に適応するために、アラブ語筆記とアルクルアン文字の

筆記を維持し、合理的な態度を育成し、またイスラム社会生活の中での手引きとして宗教

的な要素の一つとしてアラブ文字の芸術性を発展させる能力を育成する」とされており、

中学校は「短い手紙を翻訳する能力を持ち、責任を果たす個人として、国民として、イス

ラム社会の一員としての態度と行為を行うために、アラブ語の読み書きとアルクルアン文

字の筆記能力と知識を身につける」されている。
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この宗教教育は、既に第2章でも述べたように、独立教科として時間配分がなされてお

り、教育文化省も地域科において宗教に関する科目はできるだけ避けたいとしていた。例

えば、 「研究報告書」では「なるべく宗教の規準は含まないように」と明記されており、

地域科の指針においても、一度も宗教に関する内容を例にあげていない。また面接調査に

おいても、前教育文化大臣ファッド・バツサン、教育文化省職員もいくつかの州が地域科

に宗教教育の科目を設定していることに難色を示している。

しかし、地域科指針等において宗教教育は控えるようにとの記述はなく、教育文化省か

ら正式な指導・助言も受けていないため、州事務所が国家の意向に反したカリキュラム開

発を行ったことにはならない。宗教教育が「地域の状況とニーズ」に一致している限り、

地域科-の導入はそれらの州にとって正統性のあることなのである。

次に各州の地域科に設定された科目には、どのように時間が配分されているのか、そし

てそれらの諸科目は、地域あるいは学校によってどのように選択されるのかを概観する。

以下の表は、全27州の教育文化省州事務所による地域科の科目編成表である。

表3-2　アチェ特別州の地域科

学年

科 目

小学校 中学校

n m iv v vi n m

1 . アチエ語 (必修) 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 . アラブ語筆記 (必修) - 】 2 2 2 2 2 2 2

3 . 礼儀 と倫理観の形成 - - 2 2 2 2 2

4 一地域の手工芸 ～ - - I l l 2 2 2

5 . 英語 l ー 】 1 1 1

合計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

(注) 「アチェ語」科と「アラブ語筆記」科は必修科目であるO 「礼儀と倫理観の形成」科、 「地域の工芸

技術」科及び「英語」科については、各県ごとが地域と生徒の状況に合わせて選ぶことができる。

(出典)Kantor Wilayah Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Daerah lstimewa Ache, Acuan

Pengembmgcm Kurikulum Muatan Lokal Pendidikcm Dasar Propinsi Daerah Istimewa Ache, Banda Ache, 1993

ppふ7.

科目の選択は、注に示されているように、教育文化省県事務所によって行われる。

表3-3　北スマトラ州の地域科

学年

科 目

小学校 中学校

n ra iv v vi n m

1 .ムラユ語 (必修) 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 .北タブセル語 (必修) 2 2 2 2 2 2 O o ・->

3 .南タブセル語 (必修) 2 2 2 2 2 2 2 2 2

4 .ニアス語 (必修) 2 2 2 2 2 2 2 2 2

5 .イン ドネ シア アラブ ムラユ語 2 2 2 2 2 2 2 2 2

6 .観光 *) I - 】 : l l (3 ) (3 )

7 .農業 (栽培方法) 事*) 2 ) 2 2
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8 . 電 50 . 2 2 2

9 . 英 語 - l ー 2 2 2

合 計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

辛) 1学期のみ。

*) 3学期のみ。

(出典) Kantor Wilayah Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Sumatera Utara, Acuan Pengembangan

Kurikulum Muatcrn Lokal Pendidikan Dasar Propinsi Sumatera Utara, 1 993. p.5.

必修科目と選択科目については、 「開発手引書」において説明されている。必修科目に

ついては、 「地方語は学校の場所と状況に合わせつつ全ての学校において実施される必修

科目である。このことは、生徒が地方語でより多くのことを話すことができるようになる

ことで、地域社会をより好きになるようにし、母語を豊かにし、保持していくことが必要

とされていることに基づく」、選択科目については、 「必修科目以外は、各学年に配分さ

れている授業時間、地域の重要事項やニーズ、教師の有無、教材の有無を考慮して、学校

が科目を選択することができる」としている。

表3-4　酉スマトラ州の地域科

学年

科 目

小学疲 中学校

n m rv v vi n m

1 . ミナ! カバウ世界の文化 - - 2 2 2 2

2 .アルクルアンの読み書き *)

(4 、5 、6 年生は以下選択)

3 .アラブ ムラユの読み書き **)

I・ ・>

- - 2

4 . ミナンカバ ウの伝統的な技術 **) - - ・-> 9 '.> 2 2 2

5 l農業技術 **) ・} 2 2 2 2 2

合計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

辛)イスラム教を宗教とする生徒のためのこの学習時間において、イスラム教を宗教としない生徒のため

には、他の学習活動を行うように校長は指導する。

*) 4年から6年まで選択可能。一つの授業で終わる単元を除いて、継続して学習することを考慮して

選択する必要がある。

(出典) Kantor Wilayah Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Smatra Barat, Acuan Pengembangan

Kurikulum Muatan Lokal Pendidikan Dasar PropinsiSmatra Barat, 1993, p- 9・

科目の選択方法については、 「開発手引書」において、 「アラブ　ムラユの読み書き」

科、 「ミナンカバクの技術」科、 「農業技術」科は、継続することを原則にして.、各学校

が選択する科目であると説明されている。また「各学校によって選択される科目の決定は、

校長の提言を受けて教育文化省の県もしくは郡の事務所庁によって行われる」としている。

「もし学校が教育文化省州事務所によって地域科に設定されている以外の特定科目を必要

とするならば、県もしくは郡の事務所を通して、州事務所長に提言することができる」と

している。

表3-5　リアウ州の地域科
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学 年

科 目

小 学 校 中 学校

i n in iv v v i II H I

1 . ア ラブ ム ラユ 語 (必修 ) 】 - 3 2 2 2

2 . 地域 の 文 化 2 2 2 2 2 2 2 2 2

3 .地 域 の 芸 術 2 2 2 2 2 2 2 2 2

4 .観 光 2 2 2

5 .英 語

6 .技 師 :

6 .1. 手 工 芸

2 0 0

- - 2 2 2 2

6.2 .農 業 (漁 業 、 果 樹 栽 培 、畜 産 ) 2 2 2

6.3 .家 内 工業 l ー l 】 2 2 2 2 2

6.4 . コ ン ピュ ー タ ー 2 2 2

6.5 .電 気 2 2 2

合 計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

(出典) Kantor Wilayah mpartmen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Riau, Acuan PengeJ bangan Kurikulum

Muatan Lokal Pendidikan Dasaar, 1994, pp.2-10.

科目の選択方法については「開発説明書」において、 「アラブムラユ語は小学校3年か

ら中学校3年まで必修科目であるが、それ以外の10科目については、学校と教師の能力

に合わせて学校が選択する」としている。

表3-6　ジャンビ州の地域科

学年

科 目

ノJ、学校 中学校

i n m iv v v i I Ⅱ Ⅲ

1 ー漁業技術 - 2 -

2 .農 業技術 1 2 … 2 2 2

3 ..果樹 栽培技術 ～ - - 1 2 2 2

4 .飼 育技術 - - - 1 - . 12 0 -

5 .英語 } 】 - 2

1 12 2′1 1

6 . ジャン ビ地域の芸術 (時間配 分は 自由)

7 . 手工芸 __ o

8 .観光 - 2

合計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

(出典) Tim Pengembangan dan Penyusunan Kurikulum Muatan Lokal Depdikbud Propinsi Jambi,

GBPP Kurikulum Muatcm Lokal Propinsi Jambi Pendidikan Dasar 9 Tahun, 1993.

科目は全て選択科目であり、選択方法については特に記述していない。

表3-7　南スマトラ州の地域科

学年

科目

小学校 中学校

n m iv v vi n m

1.地方語 1 1 1 1 1 1 蝣 1 1 1
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2 . 英 語 一 一 - 2

2 2 23 一農 業 技 術 - - ー 2 2 2

4 . 手 工 芸 一 一 - 2 2 2 2

5 ▼地 域 の 芸 術 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6 .地 域 の ス ポ ー ツ i - 2 2 2 2

合 計 7 7 6 6 6

(出典) Kantor Wilayah Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Sumatra Selatan, Kurikulum Muatan

Lokal Pendidikcm Dasar Acuan Pengembangcm, Palembang, 1 994.

「科目は全て選択科目である」と記述されているのみであり、選択方法については、特

に記述していない。

衰3-8　プンクル州の地域科

学年

科 目

小学校 中学校

n in iv v v i I Ⅱ Ⅲ

1 .ルジャンの地方語

(ルジャンレボン郡のみ必修)

2 ノ .ヾス レツクの織物 (プンクルのみ必修)

2 2 2 2 2 2

r> 9 0 0

3 .農業 (北プンクル郡のみ必修) 2 2 2

4 ,漁業 2 2 2

2 2 2

5 .編み物 (南ブンクル郡のみ必修) - - 2 2 3 3

6 .地域の芸術 2 2 2 3 2 2

合計 2 2 4 5 7 7 6 6

(出典)Kantor Wilayah Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Bengkulu, Pedoman Pelakscmaan

Kurikulum Muatan Lokal Propinsi Bengkulu, 1 993/1994.

「開発説明書」では、科目の選択方法として「①第2級自治区ごとに行われる地域科の

科目は、県または市の事務所長の提案をもとに州事務所長によって決定される。 ②郡ごと

に行われる地域科の科目は、郡の事務所長の提案を受けて県もしくは市の事務所長を通し

て州事務所長より決定される。 ③学校で行われる地域科の科目は、段階をおって提案され、

最終的に州の事務所長によって決定される」と説明している。各学校に自由に選択する権

限をどの程度与えているのかは明確でない。

表3-9　ランプン州の地域科

学年 小 学校 中学校

科 目 n m iv v v i I Ⅱ Ⅲ

1 l ランプ ン語 (必修 ) 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2

2 .英 語 ～ - - 2

3 .編 み物 . 刺繍 - - 2

4 ー農業技 術 - 】 l 】 2 2 2 2 2

5 .飼育技術 】 一 - 2 2 2 2

6 .果樹栽培 技術 - - - 9 2 2 2
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注)地域科は、科目に配分された時間外や校外においても、エクストラ・カリキュラムとして関連のあ

る活動を行ってよい。

(出典)Kantor Wilayah Depa血-en Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Lampung, Acucm Pengembangan

Kurikulum Muatan Lokal Propinsi Latnpung, 1 994, pp. 6-7.

科目の選択方法については、 「開発説明書」において、 「ランプン語は週に2授業時間

教えられることが義務とされているが、それ以外の科目は、各学校の状況に合わせて選ば

れる」と説明している。

表3-10　酉ジャワ州の地域科

学 年

科 目

小 学 校 中 学校

n i iv v r n m

1 .ス ンダ 語 (必 修 )

A . 技 術 (1 科 目選 択 )

2 .編 み 物

2 2 2 2 3 3

- 2

9 9 ・?

2 2 2

3 .電 気 技 術 2 2 2

4 .機 械 技 術 2 2 2

5 .陶 芸 . n ー - - 2 2 2 2

6 . タイ プ 2 2 2

7 .記 帳 O .) .>

8 . コ ン ピ ュー タ ー 2 2 2

9 .イ ン テ リア 2 2 2

10 .裁 縫 2 2 2

ll.農 業

ち. 地 域 の 芸 術 ( 1 科 目選 択 )

12 .カ ラ ウイ タ ン - - - 3

2 2 2

2 2 2

13 .舞 踊 】 2 2 2 2

14 .護 身 術

C .言 語 ( 1 科 目選 択 )

15 l英 語

- - 2

1 ー - '> '}

2 2 2

16, チ レボ ン語 - - 2 、2 2 2

合 計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

(出典　Kantor Wilayah Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Jawa Barat, Lan血an Program dan

Pengembangan Kurikulum Muatcm Lokal Pendidikan Dasar (SD dan SLTP), Bandung , 1994, p.4.

科目の選択方法は、 「開発手引書」において、 「学校・地域は多くて2つの科目を自由

に選択することができる。科酎ま、技術領域から1科目、地域の芸術領域から1科目、も

しくは英語(かチレボン語)から選択される」としている。西ジャワ州は、諸科目を言語

領域、技術領域、芸術領域という3領域に分けて、バランスよく科目を選択させようとし

ている。
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表3-11ジャカルタ特別市の地域科

学年

科 目

小 学校 中学校

n m iv v v i n m

1 ▼ジャカル タ生活環境 の教 育 (必修 )

< 小学校 >

2 . ジャカルタの芸術

1 1 2 2 2 2

1 1 1 1 2 2

2 2 2

3 .英語 I 】 - 2

2 2 2

4 .技術

< 中学校 >

5 . ジャカル タの芸術

'2 '' 2 2

6 .手工芸 2 2 2

7 .農 業技術 2 2 2

8 .料理 方法 2 2 2

9 .着付 け 2 2 2

10. 電気 2 2 2

ll .タイ プ . コン ピュー ター技術 2 2 2

合 計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

(出典) Kantor Wilayah Daerah Khusus Ibu Koto Jakarta Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Kurikulum

Muatan Lokal Pendidikan Dasaar, Buku Acuan Kurihilum Muatan Lokal, 1994.

科目の選択方法については、 「開発説明書」において、 「地域科は必修科目と選択科目

から構成される。必修科目は必ずジャカルタ特別市の全ての小学校と中学校において行わ

れなければならない。選択科目は、 ①地域の状況とニーズ、 ②施設、設備及び教師の有無、

③インドネシア国民と宗教の崇高な諸価値、④地域の開発計画に合っているかを考慮して、

県の事務所長、郡の事務所長、校長によって決定される」と説明されている。学校にどの

程度選択の自由を与えているのかは、明確にしていない。

表　12　中ジャワ州の地域科

学年

科 目

/1、学校 中学校

n m rv v v i n m

1 .料理方 法 2 2 -

2 , ソロの結婚 式 一 一 2

3 ノ テヾ ィ ツク芸術 ー O O '三 2 2 2

4 一自動車 技術 J M 2

5 .彫刻 の技術 (木 ) ～ - - 2 2 2 2

6 .彫刻 . 絵画 (邦 子の菜 ) - - 2 2 2 2

7 . 電気技術 2 2 2

8 . タイプ技術 2 - -

9 l コンピュー ター - - 2

10 . 日分 自身 と地域環境 - o 2 2 2
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(出典) Kantor Wilayah Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Jawa Tengah, Buhi Acucm Kurikulum

Muatan Lokal Pendidikan Dasar Propinsi Jawa Tengah, 1 994, p.6.

科目の選択方法については、 「開発説明書」において、次のように説明されている。そ

れは、 「学校が地域の状況とニーズに合わせて科目を選択し、校長による申請に基づいて

州事務所長が決定を行う。一つの郡全体において行う科目は、郡の事務所と郡における全

ての学校長による申請をもとに州事務所長が決定を行う。一つの県全体で行う科目は、全

郡の事務所と県事務所の申請に基づいて州事務所長が決定を行う」である。

表3-13　ジョグジャカルタ特別州の地域科

学 年

科 目

小 学 校 中学 校

n in iv v v i I Ⅱ Ⅲ

1 . ジ ャ ワ語

2 ▼ジ ャ ワ の 芸 術

A . 踊 り

2 2 2 2 2 2

, 0 2 2

2 2 2

2 2 2

B .カ ラ ウ イタ ン

3 .技 術

A .農 業 技 術

- - 2

ー 2

2 2 2

2 2 2

B .手 工 芸 (編 み 物 、 バ テ ィ ッ ク、 彫 刻 ) - - 2 r> 9 0

C .テ ク ノ ロ ジー (電 気 、 自動 車 ) l ー 2 2 2 2 2 2 2

D l事 務 (タ イ プ 技 術 、 経 営 ) I o 2 2 2

E .家 庭 生 活 (料 理 、 衣 服 、.住 居 ) h ー 2 ・> v 9

4 .観 光 ー 】 2 2 2 2 2

5 .英 語 一 一 2 2 2 2

合 計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

(出典) Kantor Wilayah Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Daerah Istimewa Yogyakarta, Kurikulum

Muatan Lokal Pendidikan Dasar GBPP Mata Pelajaran PKK, !994、より筆者作成。

科目の選択方法については、特に記述されていない。

表3-14　東ジャワ州の地域科

学年

科 目

小学校 中学校

i n m iv v vi I Ⅱ Ⅲ

1 .地方語 (ジャワ語 .マ ドゥラ語等)

2 .地域科のその他の科 目

2 2 2 3 3 3 2 2 2

合計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

2,その他の科目には、英語、家庭生活、地域の技術、地域の芸術が含まれる。

(出典) Kantor Wilayah Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Jawa Timur, Kurikulum Muatan Lokal

Propinsi Jawa Timur (Landasan, Program dan Pmgembangan) , 1994, pp.5.-9.

科目の選択方法については、特に記述されていない。
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表3-15　バリ州の地域科

学 年

科 目

小 学 校 中学 校

i n m iv v v i n m

1 .バ リ語 (必 修 )

2 .地 域 芸 術 と社 会 文化

a.伝 統 的 な遊 び (必修 )

2 2 2 3 3 3

- 9 -

2 2 2

b .詩 歌 (必 修 ). ー 2 -

C.社 会 構 造 と ア ダ ッ ト (必 修 ) I - 2

d -踊 り 】 ー 2 2 2 2

eーガ ム ラ ン

3 . 技術

a.裁 縫 (必 修 )

】 - - 2

+ … o

2 2 2

b -編 み 物 (革 修 ) I l l ー 「 2

C .家 内工 業 (必 修 ) 2 - -

d .彫 刻 ～ - - 2 2 2 2 2 2

e-絵 画 - - - ・) ') '.) 2 2 2

£農 業 } 】 - 2 2 2 2

4 .英 語 - - - 9

合 計 2 2 4 5 7 7 6 6

(出典) Kantor Wilayah Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi 】〕ali, Pedoman Pelakscmacm Kurikulum

Muatan Lokal Pendidikcm Dasar, Denpasar, 1994, p,4.

科目の選択方法については、 「実施手引書」において、 「バリ地方の基礎教育における地

域科カリキュラムには、バリの全ての学校において実施されなければならない科目と地域

の状況とニーズに合わせて各学校が選択することができる科目があるO選択は、教師の有

無や施設設備の有無を考慮しなければならない」と説明されている。

表3-16　酉ヌサ・トタンガラ州の地域科

表3-16-1酉ロンポック県の地域科

学年

科目

小学校 中学校

n m iv v vi n m

1 一ササック語 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 .地域の芸術文化 - 9 9 r> 9 2 2 2

3 .坤域の手工芸 一 一 - 1 2 2 2

合計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

衰3-16-2　中ロンポック県の地域科

学年

科目

小学校 中学校

n in rv v vi n m

1 .ササック語 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 .地域の芸術文化 一 一 - 3 2 2 2
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3 .地 域 の 手 工 芸 r> 2 2 2

合 計 7 7 6 6 6

表3-16-3　東ロンポック県の地域科

学年

科目

小学校 中学校

n in iv v v i i H Ⅲ

1 .ササック語 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 .地域の芸術文化 - - 2 1 2 2 2 2 2

3 .地域の手工芸 - - - 2 2 2 2

合計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

表3-16-4　スンバワ県の地域科

学年

科目

小学校 中学校

i n m iv v w n m

1 .ササック語 - - 2 2 2 2

2 .地域の芸術文化 - - O O 9 '? ・?

3 .地域の手工芸 2 2 2 3 3 3 2 2 2

合計. 2 2 4 5 7 7 6 6 6

表　16　　　ダンプ県の地域科

学年

科 目

小学校 中学校

n m iv v vi i n n

1 ービマ語 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 .地域の手工芸 - - 2 2 2 2

3 .ダンプ地域の歴史 - l 一 一 2 2 2 2 2

合計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

表3-16-6　ビマ県の地域科

. 学 年

科 目

小 学校 中学校

n m iv v v i I Ⅱ Ⅲ

1 . ビマ 語 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 . ビマ 地域 の歴 史 】. i - - 2 - 2 2

3 .芸術文化 とアダ ッ ト - - 2 - 3 2 - 2

4 ▼地域 の手工芸 ～ - - 3 - 2 2 I

合計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

(出典)Kantor Wilayah Depa血nen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Nusa Tenggara Barat, Acuan

Pengembangan Kurikulum Nusa Tenggara Barat, 1 994, pp. 7- 1 0.

西ヌサ・トウンガラ州は、州の基本的な地域科を構成する科目として「地域の言語と文

学」科、 「地域の歴史」科、 「地域の芸術文化とアダット」科、 「地域特有の手工芸」科と

いう四つの科目を設定しており、さらに酉ロンポック県、中ロンポック県、東ロンポック

県、スンバワ県、ダンプ県及びビマ県という州の各6県ごとの状況に合わせてそれらの科

目を定めている。したがって、県内における学校は全て同じ科目を実施することになる。

表3-17　東ヌサ・トウンガラ州

表3-17-1　選択I (英語を選択した場合)
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学年

科目

小学校 中学校

n m iv v vi I Ⅱ 皿

1 .東 ヌサ . トウンガラ州の社会文化環境 2 2 4 2 2 2 2 2 2

2 .地域の技術 】 - - 1 4 4 4

3 .英語 - - V V '?

合計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

表3-17-2　選択II (英語を選択しない場合)

学年

科目

小学校 中J* 校

n in 一IV V VI i n m

1 .東 ヌサ . トウンガラ州の社会文化環境 2 2 4 2 2 2 2 2 2

2 .地域の技術 - - - 3 4 4 4

3 .英語

合計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

(出典) Kantor Wilayah Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Nusa Tenggara Timur, Acucm Pengajaran

Muatan Lokal Sekolah Dasar血〝 Sekolah Lanjutan Tingkat Pertama Propinsi Nusa Tenggara Timur, pp.9- 1 0.

選択Iと選択Ⅱの選択方法は、 「開発説明書」において、 「各学校に英語を教授すること

ができる教師がいるかどうかによって選択する」と説明している。

表3-18　南カリマンタン州の地域科

学年

科 目

小学校 中学校

n m rv ‥Ⅴ Ⅵ i n m

1 .バンジヤル語と文学 (必修) 1 1 1 1 2 2

2 ノ ンヾジヤル地域の文化芸術 1 1 1 2 2 2 2 2 2

3 ノ ンヾジヤル特有の技術 I ー 2 2 3 3 4 4 4

合計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

(出典)Kantor Wilayah Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Kalimantan Selatan, Acuan

Pengembangm Kurikulum Muatan Lokal Kalimantan Selatan, Banjarmasin, 1 993, p.4.

地域科に設定している科目は少なく、学校が選択する余地はない。

表　19　東カリマンタン州の地域科

学年

科目

小学校 中学校

n m iv v v i n m

1 ,地域芸術 - - 1 1 1 1

2 .地域の手工芸 1 1 1 1 3 3 2 2 2

3 .伝統的なスポーツ 1 1 1. 1 1 1 1 1 1

4 .地方語 - - 1 0 9 9

合計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

(注)地域科カリキュラムの実施に際して、各学校は、必修科目と選択科目を自由に設定することがで

きる。

(出典) Kantor Wilatah Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Kalimantan Timur, Buku: A Acuan
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Pengembcmgan Pendidikan Kurikulum Muatan Lokal, 1993, p.9.

表3-20　酉カリマンタン州の地域科

学年

科 目

小学校 中学校

n in iv v v i n m

1 .農業手段 .方策 - 2 2 2 2

2 .地域の手工芸 M ー - 2 2 2 2

3 .地域の芸術 I . I - - 2 2 2 2 2

4 . アダットと伝統の学習 (必修) 2 2 2 2 2 2 2 2 2

5 .農耕産業 - - 2 2 2 2

6 .観光 ー __ p 2 2 2

合計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

(出典) Kantor Wilayah Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Kalimantan Ba叫Pedoman

Pelakscmam Kurikulum Muatan Lokal Pendidikan Dasar, Pontianak, 1 993.

科目の選択方法については、 「実施説明書」において、 「選択科目については、各学校

が自由に選択することができる」と説明されている。

表3-21中カリマンタン州の地域科

学年

科 目

小学校 中学校

n m rv v v【 I Ⅱ Ⅲ

1 .ダヤク ガジユの地方語 1 1 2 2 2 2 1 1 1

2 ▼伝統的な手工芸 - - 2 3 3 3

3 .伝統的な芸術 .伝統的なスポーツ 1 1 2 2 3 3 2 2 2

合計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

(出典)Kantor Wilayah Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Kalimantan Tengah, Buku H Acuan

Pengembangan Kurikulum Muatan Lokal , 1995, p- 1 1.

設定されている科目数が少ないため、学校に科目を選択する余地はない。ただし、 「伝

統的な手工芸」科には、編み物、石の磨き方、木の彫刻等、科目の中にも多くの分野が設

定されているため、 「開発手引書」では、それらの分野については「各学校が、状況とニ

ーズに合わせて選択することができる」としている。

表3-22　北スラウェシ州の地域科

学 年

科 目

小 学 校 中 幸校

I Ⅱ 皿 Ⅳ Ⅴ Ⅵ I Ⅱ Ⅲ

1 .航 海 技 術 - 一 一 l 1 1 2 1 1 1 12 2 11

2 .地 域 文 化 . 地 方 語 1 1 2 1 1 1 2 1 1 12

3 .栽 培 技 術 1 1 2 1 1 1 2 1 1 12 1

4 .農 耕 産 業
- 】 ー T 1 1 122 12 1 1 12

5 .観 光 一 一 - 1 1 1 1

合 計 2 2 4 5 7 7 6 6 6
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(出典)Kantor Wilayah Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Sulawesi Utara, Buku 1 Aciian

Pengembcmgan Kurikulum Muatan Lokal Pendidikan Dasar伽TP), 1993, p. 9.
科目の選択については、 「開発説明書」において、 「州事務所は、 5科目設定している

が、学校は全ての科目を選択する必要はない。各地域の状況によっては、適切でないもの

もあるため、当該地域に適切な科目を選択するように。もし新たに加えたい科目があれば、

段階を追って、州事務所に申請することができる」と説明しているが、学校が選択できる

のか、県もしくは郡事務所によって選択されるのかという明確な記述はされていない。

表3-23　南スラウェシ州の地域科

学 年

科 目

小 学 校 中学 校

n in iv v v i I 11 111

1 .農 業 技 術 ～ - 2 2 2 2

2 .果 樹 園 技 術 一 一 2 2 蝣' 2 2 2

3 .飼 育 技 術 n + I ー 2 2 2 2 2

4 .漁 業 技 術 o 2 2 2

5 .鉱 業 技 術 】 - - 2 2 2 2 2 2

6 , 家 内 手 工 芸 Q 2 2 2

7 . 電 気 技 術 2 2 2

8 .裁 縫 技 術 - - 2 2 2 2

9 .地 域 の 芸 術 2 2 2 2 2 2 2 2 2

10 -地 方 語 2 2 2 2 2 2 2 2 2

ll.ア ダ ッ ト 2 2 2 2 2 2 2 2 -

12 .地 域 の ス ポ ー ツ 2 2 2 2 2 2 2 2 2

13 .英 語 - ～ 】 2 2 2

合 計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

(出典) Kantor Wilayah Deparもnen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Sulawesi selatan, Acuan

Pengembcmgan Kurikulum Muatan Lokal Propinsi Sulawesi Selatan, 1 994, p. 1 6.

科目の選択方法については、 「開発説明書」において「県、郡及び学校は、地域のニー

ズと状況に合わせて設定された科目の中から科目を選択するキとができる」と説明されて

いるが、県、郡及び学校がどのような選択の方法を取るのかについての明確な説明はされ

ていない。

表3-24　中スラウェシ州の地域科

学年

科 目

小 学校 中学校

n m rv v v i I Ⅱ Ⅲ

1 . 地方語 - o

2 .編み物 技術 2 2 2 2 2 2 2 2 2

3 .地域 の芸術 i - 1 2 - -

4 .英語 q - - 】 2 2

5 .鶏 と家 鴨の飼育 - - >> ・蝣>
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6 .魚 の 養 殖 . 2 2 -

7 . 農 業 . 果 樹 栽 培 M I - ー 2 2 二 ・? ',>

8 . ア ダ ッ ト - 1 '.二 I ー - - 2

合 計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

(出典)Kantor Wilayah Departemen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Sulawesi Tengah, Acuan

PengemnabganKurikulum Muatan Lokal Pendidikan Dasar, p. 6.

科目の選択方法については、 「開発説明書」において、 「学校は、地域の状況とニーズ

に合わせて科目を選択することができる。その決定方法は、学校から区の事務所、県の事

務所を経て、州事務所より決定される」としている。つまり、実質的には学校は自由に選

択できるが、決定の権限は州事務所によって行われるということであるO

表　　25　東南スラウェシ州の地域科

学年

科 目

小 学校 中学 校

i n m iv v v i n m

1 .地方 語 (必修 )

( トラ キ語 、 ヲ リオ 語 、 ウナ 語 等 )

2 .英 語

2 2 2 2 2 2

- 「 】 3 3 3

2 2 2

3 ▼地域 の 芸 術 - 2

2 2 2

4 .地 域 の文 化 2 3 2 2

5 .地 域 の遊 び - - 2

6 .地 域 の 手 工 芸 】 ‖ 2 ー 3 3 2 2 2

7 .農 業 2 2 2

8 .果 樹 栽 培 . 園 芸 o o o

9 .漁 業 - - - 3 2 2 2

10 .畜産 業 i .'! 3

合 計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

(出典)Kantor Wilayah Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Sulawesi Tenggara, Buku Acuan

Kurikulum Muatan Lokal Daerah Sulawesi Tenggara , 1993, p. 10・

科目の選択方法については、 「開発説明書」において、 「州レベルで必修とされている科

目は、州内全ての学校において実施されなければならない。県レベルで必修とされる科目

は、県内の全ての学校において実施されなければならない」と説明している。学校にどの

程度選択の自由が与えられているのかについては明確にされていない0

衷　　26　マルク州の地域科

学年

科 目

小学校 中学校

n ra iv v v i 11 111

1 .地方語 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 .英 語 - - 1

3 .農 業技術 - - --・ '.' V ') 2 2 2

4 .手工芸 - - 2 2 2 2

-87_



(出典) Keputusan Kepala Kantor Wilayah Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Maluku No.34/I

1 7/M/94 tentang Kurikulum Muatan Lokal.

科目の選択については、 「地域科カリキュラムについてのマルク州教育文化省州事務所

長決定第17号」において、 「各学校は、能力と援助力を考慮して適切な科目を選択する」

と説明されている。

表3-27　イリアン・ジャヤ州の地域科

学年

科 目

小学校 中学校

n m rv v vi n m

1 .地域文化 と芸術 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 .地域の手工芸 - 1 2 2 2

3 .伝統的なスポーツ 2 2 2 2

4 .英語 - - - 1 2 2

合計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

(出典)Kantor Wilayah Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Irian Jaya, Buku: A Acuan

Pengembcmgan Kurikulum Muatan Lokal , 1993, p. 12.

科目の選択方法については、 「開発説明書」において、 「地域科は、小学校カリキュラ

ムと中学校カリキュラムにおける必修科目であるが、地域科内の科目については、各学校

が、学校の状況とニーズに合わせて自由に選択することできる」と説明されているO

表3-28　東チモール州の地域科

学年

科 目

小学校 中学校

n m iv v v i n m

1一テ トウン語 2 2 2 2 2 2 2 2 ー

2 .手工芸 】 】 - 2 2 2 2

3.地域の芸術 - 22- 22- 22- - 2-2 2-2 2--

4 .農業技術 - 2 -2- 2 2 2日

合計 2 2 4 5 7 7 6 6 6

注)各学校は、決められた時間配分に合わせて、それぞれ科目を選択することができるO

(出典)Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Kantor Wilayah Propinsi Timor Timt汀, B乙血　Acuan

Pengembangcm Kurikulum Muatan Lokal Propinsi Timor Timur, p.7.

科目の選択方法は、注に書かれているように、各学校に選択の権限が与えられている。

表3-1と各州の地域科の科目構成表をみると、次の3点に気づくD

l点目は、地域科では何か一つの科目のみが実施されることはなく、全州が複数科目を

設定し、各学校が複数科目を実施し、地域科の複数の機能を果たすことができるようにし

ていることである.地域科の科目構成表をみると、 -つの科目に対して、週あたり2時間

配分されていることが一般的であり、地域科に割り当てられた週あたりの授業時間数が2
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～7時間であることを考えると、小学校低学年を以外では、 2-4科目選択できることが

分かる。例えば、アチェ特別州では、小学校第1、 2学年では、 「アチェ語」科のみであ

るが、第3学年では、 「アチェ語」科と「アラブ語筆記」科、第4学年では「地域の工芸

技術」科(もしくは「英語」科)が増えて3科目、第5、 6学年では「礼儀と倫理観の形

成」科が増えて計4科目を履修することができる。

2点目は、州が設定している科目は、低学年においては①の「地域の文化を保持、発展

する」機能に対応する言語のみが設定され、学年が高くなるつれて①の機能に対応する地

域の文化や芸術、さらに②の「特定分野における技術・能力を向上させる」機能に対応す

る手工芸、 ③の「英語を習得する」機能として英語、 ④の「自営業を行う能力を向上させ

る」機能に対応する農業等の科目が設定される傾向があることである。例えばランプン州

では、小学校第1、 2学年では「ランプン語」科のみが設定され、選択されるが、第3学

年では「編み物・刺繍」科が増え、第4学年では「英語」科と「飼育技術」科、 「果樹栽

培技術」科が増えている。

3点目は、四つの「地域科の機能」全てに対応する科目を設定し、かつ選択するような

方法をとっている州はないものの、 「地域を知り、地域を愛し、地域で自立し、地域開発

に役立つ人材の育成」という地域科の目標を達成し得るようには、科目を設定し、選択で

きるようにしていることである。各州は、四つの「地域科の機能」に対応する教育内容を

大まかに2つの領域に分けているようである。一つは「地域を知り、地域を愛する」とい

う地域科の目標を達成するための教育内容として、 ①の「地域の文化を保持、発展する」

機能に対応する内容、もう一つは「地域で自立し、地域を発展させる人材の育成」という

目標を達成するための教育内容として、②の「特定分野における技能・能力を向上させる」

機能、 ③の「英語を習得する」機能及び④の「自営業を行う能力を向上させる」機能に対

応する内容であるo例えば東ヌサ・トウンガラ州は3科目しか設定していないが、 「地域

を知り、地域を愛す」目標を達成するための「東ヌサ・トウンガラ州の社会文化環境」科、~

「地域で自立し、地域開発に役立っ人材の育成」を達成するための「地域の技術」科と「英

語」科(小学校第4、 5、 6学年のみ)を設定している。もともと、第1章で述べたよう

に、地方分権化によりほとんどの州がとった地域開発政策は、その地域で産出される一次

産品の加工、観光産業の開発、観光と関連したアグリ・ビジネスや手工芸晶を中心とした

伝統産業の開発であった。つまり、 ②と③と④の機能はすべて、地域開発の推進と雇用問

題対策に必要とされる機能なのである。そのため、 ②、 ③及び④の機能に対応する科目が

すべて設定され、それらのうちいずれかが選択できるようにされていれば、国家レベルで

の地域科の目標を達成できる科目設定がされている、と言えるのである。そのため、 27

州はすべて国家レベルで期待されていた地域科の目標を達成し得る科目構成を行っている

と言える。

なお科目の選択方法については、 27州のうちアチェ州、西ヌサ・トウンガラ州の2州

は県レベルで学校において実施される地域科の科目が決定され、ブンクル州、ジャカルタ

特別市、中ジャワ州、北スラウェシ州、南スラウェシ州、東南スラウェシ州の6州では、

学校の希望がどの程度反映されるのかが明確にされておらず、南カリマンタン州と中カリ

マンタン州は設定科目が少ないため、選択の余地がなく、ジャンビ州、南スマトラ州、ジ

ョクジャカルタ特別州、東ジャワ州の4州は選択の方法に関する記述がなされていないが、
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北スマトラ州、西スマトラ州、リアウ州、ランプン州、西ジャワ州、バリ州、東ヌサ・ト

ウンガラ州、東カリマンタン州、酉カリマンタン州、中スラウェシ州、マルク州、イリア

ン・ジャヤ州、東チモール州の13州については、各学校が自由に科目を選択できると明

確に定めているO

第2節　国家統合・開発主義と民族・地域・伝妖回帰主義の調整という視点からのカリキ

ュラム開発

1.民族文化の国民文化化

第2章第4節で述べたように、教育文化省は、国家統合・開発主義と民族・地域・伝統

回帰主義の調整という視点から、州レベルにおいて地域科のカリキュラム開発を行うべき

としていた。そして地域科の指針においては、教育内容の選択基準として、 ① 「国家・地

域開発計画に即しているか」、 ② 「国民の崇高な価値に対立しないか」、 ③ 「社会的動揺

や不安を招かないか」をあげている。なぜなら伝統的な社会理念・アダット・宗教的価値

観が新しい経済開発の理念や価値観と衝突ないし、対立する場合が少なくないからである。

またそこには、インドネシアからの独立を求める民族・地域主義運動と国内紛争という苦

い経験から、国民統合と対立する地域主義あるいは民族主義への偏向の懸念があるからで

.(・ト<!>..

しかし、提示されている基準は全て暖味かつ抽象的であり、国家開発を援助する文化価

値とは何か、崇高な価値とは何か、に?いての具体的な記述は一切なされていないO唯一

規準として提示されたパンチヤシラも、 「多元的な価値観の集合体」であるため、具体的

かつ明瞭な規準がないO

州事務所はこの国家レベルでの地域科のカリキュラム開発についての指針をどのように

受け取り、どのように地域科のカリキュラム開発においてこの国民統合・開発主義と民族

・地域・伝統回帰主義の調整を行ったのだろうか。特に、伝統文化の何をどのように教育

内容として取りあげているのかをいくつかの例をあげて明らかにする0

酉カリマンタン州における「アダットと伝統の学習」科では、特に内容とその教授学習

方法によって調整が行われている。教授プログラム概要(資料1)によると、小学校第2

学年では「国旗に対して敬意を払う(国旗の色、形について理解し、家の前、乗り物、学

校、役所等に国旗を掲げる)。国旗掲揚の儀式に参加できるようにする(整列、儀式の中

での態度、きまりについて理解し、実行する)」、 「国家の象徴(大統領の名前、パンチャ

シラ)について理解する」等、地域のアダットでも伝統でもない国家文化を教育内容とし

ており、地域科の中で国民統合教育が行われていることが注目される。小学校第5学年で

は「ダヤク族、ムラユ族の物語の中にある格言、諺の意味をそれぞれの言葉や方法で説明

できるようにするOそれらの格言、諺をインドネシア語で言い表すことができるようにす

る」として、地域文化をインドネシア語に翻訳することで国民文化化していこうとしてい

る。第6学年では、 「ダヤク族、マレー族の民話に包含されている価値(規準、国にとっ

ても、一般的にも重要なものとして王国時代に承諾されていたいけにえの価値観、協同作

業の精神の価値、お互い他人のことに気を配るという意識の理解、全ての問題を解決する

ための協義方法の利用)について理解する」、 「パンチヤシラの価値観に合わせて大衆の

物語についての知識を持つ」、 「『パンチヤシラの認識および実践のための指針』に含まれ
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る内容と諸価値の適応性と同じところを指摘する」としている。民話に包含されている価

値としてあげられている、協同作業の精神、他者への配慮等は、 「パンチヤシラと公民教

育」科においても学習することでもある。生徒に「パンチャシラの認識及び実践のための

指針」を選択規準として民族文化を選ばせる方法を用いることは、パンチヤシラを応用す

ることでよりパンチヤシラについての理解を深めるという、パンチヤシラ教育の一環とも

なり得るし、また国家の規準をもって民族の文化を「伝統的な地域文化」として確立させ

ることも可能にするため、調整が行われていると言える。

リアウ州では、地域科の「地域の文化」科において、特に学習内容に調整が見られる。

目標は、各学年ごとに決められているため、全体的な目標はないが、教授プログラム概要

(資料1)の「理解」では、 「生徒が周辺地域から疎遠にならないように、周辺の自然や

社会・文化環境に注意するようにさせる。また完全なる人間の形成に役立つことを助ける」

とし、 「機能」では「完全なる人間形成に役立っことを助けると」としている。そして内

容としては、小学校第2学年において、 「地域の衣装を学ぶ」として、伝統的なものだけ

でなく、日常的な服、現代化されたもの、材料、手入れの仕方、さらに学校の制服につい

ても取りあげられている0第3、 4、 5学年では、 「地域の特徴的な遊び」ついて、遊び

の機能、目的、種類を学習し、遊び道具が上手に使えるようにすることが目指されている。

第6学年では、リアウ地域の民話が取りあげられ、民話の内容を楽しみ、話し言葉や書き

言葉で表現できたり、地域社会の人と民話について話し合うことができることが目指され

ているo中学校第1、 2学年ではトウプンタワール(tepuktepungtawar　悪魔・災害払い)、

マンディ・ブンガ(mandi bunga:体を清める儀式)等のアダットを取りあげ、アダット

とは何か、その機能、目的、意味を知り、日常生活におけるそれぞれの要素、道具、価値

について知識を得て、積極的に参加するようにすることが目指されている。中学校第3学

年では、 「地域の結婚のアダット」が取りあげられ、結婚の目的、価値、宗教によって義

務づけられている結婚式の条件(時間・道具)について学ぶことが目指されているO　これ

らの内容は、直接国家統合や開発について言及しているわけではないが、取りあげられて

いるアダットはどれも政治化する可能性の極め低いものであり、教育内容を選択する時点

で調整を行っていると言える。

南スラウェシ州では、 「外国文化から国民文化への影響に対抗するために、生徒に文化

を保持、発展する態度を育成する」ことを目指す科目として、 「アダット」科を地域科に

設けており、ここでも目標と内容選択において調整が行われていると考えられる。教授プ

ログラム概要(資料1)によると、その日標は「祖先からの遺産である国民文化に対する

愛情を育てるために、地域の文化の価値やアダットについて学校で教える。 ①地域のアダ

ットについて知り、理解する。 ②地域のアダットを保持、発展する。 ③地域のアゲットを

尊意するO ④国家麟合と統一を強化するO ⑤地域に親しむo ⑥外国文化からの影響で自民

族文化(インドネシア民族つまり国民を意味する)に適切でない可能性を含むものがあれ

ばそれに対抗する」であるO 「国民文化に対する愛情を育てるために、地域の文化の価値

やアダットについて学校で教える」、 「国家統合と統一を強化する」という文言から、南

スラウェシ州も従来の国民統合のための文化政策である「伝統的な地域文化」の創出を行

うことで調整しようとしていることが分かるO国民文化を豊かにするために「地域の伝統

的な文化」を創出し、自民族文化を地域文化として国民文化に参入させることで、生徒に

-91-



民族と国家のつながりを意識させるという文化的戦略をとっているのである。また「外国

文化からの影響で自民族文化に適切でない可能性があればそれに対抗する」という文言は、

外国対国民の構図を取ることで国内の結束を高め、自民族意識と国民意識の調整を行って

いると考えられる。

具体的に教育内容として取りあげられたものは、大別すると礼儀作法と儀式である。

小学校第1学年では、 「生徒は他の人と交流する方法を知り、理解する」という目標に対

応して、 「父と母を敬う、他の家族の成員を敬う、両親のために食事の用意をする、家族

の周囲の中で行われている規則に従う」、 「両親・年上の人との話し方、年下の人との話

し方、教師や先輩との話し方」、 「人の前の横切り方・歩き方」として「手を下にしなが

ら人の前を過ぎる時に許しをこう、人にぶつからないようにさける」を内容としている。

小学校第2学年では、 「生徒は他の人と話をする方法を知り、理解する」という目標に対

応して、 「横柄な話し方を避ける、他の人が話している時に話さない、歩きながら話さな

い」、 「訪問に適切な時間を学ぶ、初めて家に入るときには戸をたたく、礼儀正しく挨拶

をする、勧められてから入ったり、座ったりする、礼儀正しく用件を伝える、訪問が終わ

ったら、いとまごいをする」、 「接客方法」として「優しい態度、客間では客より活動的

でなければならない」を内容としている。小学校第3学年では、 「①生徒は他の人と交流

する方法について知り、理解する。 ②生徒は地域で行われる割礼の儀式について知り、理

解する。 ③生徒はアキカ(aqiqah :お七夜に初めて赤ちゃんの頭髪を剃髪する儀式)を行

う方法を知り、理解する」という目標に対応して、 「衣装や装飾」として「男子の普段の

服装とパーティの服装、女子の普段の服装とパーティの服装」、 「割礼の意味、行う時間、

行う方法、使用される道具と形、含まれる価値」、 「アキカの儀式の意味、行う時間、行

う方法、含まれる価値」を内容としている。小学校第4学年では、 「①生徒はアルクルア

ンの朗唱の儀式の方法について知り、理解する。 ②生徒は稲刈りの儀式を行う方法につい

て知り、理解する。 ③生徒は雨乞いの儀式を行う方法について知り、理解する」という目

標に対応させて、アルクルアンの朗唱、稲刈り及び雨乞いの儀式の「意味、行う時間、行

う方法、使用される道具と形、含まれる価値」」を内容としている。小学校第5学年では、

「①生徒は田の仕事はじめの儀式について知り、理解する。 ②生徒は南スラウェシ地域の

特徴的な平安の儀式について知り、理解する。 ③生徒は南スラウユシ地域の特徴的な結婚

の儀式について知り、理解する」に対応させて、田の仕事はじめの儀式の「行なわれる時

間、儀式の方法、植えられる稲の種類、田植えの時期の雨の状況について判断する方法」、

「結婚に関する祝賀の儀式」の「意味、行なわれる時間、儀式の方法、使われる道具、形、

儀式に含まれる価値」を内容としている。小学校第6学年では、 「①生徒は地域のアダッ

トについて学ぶ。 ②生徒は南スラウェシ地域の葬式二祝賀の儀式について知り、痩解する」

という目標に対応させて、南スラウェシ地方の特徴的な葬式、新しい家を建てる儀式及び

生誕に関する祝賀の儀式の「方法、使用される道具、行われる時間、儀式に含まれる価値」、

「色々な結婚式、式の方法、プロセス、花嫁の世話」を内容としている。このように学習

内容はいずれも政治的にコントロールしやすいものとなっている。

中スラウェシ州では、 「国民文化を豊かにするために、中スラウェシ州地域の文化を保

持、発展させる」科目として「アダット」科を地域科に設けており、学習内容と学習方法

において調整が行われていると考えられる。教授プログラム概要(資料1)によると、そ
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の目標は「国民文化を豊かにするために、生徒が日々の生活にとって有効な知識を持ち、

礼儀作法を行い、崇高な文化を誇りに思うようにする」である。内容埠、 「ドンガラ郡、

ポソ郡、バンガイ郡、ブオルトリトリ郡における割礼のアダットや結婚式のアダット及び

それぞれの地域のマジョリティ民族のアダットについて生徒や教師が経験したことのある

話、儀式の方法、儀式で用いる道具、衣装」が取りあげられている。これらの内容もいず

れも政治化する可能性の低いものであり、調整が行われている。

また、リアウ州、ブンクル州、東ヌサ・トウンガラ州、南スラウェシ州、中スラウキシ

州、東カリマンタン州、東南スラウェシ州、マルク州、イリアン・ジャヤ州では、文化の

名称として、 「当該地域社会(lingkungan setempat)の」、あるいは「地域(daerah)の」を

記述するのみで、民族名は表記していない。例えばリアウ州(「地域の文化」科)のよう

に、 「リアウ州(budaya propinsi Riau)の文化」と書かれている場合が多く、特定の民族

名はあげられていない。

このように、州レベルでの地域科のカリキュラム開発における国家主義・開発主義と民

族・地域・伝統主義の調整は、教育目標においては「国民文化を豊かにするために地域文

化を保持、発展させる」という目標を掲げ、教育内容においては政治的にコントロールし

やすい文化を取りあげ、文化名には民族名を記述せず、地域名のみを表記し、教授学習方

法においては、生徒にパンチヤシラを基準に国民文化としてふさわしい文化を選ばせる方

法をとることで行なわれている。これらの調整方法は、第1章で指摘した「伝統的な地域

文化」を下位文化とする国民文化の創出と普及によって国民統合を推進していこうとする

従来の文化政策、 「『種族的なるもの』から種族主義、地域主義につながるような政治的

要素を骨抜きにし、その一方で種族意識のはけ口として、政治的に比較的コントロールし

やすい芸能や文化を前面に押し出す」という従来の文化政策、 「種族を『地方』で置き換

えることによって、種族意識を-『地方』という水で薄めようとしただけでなく、 『多様性

の中の統一』の基盤を、共和国の行政機構そのものに位置づける」 tZという国民統合のた

めの従来の文化政策と一致するものである。

なお、従来の教育課程において、教育内容として取りあげることが回避されてきたアダ

ットに注目すると、教育内容として取りあげる州は15州、取りあげない州は12州であっ

た。この場合、アダットといっても、礼儀作法、結婚式のような儀礼、儀礼に伴う歌、折

り、衣装から村の行政制度まで範囲が広いため、どこまでがアダットなのか、アダットで

ないのかが暖味であるため、教授プログラム概要の中でインドネシア語でアダット(adat)

と記載されている場合のみアダットとして見なした。アダットを内容としていない州は、

北スマトラ州、ジャンビ州、南スマトラ州、ラ.ンプン州、西ジャワ州、ジャカルタ特別市、

中ジャワ州、ジョグジャカルタ特別州、東ジャワ州、中カリマンタン州、北スラヴェシ州、

東チモール州である.例えば、西ジャワ州、中ジャワ州は、開発過程において地域の様々

なアダット、その存続状況、内容の吟味、教授方法を検討し、調査報告書を作成してきた`3。

*2　加藤剛、前掲書、 1993年、 32頁。

*ヨ　Kantor Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Kecamatan Adipala Kabupaten Cilacap

Propinsi Jawa Tengah, Uraian Budaya Lokal Kecamatan Adipala, Januari 1 990.
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しかし最終的にはアダットは教育内容としては取りあげられておらず、教育内容として取

りあげないという無難な方法を取ったようである。アダットを内容として取りあげた15

州は、様々な名称の科目の中でアダットを取りあげている。アダットを取りあげている州

とその科目名は、アチェ特別州(「礼儀と倫理観の形成」科)、西スマトラ州(「ミナンカ

バウ世界の文化」科)、リアウ州(「地域の文化」科)、ブンクル州(「地域の文化」科)、

バリ州(「伝統的な社会構造」科)、西ヌサ・トウンガラ州(「スンバワの文化芸術とアダ

ット」科)、東ヌサ・トウンガラ州(「地域の文化」科)、南カリマンタン州(「バンジャ

ル地域の文化芸術」科)、東カリマンタン州(「地域の芸術」科)、西カリマンタン州(「ア

ダットと伝統の学習」科)、南スラウェシ州(「アダット」科)、中スラウェシ州(「アダ

ット」科)、東南スラウニシ州(「地域の文化」科)、マルク州(「地域の文化・アダット」

料)、イリアン・ジャヤ州(「地域文化と芸術」科)である。これらについても、上述し

た調整と同じような方法でカリキュラム開発が行われている。

2.伝統文化の観光資源化

第1章でも述べたように、いまや観光は、インドネシアの開発政策の柱として位置づけ

られ、各州も一次産品の加工に並ぶ地域開発政策(雇用問題対策も含めて)の柱として重

要視しており、国家開発、地域開発及び雇用問題対策としそ重要な役割を担っている.ま

た1991年のインドネシア観光年が「よき国民」による「美しいインドネシア」のデモン

ストレーションを目指していたように、観光は国民形成をも担い、山下がバリの事例を出

して「バリでは観光は伝統文化を破壊する方向ではなく、それを刺激し、新たな創造-と

導くように作用した」としているように、多様な伝統文化の保持、発展を達成する可能性

も高めるものでもある。そのため、地域科に設定された「観光」科は、国家開発、地域開

発、雇用問題に対応し、国民形成、伝統文化の保持、発展を行う可能性の高い科目として、

またその点で国家統合・開発主義と民族・地域・伝統回帰主義をユニークな形で調整する

可能性の高い科目として注目される。

地域科の指針において観光については触れられていないが、地域教育プログラムの「実

施に向けての説明書」においては、地域教育プログラム内容の地域の状況とニーズに合わ

せた生活パターンの一つとして「観光」をあげており、表3-1をみると、 「観光」科を

地域科の科目として設定している州は、 6州ある。

そこで、ここでは「観光」科を設定しているリアウ州、西カリマンタン州を取りあげ、

それぞれがどのように「観光」科の教育課程を編成しているのかを概観する。

リアウ州では、 「国民統合と統一の手段、地域文化を保持、発展するための知識を高め

る手段、国内外に向けてリアウ州の観光地域を宣伝するための手段として」、 「観光」科

を地域科に設定している。教授プログラム概要によると(資料1)、 「観光」科の「基本

的な目標」は、 「生徒に観光に関する知識と能力を与えること」である。その「詳細な目

標」は、 「①リアウ州の王族の歴史遺産、観光名物、リアウ州における辺境地の民族のよ

うな文化社会についても学ぶO ②観光プログラムを支える歴史を持つ場所を保護すること

に参加する。 ③リアウ州にある観光地を学ぶ。 ④観光産業によって州を開発し発展させる

という州政府によるプログラムを推進する態度を育成する。 ⑤州政府によって地域社会に

付加された価値と外貨の価値について学ぶ。 ⑥旅行者と観光名所について会話をすること
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ができる。 ⑦旅行者のためのリアクの特徴的なお土産について学ぶ。 ⑧リアウ地域におい

て定期的に行われる観光イベントの予定表について学ぶ」である。内容は、小学校におい

てはリアウ州における観光資源についての基本的な知識を与え、中学校においてはリアウ

州の観光産業について理解を深めるようにしており、 「その結果リアウ地域の収入を高め

ることができるようにすることが目指される」としている。特に、中学校第1学年におい

ては、 「観光産業の発展に必要とされるもの(ホテル、交通手段)、自然あるいは王族時

代の遺跡やムスジッド等の歴史的な観光名所と観光名物」、第2学年においては、 「観光

の文化社会領域として、少数民族(タラン・ナマック族、サカイ族、アキット族)の生活

様式」、第3学年においては「有名な自然の観光資源、リアウのアダットによる建物」を

取りあげている。地域の観光名物や観光地だけでなく、辺境地において伝統的な生活様式

を維持している民族及びその民族のアダッ・トまでをも学ぶようにしているO　これは、まさ

に第1章で述べたスハルト政権下で推進されている「伝統文化の観光資酎ヒ」政策に則っ

たカリキュラム開発であるといえようO教材開発については、 「観光についてのパンフレ

ットや本から選んだ教材、もしくは教師が自分で以下の条件でもって教材開発ができる」

としている。その条件とは、 「①教材は、必ずパンチヤシラ道徳に沿ったものとし、その

精神を豊かにすること。 ②教材は、指導者「観光」科編に対応していること。 ③生徒の発

達段階に合わせること。 ④リアウにおける観光産業の発展に貢献すること」である。つま

り教材の開発基準はパンチャシラとされており、国民統合との調整が教材開発においても

注意されなければならないことを教師達に促している。

西カリマンタン州では、 「地域における観光について、基本的な知識を生徒たちに与え

るための試み」として「観光」科を設定している。教授プログラム概要(資料1)による

と、その目標は「生徒がこの地域における観光産業の潜在能力について知り、理解し、観

光産業を発展させることに積極的に参加する態度を育成する。加えて、生徒が生活の必要

を満たすことができる能力を高めること」である。内容は、大きく分けて「①忙しい時間

の合間に、考えや精神をリフレッシュするための活動、他の土地や国、自然の美しさや文

化を学ぶための人間の活動の一つであるという観光の意味についてo ②国家の収入源の一

つであるという観光の意味について。 ③インドネシアの観光シンボルの目的と意図につい

てと、七つのスローガン(秩序、安全、清潔、涼しさ、美しさ、優しさ、思いで)につい

て。 ④観光活動の様々な種類、文化観光、自然観光、バックパッカー、遺跡巡り観光、買

い物観光等について。 ⑤西カリマンタンにおける観光諸地域について。 ⑥この地域におけ

る観光名物を宣伝するための方法について。 ⑦会話のための外国語。 ⑧観光を支える宿泊

所、観光案内人、レストランや食事場所、文化儀礼等について。 ⑨この地域にある歴史的

な遺跡や王族の歴史について。 ⑩お土産作りの基本について」となっている。

具体的な内容をみると、小学校第6学年の「生徒は、簡単なお土産ものを作る基本的な

知識を得る」という目標とそれに対応する内容「カギ吊し、盾と矛等の彫刻、帽子を作る

ベール作り、ビーズの刺繍、布のプリントの基本」や、中学校第1学年では「生徒は、お

土産物を服や布等のプリントの柄の作り方を習得する」、 「生徒は、質の良いお土産物を

作る方法を学ぶ」という目標を掲げ、それに対応して「プリントの基本的なテクニック。

染めるための基本的な絵の作り方。プリントの絵の作り方」、 「お土産の工芸品を仕あげ

る方法(磨く、色を塗る、質の基本を選択する)O　ラッピングの方法。価格についての知
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識O業者、お土産店を通して売る方法についての知識」を内容とし、雇用問題対策として

技能習得できるようにしている。また、小学校第5学年では「観光を行う政府政策を理解

する」という目標を掲げ、それに対応して「七つのスローガン(秩序、安全、清潔、涼し

さ、美しさ、優しさ、思いで)の意味とその意図」を内容とし、第6学年では「生徒は、

お客や観光客を出迎えるための礼儀作法を学ぶ」という目標を掲げ、それに対応して「交

流方法についての知識。禁止事項(何をしてはいけないのか)についての知識、すすめら

れること(何はしてもよいのか)についての知識」、 「親切で礼儀正しい態度」を内容と

し、生徒を「よきホスト」にすることを目指したものにしている。伝統文化の保持、発展

に役立つものとしては、小学校第5学年では、 「生徒は、観光のおもしろさに役立っアダ

ットや伝統の役割について理解する」という目標を掲げ、それに対応して「イスラム教が

インドネシアに入ってくる以前の時代の建物、遺跡。イスラム時代の建物、遺跡。独立期

の建物、遺跡。歴史的にも、伝統的にも、機能的にも高い文化的価値を持つ建物。ロング

・ハウス、橋、ムスジッド、教会、仏教寺院」、 「農業分野におけるアダット・伝統、畑

仕事の始まり、収穫、儀礼。漁の世界における儀式、海の平穏等。結婚式、割礼、建築」

を内容として、伝統文化を観光資源として取りあげており、文化の商品化というネガティ

ブな側面を含みながらも伝統文化の保持、発展の可能性を高めている0

このように、それぞれの州は、 「観光」科において、お土産もの作り方や売り方を内容

として、雇用問題に対応しようとしており、交流方法や礼儀作法を内容として外国の人を

受け入れる「よき国民」を形成しようとしており、伝統文化を観光資源として学ぶことで

伝統文化の保持、発展の可能性を高め、かつ地域開発・国家開発に貢献できるようにして

おり、カリキュラム開発をめぐる国家統合・開発主義と民族・地域・伝統回帰主義の調整

は行われていることが分かる。 、

第3飾　多様な集団・地域の状況・ニーズの討登という視点からのカリキュラム開発

1.特定民族文化の取り扱い

教育文化省は、州レベルで行われる地域科の教育内容の選択は、国家統合・開発主義と

民族・地域・伝統回帰主義の調整という視点以外に、多様な集団・地域の状況・ニーズの

調整という視点からも行うべきであるという基準を示している。

教育文化研究開発局による「研究報告書」の中でも、 「地域の文化は何か」、 「地域科に

なることができるのは、どの・どこの地域文化か」、 「その選択はどのようにすればよい

のか」、 「どのように教えなければならないのか」、 「教材あるいは科目としてどのように

その地域文化を編成すればよいのか」、 「教授学習過程において必要な教育施設、教材を

どのように準備すればよいのか」等の課居をあげて、多様な文化から特定の文化を選択す

るための客観的基準の不明確さ、暖昧さについて指摘している。そこで、教育文化省は、

できる限り多様な集団・地域の状況・ニーズの調整を行うことができるようなカリキュラ

ム開発システムを提示しているO

しかし、既に第2章においても述べたように、教育文化省は地域社会の状況とニーズに

合わせたカリキュラム開発を追求するように示しながらも、州において必修科目(州にお

ける全ての学校が実施しなければならない科目)は設定され得ると記述している。州レベ

ルでの必修科目の設定は、地域の多様な要求を果たして満たすことができるのだろうかo

-96-



州全域で、ある一つの地域開発計画を推進していくために不可欠だとされる知識、技能の

習得を目指す科目であれば、確かに必修科目の設置も地域という州の状況とニーズに合わ

せた教育としての地域科の目標を果たすための有効な手段と認められる。だが、文化それ

もアイデンティティ形成に深く係わる文化(アダット・言語)が州で必修科目となること

についてはどうだろうかOむろん1州内においても多様な民族文化が存在する状況にあっ

て、全ての文化を教育内容として取りあげることは困難である。また、州レベルで多様な

民族文化に合わせて複数の科目を設定したとしても、学校がすべての民族に対応するため

に多数の科目を設定することは、教師の確保からいっても実質不可能である。かといって、

州の多様な民族の中からわずかな民族の文化のみを教育内容とする、あるいは特定の民族

文化を教育内容とする科目を必修科目として特定の民族文化を様々な文化的背景を持つ生

徒全員に対して一様に、強制的に教えることは、果たして地域科の目標を達成させること

になるのであろうかO　このようなことは、生徒に葛藤を抱かせたり、生徒の文化を剥奪す

る可能性も出てくるため、地域科の「地域を愛し、地域で自立する人材の育成」という目

標にとって、阻害要因となると考えられる。

この方針を各州事務所はどのように受け取り、具体的にはどのように調整を行ったのだ

ろうか。

多くの州は、既に述べたように、 「地域の文化」あるいは「リアウ州の文化」、 「東ヌサ

・トウンガラ州のアダット」等のみ記述しており、特定の民族文化と認められる記述をし

ていないが、幾つかの州では特定民族文化のみを教育内容として取りあげていることが分

かる(資料1)。西スマトラ州(「ミナンカバウ世界の文化」科)と南カリマンタン州(「バ

ンジャル地域の文化芸術」)、バリ州(「伝統的な社会構造」科)の3州では、一つの民族

の世界観、アダット等についての文化関係科目を必修科目化している。西スマトラ州では、

州のマジョリティであるミナンカバウ民族の世界観・アダットが内容とされており、南カ

リマンタンでも、州のマジョリティ文化(アダットを含む)が内容とされている。バリ州

では、中学3年生だけではあるがバリの社会構造とアダットが必修とされている。西カリ

マンタン州(「アダットと伝統文化の学習」)では、一つの民族ではないが、特定民族の

世界観、アダット法等についての文化関係科目を必修科目化している。酉カリマンタン州

では、ダヤク族とムラユ族の文化のみが教育内容として取りあげられており、しかも必修

科目とされているO　アチェ特別州(「礼儀と倫理観の形成」科)では、必修科目化されて

いはいないがイスラム教にのっとった礼儀作法や何が間違っていて何が間違っていないこ

とか、などの倫理観が内容となっている。中スラウェシ州(「アダット」科)では、 「地

域のマジョリティ民族のアダットについて」学習するようにしている0

これらの州は、生徒あるいは学校を中心とした地域社会の文化等に配慮を行わず、マジ

ョリティ文化のみを州の「伝統的な地域文化」として創出・普及しようとしている。

次に、アイデンティティ形成に深くかかわる言語について分析を行うO従来、地方語は

特定地域においては小学校第3学年まで教授用語として用いることが許され、また1975

年の学習指導要領以降は小学校及び中学校の全学年を通して選択科目として2時間配分さ

れていた1994年の学習指導要領においては、その選択科目の時間は削除された。その

ため、これまで選択科目として地方語を教授していた学校は、地域科で引き続き地方語の

授業を行っていると考えられる。
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一方これまで選択科目とされなかった地方語も、地域科によって伝統文化の保持、発展

や、生徒の地域社会生活からの遊離という問題の解決が強調されたことで、新たに教育内

容としてとあげられたか、というとそうでもなく、地方語自体が地域科に設定されない州

もあり、地方語を科目として設定してる州でも、特定民族の言語しか設定されない場合が

多い。

地方語を地域科の科目として設けない州は、西スマトラ州、リアウ州、ジャンビ州、ジ

ャカルタ特別市、西カリマンタン州、イリアン・ジャヤ州、である。

スマトラ島にある3州、西スマトラ州、リアウ州、ジャンビ州が、地方語を地域科の-

科目として設置しなかった理由は、教育文化省西スマトラ州事務所の職員によると、 「地

方語つまりムラユ語がインドネシア語に極めて近い言語であり、必要ないと判断されたた

め」であるという。またジャカルタ特別市が地方語を地域科の-科目として設置しなかっ

たのは、インドネシアの縮図と言われるように非常に多様な民族が集まっているため、地

域の状況のニーズに対応した適当な地方語がない、あるいはコミュニケーションはもっぱ

らインドネシア語であるため地方語は必要ないと判断されたと推測できる。

地方語を地域科の科目として設定した17州は、その多くは一つの言語名を科目名にし

ている。 「地方語」としている州も、教授プログラム概要をみるとそれは州のマジョリテ

ィ言語である場合が多い。それは以下の州である。アチェ特別州(アチェ語)、北スマト

ラ州(バタック語)、ブンクル州(ルジャン語)、ランプン州(ランプン語)、西ジャワ州

(スンダ語)、中ジャワ州(ジャワ語)、ジョグジャカルタ特別州(ジャワ語)、東ジャワ

州(ジャワ語、マドゥラ語)、バリ州(バリ語)、酉ヌサ・トウンガラ州(ササック語)、東

ヌサ・トウンガラ州(地方語)、南カリマンタン州(バンジャルの地方語)、東カリマンタ

ン州(地方語)、中カリマンタン州(ガジュ・ダヤク語)、北スラウェシ州(地寿語)、マ

ルク州(地方語)、東チモール州(テトゥン語)0

これらの州が、一つの言語のみを地域科の科目として設定している理由は、明確にされ

ていない場合が多いが、記述がなされているバリ州では次のように記述している。

バリ州では、バリ語が必修科目とされているが、その理由は「バリ語は、手段としての価

値と共に、社会的・文化的生活と強い結びつきがあり、特に芸術分野における専門用語は

バリ語が多く用いられるため」である。このように、バリ州ではバリ語を教えることに正

統性を持たせているが、一つの州において使用される地方語が-種類しかないことはあり

えないため、地域の状況とニーズに対応させていても人々の状況とニーズに対応している

とは考えられない。

この中でもブンクル州に限っては、ルジャン語が必修である地域は限られている。ルジ

ャン語を特に多く話す地域であるルジャンレボン地域のみの必修とされ、その他の言語に

対する配慮も伺える。例えば、 「社会の中で生きており、機能している地方語は、人間の

コミニュケ-ション手段としてのみでなく、地域の文化としてある。ルジャン語は、とて

も広い地域で多くの人々に使用されており、地域科の一科目となり、地域文化として保持、

発展が努力される。プンクルにある他の地方語、例えばェンガノ語、ムラユ・プンクル語、

スラウェイ語、レンバック語、パセマハ語、プカル語は、残念がる必要はない。後々それ

ぞれの地域で地域科の-科目となる可能性は高い」と記述している。この州に限っては、

できる限り状況とニーズに対応していこうとする姿勢がみられる。またこの記述から、や
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はり自分の地方語、つまり自民族文化が教育内容として取りあげられることは「誇り」で

あり、取りあげられなければ「残念だ」と感じる声があることが分かる。

また、地方語は選択科目とされているが、科目とされているのは州の原住民の言語のみ

である州として、中スラウェシ州(「地方語」)がある。

中スラウェシ州では、 「教授される地方語は、学校周辺で使われている地方語で中スラ

ウェシ州の地方語である」とされた。中スラウェシ州の地方語の定義は、 「例えば、学校

周辺で使われている地方語は、カイリ語、ブギス語、トリトリ語、ジャワ語、ポソ語であ

るが、もしよく使われているのがカイリ語であれば、学校において地域科で教える地方語

はカイリ語となる。もしポソ語が多ければ、ポソ語となるO学校周辺で中スラウェシ州の

地方語が使われていなければ、学校は、中スラウェシの地方語であるものを教える。例え

ば、バリ人がマジョリティであるトライの移民地域では、中スラウェシ州の地方語の一つ

が教えられる(カイリ語、ポソ語、トリトリ語、ルクック語等)」である。 (p.3)

中スラウェシ州は、 「学校周辺で使われている地方語」としているが、移民地域につい

ては、そのマジョリティがバリ人にもかかわらず、中スラウェシ州の地方語の一つを教え

ることとしている。

このように多くの州が特定言語あるいはマジョリティ言語のみを教育内容として取りあ

げており、生徒の多様な文化背景を配慮していない傾向があるといえよう。

そこで以下、 2、 3、 4では、一つの民族の世界観・アダットのみを内容とした必修科

目を設けている州として、西スマトラ州、いくつかの特定民族の世界観・アダットのみを

内容とした必修科目を設けている州として西カリマンタン州、一つの民族の言語を必修科

目として設けている州として西ジャワ州をそれぞれの典型例として取りあげ、なぜそのよ

うなカリキュラム開発を行ったのか、その背景には何があり、具体的にはどのように教育

課程を編成しているのかについての分析を行う。

分析方法は、 ①まずそれぞれの州の多様な集団・地域の状況とニーズについて諸研究及

び新聞記事から多角的に捉え、 ②次にそれぞれの州事務所が州の多様な集団・地域の状況

とニーズをどのように捉えており、必修科目とした理由は何か、民族を限定した理由は何

かを「地域科カリキュラム」及び州事務所職員-の面接調査から探り出し、 ③最後に一つ

の民族あるいは特定民族の文化のみを内容としている科目の目標、内容、方法について、

①と②を踏まえて教授プログラム概要の分析を行い、地域科の科目としての妥当性につい

て議論する。

2.西スマトラ州における「ミナンカバウ世界の文化」科の必修科目化

西スマトラ州の総人口は約366万人(1980)で、うち90%がミナンカバウ人であり、

ミナンカバウ人は州の政治的にも経済的にも圧倒的優位にあるマジョリティであ+る。ミナ

カバウ人は、インドネシア国内におけるマジョリティ民族、ジャワ(5500万人)、スンダ

(2200万人)についで、 350万人(1980年国勢調査)と多いO州にはミナンカバウ族以

外に、ムンタウェイ諸島に住むムンタウェイ人など数千人単位の少数民族も存在する。

ミナンカバウ人は、 1950年代末にインドネシア共和国革命政府の本拠地として激しい

分離・独立運動を経験しており、インドネシア諸民族の中でも強い民族意識をもつ人々で

あるといわれている。近年中央集権化の政治的圧力に伴い、ナガリ(強い自律性を持つ村

制度)が廃止されるなどしているが、文化的にも特徴的で高度な文化として捉えられてお
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り、特に手工芸・芸能・建築様式は「伝統的な地域文化」として既に国民文化の下位文化

として確立しているOまた、ミナンカバウ民族は他にはみられない、特徴的な母系制社会

を持っていることでも有名である。しかし、近年においてミナンカバウ社会には、個人主

義の広がり、社会階層間の大きな分化と対立、伝統的権威の弱体化、伝統的社会規範の動

揺、青年層と老年層の対立、進歩派と保守派の対立、宗教的イデオロギーの成長等から、

核家族化の進行、ムランタウの形態や動機の変化、伯父(mamak)の権威の低下等、ミナ

ンカバウ母系制の変化がみられる。しかし、母系制そのものが根本から変容しているわけ

ではなく、むしろ安定して存続しているといった見方が一般的である。このミナンカバウ

文化は、歴史的に東西軸に沿って、西海岸州周辺のリアウ、ジャンビ地域にまで拡大・発

展しているが、ミナンカバウ出身者自身が、自己の文化を「西スマトラの文化」と規定し、

その他の地域のミナンカバウ文化を亜流にしか認識していないのが現状である'4。

先に述べたムンタウェイ諸島とは、西スマトラ州大陸部パダン・バリアマン県に属し、

シブルイット、シポラ、北パゲイ、南パゲイとその他の小島より成るO面積は6.000krrf、

西スマトラ州総面積の14%を占め、人口は6万人(60%がシブルイッ上島)、そのうち90

%をムンタウェイ人が占める'50島々は熱帯林に覆われ(諸島総面積の72.6%が20年間林

業権の効力をもつ)一6、珍しい動物相と植物相に恵まれており、近年政府の自然保護地域

に指定された。

ムンタウェイ人の生業は、タロイモ等の小農園栽培と漁業である。農業を営む人は

57.8%、果樹栽培もしくは林業は23.6%、、漁業は12.2%、商業は1.8%、公務員は4.6%で

ある.70

宗教は、ライン伝導協会の活動の結果、住民の半数近くはプロテスタント、カトリック

に改宗しているものの、アニミズム信仰が根強く、今もなお伝統的な生活様式を守り、海

岸部での商業活動以外、外来との交流を拒んできており、インドネシア全体においても特

異とされる少数民族の一つである。政府は1964年以降、アニミズム信仰に基づく伝統的

な儀式を禁止するという方針をとり、彼らの伝統文化を否定してきた0

ムンタウェイ諸島は、人口、面積ともに十分ありながら(人口はパダン・バリアマン県

の10.9%であるが、面積は81.0%を占める)、西スマトラ州の大陸部に比べて、闘魂は大

幅におくれている。その解決のために1993年より、行政的にバリアマン県から離れ、ム

ンタウェイ諸島を独立した県とし、開発を進めていこうとされ始め、 1997年2月に州知

*4　加藤剛「スマトラ世界」『講座　東南アジア学　第2巻東南アジアの社会』弘文堂、1990

年、 211貢O

*5 "Gebernur Sumbar:Ada yang Ingin agar Mentawai tetap Terasing (州知事:ムタウェイをそ

のまま辺境にしておきたいという者がいる',Republika,27Mar 1997、よりo

*6 " Kepulauan Mentawai Sudah Layak Menjadi Kabupaten Tersendiri (ムンタウェイ諸島は

既に自分自身の行政県になるにふさわしい)", SuaraPembaruan, ll. Jan, 1993、よりo

*7　Suara Pembaruan, ll. Jan, 1993,よりO
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事から中央政府に提案された.8.しかし、その開発計画をめぐっては、 「ムンタウェイは未

開発のままで残すべきである」 「文化保護地区を規定すべきである」 「移民は文化的にも

政治的にも慎重に行うべきだ」等、末だ行政、学者等によって様々な議論がなされている

段階である`9。

ムンタウェイを開発していくか、そのままの状態にしておくかは、文化についても同じ

く議論されている。西スマトラ州のアンダラス大学の教授は、西スマトラ州の地域科のカ

リキュラム開発に関して次のように指摘している。 「学校とは文化機関であるのに、今ま

では狭い意味での教育機関としてのみ強調されてきた。ムンタウェイ島で行なわれている

学校も狭い意味での教育機関としてのみ行なわれてきた。そして子供たちは文化の根源や、

周辺地域からはぎ取られて教えられる傾向があった。子供たちは地域の学校を卒業し、町

に行って進学したり、さらに他の文化を持っ地域に出たりすると、自国において『外国人』

となるのである」とこれまでの学校教育と生活の逆離間題を指摘し、 「地域科によって昔

の生活、とても簡単な農業技術、部族の言語、ムンタウェイ現地人の精神に影響を与える

伝説や神話等、ムンタウェイのための特別な地域科カリキェラムが編成されるべきである。

つまり、我々の努めは、学校がムンタウェイ現地人の子供たちに苦痛を引き起こさないこ

と、そして地域社会から疎遠になることを防ぎ、田舎で外国人になってしまわないように

することである。そして学校はムンタウェイの子供たちを都市に流れたり、失業したりし

ないようにしなければならない」と地域科のあり方についての意見を述べているO　また、

「ムンタウェイ島ではミナンカバウ文化とは違う文化的背景があり、西スマトラ州の大陸

部と同じことをしないことが望まれる。ムンタウェイ現地人社会によって経験され得る科

学テクノロジーのレベル、文化及びムンタウェイ世界としてのムンタウェイ島における機

関として、学校は地域科を行うことが望まれる」と、ムンタウェイの地域科は、酉スマト

ラ州のマジョリティ文化ではなく、彼らの世界や価値観に合わせた内容にしなければなら

ないこと指摘をしている'】O。

だが、ムンタウェイ島の人々が本当に自分たちの文化を保持していきたいのかどうか、

あるいは西スマトラ州のマジョリティ文化に同化とまではいかなくとも、学んでみたいあ

るいは今後学ぶ必要があると考えているのかどうか、古土っいてのデータはないOつまり、

辺境の少数民族文化をそのままにしておくことが、良いのか悪いのかは、彼らが何を望ん

でいるのかについて判断するものもなく、判断することもできないのである。

ところが、教育文化省酉スマトラ州事務所の発行した「開発説明書」 (資料1)の「序

(基盤、意図と目標)」においては、少数民族の人々の状況とニーズについての調査結果

*8　-'Gubernur Sumbar Usulkan Mentawai Jadi Kabupaten Administratif (酉スマトラ州知事ム

タウェイを行政県にと提案) ", suara pembaruan, 7. Feb,1997、 "Keterasingan Mentawai Harus

Segera Diakhiri (ムンタウェイの孤立者はすぐ終わりにしなければならない)", Suara Karya,

17Feb1997、より。

*9　Republika,27Mar 1997、より。

*10 "Kurikulum Muatan Lokal untuk Mentawai (西スマトラ州ムンタウェイのための地域

料)", suarapembaruan, 2. FEB, 1994、より.
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はおろか、調査を行ったかどうかを報告することもなく、西スマトラ州においてはミナン

カバウ世界の文化が教えられることが当然のことのように書かれている。

例えば、地域科の「基盤」という項目においては、 「インドネシアの一つの州である酉

スマトラ州は、先祖代々伝えられてきたアダット、風俗習慣、礼儀作法、伝統的な言語と

芸術、多様な産業と生活様式を有する。それらはすべて教育を通して保持、発展される必

要のある生活を豊かにする価値観、特徴を持っ。ミナンカバウの自然、社会及び文化を生

徒に教授することによって、彼らは環境に親しむことが可能になり、周辺社会から疎遠に

なったり、孤立感を味わうことを避けることができる大きな可能性を与えることになる」

としているo他の州が、州内の文化的多様性を書いているのに対して、西スマトラ州は州

内における文化の多様性については一切触れておらず、まるでミナンカバウ人しか存在し

ないかのようである。 「ミナンカバウの自然、社会及び文化を生徒に教授することによっ

て、彼らは環境に親しむことが可能になり、周辺社会から疎遠になったり、孤立感を味わ

うことを避けることができる」というのは、ミナンカバウ社会に生きているミナンカバウ

人生徒のことであって、ミナンカバウ社会とは遠く離れ、しかも独自の文化社会をもつ生

徒にとって、この科目設定の理由は、正統性に欠けていると思われる0

教授プログラム概要の「理解」という項目では、 「ミナンカバウ世界の文化」科の説明

及び設定理由を次のように述べている。 「文化とは、日々の生活の中で有益な人間の精神

の創造性の成果である。ミナンカバウ世界とは、ミナンカバウ人の祖先に対する考え方で

ある。したがってミナンカバウ世界の文化は、祖先の地におけるミナンカバウ精神の創造

性の成果を意味し、人々の生活の中で有益なものとなる。その創造性の成果には、物質的

な財産と物質的ではない財産がある。物質的な財産としては、儀式、装飾、手工芸晶等が

ある。一方物質的ではない財産としては、価値観、秩序、規準、一般的な習慣等がある。

この科目はミナンカバウ世界の文化を主要部分とし、生徒と社会のニーズに対応し、日常

生活に適応したものであることを基盤として選ばれ、決定されたO」

「ミナンカバウ世界の文化」は、 「生徒と社会のニーズに対応し、日常生活に対応した

ものであることを基盤としている」というが、ミナンカバウ人以外の民族出身である生徒

及びミナンカバウ社会とは全く異なる文化を持つ社会にとってのニーズについての畠述は

ない。

そこで、ミナンカバウ民族の「ミナンカバウ世界の文化」科を必修科目とした理由につ

いて面接調査を行ったところ、教育文化省西スマトラ州事務所長(ミナンカバウ人)によ

ると、 「ムンタウェイ人も進歩する必要があるでしょう。彼らが進歩するためにはミナン

カバウ文化を学ぶことは好ましいことであるし、パダンの高校に進学した際には大変有効

なのではないかね。州のドミナント集団の文化は、州で生きていくスキルであり、高度に

発達した文化の学習は、他民族の子弟にとっても喜ばしいことである」ということであっ

た。ムンタウェイ文化は遅れたもの、ミナンカバウ文化は進歩するために有効なものとい

う考えがある。

では、 「ミナンカバウ世界の文化」科はいかなる目標、内容を持っものであろうか。

教授プログラム概要によると、目標は、 「日常生活の中でミナンカバウ世界の文化の価

値観を知り、理解し、評価し、親しみ、活用することができるようにする」である。 「機

能」は、 「国民文化の一部分として、ミナンカバウ世界の文化の基本的な知識を生徒に与
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えるO国民文化に対する愛情を育てるために、ミナンカバクの自然文化に対する評価と愛

情を育てる。ミナンカバウ文化を生活の中での経験を通して実感し、活用することができ

るように援助する。国民文化を豊かにするために、ミナンカバウ世界の文化を再評価し、

維持し、再興することを助ける」としている。この機能は、国民文化の下位文化としてミ

ナンカバウ文化の位置を自ら表明しているが、ミンナンカバウ文化が必修科目で他の文化

は一切教育内容として取りあげられないことは、つまり西スマトラ州に存在する多様な文

化の中で、ミナンカバウ世界の文化のみが国民文化の下位文化である「伝統的な地域文化」

として保持、発展されることを主張していることになる。

「ミナンカバウ世界の文化」科の内容は、小学校においては、ミナンカバウの礼儀作法

(挨拶の仕方、座り方、食べ方、目上の人-の敬意の表し方)と、諺、格言、伝説を通し

ての恥の概念、公平な態度、相互扶助の精神、思慮分別、勤勉、怠け癖の諌め等、道徳教

育に近い教育内容となっている。これらはすべて従来のパンチャシラ道徳教育の内容に即

したものであるといえるが、ミナンカバウ民族のアダットに着目した道徳教育であり、ミ

ナンカバウ語での言い回しや、その格言の歴史的背景にあるミナンカバウ族の独自性を理

解することが重視されている。

例えば、小学校第3学年2学期の目標は、 「見たり聞いたりすること、訓練を通して、

ミナンカバウのアダットによって勧められている日常生活の中での態度を取ることができ

るようにする」であり、内容は「両親、教師、友達、その他の人々に対する適切な敬意の

表し方。日常生活において困っていたり、働いている友達や人々を助ける態度について。

謙遜的な態度について。日常生活において必要とされる考え方についての議論(ミナンカ

バウのアダットによる特徴ある考え方として、米倉について理解する)。日常生活の中で

の義務と公平さについて話し合い、それを果たす態度を身につけるO　ミナンカバクのアダ

ットによる判断の仕方にLついて理解し、訓練を通してその態度を育成する。ミナンカバク

のアダットによる恥の感情を持つことを理解し、訓練を通してその態度を身につける」で

、ho

また、全学年を通して、ミナンカバクの民族の由来・歴史・伝承、酉スマトラ州より広

いミナンカバウ世界の地域とその自然環境(山、海岸地域)といったミナンカバウ人の領

地、ルマッ　ガダン(伝統的な家屋)、碑文、文学、アダットに基づく通過儀礼、伝統的

な社会システム(母系制)の有効性、伝統的な政治形態、ミナンカバウ人である諸要素・

諸条件等、ミナンカバウ人としてのアイデンティティ形成に強い影響を与えると考えられ

る内容が取りあげられている。

例えば、小学校第4学年1学期の目標は、 「ミナンカバウの歴史、物語、読み物の討論

を通してその要素を知り、理解する」であり、内容は「専門家による名前の由来の説明、

歴史的なミナンカバウ人の由来、ミナンカバウ地方の説明。ミナンカバウ人の諸要素によ

るミナンカバウ人の根拠、ミナンカバウの物語、ミナンカバウの世界とその海岸部につい

ての理解。古代史によるミナンカバウ地域の境界(陸地の地域、海とミナンカバクの隣人

の地蟻)の理解」である。小学校第5学年3学期の目標は、 「読み物、見たり聞いたりす

ること、話し合いを通してミナンカバクのアダットの様々な儀式を理解し、経験し実感す

る」であり、内容は「赤ん坊の出生後の入浴、剃髪の儀式を知り、その中に含まれる価値

について話し合う。割礼式、礼拝所でのコーラン吟唱、巡礼の価値について、その方法と
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価値について知り、話し合う。葬儀の価値と方法について理解し、話し合うO　ミナンカバ

クの伝統的な踊りの発祥地と、その踊りに内包される価値について」である。中学校第1

学年1学期の目標は、 「日常生活の中での観察、見たり聞いたりすること、話し合い、実

践を通して、ミナンカバウ文化の価値を知り、認識し、経験を通して実感する」であり、

内容は「ミナンカバウ世界の古代史によるミナンカバウ文化の地域の境界線。現在の行政

制度による西スマトラ州より広いミナンカバウ地域について。ミナンカバウの特徴的な親

族システムについて。例えば母親と子ども、父親と子ども、伯父と甥、姪、縁戚関係にあ

る同種族の男性と女性、嫁、婿と義父母、父方の親戚と子ども等。ミナンカバウにおける

親戚関係の表現方法についてoミナンカバウの(行政システムにおける) 2つの調和(Koto

PiliangとBodi Caniago)は、ミナンカバウ社会がとった特徴的なデモクラシーであること。

ミナンカバウ社会における3人の指導者(Ninak Mamak、 Alim Ulama、 Cadiak Pandai)の

役割と立場について。ミナンカバウのルマッ・ガダンの特徴(形、いろいろな部位、米倉)

について。ミナンカバクの哲学(Alam takambang jadi guru 、ミナンカバウ人にとっての

自然の意味)とその概念」である。中学校第3学年1学期の目標は「日常生活の中での観

察、インタビュー、読み物、話し合いの活動を通してミナンカバウ文学と言語創作、アダ

ットについて知り、理解し、経験を通して実感する」であり、内容は「ミナンカバウ社会

における4種類のアダットの機能についてo習慣化されたアダット(概念、大硲の方法、

割礼、地域における結婚式)について理解し、レポートを作成する中でまとめる。ミナン

カバウ世界の哲学を理解し、実感できるようにする。ミナンカバウ哲学の基礎として、ミ

ナンカバウ人としての自然の意味、自然と人間の関係について。ミナンカバウ社会の生活

の手引き、基本として、自然は教師であるという意味、真理、日々の生活の中での実践の

仕方について理解し、哲学的な意味を解釈する」である。 3学期の目標は「観察、インタ

ビュー、読み物、話し合いの活動を通してミナンカバウ文学と言語を理解し、評価する」

であり、内容は「ミナンカバウの古代史の中にある歴史的価値観、道徳的価値観、美的価

値観について話し合い、分析することで理解し、評価し、レポートにおいてその価値を解

説する。ミナンカバウの伝説の主題、伝説の訓示について話し合い、分析することで理解

し、評価する。レポートにおいてその伝説の主題、訓示を解説するo　四行詩の中にある教

育的価値、美的価値、道徳的価値について話し合い、分析することで理解し、評価する。

レポートにおいてはそ.の中に含まれる価値を解説する。格言、諺の中にある教義、訓戒に

ついて話し合い、分析することで理解し、評価する。レポートにおいてはその中にある教

義、訓戒、伝えたいことを解説する。ミナンカバクのアダットの訓話を読み、分析し、話

し合う中でその中に含まれる意味を理解し、ポジティブに評価するO　レポートではそれを

解説する」である。

以上のような目標の達成、内容の効率的な伝達のために、 「目標達成のための方策」と

して、次の6点があげられている。

①教材の準備は、 「生徒の発達段階、学校及び社会の状況に合わせて、実生活に近づく

ように資料、材料の準備に努力する。地域の特徴に合わせて教材を追加し、教師の能力を

生かすこと」o

②教授学習方法は、 「実践的方法、例えば情報についての議論、研修旅行、社会的な事

柄に関する演劇、課題、問答等を用いることが望まれる。これらの方法は、学校の状況に
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合わせなければならず、また一つの教え方だけで十分であることはない。したがって教師

は全ての教授方法を使用することが望まれる」。

③教材は、 「ミナンカバウタンボ(ミナンカバウ族の家系図)、ミナンカバウ芸術の道

具、石に刻まれた碑文、歴史年表、ミナンカバウ世界の部屋(ミナンカバウの伝統的な家

屋を模倣した部屋)等を用いること」。

④教師と情報提供者は、 「教授するのはクラスの担任であるが、ミナンカバウ世界の文

化についてより広い知識を持つ他の教師でもよい。情報提供者としては、ミナンカバウ世

界のアダットについての詳しい団体もしくは人々。例えば、 BP 3 (日本のPTAに相当)

を通して、保護者、関連する政府機関、アダットの団体(ミナンカバウ世界のアダット評

議会、アダットの指導者、民族の長老)が選ばれる」。

⑤当該地域との連携は、 「BP 3を通して、保護者、関連する政府機関、アダットの団体

の手助けが求められる」。

⑥評価は、 「態度、作品及び知識に重点をおいて評価する。それは、ミナンカバウ性界

の文化を評価しているか、ミナンカバウ世界の文化に対してポジティブな態度であるか、

ミナンカバウ世界の文化を維持しようとしているか、日々の生活の中でミナンカバウ世界

の文化を活用しているか、等である。したがってミナンカバウ世界の文化の科目について

の評価は、態度± 30%、作品/行為± 50%、知識±20元で行なわれること」であるO

このような方策は、全くムンタウェイでは行い得ないものである。まず、ムンタウェイ

社会にありながら、実際生活においてミナンカバウ文化を実際の生活に近づくような教材

はなく、研修も行うことができないO教材はわずかな教科書に頼るしかなく、教師以外の

情報提供者は極めて少ない。統計上は、ムンタウェイ諸島に約10%のミナンカバウ人が

いるが、海岸部に居住しているため、情報提供者として容易に協力を得られる保証はないQ

また、評価については、ムンタウェイ社会において、ミナンカバウ世界の文化を活用する

ことを要求するのは、極めて同化主義的である。

「ミナンカバウ世界の文化」科の目標・内容は、他の州と比較しても民族意識が強く現

れており、 「ミナンカバウ精神」、 「ミナンカバウ人の取るべき態度」の習得が強調されて

おり、方策はミナンカバウ社会に住むミナンカバウ人生徒を対象にしたものでしかないも

のである。

この民族意識の強い主張が国家に向けられた場合、それは、国家統合と対立しうる可能

性も出てくるが、同じ州内の少数民族に向けられた場合、それは、少数民族を`多数民族-

強制的に同化させることになると考えられる。ムンタウェイ人の社会移動を保証するため

に、ミナンカバウ文化を学ぶことを奨励するならば、それは必修科目化という形で表すの

ではなく、選択制にすべきであり、またムンタウェイ文化に関する科目も設定すべきであ

ることが妥当ではないと考える。この点で、ムンタウェイにおける「ミナンカバウ世界の

文化」科が学校レベルにおいてどのように展開されるのかが注目される。

3.酉カリマンタン州における　rアダットと伝衣文化の理解」科の必修科目化

酉カリマンタン州は、インドネシアにおいて、イリアンジャヤ、東カリマンタン州に次

いで第三番目に広い州であるD　しかし人口は1322万8073人(1990年)、 1平方キロメート

ル平均22人と人口密度は非常に少ないため、多くの移民者を受け入れてきた。移民政策
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に伴う間愚は大きく、経済的、文化的摩擦を起こしているO

地理的には密林地帯が多く、川を中心とした交通が行われている。都市と奥地の生活状

況、経済格差は大きな開きをみせている。

西カリマンタン州の文化的・社会的状況において最も大きな特徴あるいは問題は、華人

をめぐる問題と民族抗争である。西カリマンタン州の民族構成は、ムラユ族とダヤク族が

州の2つの多数派の原住民族、華人(12 %)とその他移民して.きた諸民族(ジャワ人、

ブギス人等)となっているo一般的にみてイスラム教が多いが、 1990年の統計によると、

20.69%がキリスト教カトリックで、 8.97%がキリスト教プロテスタントとなっている。キ

リスト教カトリックは主にダヤク族によって信じられている。華人は仏教(コンフ-チュ

-)を信じている。

華人の多くは海岸部(サンバス郡、ボンティアナック郡、ボンティアナック市)、ダヤク

は奥地に住むというように民族の棲み分けが起こっている。

西カリマンタン州における華人の占める割合は他州と比べて造かに多く、ジャワの華人

とは異なり先祖代々の伝統を保っている。華人は、低賃金労働から農民、漁民、工場労働

者、商業活動者そして大きな経営者までおり、すべての分野において強い勢力を握り、ジ

ャワのようにその勢力が制限されていないo Lたがって、原住民には、家内手工芸が残さ

れているだけであるという。

文化については、中国語の使用はまだみられるが、若者の世代は今の教育を受けるよう

になって、さほど精通していない状況になりつつある。それは、 1971年12月25日の西

カリマンタン州治安秩序回復作戦司令官決定第213号(Keputusan Pelaksana Khusus

Pangkopkamtib Daerah Kalimantan Barat nomor二Kep-213/KAMDA/12/1971)によって華人の

社会生活が変容することになったためである。その決定内容は、 「A.ある一つの集団もし

くは子孫、特に中国系の子孫(華人)だけによる教育機関や学校において生徒が集まるよ

うでは、一つの民族(つまりインドネシア民族)を育成することはできないo B.もっと同

化や統合をすみずみまで広げ、民族つまりインドネシア民族-の帰属意識を中国系インド

ネシア人に抱かせる。 a)国立学校は、インドネシア人も外国人も受入れること。 ら)華人は

学校の50%以上を占めてはならない。 C)華人の教師は、規定の教科を教えることは許可

されない。」さらに、 1972年9月28日「西カリマンタン地域の諸学校における華人(国

氏/外国人)生徒の統合政策(INS/-172瓜AMDA/9/1972) 」によって州政府は以下の3つ

について禁止した。それは、 a)中国の新年のお祝いを公開で実施してはならない、 b)中国

語の禁止(公共の場での中国語使用の禁止。店や屋台の名前等)、 C)華人の生徒によって

信仰されている宗教の一つであるコンプ-チュ-の禁止、であるO　このように、教育を通

しての統合政策を進めたが、それでもなお華人文化はノンフォーマルな場において他州と

比較すると、酉カリマンタン州では、強く存続しているといえよう。このことは、経済摩

擦と共に文化摩擦を起こす大きな要因となっている。

もう一つの問題である民族抗争は、ダヤクと他の民族との抗争である1996年末から

のダヤク族とマドラ族との民族衝突は、西カリマンタン州の奥地レドで、女性を巡るダヤ

ク族とマドラ族の喧嘩から始まり、州内各地に民族衝突が広まった。 「ダヤク族は州内に

約180万人、マドラ族は約35万人いる,0 -連の衝突では、多数のダヤク族が優位に立ち、

犠牲者のほとんどがマドラ族であった。 2月末の政府発表では、 300人程度の死者が出た
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とされている(地元では1000人以上と言われる)。この間題は、国内の移民政策による移

民への政府の援助とそれを受けていないことへのダヤク族の不満、ダヤク族がキリスト教

徒がほとんどであるのに対し、マドラ族はイスラム教徒という宗教の違い、ダヤク族の焼

畑農業が政府により規制され、反対に先祖伝来の土地と信じる森林に島外から林木業者が

入り、鉱物開発も行われている。しかし「開発の恩恵を受けていない」という不満がダヤ

ク族側にはある。これらの不満がダヤク族の連体感をより一層高め、仇討ちのアダットに

のっとり、首をはねるという処刑方法をとり勇猛果敢なダヤク族の証をたてるというェス

ニシティの高まりをみせている了l】。この民族抗争は、ダヤタ族対他民族という形で既に

1960年代から起こっており∴12些細なことで集団的な民族間の抗争に発展してしまう状

況が続いてきている。それは人々の間に特に政治的、経済的不平等が歴然としており、不

平等感や敵姉L.が欝屈しており、それを民族集団という形でぶっけているからであるo

このように、酉カリマンタン州では、移民問題、華人問題、民族抗争という問題を抱え

ており、地域の状況とニーズに対応するように教育課程を編成しようとする際、移民の文

化は取りあげるのか、華人の文化はやはり全く排除するのか、民族抗争の中心民族である

ダヤク文化をどのように教育内容として取りあげるのかなど、様々な困難な閉居を抱えて

いると考えられる。

では、教育文化省西カリマンタン州事務所が州の状況とニーズをどのように捉え、どの

ように「アダットと伝統文化の学習」科を開発したのかのだろうか。教授プログラム概要

の序文から分析する。以下は序文の抜粋である(資料1)0

西カリマンタン州はこの群島の中で特徴を持った一つの地域である。一つの特徴もしく

は形態は、その社会の複合性である。様々な民族、もしくはエスニック集団がこの地域で

穏やかに暮している。それぞれの民族はそれぞれの背景を持ってきたため、この民族の多

様性がこの地域で発展し、アダットや伝統の多様性を生み出した。アダットも伝統も賞賛

に値する崇高な価値を内包しているが、保持していくべき崇高な価値であっても、時代や

生活の変化によって我々の中にもそれらを知らなかったり、忘れてしまっている者が多く

*11読売新聞1996年3月13日。

*12 "Kasus-kasus Berwarna Kesukunan di Kalbar (西カリマンタン州における民族主義的な

諸問題) ",Repubulika, 13 JAN 1997によると、民族抗争は次ののように続いてきた1967

年の民族抗争はダヤク対華人であった0　-人の華人がダヤク人によって殺されたことをき

っかけに、シンカワンとその周辺において大きな華人追放が起こった。この出来事は種族

主義的な色彩がみられるとはいっても、政治的意味合いがより濃いと言われている1977

年はダヤク人とジャワ人の衝突であり、ある一人のダヤク人(元警官、恩給年給者)が、

移民の土地問題の喧嘩に拳き込まれて殺され、ダヤタ族集団の運動を引き起こした1979

年にもサマランタン郡プテイスンゲイにおいて一人の警官が女性を邪魔したことがもとで

殺された。復讐は集団による行動に膨れ上がり、およそ20人が殺された1983年の民族

衝突は、ある一人の移民者がスンゲイラヤ郡スンゲイバワンでダヤク人の土地の草を刈っ

た。所有しているダヤク人に平手打ちをくらったため復讐心にかられ、剣を持って帰って

きて、そのダヤク人を刺したことで、民族間の問題になった。
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いる。

崇高な生活から生まれた崇高な諸価値を保持していくための努力の中で、地域科の中で

「アダットと伝統の学習」科という科目は心に留められる必要があるo科目の第-の目標

は、我々の子どもたち、若い世代の彼らが崇高な文化の豊かさを知り、それらを精神的に

経験し、それらを評価し保持したいという態度と洞察力を持つようになることであるo

このように、州事務所は西カリマンタン州の民族の多様性を認めており、全く民族名は

出しておらず、一見全ての民族文化を尊重しているように書かれている。また「アダット

と伝統文化の学習」科は、科目名にも民族名が入っていない。しかし実際にカリキュラム

内容ではダヤク族とムラユ族しか取りあげられていない。そこで、州事務所小中学校課長

に面接調査を行ったところ、その理由は、 「州の原住民でありマジョリティである民族は、

ダヤク族とムラユ族の二つの民族であり、移民の文化は州の文化となりえず、華人の文化

はインドネシア文化となりえないため」ということであったO

では「アダットと伝統の学習」科は、どのようなものに編成されているのだろうか。'

教授プログラム概要の「理解」の項目では、 「アダットと伝統の学習」科は、 「基礎教

育段階の生徒に与えられる地域科の中の一つの科目であるo　この科目は、様々な価値、ア

ダットの規準、伝統、様々なアダットの儀式の形態、酉カリマンタン地域の地域社会にお

いて発達した民話や遊び等を学習範囲としている。それらは、高い文化的価値を持つ文化

遺産として若い世代に知られ、受け入れられ、彼らによって保持、発展されることが望ま

れている」と説明している。目標は、 「生徒たちが生活から発展した様々な側面について

の知識を身につけ、さらにその能力でもって崇高な文化遺産に対して愛情を感じ、それを

保持していく態度を身につけること」である。内容は、小学校第1学年から中学校3学年

までをまとめると以下のようになっている。

小学校第1学年では、あいさっの仕方、時間のきまりについて理解し、実行すること(ね

る時間、学校に行く時間、休み時間、遊び時間、勉強の時間家族と集ったり、夕食を食べ

る時間)。していいこ・と、悪いことを学び、罰と褒美について理解すること0

第2学年では、目上の人(両親、兄、姉、先生、村長、区長、警察隊長、ウラマ一等)

に対して敬意を払うことO　国旗に対して敬意を払うこと(国旗の色、形について理解し、

家の前、乗り物、学校、役所等に国旗を掲げる)。国旗掲揚の儀式に参加できるようにす

ること(整列、儀式の中での態度、きまりについて理解し、実行する)。学校での規律を

守って良い行いをすること。一般的な場所でのきまり(交通ルール、左側通行等)、標識

を理解し、守ること。アダットやイバダーの中に包含される礼儀正しい態度を取り、きま

りに従うこと(年長者に対する従順な態度、勤勉さ、やさしさ、礼儀作法、正直さ等)0

全ての行為に伴う罰と褒美の区別が行えるようにすること。国家の象徴(大統額の名前、

パンチヤシラ)について理解すること。

第3学年では、女の子、男の子の連び道具の種類、形について理解し、遊び道具の絵を

書けたり、道具を使って遊ぶことができるようにすること。グループを作っての遊びにつ

いて知り、説明できるようにすること。遊び道具の作り・方、材料について理解し、説明で

き、作ることができるようにすること。

第4学年では、当該地域にある遊びの歴史・物語・由来、その価値(スポーツ精神、集
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団行動、公平さ、創造性)、種類、有益さについて理解すること。

第5学年では、民話、その機能、源泉について理解し、認識する。ダヤク族、ムラユ族

の物語の中にある格言、諺の意味がそれぞれの言葉や方法を用いて説明できるようにする

こと。それらの格言、諺がインドネシア語で言い表すことができるようにすること。ダヤ

ク族、ムラユ族の社会で使われている諺、格言、表現のコレクションを作ること。

第6学年では、ダヤタ族、ムラユ族の民話に包含されている価値(規準、国にとっても、

一般的にも重要な王国時代に承諾されていたいけにえの価値観、共同作業の精神の価値、

お互い他人のことに気を配るという意識の理解、全ての問題を解決するための協義方法の

利用)Oパンチヤシラの価値観に合わせて大衆の物語についての知識を持つこと。既に学

習した民話の中に含まれた価値を手本とした態度を発展させることができるようにするこ

と。 「パンチヤシラの認識及び実践のための指針」に含まれる内容と諸価値の適応性と同

じ箇所を指摘すること。

中学校第1学年では、家族の住む地域社会にまだ残っているアダット(年長者、両親に

対して敬意を示す話し方、座り方、名前の呼び方、家族の一員としての働き。アダットに

のっとった提言とタブーについて)について説明できるようにすること.アダットに関連

するシンボルについて説明できるようにすること。ムラユ族とダヤク族それぞれの民族衣

装について説明できるようにすること。

第2学年では、アダットによる儀式の価値やそこで用いられるシンボル等について理解

すること。インドネシア国民は祖先の伝統やアダットによって特徴付けられていること、

それらの儀式を維持することの意義について理解することo社会の中でのアダットの儀式

の種類、ダヤク族とマレー族の結婚式(道具の意味、機能、民族衣装、手順)について説

明できるようにすること0

第3学年では、周辺地域社会に残っているテダットの儀式を維持することの大切さ、そ

の方法を簡単に説明できるようすること。ダヤタ族とマレー族の伝統的な家内手工芸の形

態、種類について説明できるようにし、アダット的な室内の飾りを書けるようにし、その

意味を説明できるようにすること。

目標、内容において取りあげられている民族文化は、西カリマンタン州のダヤク文化と

ムラユ文化のみであるO　このことはまず、既に概観したように酋カリマンタン州において

特徴的な華人の多さ、移民による多民族の多様性を踏まえて、州事務所は次のような方針

を取っていると推測される。それは、華人や移民が西カリマンタン州にそれぞれの故郷を

チャイナタウンやジャワ集落として再現するのではなく、西カリマンタン州に適応して、

西カリマンタンの原住民-の同化とまではいかなくとも、西カリマンタン州への文化的適

応をさせるという方針である。

では、多様な民族の中でも特にインドネシア全体の中でのマジョリティであり、すべて

の面において優勢であるジャワ人子弟は、目標にあるようにムラユ文化・ダヤク文化に対

して客観的な知識を得て、尊重する感情がわくようになるのか、華人子弟に文化的葛藤は

もはやないのか、民族抗争の中心となってきたダヤク文化を偏見なく教授あるいは学習す

ることができるのか、学校における実践レベルでの展開が注目される0

4.西ジャワ州における「スンダ藩」の必修科目化

西ジャワ州は面積46.300k r剖こ人口約3千800万人(1985)、インドネシアにおいて4
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番目に人口密度の高い州であり1961 -85年までの人口増加率も75%と高く、インドネ

シア第3の都市となっており、州都バンドン市-は人口流入が多くなっている。酉ジャワ

州には、ジャワに次ぐ大きな集団であるスンダ族(スンダ語使用者はインドネシア総人口

の約15.1%、 1980年国勢調査)の98%が居住し、全西ジャワ州人口の72.6%を占める(1980

午/ a　スンダ族は、州都バンドンと周囲の山々の地域のプリアンガン地方を、中心的な

生活空間としている。スンダ族は、ジャワ人に対し歴史的に複雑かつ特殊な感情を持って

いたこともあり、今世紀初頭に本格化した民族主義運動、独立後の政治過程の中で、ジャ

ワ人-の対抗意識として民族意識が表明された。しかし、この民族意識の表明は、国家か

らの離反という形をとるのではなく、中央においてより大きな政治的、行政的、経済的な

影響力を行使したいという頗望に基づくものであった。そのため、政治的には「インドネ

シア」的なものを志向しつつ、社会・文化的な帰属感においては「スンダ」的なものを目

指してきた'】4。スンダの世界、あるいはスンダ人らしさとは「①スンダ語を話し、その言

葉に規定されて、たちい、振る舞う世界。 ②イスラムが大きく表面を覆っているとはいえ、

スンダ地方特有の神話・伝説・アダットを継承しつつ、独自の文化を育んできた世界。 ③

居住空間とそれを取り巻く自然景観への、ある程度共通したイメージがなりたっている世

界」であるという*15。スンダ族の多いプリアンガン地方以外では、歴史的文化的に異なる

西のハンテン地方と北海岸部があり、南のハンテンの山地正は、少数民族のバドウイ族が

おり、北海岸部の中心地であるチレボンはジャワの影響が強い。

では、西ジャワ州事務所は、どのような理由をもって「スンダ語」科を必修科目とした

のだろうか。

1993年に開かれた西ジャワ州における地域科のカリキュラム開発セミナーでは、州内

全ての県の代表者(小学校あるいは中学校の校長)が出席し、地域科に取りあげるべきだ

と考える項目が提案、議論され、その結果が「西ジャワ州における1994年基礎教育カリ

キュラムにおける地域科のカリキュラム開発」 '一°という報告書としてまとめられている。

その中でも、地方語に関する項目に注目すると、西ジャワ州において地域科カリキュラム

に取りあげられるべきと提案された地方語は、 9つあった0 24の県・市の代表が、それ

ぞれの県・市の地域科に取りあげたいする地方語をその9つの中から選択している0　9つ

の地方語とそれを地域科に設定したいと答えた県・市の数をは次のようであった。ジャワ

・スラン語(3県・市)、スンダ・ハンテン語(6県・市)、ムラユ語(3県・市)、ジャ

ワ・チレボン語(6県・市)、スンダ語(18県・市)、ジャワ・マジャレンカ語(1県)、

*13　石井米雄(他) 『インドネシアの事典』同朋社、 1991年、 309貢。

*14後藤乾- 「エスニシティとネーション」 『講座東南アジア学第六巻東南アジアの思

想』弘文堂、 1990年、 126頁O

*15　村井吉敬「スンダ人とスンダ世界」 『東南アジア研究』 22巻1号、 1984年、 75-91頁。

* 1 6　Satuan Tugas Pelaksanaan Pengembangan dan Pemasyarakatan Kurikulum Kantor Wilayah

Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Jawa Barat, Pengembangan Kurikutum

Muatan Lokal dalam Program Pengajaran Kurikulum 1994 Pendidikan Dasar di Wilayah

Propinsi Jawa Barat, Bandung, 1993, p.35.
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べタウイ語(4県・市)、ジャワ・パンタイ語(1県)、スンダ・ウイウイタン語(3県

・市)の9つの地方語であった。スンダ語を設定したいとする県・市が18と最も高く、

他の地方語と大きな差がある。しかし、スンダ語を全く必要としない県も5県あり、チレ

ボン語のように6県・市と多くの県・市が設定したいという言語もある。この状況とニー

ズの調査結果を、州事務所はどのように受け止め、最終決定を行ったかといえば、スンダ

語のみを科目として設定し、しかも州内全ての学校が実施しなければならない必修科目と

した。

開発説明書の「序」によると、 「インドネシア共和国の一つである西ジャワ州は、他の

州と同じように、学校教育を通して保持、発展を努力する必要がある多様なアダット、礼

儀作法、交流方法、言語及び芸術を有している」としている。つまり保持、発展を努力す

る必要がある多様な言語があると認識していながら、なぜスンダ語が必修科目として設定

され、他の言語で科目として設けられたのはチレボン語のみである理由についての記述は

なされていない。

カリキュラム開発過程においてどのような議論があったのかについての記録はないため

面接調査を行ったところ、教育文化省州事務所地域科のカリキュラム開発チーム長による

と、 「西ジャワ州では、州のドミナント集団はスンダ民族であり、言葉はこの州で生きる

スキルであるため、スンダ語を西ジャワ州における必修科目にするのは当然」ということ

であった'170　しかし、このスンダ語の必修科目化に対しては、反対があったO特にチレボ

ンの人々はスンダ語のチレボンにおける必修科目化に反対し、チレボン語を科目として設

置することを要求した。西ジャワ州事務所の地域科のカリキュラム開発チームは断固とし

てスンダ語の必修科目化を曲げず、その代わりとして、チレボン語を選択科目として設置

することについては認めた。教育文化省州事務所地域科のカリキュラム開発チーム長は、

「今後、他の言語科目の増設はあるかもしれないが、スンダ語が必修であることに変わり

はない。スンダ語は西ジャワ州の言葉である」と述べる。

この「スンダ語」科の教育課程は以下の通りである。

「スンダ語」科は教授プログラム概要(資料1)の「理解」において、 「言語は、コミ

ュニケーション手段の一つであるO言語を通して人々は互いにコミュニケーションし、経

験を分かち合い、学び合い、要求や状況を伝え合うのであるoスンダ語科は、第-言語す

なわち母語を発達させるた桝こ、地域科の一つの科目とされた。母語は、学校のみならず

社会においても他の言語を学ぶためのしっかりとした基盤になる」と説明されている。そ

の「機能」は、 「特にプリアガン地方における母語あるいは第一言語としてのスンダ語の

位置づけにより、スンダ語科の機能は、 ①家庭や居住している地域社会においてコミュニ

ケーションをとる、 ②統一言語としてのインドネシア語の学習や他の言語の学習のための

基盤となり、補助手段となる、 ③スンダ民族の特徴としての地方語を普及する、 ④スンダ

地域の文化と文学を発展させる」であると説明されている。

スンダ語はインドネシア語の習得、英語の習得のために用いる言語手段であると位置づ

*17 1994年4月教育文化省西ジャワ州事務所カリキュラム課地域科カリキュラム開発チ

ーム長-の面接調査によるO
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けているが、それはスンダ語を母語とする生徒のみである。居住している地域社会におい

てコミュニケーションを取るた釧こスンダ語を学習するというのも、記述されているよう

にスンダ語が使用されているプリアンガン地方に居住するスンダ人に対してのみ正統性が

あるのと考えられる。西ジャワ州以外から来た民族はもちろん、プリアンガン地方以外の

住民でそれぞれの母語を有する民族は、スンダ人とのコミュニケーションには本来インド

ネシア語を用いるのが妥当であると考える。しかし、実際はそうではなくスンダ人はスン

ダ語を母語としない他民族に対してスンダ語の習得を強要しているのである。

目標は、 「一般目標」として5点、 「特別目標」としては「言語」について13点、 「理解」

について8点、 「使用」について6点あげている。

「一般目標」は、 「①生徒は、家族環境において学習し使用する母語、第一言語として

のスンダ語を評価し、誇りに思う。 ②生徒は、日常会話において、よいスンダ語、正しい

スンダ語を使用する能力を持っ。 ③生徒は、地方語を用いて読み書きをし、規律正しい考

え方ができる。 ④生徒は、文法的にも機能的にもスンダ語をよく理解し、規則や法則を適

切に用いることができる。 ⑤生徒は、生きることについての考えを深め、言語能力と知識

を高めるために、文学作品を楽しみ、有効に用いる能力を持つ」である。

「特別目標」の「言語的なこと」については、 「①生徒は、正しい発音でスンダ語を話

すことができる。 ②生徒は、正しいイントネーションでスンダ語の文章を読むことができ

る。 ③生徒は、標準のスンダ語の綴りを理解し、適切な句読点を使うことができる。 ④生

徒は、一般的な用語、特別な用語、専門的な用語の使い分けができるO ⑤生徒は、スンダ

語の様々な接辞の用法と形態を使い分けることができる。 ⑥生徒は、文章のパラグラフや

ことわざを理解し、用いることができる。 ⑦生徒は、同じ発音で反対の意味を持つ言葉や、

変化して他の意味になる言葉を探すことができる。 ⑧生徒は、簡単な単文と複文の違いに

ついて理解し、使用することができる。 ⑨生徒は、様々な叙述を用いて単文を広げること

ができる。 ⑩生徒は説明文、命令文及び質問文の特徴について理解し、使うことができる。

⑪生徒は、単文を複文にしたり、複文の文章をつなげることができる0 ⑫生徒は、詩、散

文及び演劇め違いについてその形態の違いを使い分けることができる0 ⑬生徒は、様々な

他の文学畑語を使い分けることができる」があげられている。

「特別目標」の「理解すること」については、 「①生徒は様々な事象について正しい情

報を受け取り、書き言葉で正しく受け取った情報を書き表すことができる。 ②生徒は、他

の人の感情を話し言葉から正しく受け取り、受け取ったことを正しく書き表すことができ

るQ ③生徒は、他の人から様々なことについての注文や考えや意見を受け取ることができ

る。 ④生徒は、正しく読み物の内容を理解することができる。 ⑤生徒は、物語や読み物を

聞くことで楽しんだり、有効なことを得たりすることができる。 ⑥生徒は、読み.ものから

有意味なことを得ることができる。 ⑦生徒は、情報源を探したり、収集したり、情報を受

け取ることができる。 ⑧生徒は、人生に対する見方を広げ、感覚を鋭くし、個性を高める

ために文学作品の楽しさを享受する」があげられている。

「特別目標」の「使用できること」については、 「①生徒は、口頭や、筆記の方法で詳

しく感情を述べることができる。 ②生徒は、他の人との話を上手にまとめたり、相互関係

をもったりすることができる。 ③生徒は、口頭や筆記の方法で考えや意見や経験を述べる

ことができる。 ④生徒は、話すことが好きになり、話すことに満足できる能力を持つ0 ⑤
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生徒は書く趣味を持っようにする。 ⑥生徒は、話したり書いたりする中で文学作品の言葉

や要素を有効に使うことができる」があげられている。

特に小学校においては、スンダ語の簡単な文法や読み書きからはじめ、特に「言葉使

いの基本的な能力や技術を発展させるために、スンダの礼儀作法についての知識を与える

こと」とされている・18。まさに「スンダ語を話し、その言葉に規定されて、たちい、振る

舞う」スンダ人らしさまで学習するようになっている。

中学校では、学期毎にテーマが設定されており、そのテーマに沿って、資料を収集する

ことができ、インタビューをすることができ、より高度な読み書きを取得することができ

ることを期待されている。テーマとその設定回数は、でき事(4回)、活動(2回)、地

域社会(1回)、健康(1回)、英雄(2回)、観光(2回)、アダット(1回)、芸術(3

回)、行政(1回)、交通(1回)、工業(2回)、モラル(2回)、農業(1回)、商業(1

回)、畜産(1回)、果樹栽培(1回)、人口(1回)、歴史(2回)、経済(1回)、テク

ノロジー(4回)、家族(2回)、スポーツ(2回)であるO

スンダ語を酉ジャワ州における準公用語とすることは、インドネシア語の習得をまず行

わなければならない小学校段階においても、英語の学習が始まる中学校段階においても、

スンダ人以外の生徒にとっては負担になると考えられ、またアイデンティティの葛藤を抱

かせることにならないのか、という疑問が残り、学校での展開が注目されるo

*18　Kantor Wilayah Departmen Pendidikan dan Kebudayaan Propinsi Jawa Barat,血n血an

Program Pengembangan Kurikulum Muatan Lokal Pendidikan Dasar, Bandung, 1 994, p.7.
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第4章　学校レベルにおける地域科の展開

第1飾　酉スマトラ州における地域科授業実践

1.シポラ島国立ミオバン中学校における「ミナンカバウ世界の文化」授業実践

(1)地域の状況

シポラ島は、ムンタウェイ諸島の中で2番目に大きな島である。電話はなく、無線機が

1台あり、主なメディアはラジオで、テレビは学校周辺の村に3台しかない。 6時を過ぎ

ると村に電気がつくため、テレビのある小さな店先には、人だかりができる。交通手段は

サンパンというカヌーで海を回るか、道があるところまでは1台のトラックと1台のジー

プが使用できるだけである。ムスジッドは一つ、カトリック教会は一つ、プロテスタント

教会は十ある。学校周辺の村には、港のすぐそばにミナンカバウ人による数軒の小店や飲

食店、郵便局、無線局がある。

(2)学校の状況

ミオバン中学校は、シポラ島唯一の港から続くコンクリートの道を歩いて30分のとこ

ろにあり、学校の正面には、道を隔てて自然の美しい浜辺が広がっている。以前、島には

プロテスタント教会によって建てられた中学校があったが今は機能しておらず、ミオバン

中学校は12年前に建てられ、今年新しくもう一つ同規模の中学校が建てられたo

ミオバン中学校は、前の校長が5年間、教育文化省からの校舎改善費を横領していたた

め、校舎、机、イスなどの傷みがひどいQ教師は、 12人のうち10人がスマトラ島から渡

ってきたミナンカバウ人、イスラム教徒であるO筆者がその教師の一人に言葉の違いにつ

いて尋ねたところ「言葉はもちろん全然通じないわ。子ども達はインドネシア語も十分理

解できないの。私たちが何を言っているのか分からないのよ。ムンタウェイ人の教師は、

全部ムンクウェイ語で授業しているわ。彼らが分かるようにね。でもここにはパダン人も

いるのよ」と述べている。言語の違いによる授業の難しさを述べているが、実際には「全

然通じない」ということはなく、いささか誇張しているようである。またアダットの違い

については、 「私たちのアダットと彼らのアダットはとても違うわ。バリアマン(西スマ

トラ州スマトラ島の一つの県で、行政的にはムンクウェイもバリアマン県に属する)の子

どもたちはとても礼儀正しいわ。ここの人たちは結婚してても男女関係、交際がとても自

由に見えるわ」と述べる教師が多い。

ほとんどの教師は副業ができないため、経済的に苦しい状態である。以前、僻地で教え

ている教師たちの給料を倍額にするという大統領令が発布された。そこで喜んだ教師たち

は銀行からお金を借りて使っていたが、結局給料が実際に上がることはなく、借金で現在

まで苦しんでいるというQ　自ら進んでムンタウェイに来た教師は一人だけ(両親が以前ム

ンタウェイで教師を努めたことがあり好印象をもっていたため)で、他の教師達ははやく

スマトラ島に配属されることを願っている。教師たちは頻繁にスマトラ島と行き帰りをす

るだけの経済的余裕がないため、休暇にスマトラ島に1度帰るとなかなかシポラ島に戻っ

てこない。そのため、学校は常に教員不足である。学校周辺の村から通っている生徒はそ

う多くないため、教師の生活を支える生徒の保護者による援助力も乏しく、教師の不満は

しばしば生徒にぶつけられたり、仕事を怠けることにつながっているため、学校の運営に

教頭は頭を悩ましている。ある教師は「私たちは、中央から見放されていることが最も苦
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痛だ。私たちが仕事を一生懸命していたとしても、怠けていたとしても、誰からも評価さ

れることも非難されることもない。それが苦痛だ」という。

BP3の会合は年に1回開かれるだけで、学費は1カ月1300ルピア(96年7月のレート

で65円に相当o　スマトラ島での国立中学校の学費は平均2000ルピア)であるO　この学費

は、教師の時間外授業費(高校進学を目指す生徒のために授業を行うと、一時間1000ル

ピアが教師に払われる)、紙代、教師のお茶代、校長が会議でスマトラ島に渡る交通費が

賄われるという。今年のBP3ではもう少し学費を上げられないかを相談するという。

(3)生徒の状況

全校生徒は322人中25人がミナンカバウ人(主に公務員や商業関係従事者の子弟)千

弟であるが、それ以外はムンタウェイ人(主に農業・魚用従事者の子弟)である。カトリ

ック教徒28人、プロテスタント教徒266人、イスラム教徒28人であるoイスラム教徒は

ほとんどがミナンカバウ人であるが、イスラム教会からの奨学金を得るために改宗したム

タウェイ人も数名含まれる。昨年は、イスラム教徒とプロテスタント教徒の男子生徒の間

で、宗教をめぐっての口論から殴り合いの喧嘩が頻繁に起こっていたというD　プロテスタ

ント教の生徒でイスラム教徒の教師に不満を抱いている生徒は多い。 「パダト(教頭の呼

び名)は、私たちの宗教を非難するの。この間も宗教のテストをする時、カトリックは何

人だ?イスラム教徒は?えっいない?なんてことだ、つていうのよ。プロテスタントは?

って聞くと、ほらクラスはほとんどプロテスタントでしょ。だからぎょろぎょろってクラ

ス中を見回すのよ。イスラム教に入りなさいってよく言うの。信じられないわ!」

ミナンカバウ人の生徒たちがどのようにムンタウェイ生徒をみているかといえば、 「ム

ンタウェイ人もイリアン人と同じ。服も葉っぱ、帽子も葉っぱ。礼儀作法も知らないし、

私たち笑っちゃうわ」という生徒の言葉に集約されているように、低く評価されているこ

とがうかがえる。それに対して、ムンタウェイ人生徒はそれをくやしく思いつつもどこか

納得している部分がある。

港周辺に移住してきたミナシヵバウ人子弟以外のムンタウェイ人生徒は、ほぼ全員が学

校まで歩いて通える距離に家がないため、男子生触ま中学校そばに竹でつくった小屋(1 、

2人用)に住み、女子生徒は3年前に建てられた二つの寮に住んでおり、家には長い休み

の時だけ帰ることができる。ムンタウェイ人の生徒の生活は衣食住全ての面で、最低レベ

ルであり、制服は通常3種類あるが1種類、 1枚しか持っていないため、汚れてしまった

り、洗濯して乾いてないなどの理由で学校に来られないこともしばしばである。食料は両

親が過に1回、サンパンというカヌーで運んできたタロイモやバナナのみであり、共同の

井戸を使用し、排経は浜辺で行い、夜はランプのある小屋に10数人づっ集まって勉強し

ている。月明かりで日曜日の礼拝のための合唱を練習する日も多い。また港近くの小店で

テレビを見る生徒も多いが、 9時以降は禁止されている。

ムンタウェイ人生徒のうち両親に学費支払い能力がないため、地域社会や教師に負担し

てもらっている生徒は、 30人おり、寮費(電気代のみ1カ月1000ルピア)を半年の間支

払えていない生徒は半数以上である。スマトラ島の高校-進学する生徒は、毎年平均10

人程度であり、その大半は退学してしまい、卒業できるのはわずか数名である。隣の島シ

プルイッ下島にも高校は2年前に設立されたが、スマトラ島に渡るのと同じ時間がかかる

ため、進学希望の生徒は全員スマトラ島の高校を希望するO
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(4)地域科実施までの経緯

教頭に地域科について面接調査を行ったところ、 「地域科?まあ酉スマトラ州は全ての

学校が『ミナンカバウ世界の文化』科をしなくっちやいけないことになってるからねO彼

らもそれを学習してるよ。彼ら自身の文化も教えようと思うんだけどね1943年に外国

人によって書かれたすばらしいムンタウェイ島の文化についての本があるけど、なにせ英

語で書かれてるから訳すのが難しくて手をつけてないんだよ」ということだった。

地域科は「ミナンカバウ世界の文化」科が教えられているのみで、他の科目は教師不足

ということで行っていなった。

「ミナンカバウ世界の文化」科の教科書は、小学校第3学年から中学校第3学年まで発

行されいる。この教科書の著者は、 「ミナンカバウ世界の文化」科の教授プログラム概要

を作成したメンバーの一人ズルカルナイニであり、教授プログラム概要に沿って編集し、

インドネシア語で書いている`1。教科書購入は、学校によって義務づけられているが、実

際は科目担当の教師と数人の生徒が購入しているだけである。取り上げた事例は、中学校

2年生の授業であるため、 2年生の教科書の概要を示すために、テーマを次にあげる。

1学期の内容は、 ①ボディチャニアゴ(Bodi Caniago:ボディチヤニアゴ派によるミナ

ンカバウアダットの行政システム。民主的で、市民に司政権を持たせ、政策は協議にも

とづくシステム)の調和(ボディ　チヤニアゴの調和、ボディチヤニアゴの民主主義制度、

決定を下す方法)、 ②コト　ビリアン(Koto Piliang:コト　ビリアン派によるミナンカバウ

アダットの行政システムO独裁的で、司政権は王にあり、政策は上層部の意見が重視さ

れるシステム)の調和(コト　ビリアンの調和、コト　ビリアンの民主主義制度、決定を下

す方法)、 ③ミナンカバウ独特の民主主義(ボディ　チヤニアゴとコト　ビリアンの民主

主義、ミナンカバウ独特の民主主義)、 ④ミナンカバウにおける指導者の要素(指導者の

要素、指導者の態度、指導者の意味)、指導者の称号を与える方法(指導者の称号を与え

る方法、指導者になる条件、指導者の称号を得る公式の条件)、 ⑤指導者の役融と立場(描

導者の立場、指導者の役割、様々な指導者)、 ⑥アリム　ウラマ(AlimUlama　イスラム教

指導者)の選出(ミナンカバウにおけるウラマの立場、アリム　ウラマの役割)、 ⑦チヤ

ディアックハンディ(CadiakPandai:ミナンカバウ社会における指導者、アリム　ウラマ

以外の指導者の立場と役割)、 ⑧3人の指導者(指導者の要素の組み合わせ)である。 2

学期の内容は、 ①ルマッガダン(Rumah Gadang :伝統的な家屋)の建築様式と彫刻細工

(ルマッガダンの建築様式、ルマッガダンの彫刻細工)、 ②ミナンカバクのルマッ　ガ

ダンの役割(モニュメントとしてのルマッガダン、施設としてのルマッガダン)、 ③ル

マッガダンの特定部分(ルマッガダンの正面の部屋、ルマッガダンの中央の部屋、ル

マッガダンの台所)、 ④ミナンカバクのルマッガダンにおける礼儀作法(ルマッ　ガダ

ンでの座り方、ルマッ　ガダンでの話し方、ルマッガダンでの振る舞い方)、 ⑤ルマッ

ガダン(ルマッガダンを建てる計画、建てる材料の探し方、ルマッガダンを建てる儀式)、

⑥ミナンカバクの米蔵(米蔵の有効性、米蔵の役割)である。 3学期の内容は、 ①ミナン

カバクのプンチャック　シラット(pencakSilat:護身術)について(プンチャック　シラッ

* 1 Zulkamaini, Ramayulis, Budaya Alam Mina喝kabau, Usaha Ikhilas, 1995.
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トの基本的な動き、プンチャック　シラット　の効果、プンチャック　シラットの中にある

動きの美しさ、プンチャック　シラット実技の真の意味)、 ②様々な踊り(様々な踊り、

動き、動きの美しさと本当の意味)、 ③ランデイ(R;an血i :手拍子を合わせて輪になって

踊り歌うという踊りの一種)について(ランデイの理解、ランデイの中の踊り、ランデイ

の中の話し、ランデイの中の問答、デンダンとカラウイタン:楽器)、 ④ガマッ(ガマッ

の踊り、ガマッのデモンストレーション、詩と楽器)、 ⑤タブッ(遊びとしてのタブッ、

タブッのデモンストレーション、用いられるカラウイタン)、 ⑥カラウイタン(吹く楽器、

打つ楽器、弾く楽器)である。これらの内容の始めには語り口調の「はじめに」が書かれ

ており、内容の最後には小テストとして簡単な質問が7問程度載せられている。

(5)地域科授業実践

事例1　中学校2年A組「ミナンカバウ催界の文化」科の授業　(1996年7月23日)

教師の属性・教育意図:ミナンカバウ人、イスラム教徒。大学卒業後すぐムンタウェイに

配属された新任(24歳)の男性教師で、歴史が専門。担当教科は、歴史と地域科(「ミナ

ンカバウ世界の文化」科)o 「ミナンカバウ世界の文化」科を文化の全く違うムンタウェ

イ人に教えることについての考えを質問したところ、 「私は、基本的にはこの科目をムン

タウェイで教えることに反対なんです。でも上から決められたことだから。なんとか理由

づけしてこの科目を勉強する意味やその有効性を生徒に確信させる授業を行いたい」と言

い「ミナンカバウ文化はなんと言ってもすばらしい文化だから」と言う。

生徒の属性:ムンタウェイ人が大半を占める(ミナンカバウ人1人を含む)0

授業時のねらいと内容:ミナンカバウ民族の伝統的な遊びについて知ること。 (資料1

教授プログラム概要「ミナンカバウ世界の文化」科中学校2年3学期参照。 7月は1学

期であるのに、 3学期のことをしており、教授プログラム概要の順序に沿っていない0)

教科書・教材:使用していない。

教授学習過程:

教師: (授業始め、気乗りしてし、ない生徒の様子に気づいて)先生だってな、好きで(この教

科を教えることを)嘩んだわけ臣河粒、んだ。でもまあ、いやでも芳年、関してみろ。 ①

生徒:はっはっは。 (「俺たちだっていやだ」という感じで笑う。)

教師:まあ、お}、しくても、おいしくなくても、お前たちも苦いパキンを食ってみろ。 ②

生徒: (数人の男子生徒が)苦いで-す、先生。 (皮肉っぼく、ふざけて言う)

教師:だがいっつも食ってみろ、 1週間に1回、なれるだろ? ③

生徒: (「えー」という顔をしてみせる。)

教師:

の略:ミナンカバウ世界の文化)だって同じようなもんさOお前たちの文化がミナンカ

バウ文化と違っててもなOでもまあ聞くなD　このBAMは必修のカリキュラムとされた

んだから。まあそのうちミナンカバウ性別こ対しても興喋が湧くよ封こなるさ。　④

ミナンカバウ人に興味のある奴はいないのか_?‥__⑤

生徒: (気を悪くして)いません、先生。

教師:いないか・ -。 (「しまった雰囲気が悪くなったかな」と心配そう。)

生徒:はっはっは. . . (と笑いとばす。)

教師:さっきも聞いたが、お前たちは行政的にはミナンカバウの世界に属するが、アダットと
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してはどうだ?

生徒:入りません! (ときっぱり言う。)

教師:入らない。ふん、どっちがより強いと思う?法律とアダットと?

生徒:アダット!

教師=そう、アダットはなにせ数百年間受け継がれてきたものだ。法律なんてものは昨日でき

たもんだよな。我々(ミナンカバウ人とムンクウェイ人)は違うんだ。もう数百年も前

から。考えてみろ、火山が噴火しはじめた頃からあるんだQそれがミナンカバウ文化の

始まりだO　山が今のような大きさになるまでだD　⑥　　よし、歴史はこうだ。気が進

もうが、進ままいが、お前たちはBAMを愛さなければならないんだ。　⑦

生徒: (嫌な雰囲気になりかける。)

教師: (すかさず冗談をとばして生徒の笑いをとる。)よーし。前に勉強したことの復習だ。ミ

ナンカバウの遊びを言ってみろ。

生徒:シレ(護身術。) !

(中略)

教師:シレはミ ナンカバウ語だけど、 ミナンカバクのシレが特に有名だからイン ドネシア語化

されてシラッ トになったんだ。 ⑧ 今ではどこの人だってシラットを知ってるんだ。

(筆者に)日本にシラットはありますか。 (筆者うなずく`)は-ら、日本にだってある

んだ。ムンタウェイだけさシラッ トがないのは。 ⑨　　(たくみに冗談をはさんで生

徒が笑いを絶やさないようにしている。)ほら、ミナンカバウの男は何が好き?

生徒:ムランタウ! (出稼ぎの慣行のこと。)

教師:そうだOその通り.だから、ミナンカバウの男子は色々なところに出かけて働いている

が、どこで出会っても、ちょっかい出さない方がいいぞ-O彼らはシラットが強いんだO

例えば、映画とかでもあるだろ。

生徒:せんせ-いo映画はウソで-す。 (先生を馬鹿にした口調で言うO)

教師:いやあ、しかし、真実磨ってあるぞO

生徒: (さっきとは違う生徒が)そうだよ、本当の事だってあるよ。

生徒:シレ、ゴール!わっはっはっ。 (先ほどの生徒がムンタウェイ語で冗談を言い、_厚因?_

ぼく大笑いし、他の生徒も笑う。)　⑩

教師: (何を言ったのか、どういう意味なのか、なぜ笑うのか分からず、ムッした面持ちで)

好きであろとなかろうと、ムンタウェイはバリアマン県に入るんだO彼ら(ミナンカバ

ウ人)はムンタウェイ人を昔の人とか辺境地の人とか言うな。パダン(州都)に行けば高

校がある。羨ま しいだろう。 ⑪

生徒: (悲しそうな顔をする。)行きたい! (と叫ぶ生徒数人。)ううん。 (とつぶやく生徒数人。)

教師:これから、 5年、 10年、 15年たって、後で何になるんだ?

生徒:ムンクウェイ島を発展させる人になるんだ!

教師:そう、そうだな。何によって?

生徒:教育!

教師:そ-う、教育だ。でも高校には行けないなあ。ムンクウェイに高校ができたらどうだろ

ろう。いつかはできると思うけどな。ムンタウェイだけでいいのか?

生徒・　　　。
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教師:お前たち、今はおもしろくなくてもパダンに行けた時にミナンカバウの文化を勉強して

おけば役にたっぞ!褒められるぞ!

生徒: - ・。 (複雑な表情。)　⑬

教師:だいたいなあOお前たち、過に一回の市場にいくために授業をさぼるようではいかんO

一生懸命勉強しないと、町の子たちよりどんどん遅れていくだけだぞ! (と意気揚々と

かつを入れる。)

生徒: (その言葉を聞いて1人の男子生徒が思い余って、という感じで訴える0)でも!でも僕

たちだって頑張ってる!僕たち勉強したくて家族と離れ、遠い村からでてきて小屋を立

ててひどい生活にもが'まんして、、、O (涙で声をつまらせるO)でも学校に来ても先生は

いない!パダンに帰っているじゃないですかOひどい時なんて1日に一つの授業だけo

あとは先生なしだ。もちろん僕たちだって先生なしでがんばらないといけないだろうけ

ど、教科書もないし、先生もいないし、どうやって勉強したらいいのかわからないのに!

(他の生徒は相槌をうつこともできず、言葉をなくす。)

教師: (うろたえ)先生だっていろいろ忙しいんだ。

第3章で記述したように、教育文化省西スマトラ州事務所が発行した教授プログラム概

要によると、 「ミナンカバウ世界の文化」科の目標は、 「児童・生徒が日常生活の中での

ミナンカバウ世界の文化の価値を知り、理解し、評価し、文化に親み、それを活かすこと」

である。調査時の授業内容は、 「ミナンカバウ民族の伝統的な遊びについて知ること」で

あった。

ミナンカバウ人であるアフリザル先生は、ムンタウェイ人である生徒がミナンカバウ文

化を学習することを正統化しようと試みている。まず慣れればおもしろくなると説得する

が(下線①②③④)、生徒には受け入れられない。次に冗談半分にミナンカバウ人に「興

味」はないかと聞くが(下線⑤)、思春期の子どもたちは余計気を普くする。そしてミナ

ンカバウ文化が法律より長い歴史を持っことを強調し(下線⑥)、ムンタウェイ文化は自

然淘汰されるもので、より発展したミナンカバウ文化を受入れなければ進歩はないと述べ

る(下線⑦)。またしてもその正統化は生徒によって受け入れられないため、アフリザル

先生は、ミナンカバウ文化が素晴らしいこと、全国的にも有名であること、ムンタウェイ

文化は劣っていることを、具体例を持ち出してきて強調する(下線⑧⑨)。生徒は、アプ

リザル先生が分からないムンタウェイ語で冗談を言い、笑うことで密かに反抗する(下線

⑩)。少し気分を害したアフリザル先生は、最終的に、どんなにあがいても現実的にムン

タウェイ人・ムンタウェイ島が進歩・発展するためにミナンカバウ人がマジョリティであ

る本島に依存しなければならないことを述べて(下線⑪⑫)、生徒に自分たちが遅れてい

るという自己蔑視的意識を抱かせている(下線⑬)0

事例2　中学校第2学年B細「ミナンカバウ性界の文化」科の授業(1996年7月25日)

教師の属性・教育意図:40歳の教頭、ムンタウェイに来て7年になる。積極的にムンタ

ウェイ語を学んだり、できる限りムンタウェイ人を理解しようと努めている。他教師の意

欲の向上や学校整備など改善に取り組むC　筆者が、 「彼らは『ミナンカバウ世界の文化』

科の学習を喜んでいますか」と尋ねたところ、 「喜んでるよ。ムンタウェイの子は将来高
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校に通うならばパダン(西スマトラ州の州都)まで出てくるわけだから、その時ミナンカ

バウの文化をきちんと理解していれば、気後れすることも、とまどうこともないからねD

それがこの地域科の目的さ。とにかく、進歩した世界の新しい文化を勉強することに、と

ても喜びを感じているようだよ。彼らの中で頭のいい子は政府の奨学金によってパダンの

大学を出て、教師になって、その義務としてまたムンタウェイに戻ってくるんだ。もちろ

ん都市に行った子が、帰ってきた時に外国人になるという事態は免れ得ないけど、仕方な

い。彼ら自身の文化が消えていくのは防ぎようのないことだ」ということだったO　ムンタ

ウェイの文化も教えたいと持っているが、一方でミナンカバウの文化を教えることに十分

正当性があるとも思っており、意欲も高い。

生徒の属性:ムンタウェイ人が大半を占める(ミナンカバウ人2人を含む)0

授業時のねらいと内容:指導者の条件について理解する。 (資料1教授プログラム概要

「ミナンカバウ世界の文化」科中学校2年1学期参照。)

教科書・教材:普段は持ってこないが、今回は使用していた。

教授学習過程:

生徒: (クラス代表が授業に遅れているパダトを呼びに行くO他の生徒は全員席に着いているO)

教師: (用事があったことを伝えながら教室に入る。)さあ、始める前に復習をしておこう。 (敬

科書を開ける。)指導者とは何か?このクラスの代表は?

生徒= (クラス代表が手をあげる。指名されて一生懸命答える)あのつ、一つの集団とか、も

しくは一つの民族の長のことですO

教師: (ピンとこないような面もちで)指導者は村にもいる。校長も指導者だ。誰の指導者か

・-',> '?　　丁

生徒:生徒! (1人の生徒が)でも先生、先生も生徒もあやみねえちゃん(筆者のこと)も学

校に来ているのに、校長先生は学校に来てないことが多いよ。それでも指導者なの?

教師:まあまあ。 (苦笑いをして)よ‡し¥　じゃあ、指導者になれる人の条件をあげていってみ

よう。正直者だけど、泥棒ってえいうのはどうだ?

生徒:なれませ-ん。 (くすくすっと笑う。)

教師:もし宗教を持っていなかったらどうだ?

生徒:なれませ-んO

教師:じゃあ、あげていってみてくれるか?

生徒:いい人。正直者。

教師: (生徒の言葉を板書し、さらに教師が足りない条件を書いていく。)ミナンカバウの指導

者には、アダットによる一族の指導者、それからアリム　ウラマ一。

生徒: (静かに教師の言葉を聞いている。)

教師:賢い(pandai)けど、賢明ではない人は、指導者にはなれないもんなんだ。字を読めな

い人が指導者になれるか?

生徒:なれません。

教師:字を書けない人が指導者になれるか′.,

生徒:なれませ-ん。

教師:だから君たちは?必ずたくさんの?

生徒:学校!
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教師:スハルト大統領は学校に行ったことはある?

生徒:ある-ど

教師:向上したい人で学校に行ったことがない人が一体どこにいるんだ。学校に行ったことが

ない人が大統額になれるわけがない.だから、指導者は必ず賢くなければならないんだ。

第3にアリム。宗教は、イスラム、カトリック、プロテスタント、仏教、ヒンドゥーな

んでもいいんだ。もし宗教を持っていないと、すぐ悪いことをLでかすからな。よし、

このクラスの代表は誰だったかな?　③

生徒: (人差し指をあげて)私です先生。

教師:君の成績は何番目かな? (学年末の成績の順位を尋ねる。)　◎

生徒: 2番です。

教師:すばらしい。 賢いな。君は教会に行っているかな? ⑤

生徒:よく行っています。先生。

教師:本当か?牧師に聞くぞ。いいかO　よし、じゃあアリ車でもあるわけだoまあ指導者とし

ては一応の条件を満たしているというこ とだ。　　⑥

(板書をする。)指導者、アリム、学問ができる賢い人(ilmucerdas dan pandai)。アダ

ット　バサンディ　シャラック　バサンディ　キタプラハ。 (アダットはイスラム法に

もとづき、イスラム法はキタブにもとづく、というミナンカバウ語の言葉を厳かに言う。)

ミナンカバウ社会では、アリムウラマは重要な立場にあるんだ。　　⑦

生徒: - ・。 (教師がミナンカバウ語で話している時は、時間が止まったような雰囲気にな

o )

教師: (例を次々とあげていく。)宗教上の指導者で規則を守らない人。アリムだけど昼間っか

ら寝て、夜は起きて盗みをしたり、お酒を飲んだり。さあ、こんな人ならどうだ。だめ

だろう? (ミナンカバウ語で諺を言う。)

生徒: - ・。 (教師の言っていることが分からず、無反応だが、 2人を除いて全員教師を見

つめて聞いている。)

教師: (例にあげるのは必ずイスラム。カトリックの例が出ると、カトリックの生徒がうれし

そうに口を挟む。)何か質問はないか?

生徒: - ・。 (口をとがらせて、なにも言わない。)

教師:じゃあ、先生の方から質問するぞ。宗教上の指導者の責任はなんだ?

生徒: (質問されても積極的に答えない。)

(中略)

教師:賢いという意味は、なにも教育が高いということだけじゃない。教育が低くても、例え

ば君たちのお父さん。中学校を卒業しただけでも、ムンタウェイ人で工場を作っ'て全て

のマ-ケッ トに品物を卸すこ とができれば、いろいろな人 に賢いと言われるんだQ　⑧

(このあと、小テストをして終わる。)

小テストは、 4間あり、 ①指導者の役割は何ですか、 ②指導者に選ばれた人々をなんと

呼びますか、 ③先にあげた指導者以外で指導者を日常的に手助けをする人は誰ですか、 ㊨

アリム　ウラマ-の行うべきことはなんですか、であった。全問正解であった生徒は、半

数に満たなかった。
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この指導者の条件というのは、ミナンカバクのアダットによるものであるが、教師はな

るべくムンタウェイ人の生徒にも理解できるように身近な例をあげ、親近感を湧かせよう

とする(下線①②③④⑤⑥⑧)。しかし、どうしても諺や習慣的に用いられる言葉なると

とミナンカバウ語を用いることになり(下線⑦)、またそれをインドネシア語に訳すこと

はできるが、教師にとってはやはりミナンカバウ語を用いてこそ意味があるため(意味が

あるように感じるため)、他の授業では諺をインドネシア語で説明した後にミナンカバウ

語のまま暗記させることが多い。生徒の不満はミナンカバウ語をそのまま使わせようとす

る教師の態度に集中している。それは、生徒が小テストに「ミナンカバウ語が分かりませ

ん」と書いたり、筆者の行った質問紙(「ミナンカバウ世界の文化」科についての感想に

ついての自由記述)において、 「なぜ私たちが普段使わないミナンカバウ語を覚えなけれ

ばならないのか分からない」 「私たちは馬鹿だからミナンカバウ語をすぐ覚えられないの

で、できれば他の科目に変えて欲しい」などと書いていることからも明らかである。

事例3　中学校3年B組「ミナンカバウ世界の文化」科の授業　(1996年7月23日)

教師の属性・教育意図:同上。

生徒の属性:ムンタウェイ人が大半を占める(ミナンカバウ人1人を含む)0

授業時のねらいと内容: 2年時の復習、ミナンカバウのルマッガダン(伝統的な家屋)の

特徴について(資料1西スマトラ州教授プログラム概要「ミナンカバウ世界の文化」料

中学校2年2学期　参照)。

教科書・教材:教科書に沿って教えているが、教科書を持っていない生徒が多いため、使

わせることはない。

教授学習過程:

教師:さあ、 2年生の続きをするぞOその前に今まで勉強したことを復習しよう。　ミナンカ

バウのルマッガダンの絵を書いてみなさい。 ◎_　(黒板に書くように促す。)

生徒: (全員くすくすと笑うだけで、なかなか出ようとしない。)

教師:もし君たちがバグンで勉強を続けることができたなら、ミナンの人たちは「わああ、ミ

ナンの家についてちゃんと勉強してる! 」って感嘆の声をあげて、君たちはミナンの人

たちに評価されることになる。　②

生徒:(笑っているだけO)　③

教師:もう、革旧知って畢ぞ。 (ルマッガダンの)絵もかけるし、住んだことも、そこでご飯

を食べたこともあるんだO　しかし、君たちは経験していないなあ。　④　(生徒を見

回して) 2年生の時に宿題でミナンの家の絵を描いただろう? (しばらく待って1人

1人指名して黒板に描かせる。)

生徒:

だけ0 3人目はほぼそれと分かるように描くことができた。待っている他の生徒も坤埠

な顔つきでみている。)　⑤

教師:そ-う、だいぶ近づいたね。では、この家の形の由来について説明をもう一度していこ

うな。

生徒: ・ -。⑥ (真剣な顔で教師を見つめる。)

教師: (絵を指しながら)この屋根の形は牛の角(熱を込めて、低く大きな声で説明を続ける。)
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なぜ家の下が空いているのかというと、その目的は、一つには、女の子が生まれたら、

大きくなった時に部屋を増やすためにと買った材木をいれるため。もう一つの目的は鶏

を飼育するためだ。何か質問はないか?

生徒. . . . (無言で肘をついているだけ. 、I　:?,・

教師:よし、じゃあ聞くぞ。なぜ床下は空いているのか?

生徒:一つは板を入れるためで、もう一つは鶏を飼うため。

教師.・オーケーO　なぜ普通の屋根ではなくて、こんな形にしてるのか?

生徒:(指名された男子生徒)- ・。 (分からない。) ◎

教師: (-つ?分からない?という顔で女子生徒を指名する。)

生徒:一つは牛の頭の形をさせていて、もう一つの理由は、 - ・。 (分からない。)

教師: (手短に説明して)よし。もう分かったな。分かっていないものがいないか、ためすぞ。

テストだ。

生徒: (ノートを各自ビリビリとやぶき、準備するO)

教師: (口頭で質問していく。)

生徒: (とにかく質問を書くのに必死になっている。)

教師: (質問を言い終わり、生徒が応えている間に一人の生徒を呼び、タバコを買いに行かせ

・o )

パダト先生も、アフリザル先生と同じように、高校でパダンに行ったときにミナンカバ

ウ人に誉められるため、という理由でミナンカバウ文化を学習させようとしている(下線

②)。また、ルマッガダンの絵を描かせたり、自分が経験してきたことを話して聞かせ

ることで、生徒にまだ見たこともない物体であるルマッ　ガダンが実在することや、そこ

での生活を生徒にイメージさせようとしている(下線①①)。しかし、その言い方は些か

威張っているようであり、さも、ルマッ　ガダンでいろいろな経験をすることは名誉なこ

とのような言い方である。またパダト先生は、 「生徒は教科書をみたり、ノートの裏表紙

がルマッガダンの写真が載っているため、絵は描けるはず」、というがルマッガダンを

みたこともない生徒には、やはりぼんやりとしたイメージしか抱けず、なぜその絵が描け

なければならないのか、とまどっているようである(下線③⑤⑥⑦⑧)。最後に出された

小テストの問題の一つもルマッガダンを書くというものであったが、特徴的な要所をと

らえていたのは半数程度であった。

生徒の気持ちをより理解するため、 2クラス60人の生徒に自由記述式で地域科「ミナ

ンカバウ世界の文化」科に対しての感想・意見を書いてもらった。そこでは半数の生徒が

「おもしろくない」 「言葉が理解できない(教師はミナンカバウ語を用いることが多いた

め)」 「絶対他の内容に変えないといけない」 「ムンタウェイ人には合わない」と述べてお

り「先生たちはミナンカバウ文化だけではなくてムンタウェイ文化も知っておくべきだ」

というように、教師が自分たちの文化を否定していることに厳しい批判をしている。その

中には「私たちにはこんなことより農作業のよりよい方法を勉強した方が役に立っ」とい

った建設的な意見もあった。また約半数の生徒は、 「必要である」 「おもしろくて好き」 「畠

が進歩するために有効」 「パダンで勉強を続けるのに有効」 「ミナンカバウ文化は特徴的
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で強い」、 「この授業でミナンカバウ語も勉強できるし、両親や幼い子にどうやって接す

るべきか知ることができる」 「ミナンカバウ文化を勉強するのはとっても楽しくて、私に

とってはまるでアダットの真珠を手に入れているようだわ」などもあった。最後の二つの

意見からは、ムンタウェイ文化の中にも社会の中での人々との接し方についてのアダット

が存在するにもかかわらず、生徒はその点を考慮せず、ミナンカバウ文化を無批判にすば

らしいと思っていることがうかがえる。

このように、ムンタウェイにおける「ミナンカバウ世界の文化」科という地域科は、生

徒に「文化の押しつけ」を感じさせ、教師への反発心をより大きくさせたり、また自文化

を主張することもできず、ミナンカバウ文化にも適応できないという葛藤を抱かせたり、

また-方では完全にミナンカバウ志向になり、 「地域を捨てる」態度を育てるといった展

開をみせている。

教授プログラム概要には、確かに「ミナンカバウ世界の文化」科が必修となっているが、

他民族文化を否定せよとも保証せよとも書いていないDつまり教師の力量次第では、教師

が生徒の社会的上昇移動の保証としてマジョリティ文化-適応させつつ、自民族の文化を

尊重する態度を育てることができるはずである。ところが、アフリザル先生は新任教師で

あるため、ムンタウェイ文化にも精通しておらず、生徒がもつ文化的アイデンティティを

尊重しようという意識が低かったため、それが果たされなかったと考えられる。また、パ

ダト先生は、ムンタウェイに長く滞在し、文化にもある程度精通してはいたが、自民族文

化およびイスラム教に誇りを持っていることが発言に強く表れ、時として生徒はミナンカ

バウ文化とイスラム文化を押しつけられるように感じている。またパダト先生は、生徒に

とってイメージ化がむずかしい内容や言葉の問題の大きさを十分認識していないことか

ら、生徒は理解できないばかりか、強制的に学習させられているという感情を抱くことが

多くなっている。

このような展開になった理由は、第3章で行ったカリキュラム分析も含めて以下のよう

に推測することができる。

ムンタウェイ人は、商業活動を除いて外来との交流を拒んできたため(人口動態)、西

スマトラ州におけるマイノリティ(民族構成)と位置付けられるだけでなく、辺境の特異

な少数民族とみなされており(文化的状況)、西スマトラ州におけるマジョリティである

ミナンカバウ人とは政治的・経済的に従属的関係にあり(社会的状況)、それを教師も生

徒も認識している。したがってミナンカバウ文化はムンタウェイ生徒の実生活にとって決

定的に必要でないスキルであり、また将来バグンに進学する生徒数が極めて少ない現実を

把握している生徒にとっては将来的にも必要なスキルでないため(ニーズ)、生徒に心理

的抑圧を与えるものとして受け止められ、葛藤を生じさせる展開となっている。また、上

記の人口動態、民族構成、文化的状況、社会的状況を認識した上で自らの社会的上昇移動

がミナンカバウ民族-のによって保証されると考阜る生徒にとっては必要なスキルとして

ミナンカバウ文化が捉えられ(ニーズ)、自民族文化、地域からの孤立を促す展開となっ

たと推測できる。

第2飾　酉カリマンタン州における地域科授業実践

1.ボンティアナック国立第1小学校における「アダットと伝床の学習」科授業実践
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(1)地域の状況

ボンティアナック市は、西カリマンタン州の州都であり、人口は39万9446人(1990

午)、年間の人口伸び率は2.86%である。これは出生率のみによるのではなく、行政、商

業、教育の中心となるにしたがって都市化してきたことによる`2。

インドネシアの他の大きな都市と同じようにボンティアナックも様々な民族と子孫がい

る。それは土着民族であるムラユ族、少数ではあるが奥地から出てきたダヤタ族、移民し

てきた華人、ジャワ人・ブギス人などである。これらの民族構成比についての統計はない

が、それぞれは異なった地方語を話すため、使用する言語から民族の多様性を知ることが

できる。宗教はイスラム教徒が63.00%、キリスト教徒(カトリック、プロテスタント)

が6.60%、ヒンドゥー教徒が0.17%、仏教徒が5.59%、コンフ-チュ-が24.63%であるO

一般的に、イスラム教徒は主にムラユ人、ジャワ人、ブギス人、キリスト教徒はダヤク人、

華人、バタック人、ヒンドゥー教徒はバリ人、仏教徒・コンフ-チュ-は華人である。

ボンティアナックは西カリマンタン州の窓口として、人口移動は多く、ジャワ、シンガ

ポール、サラワク州(マレーシア)へも大型船が週に数回出航しているO外部(マレーシ

ア、シンガポール、ジャワ)からの影響を受けて、社会生活の諸価値や習慣に対する態度

や考え方は特に大きく変化し、都市化しつつある*30

(2)学校の状況

この学校は町外れの静かな地域に位置する、生徒400人の中規模校である。校長がジャ

ワ出身ということで、教師のほとんどはジャワ人である。特別活動としてスポーツと伝統

舞踊に力を入れているO　スポーツについてはセパタクローのチームが結成され、州の大会

で常に上位に入賞し、校長室には所狭しとトロフィーが並べられている。また伝練舞踊に

ついては、週に一度希望者が集まって、スマトラの踊り、ムラユの踊り、ダヤクの踊りな

どの伝統舞踊を練習を行っている。この学校は、けじめをつけるために朝の授業が始まる

時、中休みが終わって授業が始まる時は必ず廊下に整列し、教師の叩く鐘の音に合わせて

行進しながら教室に入るようにしているo

(3)生徒の状況

校長、教師がジャワ人であるため、ジャワからの移民の子弟が学区を越えて集まってい

る。生徒の保護者は半数以上が公務員であり、その次に多いのは農業従事者であった。

(4)地域科実施までの経緯

第1、 2学年では、 「アダットと伝統の学習」科として礼儀作法が教えられるが、 「家

庭科」とほとんど同じ内容であるとして従来と同じ事をしているという。第4学年では、

「農業手段・方策」科として薬草、 「アダットと伝統の学習」科として伝続的な遊びを中

心に行い、第5学年では、 「農業手段・方策」科としてサツマイモを校庭に植えたり、 「ア

ダットと伝統の学習」科として民話を中心に行っている。しかし、 「農業手段・方策」科

は雨期でなかなか作業ができず、理論が多くなってしまうということであった。

*2　Proyek Penelitian Pengkajian dan Pembinaan Nilai-Nilai Budaya Daerah Kalimantan Barat

Tahun 1992/1993, Peran Pendidikan dalam Pembinaan Kebudayaan Nasional, 1993, pp.9-1 5.

*3 Ibid, p.19.
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教師たちは全体的に、詳細に書かれていない地域科の教授プログラム概要に対して、ま

た教科書や参考書がないため授業案を作成するのに手間がかかることに対して不満を抱い

ており、中学校のように地域科を専門に行う教師の必要性を指摘していた。

(5)地域科授業実践

事例4　小学校5年A範　「アダットと伝統の学習」科の授業　(1995年12月14日)

教師の属性・教育意図:ジャワ人、イスラム教徒、 40歳前後の女教師。教育そのものに

対しては非常に熱心であるが、この科目については、煩わしいとまではいかなくとも、

積極的に歓迎しているわけではない。

生徒の属性:ジャワ人が大半を占めるクラス(ムラユ人4人を含む)

授業時のねらいと内容:目標は、話言轟による民話の伝え方を知る。ダヤク族の物語の中

にある格言や諺の意味がそれぞれの言葉や方法を用いて説明できるようにする。それらの

格言、諺がインドネシア語で言い表せるようにする。 (資料1西カリマンタン州教授

プログラム概要「アダットと伝統の学習」科小学校5年生参照)

教科書・教材:教科書、教材はまだ発行されていないため、教師は本屋でダヤク族の民話

を探したという。しかし、この授業には、その本は持ってきていなかった。

教授学習過程:

教師: (黒板にダヤク族の伝統的な家屋の絵をかき)さあ、今日はダヤク族の昔話をしましょ

うねえO (と表情豊かにダヤタ族の昔話を始める。)

生徒: (真剣に教師をみつめる。)

教師:ある村に貧しい4人の家族がいて、お父さんは子供に何かおいしいものを食べさせたい

と思って猟に出かけたのO (中略)でも何日たってもウサギ一匹とれなくて、お腹がす

いてすいて森をさまよって仲略)もうどうやって相に帰ったらいいのか分からなくな

って、数年が過ぎたのね。そしてそのお父さんは、どうなったと思う?

生徒: - ・。 (どうなったのかなあ、と考える。)

敏師‥ (数秒待って)あのね、間違って自分の子供を射ヰめてしまって食べてしまったのO ①

生徒:ヒヤー。 (と言いながら笑う。)

教師:彼が肉を食べる時は血も一緒にまぜて食べるのよI I②

生徒: (一斉に)うっえーO (と大きな反応O)

教師: (大きな反響をよんで大満足という風である。)さあ。今度はあなたたちの番よ。先生が

したお話を誰かもう一度してみてくれないかしら?

生徒: (4, 5人の女の子が手をあげ、当てられた生徒はクラスの前に立って話すが、結局恥

ずかしくなってさっさと切りあげたり、もじもじしたりする。)

教師:間違えを怖がらないで、お話は膨らませていいのよ。埋二ら、ちゃんとしなさい。先生

は食べたりしないわよ。もう朝ご飯は食べたんだから。 __…__③

生徒:ははは- ・O (とクラスが笑い、緊張がほどけるo)

(中略)

教師:じゃあ次は皆がよく知っているダヤク族の話を聞かせて。クラスの皆にねO

生徒: (何人かが元気よく手をあげて)イブ一、イブ- (甘えた声で女教師を呼ぶ。当てられ

た生徒がうれしはずかしでお話を始める。)むかし一、あるところに一、えっとApoApo?

(ジャワ語でなんだったっけ、という意味。忘れてうろたえるとジャワ語が出るQ)
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教師: (すかさず)こら　Apoはジャワ語でしょ。 (とちょっとしかめっつらをしてみせる。)

生徒: (クラスの皆が)もうしょうがないな- (といった感じで笑うO)

- (話の内容は3基とも状況設定が違うだけで、間違えて自分の子供や親を食べちや?母

というものであった。)　④

教師: (腕組みをしてじっと聞き入り、生徒が言葉につまると助け船を出したり、注意をした

りするO話が終わると)はい、上手に話せたわねO誰に聞いたのo隣のおばあさん?あ

らそう。発表してくれるのは女の子ぽっかりねえ。ほら男の子も0 (といった感じで内

容については全くふれない。)はい今日は楽しかったわね、この次はこのお話を書いて

みましょうね。 (で授業をしめくくる。)

教師がダヤタ族・ダヤク文化に対するネガティブなイメージを生徒に与え、生徒もまた

教師に従ってそのイメージを共有していく過程がみられるO

教授プログラム概要によれば、 「アダットと伝統の学習」科の目標は、 「若い世代が崇

高な文化の豊かさを知り、それらを評価し保持したいという意識と態度を持っようになる

こと」である。また、 5年生の目標は、 「ダヤク族やムラユ族の物語の中にある格言、諺

の意味がそれぞれの言葉や方法を用いて説明できるようにするoそれらの格言、諺がイン

ドネシア語で言い表せるようにする」である。そして調査時の授業目標は、 「話言葉によ

る民話の伝え方を知る」であったO

これらの視点からサリー先生の授業内容をみると、格言、諺を兄い出すという重要課題

を行っていないことが分かるOサリー先生が話した民話には、何かの訓育が隠されている

わけでもなく、サリー先生はただダヤク族・ダヤク文化の野蛮さと愚かさを強調しただけ

である(下線①②)oそれに続く生徒の話も、生徒がダヤク族に対して教師と同じイメー

ジを抱いていることを顕著に示している(下線④)Oサリー先生は、インドネシア特有の

「冗談」、つまり他の民族をステレオタイプ化して笑う「冗談」を授業に持ち込むこと(下

線③)に対する思慮深さを持ち得てない。

他の民族をステレオタイプ化して笑うという「冗談」は、インドネシアの日常生活の様

々な場面においてもよく見られることである。 「冗談」は、 「自分たちは高度な文化と生

活様式を持っている」と思っている民族が、 「未開の野蛮な風習を持っている」と思って

いる民族をネガティブにステレオタイプ化して笑いのネタにするもの、自民族の文化の「高

尚さ」を同民族で確認しあったり、他民族に主張するのに用いるもの、あるいは経済的・

政治的に対抗している民族をネガティブにステレオタイプ化して民族内・対象外の民族に

言うことで憂さ晴らしをするのに用いるものと、様々に用いられる。この「冗談」は、意

図的であろうとなかろうと、時として(直接的要因ではなくとも)民族間に埋めがたい溝

を深め、 「多様性の中の統一」を達成しえない要因ともなる。そのため、 「多様性の中の

統一」をめざすインドネシアにおいて、そのような「冗談」は「公的な場」では一切許さ

れないものになっている。したがって、 「国民形成」の場、 「国家統合」のための重要な

装置である学校に、 「うっかり」この種の「冗談」を持ち込むことも絶対に許されないこ

とである。なぜなら教師の位置づけは、多くの場合「地域社会での知識人」 「尊敬すべき

人」として位置づけられ(昔ほどではない、昔はもっと尊敬されていたなどの話しも聞く

が)、生徒に大きな影響を与える人物であり、生徒は学校を「楽しい遊びの場」としても
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みなしているが、 「日常とは違う公の場」として位置づけている場合が多い。そのため学

校で学ぶことはすべて「正統な知」として生徒に受け止められ、教室に持ち込まれたその

「冗談」は、 「冗談一つ」ではすまされない、生徒に影響を与えるものとなると考えられ

る。ところが実際には、冗談が一種の「教室文化」にもなってるためか、他民族をなステ

レオタイプ化して笑うという「冗談」はどの授業でも頻繁にみられる。この「冗談」には

「掛け合いの楽しさ」 「教授学習過程の潤滑油」 「様々な種痕の冗談の一つ」という程度

のものもあるが、そこに含まれた意味とその蓄積が、生徒の潜在意識に与える影響は大き

いと考える。

それにもかかわらず、サリー先生は「ダヤク族の民話」を教えるのに、知らず知らずの

うちに教師自身が抱いているダヤクに対するネガティブなイメージを話しの中に盛り込

み、生徒を笑わせる道具として用いており、それを受けて生徒は(教師・仲間を喜ばせる

ために)既に聞いたことのあるダヤクの野蛮さ、愚かさを強調する話しを誇張して伝えよ

うとしている。それが直接「差別意識」ということにはならないが、公然とダヤクを差別

(正当な理由なく劣ったものとして不当に扱うことを)してもよいということを、学校が

地域科を行うことで無意識的に教えることになっている。

この授業展開では、生徒はダヤク族の文化を「地域の伝統文化」としてではなく「野蛮

で愚かな文化」としてステレオタイプ化する方向に向かわせているのであるO

なぜこのような授業が展開されたのだろうか。

既に第3章で分析したように、西カリマンタン州の人口は277万人(1985年)、主要構

成民族は、ダヤク人(100万人)、ムラユ人(100万人)、華人(30 - 35万人)であり(1983

午)、その他移民のジャワ人などとなっている。ダヤク族はカリマンタン島の原住民であ

り、ムラユ族はイスラム化しマレー文化・言語を受容したダヤク族を主起源とする民族で

ある。華人は18世紀半ば以降の移民を主起源とした人々であり、ジャワ人は古くからの

他島-の進出と政府の移民政策により20世紀に入ってからこの州に移り住んできた人々

である。?まり西カリマンタシ州は人口の4分の1が比較的新しい移民である華人、ジャ

ワ人などから構成されている(人口移動・民族構成)oそのため教育文化省西カリマどタ

ン州事務所は、教授プログラム概要の序文において、西カリマンタン州が複合社会である

ことを強調し、 「様々な民族、エスニック集団のアダットや伝統は賞賛に値する高い価値

を内包する」と諸民族文化を承認している。ところが、カリキュラム内容をみてみると、

全ての授業目標に民族名を明記しているわけではないが、小学校5年生の目標のように民

族名を明記しているのはムラユ文化とダヤク文化のみで、移民によって生じた比較的新し

い少数派である華人やジャワ人の文化は明記されていない。州教育文化局は、地域科で学

習すべき地域文化を州の伝統的な文化とし、それはムラユ文化とダヤク文化であると定義

したのである。つまり西カリマンタン州に住む限りジャワ人は、ジャワ文化が高い文化価

値を持とうとも、それが州の伝統文化ではないため、ムラユ文化とダヤク文化を学習しな

ければならないのである。その理由は、教育文化省州事務所の職員によれば、丁ジャワ人

生徒も州の伝統文化を学習することで地域-の愛着が生まれ、地域-の適応がスムーズに
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行われるから」である'4 (文化的状況・社会的状況)o一見この理由はもっともらしいが、

この地域の住民の大半がムラユ人であるため、ジャワ人にとっては地域適応のためにダヤ

ク文化を学習する必要はない(ニーズ)。この小学校は、教師のほとんどがジャワ人であ

るため、多くのジャワ人(半数程度が公務員)の子弟が校区を越えて集まっており、生徒

の大半を占めている。しかし、彼らが学習しているのは、ダヤク文化である。つまり、教

師や生徒の民族と地域科で取りあげられている民族が一致していない。インドネシアにお

いて文化的にも社会的にもマジョリティであるジャワ人が、一般に野蛮で劣った文化とみ

なされているダヤク文化を学習することがこのような展開になった一つの要因であったと

推測できる。

また、教授プログラム概要における地域科目標、教授方法の不明確さ、教科書の未発行、

さらには教師の理解不足にもこのような展開の理由があると考えられる。ジャワ人教師サ

リー先生は、新学期の直前に教授プログラム概要を渡されただけで地域科に関するセミナ

ー等に参加する機会もなく、理解が不十分なままに地域科の教材を探し、ダヤク族に対す

る偏った知識によって授業を行い、上記したように地域科を通して地域文化を尊重する態

度を育成するどころか地域文化をステレオタイプ化して笑うだけの授業展開という結果を

招いていると考えられる。

2.ボンティアナック国立第3中学校における「アダットと伝統文化の学習」科授業実
m

(1)地域の状況

同上

(2)学校の状況

この学校は、町の中心まで歩いて10分のところにあり、ビジネスホテル、道路を挟ん

で住宅街に囲まれている。 1学年8クラスという大規模校である。午前は第1、第3学年

(半分)、午後は第2、第3学年(残り半分)と、 2部制にしている。教師はムラユ人が

大半を占めるが、ダヤク人、ジャワ人も数名いる。

(3)生徒の状況

大半がムラユ人で、ダヤク人、華人、移民してきたジャワ人、スンダ人が1クラスに2,

3人づついる。

(4)地域科

BP3との話し合いの結果こ「地域の技術」科、 「アダットと伝統の学習」科、 「観光」科

が地域科の科目として選択している。

(5)地域科授業の実践

事例5　中学校2年A組　rアダットと伝統の学習」科授業　(1995年12月7日)

教師の属性・教育意図:ダヤク人でカトリック教徒。 40歳前後の男性教師。もとは「技

術教育」科が専門Oダヤタ族の伝統保護委員会のメンバーとして活躍しているOそのため、

*4 1995年12月に教育文化省西カリマンタン州事務所職員のシャリフ氏とスリー氏に対

して行ったインタビューによる。
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地域科の「伝統文化の保持、発展」という目標に心から賛成し、ダヤク文化の継承に使命

さえ感じているという。

生徒の属性:ムラユ人が大半を占める(ダヤク人1人、華人2人を含む)。

授業時のねらいと内容:目標は2学期の目標である、 「生徒が住む地域社会で行われてい

るアダットとその種類、アダットや地域社会の長の機能、衣裳について知る」であり、内

容は、 「アダットの規定違反者に対する罰について説明できるようにする、社会の中でア

ダットを保持している人(ウラマ、アダット保護委員、祈祷師など)の機能とスタイルに

ついて説明できるようにする、アダットに関連するシンボルについて話しができるように

する」であった。 (資料1西カリマンタン州教授プログラム概要「アダットと伝統の学

習」科中学2年参照。)

教科書・教材:教師の伯父が作成したダヤク族のアダットに関する末発行の本。

教授学習過程:

教師: (ダヤク族の結婚申し込み、婚約解消、結婚式に関するアダットについて話し出す。時

々インドネシア語に翻訳できる言葉があれば、ダヤク語ではこうで、もしインドネシア

語だったらこうだよと言う。)ダヤクの社会では、結婚の申し込みは3回までだQ堪え

ば、よしエディ、まず仲介者に相談しに行って・ -. …①

生徒: (ェディ君、指名されて恥ずかしくて体をもじもじさせるO他の生徒は)イエーイ!お

っもしれ-! (と喜ぶ。)

教師: (机間を回り、生徒の机に手で触れながら話し続ける。)ェディは女の人の

彼女のお父さんに話すんだ。　②

に行って、

その間その女の人は部屋でこっそり聞いている

んだ。好きだったら部屋からでてOKするんだが、嫌なら部屋から出てこないんだ。

生徒: -一。 (全員嬉しそうに肱をついたりして聞いている。)

教師=ま、例えばェディがウイアのお父さんである、えっとお父さんの名前は? ③

生徒:キャー、キャー。 (と女の子たちは嬉しそうに騒ぐoそしてクィアが恥ずかしそうに)

サリム　　。

教師:うん、サリムさんの に行って申し込むわけ ④　　　これをダヤク語でNOTOS

MALAGAというんだ。書いた?

生徒: (さっとノートに書く。)

教師:それから、もしだめだったらエディは2回目の申し込みにでかけるんだO　⑤

まあ女の子は恥ずかしいふりをするからなかなか出てこないんだな。

生徒: (興味津々で聞いていた生徒たちはすかさず)違う)、先生好きだから恥ずかしくて出

たくても出られないんだよO　⑥

教師:ほお、そうか-oそういう時には妹とかがこっそりお母さんを呼ぶんだ.クィア. rがう

つむいて、お母さん、私彼が好きなの、と言って、それをお母さんがお父さんに言うん

だよ。 (恥ずかしがっている女の子の真似をする。)　⑦

生徒:わっはははは。 (おかしくてたまらないという感じで笑う。)先生!女の子が先に言いに

いったらいけないの? (と 一人の女の子が元気よ 聞くO) (砂

教師=重な、それはね、ダヤタ族の中では駄目なんだよO (とおどけた表情をしてみせ董1@

生徒: (ちょっと不満そうな顔をする子もいるし、だ_ろうなという表情をする子もいる。) ⑩

(中略)
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教師:結婚式ではな、豚をつぶしてお客にふるまうんだ。　⑪

生徒:えーっ、豚を食べるの?本当に?ぎゃ一つo (イスラム教では豚を食べ_ることは禁じら

れているため、イスラム教徒の生徒が騒ぐ)　⑫

教師:--(落ち着いて)先年が結婚した時なんて3頭の豚をふるまって、すごく_喜ばれたんだぞ。

(目をくりっとさせてにっこりする。)　⑬

生徒:先生、先隼!もし私がダヤクの人と結婚したらそうしないといけないの?_　⑭
教師:そうだよ。

生徒: (顔を歪めて)ひょ- (というが、ダヤク人を露骨に蔑視するような雰囲気ではないO)

⑬

教師: (にこにこしながら自分の結婚式の楽しい経験を語る。)　⑩

この授業ではダオ先生が、ダヤク文化をユーモラスに伝えることにより、生徒は他民族

文化であるダヤク文化を差別することなく学習しており、地域科が期待されていたように

展開していると言える。この授業例は、教育規定要因のいくつか(教授プログラム概要、

教材、生徒の文化的・社会的背景)が同じでありながら、実際の授業では大きな違いが生

まれた事例6との展開の違いを浮き彫りにし、その影響要因を考察するために取りあげた

事例である。

ダオ先生は、生徒を例え話に登場させることで臨場感を与え(下線①②③④⑤⑦)、発

間しやすい雰囲気をつくり、生徒との活発な相互作用を生み出している(下線⑥⑧⑭)0

ダヤク族のアダットを押しつけることなく自分の経験もふまえて伝え、 「違い」を「違い」

として認めるという姿勢で授業を行う(下線⑨⑪⑬⑳)。そのため、生徒も違う習慣に驚

きはするが、差別的態度を示さず(下線⑲⑫⑮)、ダヤタ族を同じ州に住む民族として興

味を示す態度が育成されつつある。授業中生徒が、 「ダオ先生はダヤク語がベラベラなん

だぜ!」 「知ってるわよ!伝統保護委員会のメンバーもしてるんだから!」と誇らしげに

話していることからも、ダヤク文化を尊重する態度が育っていることがうかがえる。

この展開については、次の事例6と合わせてさらに考察する。

事例6　中学校1年B細　「アダットと伝統の学習」科授業　(1995年12月26日)

教師の属性・教育意図:ムラユ人、イスラム教徒。 40歳前後の男性教軌経済が専門で

あり、現在も教授時間の半分は経済を教えている。保健室管理の担当でもある。 「アダッ

トに従っているのは、奥地の人間だけで、我々都市に住んでる者は従っていないものなん

です」と授業前に筆者に力説する。地域科に対しては、自分に割り当てられた仕事をこな

すという程度であまり思いこみはなく、地域科の教授に困難ささえ感じているo　ダキク文

化についてはほとんど知識がなく、授業前にあわててダオ先生に質問にいくことが多い。

生徒の属性:ムラユ人が大半を占めるクラス(混血のダヤク人1人、華人1人を含む)0

授業時のねらいと内容:事例5と同じ。

教科書・教材:事例5と同じ。

教授学習過程:

教師:さあ。私たちはこの授業でアダットという民族の法律を勉強する。特にスク(民族)ダ?

(ダのつく民族名を挙げさせるために言う)
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生徒:ダヤーク(と答えるのは少数O聞いているのは半数で、あとは無気力)

教師:そうOスクダヤク(ダヤク族)だ。彼らはどこに住んでいるか?

生徒・... (えーっ、どこだっけという表情。関心なしが半数。)

教師:(反応はないのに力を込めて)そう、奥地だ。男醐如こ住んでいる。 _①　我々もまた

Ii'ゾ・・・・i-∴ttr-てM、>:>蝣'>蝣'三が.午: ->;.miミ∴M.t..1¥). )<!ヒfl'fか上--.:∵?ほ・'-i

や反応はないのに)そう、イyドネシア民族のインドネシアの法律であるO　②

アダットというには色々なものがある。しかし、里ヤタ族のような法律は市や町にはみ

られない。寒華だけで行われているんだ。 1大声できっぱりと言うL③

生徒: (教師は10秒に1回くらいは言葉を反復する機会を与えるが、全く反応しないD -一、

といった感じで教師が話し続けているのをじっと聞いている。)

教師:彼ら(ダヤク族) の家はとてもとても、我々のよ うに町に住んでいるようなものではな

い。枕も毛布もない。何もかもないのだ。メディアも新聞もない0+なぜだ?④

生徒:-・O(教師の熱の入れようにあっけにとられて聞いている生徒、真剣にじっと聞い

ている生徒、しゃべる暇も、質問する暇もない。)

教師:なぜかというと、その地域のアダットに従っているからだ。(中略)革族_には色々あるO.

・*C'蝣

いい~-/'いざ二・-蝣蝣'f-'・-l'り1巨ていO.し,';.,主inn∴仕t-/I."こいる重i.-Jitうー?:iトーi^:-

のアグッ

た

て_V、るが、一つの国家を形成しているのだ。⑤例えば、ミナンカバウ人.彼らは

以前熱狂的にアダットに従っていたが、今ではほとんど従っていない。なぜだ?なぜな

らどんどん進む開発、進歩に合わなくなったからだOそのうち奥地の老人にまで教育が

「'JパテA/,1ト∴]二・');r/い⊥」も汁や、√~ゾ・-トにitう幸,.'ノいな言か言こ:・丁).'蝣-・'..㍉'.ま

さか、(ダヤク族のアダットのように)人を殺しておいて、刑務所に入ることもなく、

通念だ(iで・i′l‥>-JIL.I-・帆:・_げ50I'し,'>K>:S、'oft.
v.j軋主盟主二宝∠J∵」_」且

々しげに語る)

生徒: ・ -。 (シーンとして、静かに聞いているo)

生徒の目をみることなく、手はいつも後に組むという権威主義的な雰囲気で授業を行う

アリ先生は、教材に書かれてあることを説明する際、常にダヤク族を批判する。都会に住

み国家の法律を守る国民である<我々>に対して(下線②⑤)、 <彼ら>ダヤク族は、奥

地に住み近代化も受け入れず、国家の法律にも従わない、豚を食べる卑しい民族である(下

線①③④⑥)とダヤク族文化の後進性、劣等性を際立たせるのである。その影響からか、

このクラスの生徒は友達をばかにしたり、いじめたりする時、ダヤク族の文化のシンボル

を用いており、ダヤタ族を蔑視する傾向がみられる。例えば、この授業後の疎み時間、あ

る男子生徒2人が、色の少し黒い少女を廊下で「ルマッハンジャン、ルマッハンジャン

(Rumah panjang :ダヤク族の伝統的なロングハウスを示す)」とはやしたてていじめ、少

女は今にも泣きそうな表情で「違うもん!」と言い返し、彼らから逃げるということがあ

った。

アリ先生のダヤク族に対するかなり強い差別的発言は、生徒にダヤク族・ダヤク文化に

対するネガティブなイメージを与え、生徒のダヤタ族に対する差別的意識を助長している
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と思われる。なぜこのようにダヤク族を蔑視するような授業になったのだろうか。

「アダットと伝統の学習」科の目標は、 「若い世代が崇高な文化の豊かさを知り、それ

らを評価し保持したいという意識と態度を持つようになること」であり、中学校1年生の

「アダットと伝統の学習」科の目標は、 「生徒が住む地域社会で行われているアダットと

その種類、アダットや地域社会の長の機能について知ること」である。調査時の授業目標

は事例5と同じである。この「生徒が住む地域社会で行われているアダット」では、民族

名が明記されている箇所とされていない箇所があるが、明記されているのはダヤタ族とム

ラユ族だけであるため、すべて二つの文化に限定される。その際、ダヤク文化が劣ってお

り、ムラユ族が勝っているというような区別する表記は全くないO教科書については、ま

だ発行されていないため、同僚のダオ先生の伯父(ダヤク人)によって書かれたダヤク族

のアダットに関する未発行の冊子を教材として用いていた。生徒の文化的・社会的背景に

ついても、同じ学校であり、クラスが違うだけで、民族構成もほぼ同じである。

なぜこのように教授プログラム概要、教材、生徒の文化的・社会的背景が同じでありな

がら、 2人の行う授業とそれぞれが生徒に与える影響には大きな差が生まれたのであろう

か。それは2人の文化的・社会的背景の遣いに起因すると思われるO

ダオ先生は、カトリック教徒であり、アダットが強く残っている田舎で生まれ育ったダ

ヤク人で、ダヤク族の伝統文化保護委員会のメンバーとして活躍している。自文化に対す

る誇りと愛情を強く持ち、地域科の目的には心より共感し、喜び、使命さえ感じているの

である。それゆえ、教授過程においても、民族の違う生徒にいかに興味をわかせようかと

工夫に懸命である。一方、アリ先生は、ムラユ人であり、敬度なイスラム教徒である。そ

のため、豚を食べるカトリック教もしくはアニミズム信仰のダヤク族を同等の民族と認め

ていない。またアリ先生は都会育ちでもあり、奥地で原始的な生活を送っているダヤク族

(彼の誤った知識であるのだが)、という理由のみで蔑視してしまう。さらに彼はこれま

で経済学を専門に教えてきたため、ダヤク文化についての予備知識は全くなく、いつも授

業前にダオ先生に質問しなければならない。そのため、プライドの高いアリ先生にとって

地域科は苦痛以外の何ものでもないO差別的意識、教育意欲の低さが授業においても顕著

に表われしまうのであろう。またこの学校は大きな貿易港をもつ州都の市街地まで歩いて

10分のところにある大規模校であり、生徒の大半は都会育ちのムラユ人であり、奥地に

住むダヤタ族との接触は極めて少ないため、教師の持つ情報と情報の伝え方次第で、ダヤ

ク族-のイメージはかなり偏向したものになってしまうのである。

さらに第3章において分析したカリキュラム開発も合わせると、この事例6のような展

開になった要因は以下のように推測することができる。

西カリマンタン州においては華人やジャワ人の移民が増えており(人口動態)、考のた

め移民による少数派によって州の民族構成は多様となっている(民族構成)。そこで必修

科目化されたのは、州の二つのマジョリティの文化であったが、そのうち一つの民族文化

(ダヤク文化)は一般に「未開的」で劣った文化とみなされ、もう一つの民族文化(ムラ

ユ文化)や州内における少数派である民族文化(ジャワ文化)は一般に「発達した」 「高

度な」文化と評価されている(文化的状況)。また主要な政府諸機関もこの二つの民族出

身者が占めており(社会的状況)、ムラユ人にとっても、またムラユ人との接触が多いジ

ャワ人にとっても、ダヤク文化の習得が社会生活を営む上での、社会的上昇移動のための
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スキル(ニーズ)となりえないため、ダヤク民族文化に対する差別的態度を助長する展開

となった。

第3飾酉ジャワ州における地域科授業実践

1.バンドン国立第13中学校における「スンダ語」科授業実践

(1)地域の状況

バンドン市は人口140万人(1987年)であり、海抜700mに位置し、植民地時代から行

政、交通、経済、文化、また軍事の申し地であり、人口集中が深刻化しているO

バンドン市において優勢な文化集団はスンダ民族であり、州の長官、市長、大学の学長、

主要な政府諸機関の長などはスンダ人が占めており、彼らは公の場での適切な振る舞い方

の基準を示し、彼らの文化パターンによって統制する。したがって移住してきた人々は、

意識的無意識的に自らをスンダ化していこうとする状況にある。

(2)学校の状況

国立第12中学校は、バンドン市北部のメインストリーつ、に面し、他3面は住宅地に囲

まれているo l学年8クラス(1クラスは平均44人)、全校24クラス、 1060人からなる

大規模校である。教室は十分でないため、第1学年全員と第3学年の半数が午前、それ以

外は午後に授業を行うという2部制となっている。しかし、授業時間の増加により、午前

もしくは午後だけで授業が終わることはないため、時間割を工夫したり、 1授業時間を5

分短くして40分授業にしたりするなどして交替で教室が使われている。

学校の学力のレベルは州の中学校の中では中レベルであるといわれているが、入学希望

者は毎年定員の3倍から4倍にのぼる人気校である。

教師はカトリック教のジャワ人(ソロ)やアンボン人も2人いたが、大半はイスラム教

のスンダ人であった。そのため、職員室での教師達の会話や授業中でさえもインドネシア

語でうまく伝わらない場合はスンダ語が使われることがしばしばあり、カトリック教徒で

あるジャワ人の女教師は「学疫は公教育の場なのだから、スンダ語で会話したり、イスラ

ム語で授業初めの挨拶『アッサラムアライクーン』をするのは間違いだわ」と憤慨してい

るQ

この中学校の教師について尋ねると、気さくな教頭によると「第一希望で教師になった

人なんていないんじゃないかな。給料が少ないからね。本当は他の仕事がしたかったけど、

できなくて教師になるパターンがほとんどじゃないかな」ということであったoただ、こ

の中学校はバンドン教育大学のすぐそばにあるため、教師むけのセミナーにも参加しやす

く、教師の力量次第でアルバイトとして私立学校や塾の教師も兼任できるため、前向きな

姿勢の教師が多いように思われた。

(3)生徒の状況

ランダムに5クラス200人の家庭調査表を調べたところ、保護者の月収が10万-20万

ルピア(当時のレートで5千円～1万円に相当)が15人、 20万-30万ルピアが33人、 30

万-40万ルピアが15人、 50万-60万ルピアが11人、後は極端に多いので120万ルピ

ア(1人)がいた。無回答は81人であった。教師によるとこの無回答とした家庭の月収

は10万ルピア以下の家庭だと推測する。 30歳半ばの平均的な教師の月収が25万ルピア

であることを考えれば、決して裕福な家庭の生徒だけではない。
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家から学校の距離は、 200人中1km以内は15人、　2kmが46人、　3kmが32人、

・4kmが28人と多く、また10km以上という生徒も2人いた。多くの生徒が、アンコタ

という乗り合いバスで通学している。このアンコタに乗れば、繁華街まで20分程度で着

くため、学校をさぼったり、学校の後、ぶらぶらと遊びに出る生徒も多い。そのため生徒

指導教官は変装して後をつけるということもしばしばあったという。生徒指導教官室が校

舎とは別に作られている。薬やお酒、盗み、ディスコなど、いろいろな問題が去年まであ

ったが、ほとんど退学処分になり、今は落ち着いたという。しかし持ち物検査は1カ月に

1回行うと、まず男子は禁止されている雑誌、女子はリップスティックを携帯しており、

計約100人程度から毎回没収するという。

質問紙調査を、 1996年4月16日第1学年2クラス(96人中回答者は、 69人)〔第2

学年1クラス(40人中回答者は、 30人)に行ったところ、次のような結果がでた。

「何時間テレビを観ますか。何を観ますか」という質問項目では、平均約3時間で、主に

サッカー、インドネシアの連続ドラマ、西洋音楽番組、アメリカや香港映画および日本の

ドラマや漫画という結果が出た。またテレビの影響からか、香港、日本とにかく外国で働

きたいという生徒は半数おり、国内、それもバンドンで働きたいという生徒は3割程度で

あった。 「ジャイボンガン(スンダの伝統芸能から1970年代末に派生した舞踊)を踊れま

すか」に対しては、 「できる」が3人、 「少しできる」が46人、 「できない」が20人、 「ス

ンダ音楽は好きですか」に対しては、 「好き」と答えたのは25人、 「あまり好きではない」

と答えたのは40人、 「嫌い」と答えたのは4人であった。 「何の教科が好きですか。なぜ

ですか」に対しては、インドネシア語(今も将来も重要)、体育(実践が多い)、芸術(楽

しい)、地域科の「コンピューター」科(重要、楽しい)、スンダ語(分かりやすい、楽

しい)の順だった。 「家で何語を使いますか」 (2年生40人中30人が回答)に対しては、

両親が二人ともスンダ人である生徒は、 「スンダ語のみ」が7人、 「スンダ語とインドネ

シア語両方」が9人、 「インドネシア語のみ」が3人である。片親がスンダ人で片親が別

の民族である生徒は、 「インドネシア語のみ」が5人、 「スンダ語とインドネシア語両方」

が3人であった。また両親がスンダ人以外であるが同民族出身である生徒は、 「インドネ

シア語のみ」が6人と全員であった。これは大まかな傾向であり、親の民族以外にも親の

教育意図、教育程度、スンダ語使用地域での居住年数、祖父母と同居かどうかなどの影響

要因はいくつも考えられる。

「自分の民族について紹介してください」という質問に自由記述で答えてもらったとこ

ろ」、 「スンダ民族は他の民族より言葉や話し方が優しい」 「スンダ人は一般的に優しく微

笑みやすく、スンダ語を用いています」 「スンダ民族は社会で十分有名な文化をたくさん

持っています。例えばジャイボンガンやワヤンゴレックです」 「私はスンダで生まれ育ち

両親もスンダ人ですO私はスンダ民族に生まれて良かった。なぜならスンダはとても美し

いからです」 「スンダ人は西ジャワ州に住んでいる」 「スンダ民族は多様なアダットと美

しい締りを持っている」など、スンダ民族を誇る特徴的な文化があげられているOその反

面、 「私たちはインドネシア人であるから、自民族というものはインドネシア全地域に住

む民族を紹介すべき」という意見も書かれていた。

(4)地域科実施までの無線

1994年の教育課程の実施以前、州教育文化局に各学校の校長が召集され、 1日、新し
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教育課程の説明会が行われ、そこで学習指導要領の配布と説明が短時間ではあるが、なさ

れた。その後近くの第15中学校と合同で再び教師向けに説明会を開き、地域科とは何か

という話し合いや、その実施方法についての議論を行い、グループごとに授業案作りを行

った。バンドン教育大学においても2日間にわたって新しい教育課程の説明会が開かれ、

各学校から数名づつ参加した。

国立第12中学校が選択した地域科内の科目は、 「コンピューター」科、 「家庭科」、 「技

術」和、 「カラウイタン」科、 「スンダ語」科である。スンダ語は必修科目であるため、

自動的に決定される。他の科目は、第3章でみたように、西ジャワ州ではスンダ語以外で

は、芸術領域から1つ、技術領域から1つの科目を選択することとされているため、次の

ような方法で決定されたO技術領域からは、 「コンピューター」科、 「家庭科」および「技

術」科が、入学式の際のアンケート調査に基づいて選択された。まず全ての地域科の科目

を書いた用紙を新入生全員に配布し、 1日保護者と話し合って技術領域から一つ、芸術領

域から-つを選択させたOその結果、技術領域からは、ほぼ全員が「コンピューター」科

を選んでいたため、 「コンピューター」科はすぐ決定し、若干の生徒がコンピューターを

借りる代金が支払えない(1ケ月5000ルピア:250円に相当)という理由で「技術」科

と「家庭科」の実施を要求していたため、それらも加えた。また伝統芸能としてカラウイ

タンが選ばれたのは、生徒からの要望も多かったが、要望がなくても実施の予定であった

という。この中学校には、西欧音楽が専門である男性教師と伝統的な音楽が専門である女

性教師がいたため、地域科の教授は、女性教師が行うこととされた。その教師は、 「護身

術」科を教授することはできないため、 「カラウイタン」科、 「舞踊」科という選択肢し

かなかった。そして舞蹄はすでに特別活動として毎週水曜日に踊りの先生が来て希望者に

教えていること、踊りは動きの練習が中心になってしまうが、カラウィタンだと、より体

系的にスンダの世界を学習することができるためそれが選択されたというO

ここでの地域科の展開として注目しているのは「スンダ語」科であるが、スンダ語は従

来も選択科目として全校生徒が学習していたO　したがって、教師も教科書もなんら変わり

はないO　スンダ語の教科書は多数発行されているが、この学校では緒定教科書として

『Gapura Basa』が使用されている.50この教科書は、初版が1986年であるが、その教科

書の序文には、 1994年からの地域科の必修科目としての「スンダ語」科の教授プログラ

ム概要に基づき改訂されていると書かれている。

(5)地域科授業実践

事例7　中学校第1学年A細　「スンダ薄」科授業　(1996年4月4日)

教師の属性・教育意図:50歳の明るい女教師oスンダ人、イスラム教徒o高校と大学2

年までジョグジャカルタにいたため、ジャワ語も理解する。 「私は本来、スンダ語が専門

ではないのよ。私が初めて学校に入った時から8年間はパンチャシラ道徳教育を教えたの

よO　当時の校長は私を信じてたのよね。私は教育大学のカウンセリングの専門を卒業して

ね。私はどの教科も教えられるけど、数学と英語は間違えるのが怖いからだめね-O私は

*5　Tatang Sumarsono, Ahmad Hadi, Gapura Basa, Bandung, Mei 1995.この教科書は、 1学

年で1A、 1B、 1Cと3冊発行されている。
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歌うのが好きなの。この子たちも歌うのが好きで、教科書に載っている歌は教えるの」と

歌ってみせる。

生徒の属性:両親共にジャワ人という生徒が2人、片親がジャワ人、ミナンカバウ人、華

人という生徒が一人づつ、また両親共にスンダ人ではあるが、幼い頃から転勤が多く、去

年やっとバンドンに戻ってきたという生徒が一人、あとはスンダ人O

授業時のねらいと内容:教科書のテーマは、 「伝統的な政府機関」で、テーマに合わせた

読み物、語嚢、練習問題、詩や歌詞が載せられている。この日は、読み物の語嚢の復習と

教科書の「語嚢の説明」の部分。 (資料1西ジャワ州教授プログラム概要「スンダ語」

科中学校1年3学期参照O)

教科書・教材:教科書を用いる。

教授学習過程:

教師:はーいoスンダ語ね一。ムロックってムアタン・ローカルのことね一0

生徒:はーい! f

教師:教科書持ってる人は開いて一。単語の復習よ。教科書の読み物の中に出てくる単語を黒

板に書くO　はい、読んで。 (チョークで真っ白の手で生徒を指名。)

生徒:膨れ上がった?ゆがんだ? (指名されて、男子生徒1人や頓科音を座ったまま読むDと

ても大きい声でO少しつまずくと、他の生徒は笑うが、無視して一所懸命読むO)p　①

教師: (笑う生徒を手振りでたしなめて、続けさせる。インドネシア語で単語を言い、それに

対応する意味のスンダ語を聞く。)

生徒: (とまどって思わず知っているジャワ語を答える。)

教師:今のはジャワ語でしょ。 (ジャワ人生徒がスンダ語と間違えたジャワ語の単語を指摘。)

生徒: (教科書に直接意味を書き込む。)

教師‥はいリナ、今日.のところを読んでo (一人の女子生徒を手で促し教科書を読ませるO) ②

生徒:はいo (緊張した面もちで。)評価の融、 - ・呪いの一種は・ ・豊かな表琴を用いて

書かれている- ・古い?芸術の一つです。ト行に3回は読み間違えるo座ったまま、

うつむいて足をゆらしゆらし、一生懸命読み続ける。他の生徒は間違える度に意識的に

かなり大げさに寒いころげるが、いっこうに構わず、必死で読み続ける。) ◎

教師:はいじゃあ、次は隣の席の人。 (名前を全部覚えているわけではない。時々眉間にしわ

を寄せて笑う生徒をたしなめる.前列の右から左に一人づつ一段落を読ませる。

授業はインドネシ語を少しとスンダ語で進める。)

生徒: (嬉しげに体をごそごそっと動かして)呪文は、強い力をもっており、 ・ -状態や人間

に影響を与えることができます。 (照れくさそうに下を向く。ほぼ全員が集中している。

友達が読んでいる最中は、いろいろと教科書に書き込んだり、注意したり、助けたり、

冷やかしたり、笑ったりと忙しい。笑われている方も全くめげることなくたくましい。

スンダ語の単語の答えを求められているのに、畢嚢が混乱し、同じような意味のインド

ネシア語を答える場合もある。)

教師:今のはインドネシア語でしょう。 (生徒の答えの間違いを正す。)分かるでしょう。でき

なくっちゃ。ま-さか、自分の言葉ができないなんて! (生徒が分からなかったスンダ

語は、一つ一つ板書していき、全員で読む練習を繰り返す。しばしば英語の単語も交え

・:>
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(中略)

教師: (生徒が退屈そうなのを見て)よっし、歌でも歌いましょうO　この前勉強したやっ.何

頁に載ってたかしらね一。　④

生徒:いやっは-! 24頁で-す! (口々にさけぶ。)　⑤

教師:(うれしそうに手を振って拍子をとりながら)いち、に、さん.! ⑥

生徒:担いめい机をどんどこたたきながら、半数の男子生徒は立って、昔の英雄を讃える歌

を大声で歌う。)　　⑦

(中略) (2列づっに歌わせたり、女子と男子を別にして歌わせたりするD)

教師: (歌が終わっても、歌い足りないで歌い続けようとする生徒を手振りでたしなめながら)

Sitdownplease ! (大きな声で、英語を使って、座わりなさいというo)

生徒: (女子生徒、くすくす笑いながら繰り返す。) Sitdownplease.

教師:はーい。この歌を歌うのではなくて、朗読できる人。一人でよ。

生徒:プジー!プジー! (と一斉にたくさんの生徒が、一人の生徒の名前を呼ぶo　とても背の

高いしっかりした感じのプジは、頭をかきながら前でて真面目な顔で下をむく。)

教師:(ほほえみながら)いち、に、さん。

生徒: (プジは大きな声でしっかりと朗読する。朗読が終わると一斉に大きな拍手が起こるO)

(中略)

教師: (今日の単元について)はーい、良くできるようになりました。分からない時は必ず聞

かないと、後でいつまでたっても何にも分からないままになるわよ。

生徒:はーい。

(中略)

教師:あー、もうイブは話し疲れちゃったわ0 28貢の問題を解いて。

スンダ語を母語としない生徒であっても、熱心に楽しんで学習する、という地域科の目

標を達成する可能性の高い授業展開がみられた。両親ともにジャワ人でまだ2年しかバン

ドンにすんでいない男子生徒(下線①)も、家でスンダを用いていないジャカルタから転

校してきた華人の女子生徒(下線③)も含め、ほとんどが熱心に楽しく学習している(下

線⑤、 ⑦)。教師も民族の別なく接し(下線②)、生徒が過屈しないよう、楽しませるよ

うに歌うことが多く(下線④、 ⑥)、楽しみながら学習しているようである。

このクラスの生徒全員に、自習時間に「地域科についての感想」を自由記述してもらっ

たことろ、漠然と「地域科は必要で役立つ」という感想が多く、地域科の科目の中では「コ

ンピューター」科に圧倒的人気があったが、 「スンダ語」科は「分かりやすくて好き」と

いう意見も多く見られた。いくつかの例をあげると、スンダ人生徒(1人)は「外国語が

インドネシアに入ってくることで地方語が全くなくなってしまうようなことにならないよ

うにするために、学習する事はとても良い」、両親が2人ともジャワ人で家庭ではインド

ネシア語を使用しているという生徒(2人)によると「僕は、地域科の中でスンダ語が一

番好きです。なぜなら学校でスンダ語を学ぶことで、より一層スンダ語を知ることができ

るからです」、 「私は、スンダ語などを地域科で学ぶことで、他の教科では学べない、日

常生活にとても役立つ知識を得ることができる」と答えている。また両親の仕事の関係で

4歳の時から国内の移動が多かったが、 1年前に生まれ故郷のバンドンに戻ってきたとい
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うスンダ人生徒は、 「最近は親戚や祖父と話すことも多くなってきたため、正しいスンダ

語を勉強できてとてもうれしい」と述べている。

事例8　中学校第1学年　「スンダ語」科の授業　(1996年4月16日)

教師の属性・教育意図:チレボンの田舎出身で小学校で23年間教えていた。家族の都合

でバンドンに移ってきて、この中学校で20年間教えている。現在58歳で後2年で退職で

あるO幼い頃、 「国民学校で日本語と日本人の規律を学んだ」と誇らしげに語る。もう歯

もほとんど抜けて、服装も他の教師はきちんとしているのに対し、この教師だけはよれよ

れの普段着で、まるで生徒の祖父が家の前のイスでたばこをふかして雑談してきたばかり、

といった風でもある。 「スンダ語」科の授業では、正しく、丁寧なスンダ語に加えて、規

律も教えたいとしている。また「生徒たちはね、毎日スンダ語を家庭や社会の中で使って

いて、話すのは本当に上手なんだ。私の田舎で使うスンダ語はカサール(下品)なやっで

ね。ここの生徒はよくパルス(上品)なやつを知っているよ。でもやっぱり完壁なスンダ

語は難しくてね。お互い困っているよ。私はスンダ語が専門という訳ではないんだけど、

一番年寄りで、まあ若者よりは分かってるってことで教えるように言われてるんだよ」と

生徒を尊重している反面、 「いやー昔はよかった。授業に遅れるような生徒はいなかった

んだ。みんな一生懸命だったよO　しかし今の教師や生徒はなってない」とも述べている.

生徒の属性:両親ともジャワ人という生徒が2人、ミナンカバウ人が2人。いずれも2-

3年前に両親の仕事の関係で転校してきた生徒。それ以外はスンダ人。

授業時のねらいと内容:授業目標は同上Q　内容は、 「お財布」というテーマでスンダ語の

衝単な話。

教科書・教材:以前からあった教科書。ほぼ教科書に沿って授業が行われ、小テストも教

科書に掲載されている問題から出されるが、脱線することも多い。この授業は、脱線して

いろいろな物売りの話し。

教授学習過程:

教師: (教室に入ってくるなり急にどなって一人のうつぶせになって眠ている生徒の腕をたた

<o

生徒: (驚いたのは本人だけで、後の生徒は全くいつもの通り。午後からの授業、この日は土

砂降りの雨で、生徒もざわざわ。びしょぬれになって一人の女子生徒が遅れてやってく

る。)

教師:だいたい午後の授業っていうのはあ、いかん。たるんどる。 12時半に授業が始まるの

だったら、 12時には学校に来ていなきやあならん。朝起きて、家の手伝いや宿題を済

ませ、昼食を済ませてくるべきだ.バンドンはもうすっかり変わって、大きな癖市だO

渋滞の町なんだから、早桝こ家を出るのは当たり前だ。 (説教の途中に隣のクラスの女

子生徒がほうきを借りにやってくると)何を言ってるんだ、今は授業中だ、出てけ、出

てけ! (手振りをして追い返す。)

生徒: (くすくすと笑う。)

教師: (ひとしきり説教した後。一番前のイスに座ってスンダ語で口調を柔らかくして話し始

める。)バンドンの町っていうのはだな、北は涼しくて上品で金持ちがやってきて、南

は暑くて暑くて人がごみごみ、でも活気のある町だO暑い時にやあ、アイスに限る。先
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生も、歯はなくっても、アイスは食べられるO　うをっほっほ。ちょ一つとだけな-o

(中略)

教師: (とても美しい字で今日のテーマを板書するO生徒に写すように身振りで促すO続けて

新しい用語も5つほど書く。)

生徒: (教科書に書かれてあることであるが、教科書を持っていない生徒が多いため、全て写

さないといけないO)

教師: (新しい用語を指し示しながら、インドネシア語だったらこれは〇〇〇というのだ、と

まるで英語を使う時のように気恥ずかしそうにしながら説明する。)

生徒: (アリフ先生に促されて黒板に書かれた文章を読む)オマンは、年は、 13歳です。学校

から、帰ったら、えーつと、 (後ろの生徒が読み方を教える。)あっ、いつもアイスを買

い、店の前の椅子に座って食べますQ

教師:ふ-む。よし。おまえ達もいつもおやっを買ってるな。何があるかいなあ。ちょっとい

つも世話になってる物売りとその人達が使っている道具をあげてみてくれ。 (あっとい

う間にテーマは「物売りのいろいろ」になり、物売りが使う道具や材料を例にあげて、

スンダ語を用いておもしろく話す。)

生徒:トウカン.ルジャック(Tukang Rejak:色々な果物を細かく切って、赤砂糖とピーナツ

と唐辛子を混ぜた調味料をかける食べ物) ! !うーつむ.r (身近で自分たちの好きな食

べ物、そしてあまりにも平凡な食べ物が取りあげられて変な感じでうれしがっている。)

教師:そうそう。 (目を細めて、黒板にトウカン・ルジャック)あんまり辛くしすぎたら、ひ

一つO (顔を歪めるo)

生徒:わーはっはっはO

(中略)

教師: (例にあげるのは全て身近な生活に関係するものO)私がいつもズボンに結びつけている

ものは、一つは懐中時計、一つはマスター・キーの束だ. (一つ一つ取り出して見せな

がら、とてもまじめな顔で)これは田舎臭いことだな。私は全く田舎もので、確かに都

市に住むようになって長いこと経っが、習慣は田舎臭いまんまだな-C先生の田舎では

な、まだまだの-んびり、家の庭先でタバコふかして、通る人に挨拶をして、まあ、い

っぱいお茶でも飲みんせいと言ってなあ。バンドンは車は多いし、空気は汚いし、ゆっ

くりできやせんわ。

生徒: (教室が教室でないような和やかさとなり、生徒も落ち着いている。)先生、そんなこと

もないよ。うちの爺ちゃんはいっも庭先でタバコをふかしているよ。 (他の生徒も話し

に入る。)

(中略)

教師: (話はどんどん脱線しつつも、とりあえず教科書1頁分は終える。)

アリフ先生は、目新しい方法を使っている訳ではないが、十分生徒を引きつける巧みな

話術と美しい板書で授業を行う。アリフ先生は、この日午後の授業で退屈そうな生徒たち

のために、身近な話題をスンダ語とインドネシア語混じりで話すという授業を行っている。

そのため、日常でよく耳にするが、分からない言葉、あるいは聞き慣れている言葉を理解

できて、生徒たちは、意気揚々としていた。ジャワ人生徒は当てられる以外は黙ってアリ
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フ先生や友達の会話を聞いているが、当てられれば教科書を一生懸命読み、恥ずかしがり

ながらも友達に聞いたり、友達も読みに詰まったら、親切に教えてあげたりしていた。と

ても雰囲気のいい、楽しい授業虚聞となっている。教科書は、どちらかというと、退屈な

お話が多いが、教師が常に生活の話しをスンダ語で行うため、生徒はやる気を保ち、意気

揚々と話し出せる機会が多くなっている。

このような展開になった要因は、次のように推測できる。州都バンドン市はインドネシ

ア第3の都市であり人口流入が多いが(人口動態)、全西ジャワ州人口の72.6%を占める

スンダ民族(民族構成)が州の主要な政府諸機関の長を占め、彼らは公の場での適切な振

る舞い方の基準を示し、彼らの文化パターンによって統制しているため、移住してきた人

々は意識的無意識的に自らをスンダ化していこうとする状況にある(文化的・社会的状

況)。そのため、スンダ語は移住してきた人々にとって社会生活を営むための、社会的上

昇移動のためのスキルであった(ニーズ)。また、教師たちも生徒の民族の区別なく、親

しみやすい内容と方法で授業しようと努力していたため、生徒も楽しみながら熱心にスン

ダ語を習得するという展開となったと言える。

以上幾つかの例を見てきたように、,地域科の必修科目は、学校レベルにおいて様々に展

開しているが、当該地域の人口動態、民族構成及び文化的社会的状況という複雑な要因の

重なり合いの中で、生徒が社会生活を営み、社会的上昇移動のために何を不可欠なスキル

としているのかというニーズをついて把握することが、様々な意図せざる結果を招くか招

かないかの重要な要因であることが明らかになった。
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本論文では、インドネシアにおける地域科について、その成立過程と展開について論じ

てきたD結語では、本論文のまとめを行い、若干の今後の課題について述べることとする。

地域科は、 1994年改訂の「基礎教育カリキュラム」に新設された画期的な教科であるO

その特徴は、初めて州事務所に教育課程の編成権が認められたという点と「地域を知り、

地域を愛し、地域で自立し、地域開発に役立っ人材育成」を達成するために、地域の文化、

地域の手工芸、地域産業等、多岐にわたる複数の科目から構成されるという点にある。

その成立の背景には、 80年代からの地方分権化政策、一次産品の加工、観光産業に関

連する伝統産業の開発という地域開発政策及び小・中学校中退者・卒業者の雇用問題対策

として、各地域において必要とされる技能を習得させることが学校教育に求められていた

という状況があったOなぜなら従来の教育課程は、教育文化省によって編成された画一的

なものであり、小学校及び中学校における技術教育領域の内容は、綿密な社会状況調査に

ともづいて編成されたものではなかったからである。また地域科の背景には、真の意味で

の「多様性の中の統一」を達成するために学校教育において「伝統的な地域文化」の創出

と普及を要求していた状況、子どもが地域社会から孤立しつつある傾向、若者が都市㌢流

出する傾向及び伝統文化の「カサール化」 (大衆化)現象・衰退傾向に対抗するために、

社会が学校教育に地域と伝統的な地域文化についての教育を求めてきたという状況があっ

た。なぜなら従来の言語教育、道徳・公民教育、社会科教育、芸術教育の教育課程では、

各地域の多様な文化に関する内容が除外されてきていたからである。

そこで当時の教育文化大臣ファッド・バツサンは、 「従来の全国一律のナショナル・カ

リキェラムでは、現存する諸要求に対応できない」と判断して、 「地域の内容」 (ムアタ

ン・ローカル)を教育課程に組み込むことを提案したoそして1986年の国家実務会議に

おいて、 1994年に改訂予定の「基礎教育カリキュラム」に「地域の内容」を確保するこ

とが決定されたO次いで1987年には、教育文化大臣決定第412号によって「生徒が学習

する必要のある自然環境、社会環境、地域のニーズに関連する内容伝達を行うプログラム」

として、地域教育プログラムの試行が決定した。この地域教育プログラムは、地域の内容

を既存の教科に関連付けて、総授業時間の20 %以内において教授するというプログラム

であった。当時教育文化省内では、この地域教育プログラムは地域陶、学校間の格差を拡

大することになると反対する者も多く、地域の状況とニーズの多様性に対応し、公教育の

有効性と効率性を高めるためには必要であるとする賛成者との議論がたたかわされた過程
もあった。

教育文化大臣決定第412号以降は、 1994年の改訂に向けて、様々な諸関連法規が制定

されている。特に地域科に関連する主なものは、 1989年国民教育制度法第38条2項にお

ける「教育機関における教育活動の実施は、全国的に実施される教育課程と地域社会の状

況とニーズ並びに関連する教育機関の特徴に合ったカリキェラムを基盤とする」や、 1990

年基礎教育に関する省令第28号第14条3項における「基礎教育は、全国的に実施されて

いる教育課程を減じることなく、国家教育の目的からはずれない範囲で、地域の状況と当

該教育施設の特徴に合った教科を増やすことができる」である。そして、これらの法律や

省令にもとづいた1993年教育文化大臣令第60による「基礎教育カリキュラム」において、

地域科は「周囲の状況とニーズに対応することを.目指して、教育文化省州事務所長によっ
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てその内容が決定され」、 「当該地域によって必要と考えられる生徒の能力を発展させる

機会を与える」教科として新設された。

この法的基盤の整備と平行して、教育文化省の諸機関は、教育文化大臣決定第412号を

受けて、それぞれ地域教育プログラムの開発を各地で行った。教育文化省教育文化研究開

発庁カリキュラム開発局は、西ジャワ州事務所と共同して西ジャワ州タシックマラヤ県の

小学校における地域教育プログラムの開発(1991年) ・実施(1992年) ・評価を行った。

同庁教育文化研究局は、中ジャワ州事務所と共同してアディパラ県地域教育プログラムの

試験的開発(1989年)、西ジャワ州事務所と共同してスメダン県地域教育プログラムの試

験的開発(1989年)を行ったo初等中等教育総局一般中等課は、中ジャワ州において地

域教育プログラムの試験的開発に取り組んだ。次いで1992年には各教育文化省州事務所

に地域科カリキュラム開発のための基礎データの収集のために、小学校、中学校及び高等

学校の教員からなる「カリキュラム開発チーム」を召集し、州レベルでの具体的な地域科

カリキュラム開発を行うよう要請した。教育文化省諸機関による地域教育プログラム開発

の成果は、国レベルの地域科開発指針として作成され、刊行された。

この国レベルの地域科の指針において、最も注目されるのは、州レベルにおいて行われ

る地域科のカリキュラム開発に関する二つの基準であるOそれは①国家統合・開発主義と

民族・地域・伝統回帰主義の調整という基準と②多様な集団・地域の状況・ニーズの調整

という基準である。しかし、示された基準は、唆味かつ抽象的であるため、州はこの指針

をどのように受け止め、どのように教育課程を編成したのかについてさらに分析を行った。

①の基準については、全州の傾向として、 「国民文化を豊かにするために地域文化を学

習する」という目標を掲げており、政治的に比較的コントロールしやすい芸能や文化を内

容とし、特定の民族名を記載せず、地域名のみを文化名として用いるという工夫をしてい

ることが多い。またその教授学習方法としてはパンチャシラを規準に生徒に国民文化とし

てふさわしい文化を選ばせたり、アダットを分析的に学習するという方法で調整を行って

いた。ところが、 ②の調整にらいては、州内には多数の民族が存在するにもかかわらず、

特定民族文化のみを内容として教育課程を編成したり、しかもその科目を州全体の必修科

目としている州があり、配慮のなさがみられた。

そこでその中でも特に、西スマトラ州において必修とされた「ミナンカバウ世界の文化」

科　トつめ民族文化のみを教育内容とする科目)、西カリマンタン州において必修とされ

た「アダットと伝統の学習」科(二つの民族文化のみを内容とする科目)、西ジャワ州に

おいて必修とされた「スンダ語」科(一つの民族言語のみを内容とする科目)に注目して、

各州の文化的社会的状況、教育課程の編成過程及びその特徴を明らかにした。

さらにそれらの科目が実際学校においてどのように展開するのかを記述し、人口動態、

民族構成、文化的社会的状況という視点からそれらの展開の要因について分析を行ったQ

西スマトラ州ムンタウェイ諸島の中学校2、 3年生で週2時間行われている「ミナンカ

バウ世界の文化」科の授業では、ミナンカバウ人教師らが、全く異なる文化を持つムンタ

ウェイ民族の子弟が大半を占めるクラスにおいて、ムンタウェイ文化の劣等性とミナンカ

バウ文化の優越性を強調したり、ミナンカバウ語で諺を暗記させたり、見たこともないミ

ナンカバクの伝統家屋を描かせるという授業を行っていた。その結果、生徒は教師に反発

したり、自民族文化を主張することもできず、ミナンカバウ文化にも適応できないという
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葛藤を抱いたり、完全にミナンカバウ志向になり、 「地域を捨てる」態度をとったりする

という展開を見せている。

このような展開になった要因は、人口動態、民族構成、文化的状況、社会的状況、教育

学的要因、生徒のニーズという視点から、次のように推測することができるOムンタウェ

イ人は、商業活動を除いて外来との交流を拒んできたため(人口動態)、西スマトラ州に

おけるマイノリティ(民族構成)と位置付けられるだけでなく、辺境の特異な少数民族と

見なされており(文化的状況)、西スマトラ,ji再こおけるマジョリティであるミナンカバウ

人と-は政治的・経済的に従属的関係にある(社会的状況)。それを教師も生徒も認識して

おり、特に教師は、ムンタウェイ人生徒の立場に立って考えるだけの余裕もない上に、自

民族文化に対する誇りが高いため、自分たちの強制的な教授方法に気がつかない。そして

教授プログラム概要や教科書はミナンカバウ人子弟のみを対象に作成されたものであった

(教育学的要因)Oまた、パダンで進学することを希望しない、あるいはあきらめている

生徒は、ミナンカバウ文化を生活に必要で社会的上昇移動のために必要なスキル(ニーズ)

と考えていないため、反発や葛藤が生じ、またミナンカバウ文化を漠然と価値のあるもの

とみなしていたり、それを社会的上昇移動のために必要なスキル(ニーズ)と見なしてい

る生徒は、地域や自民族文化から疎遠になる傾向を示したのだと考えられる。

西カリマンタン州ボンティアナックの小学校5年生による週2時間の「アダットと伝統

の学習」科の授業では、ジャワ人教師が、ジャワ人の生徒が大半を占めるクラスにおいて、

ダヤク文化に対するネガティブなイメージを生徒に与え、生徒もまた教師に従ってそのイ

メージを共有していくという、地域科の目標とは全く異なった授業が展開されていたOま

た、同じくボンティアナックの中学校第1学年による週2時間の「アダットと伝統の学習」

科の授業では、ムラユ人教師が、ムラユ人の生徒が大半を占めるクラスにおいて、ダヤク

族に対するかなり強い差別的発言を繰り返し、生徒にダヤク族・ダヤク文化に対するネガ

ティブなイメージを与え、生徒のダヤク族に対する差別的意識を助長するという展開が見

・.>'fl∴

このような展開になった要因は、次のように推測できる。西カリマンタン州においては

華人やジャワ人の移民が増えており(人口動態)、移民による少数派によって州の民族構

成は多様となっている(民族構成)Oそこで必修科目化されたのは、州の二つのマジョリ

ティの文化であったが、そのうち一つの民族文化(ダヤク文化)は一般に「未開的」で劣

った文化とみなされ、もう一つの民族文化(ムラユ文化)や州内における少数派である民

族文化(ジャワ文化)は、一般に「発達した」 「高度な」文化と評価されている(文化的

状況)。そのためジャワ人教師とムラユ人教師には、ダヤク文化を尊重しようとする意識

が乏しく、また教科書や説明会はなく、教授プログラム概要も民族間題に特別な配慮はさ

れていなかった(教育学的要因)Oまた、州内の主要な政府諸機関もこの二つの民族出身

者が占めており(社会的状況)、ムラユ人との接触が多いジャワ人やムラユ人にとって、

ダヤク文化の習得は、社会生活を営む上での、また社会的上昇移動のためのスキルではな

い(ニーズ)として生徒たちに認識されている。これらの要因が複雑に絡み合って、上述

のような展開となったと考えられる。

西ジャワ州バンドンの中学校1年生で週2時間行われている「スンダ語」科の授業では、

スンダ人教師が、大半がスンダ人であるが移住してきた他民族出身の生徒を含むクラスに
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おいて、生徒の民族の区別なく、親しみやすい内容と方法で授業しようと努力しており、

スンダ語を母語としない生徒であっても熱心に楽しんで学習するという展開が見られた。

このような展開になった要因は、次のように推測できる。州都バンドンはインドネシア

第3の都市であり人口流入が多いが(人口動態)、全西ジャワ州人口の7割を占めるスン

ダ民族(民族構成)が州の主要な政府諸機関の長を占め、彼らは公の場での適切な振る舞

い方の基準を示し、彼らの文化パターンによって統制しているため、移住してきた人々は

意識的無意識的に自らをスンダ化していこうとする状況にある(文化的社会的状況)Oま

た、スンダ語は以前から選択科目として存在した教科であるため、その学習の正統化に躍

起になる必要なく、教授プログラム概要、教科書も充実しており、なにより教師は長年ス

ンダ語を教えてきたベテランであるため、全ての生徒を楽しく、効率的に学習できる教授

能力を備えている(教育学的要因)Dそして生徒は、スンダ語を社会生活を営むための、

また社会的上昇移動のために必要なスキルとして認識していたため(ニーズ)、予想外に

地域科の目標に即した展開を見せたと考えられる。

地域科は、現在のインドネシア教育に残されている諸問題の改善策として新たな構想と

方法を打ち出している。しかし、以上に見てきたように、地域科の状況のニーズだけでな

く、生徒が何を現在と将来の生活に必要なスキルと見なしているのかについて十分な調査

を行った上で教育課程を編成し、教師がそれを認識していなければ、地域科の目標は達成

されないばかりか、意図せざる結果を招くという課題を抱えた教科であると言えよう。
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資料1 「地域科カリキュラム」 (抄訳)
27州の教育文化省州事務所が発行した「地域科カリキュラム」から主に本論で取り扱った科目の

抄訳を以下に示す。 (州の番号は表3- 1の番号に対応。)

1.アチェ特別州

(1) 「アチェ語」科　(教授プログラム概要より)

<目標>

アチェ語は、アチェ特別州の母語として、各学校において一つの科目となる。アチェ語という地方

語の教授は、学習者がそれを習熟し∴アチェ語とアチェ文学についてポジティブな態度をとることを

目標としている。とりわけ、アチェ語の教授は、学習者がアチェ地方の文化を愛し、理解し、またイ

ンドネシア共和国の国民統合という広い国家的感情をも合わせ持つことを目標とする。

・地域の文化や芸術を発展させるものとしてのアチェ語を評価し、発展させる。

・様々なニーズ、目的、状況に適応する機能、有効なカを発揮するものとしてアチェ語を認識するO

・知力的側面(創造的な思考、健全な思考、有効な知識の活用、問題解決能力)、情動的側面、社会

的地位を高めるように、アチェ語を使用する能力を習得する。
<範囲>

小学校:民話や普段用いる言語表現からとりあげた教材に関心を向けさせ、使用することにより、読

み書きの能力、表現する能力を身につけ、習得する。

中学校:丁寧で、礼儀正しい言葉の概念を理解した上で、状況に合わせ、正確に出来事について意見

を述べ、判断できるようにする。

(2) 「アラブ語筆記」科(教授プログラム概要より)

<目標>

社会の一員として、また義務を果たす国民として、また個々人の行動と態度を助けるた釧こ、アラ

ブ語とアルクルアン文字の読み書きの技術、能力、理解の向上をはかる。
<範囲>

小学校=インドネシアアラブ語筆記とアルクルアン文字の筆記は、外部からの影響により方向性を

失っている状況に対抗し、社会の変化に適応するた糾こ、創造的な方法でアラブ語筆記とア

ルクルアン文字の筆記の維持し、合理的な態度を育成し、またイスラム社会生活の中での手

引きとして、宗教的な要素の一つとして、アラブ文字の芸術性を発展させる能力を育成す
る。

中学校:短い手紙を翻訳する能力を持ち、責任を果たす個人として、国民として、イスラム社会の一

員としての態度と行為を行うために、アラブ語の読み書きとアルクルアン文字の筆記能力と
知識を身につける。

(3) 「礼儀と倫理観の形成j科(教授プログラム概要より)

<目標>

社会生活の規律の中で礼儀と倫理観の概念を習得し、日常生活の中で実行するように努める。
<範囲>

社会組織の中で代々伝わってきた道徳的な意味を持つ行儀作法であるアダットを規準として、何が

良くて、何が正当であるかなどを教える。

3.酉スマトラ州

<序(基本、意図及び目標) > (開発説明書より)

A.基本

インドネシアの一つの州である酉スマトラ州は、先祖代々伝えられてきたアダット、風俗習慣、礼

儀作法、伝統的な言語と芸術、多様な産業と生活様式を有するO　それらはすべて教育を通して保持、

発展される必要のある生活を豊かにする価値観、特徴を持つ。ミナンカバウの自然、社会及び文化を

生徒に教授することによって、彼らは環境に親しむことが可能になり、周辺社会から疎遠になったり、

孤立感を味わうことを避けることができる大きな可能性を与えることになる。
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B.意図及び目標

地域科カリキュラムは、地域のニーズを基盤として編成されたカリキュラムであり、その教育内容

は自然、社会、文化及び経済環境と地域開発のニーズに対応され、複数科目によって構成される。教

育を通して自然環境、文化及び手工芸を維持する過程では、勤労の精神を育成するた捌こ、知ること
から始まり、理解し、習得し、実習することを必要とする。

さらに、地域科カリキ-ラムの目標は、 1)生徒に自分自身の周辺について教えることで、地域の

経済的な成果を生む手工芸を含む地域の文化を維持し、 2)生徒に社会で生きていくた桝こ必要な知

識や技能を与え、より高い教育を受けるための準備をさせ、生活の必要を満たすことができ、自分自

身はもとより両親を助けることができるようにさせること、である。

(1) 「ミナンカバウ世界の文化J科(教授プログラム概要より)
<理解>

文化とは、日常生活の中で有益な人間の精神の創造性の成果である。ミナンカバウ世界とは、ミナ

ンカバウ人の祖先に対する考え方である。したがってミナンカバウ世界の文化は、祖先の地における

ミナンカバウ精神の創造性の成果を意味し、人々の生活の中で有益なものとなる。その創造性の成果

には、物質的な財産と物質的ではない財産がある。物質的な財産としては、儀式、装飾、手工芸晶な

どがある.一方物質的ではない財産としては、価値観、秩序、規準、一般的な習慣などがある。この

科目はミナンカバウ催界の文化を主要部分とし、生徒と社会のニーズに対応し、日常生活に適応した

ものであることを基盤として選ばれ、決定された。
<機能>

国民文化の一部分として、ミナンカバウ世界の文化の基本的な知識を生徒に与える。国民文化に対

する愛情を育てるために、ミナンカバウの自然文化に対する評価と愛情を育てる。ミナンカバウ文化

を生活の中での経験を通して実感し、活用することができるように援助するo国民文化を豊かにする

た釧こ、ミナンカバウ世界の文化を再評価し、維持し、再興することを助ける
<目標>

日常生活の中でミナンカバウ世界の文化の価値観を知り、理解し、評価し、親しみ、活用すること
ができるようにする。

<目標達成のための方策>

1.教材の準備

生徒の発達段階、学校及び社会の状況に合わせて、実生活に近づくように資料、材料の準備に努力

する。地域の特徴に合わせて教顔を追加し、教師の能力を生かすこと0
2.教授学習方法

実践的方法・例えば情報についての議論、研修旅行、社会的な事柄に関する演劇、課題、問答など

を用いることが望まれる。これらの方法は、学校の状祝に合わせなければならず、また一つの教え方

だけで十分であることはない。したがって教師は全ての教授方法を使用することが望まれる。
<K35i

・ミナンカバウ　タンボ(ミナンカバウ族の家系図)

・ミナンカバウ芸術の道具

・石に刻まれた碑文、歴史年表

・ミナンカバウ世界の部屋(ミナンカバウの伝統的な家屋を模倣した部屋)
4.教師と情報提供者

・教授するのはクラスの担任であるが、ミナンカバウ世界の文化について広い知識を持つ他の教師で
もよい。

・情報提供者としては、ミナンカバウ世界のアダットについての詳しい団体もしくは人々。例えば、BP

3 (日本のPTAに相当)を通して、保護者、関連する政府機関、アダットの団体(ミナンカバウ惟

界のアダット評議会、アダットの指導者、民族の長老)が選ばれる。
5.当該地域との連携

BP 3を通して、保護者、関連する政府機関、アダットの団体の手助けが求められる。
6.評価

評価は、態度、作品及び知識に重点をおいて評価する。それは、 1)ミナンカバウ世界の文化を評
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価しているか、 2)ミナンカバウ世界の文化に対してポジティブな態度であるか、 3)ミナンカバウ

世界の文化を維持しようとしているか、 4)日常の生活の中でミナンカバウ世界の文化を活用してい

るか、などである.したがってミナンカバウ世界の文化の科目についての評価は、態度± 30 %、作

品/行為±50%、知識±20%で行なわれる。

<機能>

・国家の文化の1部分として、ミナンカバウ世界の文化の基本的な知識を生徒に与える。

・国家の文化に対する愛情を育成するために、ミナンカバウの自然文化に対する評価と愛情を育てる。

・ミナンカバウの文化を生活の中の経験を通して実感し、活用することができるように援助する。

・国家の文化を豊かにするという範囲内において、ミナンカバウ世界の文化を再評価し、不変にし、

再興することを助ける。

<各学年・学期の目標と内容>

小学校第3学年

1学期:見たり聞いたりすること、訓練を通して、地域社会で行なわれている礼儀作法としてのアダ

ットを行なえるようにする。

・両親、教師、友達との受け答えの時の礼儀。

・敷物の上に座る時の座り方(女子、男子)0

・食事時に避けるなければならないことについての知識と礼儀正しい食べ方。

・ミナンカバウの民族衣装の正しい身に付け方(女子、男子)0

・友達との歩き方と他の人との歩き方に関する礼儀。

・正しい訪問の仕方と適切な時間。

2学期:見たり聞いたりすること、訓練を通して、ミナンカバウのアダットによって勧められている

日常生活の中での態度を取ることができるようにする。

・両親、教師、友達、その他の人々に対する適切な敬意の表し方0

・日常生活において困っていたり、働いている友達や人々を助ける態度について。

・謙遜的な態度について。

・日常生活において必要とされる考え方についての議論(ミナンカバウのアダットによる特徴

ある考え方として、米倉について理解する).

・日常生活の中での義務と公平さについて話し合い、それを果たす態度を身につける。

・ミナンカバウのアダットによる判断の仕方について理解し、訓練を通してその態度を育成す

るO

・ミナンカバウのアダットによる恥の感情を持つことを理解し、訓練を通してその態度を身に

つける。

3学期:見たり聞いたりすること、訓練を通して、日常生活におけるカト　マンダキ(kato mandaki)

カトマレレン(katomalereng)、カトマヌルン(katomanurun)、カト　マンダタ(katomandata)

を行なえるようにし、人との付き合いの中での礼儀作法を認識できるようにする.

小学校第4学年

1学期:ミナンカバウの歴史、物語、読み物の討論を通してその要素を知り、理解する。

・専門家による名前の由来の説明、歴史的なミナンカバウ人の由来、ミナンカバウ地方の説明、

ミナンカバウ人の諸要素によるミナンカバウ人の根拠、ミナンカバウの物語、ミナンカバウ

の世界とその海岸部について。

・ラレコト　ビリハン(LarehKotoPilihang)と　ラレボディ　チヤニアゴ(LarehBodiCaniago)

の意味、違い、位置についてO

・ミナンカバクの中心地域としてのティゴ地方とミナンカバウの様々な地域(アガム地方、平

野、 50の都市)についてO

・ミナンカバウの海岸地域、ミナンカバウ地域の位置について。

・古代史によるミナンカバウ地域の境界(陸地の地域、海とミナンカバウの隣人の地域)。

2学期:調和のとれた付き合いができるための礼儀作法としてのアダット。

・共同生活、日常生活におけるナッルルイッヒ　バソジョバシ(Nakluruihbasojobasi)の理

解と練習。

・ナッルルイッヒ　ランタンカン(Nak luruih rantangkan)の理解と日常生活における公平な態
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度の育成。

・ナッティンギブディ(Nak血ggi naikkan budi)の意味の理解と日常生活における思慮分別

の育成。

・ナッカヨ　クエツマンチヤリ(NakKayokuekmancari)の意味の理解.勤勉さの育成と怠

けぐせに対する諌め。

3学期:ミナンカバウの伝統的な芸術の紹介。

・ミナンカバウの伝統的な楽器(打楽器:タレンボン、ガンダン、笛:サルン、バンシ、プブ

イック、弦楽器:カチヤピ、ゴンの。

・地域の踊り(南海岸のクドランタックの踊り、パダンのバランセマダンの踊り、ソロック

のマンチャック踊り、バリアマンのアラムアムペック踊り、アガムのアルエ踊り、サワッ

フルント　シジュンジュンのジャロ踊り、平野のムロバド踊り、パサマンのサラピック　サ

ラパン踊り、ピリン踊り、インダン踊り、タベンタン踊り)の紹介。

・ミナンカバウの踊りの中にみられる特徴的な動きの説明。

・宗教的祭礼、祭、アダットの儀式に合わせた地域ごとの民族衣装の説明o

・ランダイ(手拍子に合わせ輪になって踊り歌う)の中にある芸術(踊り、楽器に合わせた歌、

芝居、文学、カウイタン)とラングイの中にある物語の説明と実施。

・ミナンカバウの伝統として有名な護術身の名前、伝統的な剣術の種類の説明と実践。

小学校第5学年

1学期:物語、読み物、議論を通してミナンカバウの歴史的遺産/碑文の意味を理解する。

・ムンヒル(Menhir)の理解、使用、ミナンカバクにあるムンヒルを形成する物語、ムンヒル

を持つ諸地域の解説。

・サルアン(Saruang)とナンパンジャン(Nan Panjang)及び建物についての知識、その使用

法、相違点についての解説。

・碑文の用語の説明、クブラジョ(Kubu Rajo) I、 rlの碑文の内容、 I、 Ⅱの違い、位置の

説明。

・パガルユン(Pagaruyung)碑文に内包された意味の研究と調査。

・サルアソ(Saruaso)碑文I 、 Ⅱに内包された意味の研究と位置確認。

・ランバタン(Rambatan)碑文に内包された意味の研究と調査.

2学期　ミナンカバウアダットの様々な儀式を理解し、経験し、実感する。

・ミナンカバウアダットの儀式の衣装、場所の紹介と解説、議論0

・全てにおける長(penghulu血elewakan gala)の装備の例、その方法についての話し合い。

・ミナンカバウ　アダットによる結婚式の例を挙げ、それについて話し合い。

3学期　読み物、見たり聞いたりすること、話し合いを通してミナンカバウアダットの様々な儀式を

理解し、経験し実感する。

・赤ん坊の出生後のお風呂、剃髪の儀式とそのの中に含まれる価値について。

・割礼式、礼拝所でのコーラン吟唱、巡礼の価値についての方法と価値について。

・葬儀の価値と方法についての理解と話し合い。

・ミナンカバクの伝統的な締りの発祥地と、その踊りに内包される価値について。

小学校第6学年

1学期:読み物、見たり聞いたりすること、話し合い、日常の活動を通してミナンカバウ社会の構成

について知り、実感する。

・ミナンカバクの親族構成について知り、例を取り挙げ、他の文化の親族構成の例との比較、

ミナンカバクの親族構成とその有効性についてO

・ミナンカバウの結婚システムと儀式、ミナンカバウアダットによる結婚式の規定とその中に

含まれる価値とシステムについて。

・ウランスマンド(urangsemando)の機能と役割、ウランスマンドの呼び名について。

・母方の伯父と甥、姪の関係と役割について。

2学期=読み物、見たり聞いたりすること、話し合いを通してミナンカバウアダットによる先祖伝来

の遺産を知る。

・ミナンカバウアダットによる先祖伝来の崇高な遺産のシステム、物質を基盤とした遺産、遺
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産の分配についての例。

・高い遺産の中に含まれる権利について例をあげ、遣産の扱い方、意味について理解するO

・低い遺産とその中にある権利について例をあげ、遺産の扱い方と意味について解説する。

・ミナンカバウアダットによる収入、財産、それに関する権利について例をあげ、その使い方

と意味について理解する。

・ミナンカバウアダットによる夫婦の結婚生活で得た共有財産、それらに関する権利につい

て例をあげ、話し合いをする。

3学期:読み物、見たり聞いたりすること、話し合いを通してミナンカバウアダットによる遺産につ

いて知り、理解する。

・ミナンカバウアダットによるsakoについて話し合い、その機能について理解する。

・ミナンカバウアダットによるsangsakoについて話し合い、その機能について理解する。

・ミナンカバウアダットによる相続財産について例をあげて話し合い、その機能について理解
する。

中学校第1学年

1学期:日常生活の中での観察、見たり聞いたりすること、話し合い、実践を通して、ミナンカバウ

文化の価値を知り、認識し、経験を通して実感する。

・ミナンカバウ世界の古代史によるミナンカバウ文化の地域の境界線の理解。例えば、 Nan

sabalik gunuang Marapi、 saedaran gunuang psaman、 sajajaran Sago jo Singgalang、 saputaran
Talangjo kurinciなど。

・魂在の行政制度による酉スマトラ州より広いミナンカバウ地域について理解するO

・ミナンカバクの特徴的な親族システムについて理解する。例えば母親と子ども、父親と子ど

も、伯父と甥、姪、縁戚関係にある同種族の男性と女性、嫁、婿とmintuo、父方の親戚と子

ども等。

・ミナンカバウにおける親戚関係の表現方法について知るO

・ミナンカバウの(行政システムにおける) 2つの調和(Koto PiliangとBodi Caniago)は、ミ

ナンカバウ社会がとった特徴的なデモクラシーであることを理解する。

・ミナンカバウ社会における3人の指導者(Ninak mamak、 Alim ulama、 Cadiak Pandai)の役割

と立場について理解する。

・ミナンカバウの大きな家の特徴(形、いろいろな部位、米倉)について知る。

・ミナンカバウ地方の子どもたちの様々な遊びを知る。例えば護身術、ランデイ(Randai;踊り

の1種)、セパックラゴー(Spakrago;蹴球)について話し合い、まとめる。

・ミナンカバウの哲学(Alam Takambangjadi guru 、ミナンカバウ人にとっての自然の意味)

について、その概念を理解する。

・ミナンカバクの4つのアダット(サバナアダット、アダット化されたアダット、タラダッ

ト、アダットイステイアダット)について知り、それぞれを比敬する。

・ミナンカバウにおける様々な文学について。

2学期:観察、読み物、話し合いを通してミナンカバウ地方について理解する0

・ミナンカバウにおけるダレック地方もしくはルハック地方(平野、アガム、リモプルアハ

コト)を地図でその位置を確認する。

・ミナンカバクにおける海岸地域(その境界、位置)と地図でその位置を確認。

・ミナンカバウにおけるパシシユ地域の境界と状況、地図でその位置を確認。

・サリンクアンアダット国について話し合うO例えば、 1国が自立する条件や統一された一

つのアダットとしての国について。サリンクアンアダットについて。

・ミナンカバウ村落(村落が自立する条件、村落社会の生活、村落行政地域)について。

・ミナンカバウのコト(koto)、ドゥドゥン(dudun)、タラタック(taratak)の違い、そこでの

生活、社会付き合い方について。

3学期:観察、読み物、インタビュー一、話し合いを通してミナンカバウ地方について理解する。

・ミナンカバウにおける親族システムとミナンカバウの母系制の意味を理解する。

・母系制の形態について話し合う。例えばミナンカバウの母系制の世界観について。その後話

し合いの結果をまとめる。
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・ミナンカバウにおける母系制の結婚式(民族外、地域内)とその形態についてまとめる。

・ミナンカバウ家族における母親の位置付けの重要性(特にBundo Kandung 、 Pemilik harta、

家族の中における子どもの人数)について話し合い、その結果をまとめる。

・ミナンカバウ家族における役割(種族の長として、遺産相続人の長として、指導者としての

役割)を果たす母方のママック(mamak;伯父)の立場を明らかにし、まとめるO

・ミナンカバウ家族における父親の役割と機能(家族の長、家族の結婚による縁籍関係者、家

族の義務)について話し合い、まとめる。

・ミナンカバウの親族関係(中心的な家族、家族の結婚による縁籍関係者、母方、父方の子ど

もたち、嫁、婿)についてまとめる。

中学校第2学年

1学期:日々の生活の中におけるミナンカバウ文化のポジティブな価値について観察、見たり聞いた

りする手と、経験、話し合い、実践を通して知り、理解し、評価する。

・読書、インタビュー、話し合いを通して行政制度もしくは調和のシステム(ボディ　チャニ

アゴの調和、デモクラシーシステム、その中における決まりの解凍の仕方)についての知識
をまとめる。

・ボディチヤニアゴと同じ方法でコト　ビリハンを理解する。二つの調和を基盤としたデモク

ラシーシステムについて話し合い、その結果をまとめる。

・ミナンカバウにおける指導者と指導的な集団について知り、理解し、実感できるようにする。

・ミナンカバクに特徴的な指導者の要素(長老の要素、ある長老の態度、長老の服装の意味)

について理解し、まとめる。

・ミナンカバウにおける長老の様々な機能と立場の重要性と様々な種類の長老について紹介

し、話し合い、まとめる。

・長老の選出方法、選出条件について知り、話し合い、その結果をまとめる。

・ミナンカバウ社会におけるウラマ-指導者の要素、機能、立場を知り、話し合い、その結果

をまとめる。

・ミナンカバウのチャヂアッハンディ(cadiak Pandai)という指導者の要素、機能、立劇こ

ついて知り、話し合い、その結果をまとめる。

・ミナンカバウ社会における指導者の要素の連合、トウンクティゴサジャランガン(tungkutigo

sajarangan)の指導者について知り、話し合い、その結果を報告するO

2学期:観察、インタビュー、読み物、話し合いの活動を通してミナンカバウのルマッガダンにつ

いて理解し、賞賛する。

・ミナンカバウのルマッガダンの特徴的な彫刻細工、建築様式について知り、話し合い、ま

とめる。

・ミナンカバウにおけるモニ-メント、施設・設備としての大きな家について話し合い、観察、

インタビュー、読書を通して理解し、ミナンカバウ社会にとってルマッガダンの重要な機

能について話し合い、まとめるO

・ミナンカバウのルマッ　ガダンの前の部屋、真ん中の部屋、台所について、読み物、インタ

ビユー、話し合いを通してその特徴を理解し、部屋の各部分についての知識をまとめる。

・家の場所、家での会話、創作と行為について理解する。ルマッガダンでの生活に関する礼

儀作法についての話し合い、まとめる。

・ミナンカバクのルマッガダンの建て方の特徴として、その資材の探し方、建設の儀式等を

理解し、話し合い、まとめる。

・ミナンカバウのルマッ　ガダンのそばにある米倉について、ミナンカバウ社会における使い

方、機能について理解し、知識をまとめる。

3学期:観察、インタビュー、読み物、話し合いの活動を通してミナンカバウ地域の子どもたちの遊

びを知り、理解し、評価するO

・ミナンカバウ地域の子どもの遊びとしての護身術の伝統的な動き、その有効性、動きの美し

さ、真理について知り、賞賛する。ランダイについて。

・地域の子どもの遊びとしての歌、詩、楽器について理解し、賞賛し、レポートを作る過程の

中で歌の芸術性を再表現する。
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・地域の子どもの遊びとしてのタプット(指示の仕方、使用されるカラウイタンなどの楽器)

について。

・ミナンカバウ芸術の道具としての様々なカラウイタン(ププットバタンパディ、サルン、

ラバブ、バンシ、タレンボン、グンダンなど)について。

中学校第3学年

1学期:日常生活の中での観察、インタビュー、読み物、話し合いの活動を通してミナンカバウ文学

と言語創作、アダットについて知り、理解し、経験を通して実感する。

・4種類のアダット(サバナアダット、アダット化されたアダット、タラダット、アダット

・イステイアダット)のミナンカバウ社会における機能について理解する。

・習慣化されたアダット(Adat Datuak Perpatiah Nan Sabatang、 Adat Datuak Katimanggumgan)と

その2つの関係について理解する。

・習慣化されたアダット(概念、入浴の方法、割礼、地域における結婚式)について理解し、

レポートを作成する中でまとめる。

・ミナンカバウ世界の哲学を理解し、実感できるようにする。

・ミナンカバウ哲学の基礎として、ミナンカバウ人としての自然の意味、自然と人間の関係に

ついて理解する。

・ミナンカバウ社会の生活の手引き、基本として、自然は教師であるという意味、真理、日々

の生活の中での実践の仕方について理解し、哲学的な意味を解釈する。

2学期:日常生活の中での観察、インタビュー、読み物、話し合いの活動を通してミナンカバウ文学

と言語創作、アダットについて知り、理解し、実感する。

・ミナンカバウの散文、詩を読み、その種類について理解し、まとめるe

・ミナンカバウ文学創作(散文、詩)を読み、賞賛し、レポートでその美しさについて理解し

たことをまとめる。

・ミナンカバウ文学創作(散文、詩)の中にある道徳的な価値観と教義について分析し、理解

し、レポートにおいてその特徴を解説する。

・散文の文学の分析や精読を通して理解し、レポートでそのあらすじを要約する。

3学期:観察、インタビュー、読み物、話し合いの活動を通してミナンカバウ文学と言語を理解し、

評価する。

・ミナンカバウの古代史の中にある歴史的価値観、道徳的価値観、美的価値観について話し合

い、分析することで理解し、評価し、レポートにおいてその価値を解説する。

・ミナンカバウの伝説の主暦、伝説の訓示について話し合い、分析することで理解し、評価す

る。レポートにおいてその伝説の主題、訓示を解説する。

・四行詩の中にある教育的価値、美的価値、道徳的価値について話し合い、分析することで理

解し、評価するO　レポートにおいてはその中に含まれる価値を解説するo

・格言、諺の中にある教義、訓戒について話し合い、分析することで理解し、評価する。レポ

ートにおいてはその中にある教義、訓戒、伝えたいことを解説するO

・ミナンカバウアダットの訓話を読み、分析し、話し合う中でその中に含まれる意味を理解し、

ポジティブに評価するO　レポートではそれを解説する0

4.リアウ州　(開発説明書より)

<目標>

生徒は、当該地域環境についてしっかりとした考え方を持ち、国家開発とリアウ州の地域開発に役

立つ自然の資源と文化を維持し、発展する態度と行動をとることができる。自然環境を維持する態度

や行動がとれ、技能を習得できるように、まずは知ることからはじめ、認識し、習得し、活用し、労

働精神を育成するようにする。そのため地域科の目標は、 ①環境について知らしめ、高く評価されて

いる手工芸、特にリアウ地域において高い経済的価値の成果を生む手工芸を含む文化の維持に参加さ

せる。 ②社会で生きていくための能力とより高い(教育)段階に進むための知識と技能を与える。 ③

生活に必要なものを揃えられ、自分自身だけでなく両親をも助けられる能力を与える。

(1) 「アラブ　ムラユ語」科　(開発説明書より)
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小学校:アラビア文字を使って、アラブムラユ語の理解、筆記、聞き取りの基礎技術を習得する。

中学校:朗唱の学問を発展させ、アラブムラユ文字の筆記能力を高める。
(2) 「地域の文化」科　(教授プログラム概要より)

教授プログラム概要より

<理解>

生徒が周辺地域から孤立しないように、周辺の自然や社会・文化環境に注意するようにさせる。ま
た完全なる人間形成に役立つことを助ける。

<機能>

「地域の文化」科は、完全なる人間形成に役立つことを助ける
<範囲>

1_地域についての考え方。

2.地域の衣装について。

3.地域の特徴的な子どもの遊び。

4.テブックトタブンタワールについてのアダット0

5.地域の結婚式のアダット。

6.他の地域の芸術。

<その他>

1・この「地域の文化」科の教育内容は、地域のアダットや芸術の種類と諸側面を通して生徒の人格
形成を担うものとなる。

2_理論と実践を適切に合わせた学習活動をさせる。

3・地域文化の全ての分野について学習させるように施設及び教具を準備し用いる。

4・ 「地域の文化」科の評価は、学習過程と創造性を評価することによって行う。

5.教授は、視聴覚教材も用いること。

6.教授要目に対応する地域文化は教育内容に取りあげること。
<各学年・学期ごとの目標及び内容>

小学校第1学年

目標:生徒は地域の衣装を身につけることを通して、身につけ方を知り、うまくなり、好きになる。
<1学期(12授業時数) >

1.生徒は、全ての側面から地域の衣装について知ることができる。

日衣装の諸側面について知る。

・衣装について知る。

・衣装の機能について知る。

・衣装を身につける目的について知る。

・衣装の種類について知るO

2.生徒は衣装の全ての種類について知る。

2_2衣装の種類について知る。

・日常の服装について知るO

・学校の制服について知る。

・パーティーや儀式の衣装について知るO

・結婚式の衣装ついて知る。

・護身術や踊りの衣装について知る。

・地域の特徴的な衣装について知る。

・アダットの衣装について知る。

<2学期(12授業時数)

1,生徒は時と場所に応じた衣装の用い方について知ることができる。
日日常の服装。

・日常の服装の使い方。

・日常の服装の種類やモデル。

・日常の服装の材料。

・日常の服装の縫製の仕方。
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1.2学校の制服。

・学校の制服の用途。

・学校の制服の種類。

・学校の制服の手入れの仕方。

1.3. /ヾ-ティーや儀式の衣装。

・パーティや儀式の衣装の種類O

・パーティや儀式の衣装の手入れの仕方。

1.4.護身術や踊りの服装。

・護身術や踊りの服の身につけ方。

・護身術や踊りの服の手入れの仕方。

1.5.地域の特徴的な衣装。

・地域の特徴的な衣装の種類。

・地域の特徴的な衣装を身につける時。

1.6.アダットによる服装。

・地域の特徴的なアダットによる服装の種類。

<3学期(12授業時数) >

1.生徒は地域の子どもの遊びを経験し、好きになる。

1.1.地域の子どもの碁び方について知る.

・地域の子どもの遊びについて知る。

・地域の子どもの遊びの機能について知る。

・地域の子どもの遊びの目的について知る。

・地域の子どもの遊びの種類について知る。

2.地域の子どもの遊びの種類について知る。

・よちよちアリさんの遊び。

・スンブニ　リデイの遊び。

・チョンカッの遊び。

・スリンガンの遊び。

・こちょこちょ遊び。

・スタタッ遊び。

3_地域の遊びを行う方法やテクニックについて知る。

・各地域の子どもの遊びを行うテクニック。

・地域の子どもの遊びを行う。

小学校第4学年

目標:生徒は地域の文化の一部としての地域の子どもの連びについて理解する。
<1学期(12授業時間) >

1・生徒は、地域の文化の一部分として地域の子どもの遊びの意味と機能について知る。
1.1諸側面からの地域の遊び。

・地域の遊びのごとの機能。

・地域の遊びごとの意味。

・地域の遊びの種類。

2・生徒は、地域の文化の一部分として地域の遊びを理解し、習得する。

・ガラッパンジャンの行い方とテクニック。

・ユンラン遊びの行い方とテクニック。

・スルックハンテン遊びの行い方とテクニック。

・ロンパット　タリ遊びの行い方とテクニック。

・チャッ　カチ遊びの行い方とテクニック。

<2学期(12授業時間) >

・ガラッパンジャン遊びをするO

・エンラン遊びをするO

・スルック　ハンテン遊びをする。
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・ロンパット　タリ遊びをする。

・チヤツカチ遊びをする。

<3学期(12授業時間) >

1.生徒は地域の遊びを習得する。

・スルック　ルカの遊び。

・ひもといくつかのパリアシを使っての遊び。

・土地の上と水の中でのクジャールクジャール遊び0

2_いくつかの地域の遊び道具の作り方を練習する。

・ユンラン遊びの道具作り。

・スルック　ハンテン遊びの道具作り。

小学校第5学年

目標:生徒は、地域文化の一部として地域の遊びについて理解し、経験を通して好きになるo
1.生徒は、地域の遊びの意味と機能を理解する。

1_1諸側面からの地域の遊び。

1.2各地域の遊びの機能。

1.3各地域の遊びの意味。

I.4各地域の貴びの種類.

1.5各地域の遊びの目的。

21生徒は、地域文化の一部分として地域の遊びをそれぞれ理解し、習得する.

2.1レンギットやクジャールクジャール遭びの方法とテクニック0

2.2スタタッ遊びの方法とテクニック。

2.3チナクタ遊びの方法とテクニック。

2.4パタックレレ遊びの方法とテクニック。

2.5ガシン遊びの方法とテクニック。

2.6べドゥツベンテッグ遊びの方法とテクニック。

2.7サンバルエラン遊びの方法とテクニック。

<2学期(12授業時間) >

1ー生徒は地域文化の一部として地域の遊びを習得する0

1.1インギットやクジャールクジャールを遊ぶ。
1.2スタタッを遊ぶ。

1.3チナクタを遊ぶ。

1.4パタックレレを遊ぶ0

1.5ガシンを遊ぶ。

<3学期(12授業時間) >

1.生徒は、地域の遊びを行い、道具を作ることができる。

1.1サンバルエラン遊びをする。

1.2べドゥツベンテン遊びをする。

2.いくつかの地域遊びの道具作りを練習。

2.1チャックコチ遊び道具を作る0

2_2ガシン作りを練習する。

小学校第6学年

目標:①生徒は、地域文化の一部としてリアウ地域の民話について知り、理解し、好きになる。

②生徒は、リアウ地域の民話の中の様々なでき事や経験やあらすじ、意見を言うことができる。

③生徒は、リアウ地域の民話の中の様々なでき事や経験やあらすじ、意見についての情報を口
頭でも筆記でも表すことができる。

④生徒は、リアウ地域の民話の楽しむことができる。

⑤生徒は、周辺地域の人と民話について話しあうことができる。

<1学期(12授業時間) >

1.1諸側面からのリアウ地域の民話。

・リアウ地域の民話の意味。
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・リアウ地域の民話の機能。

・リアウ地域の民話の輝類。

・リアウ地域の民話の日的。

1.2ドクルマカの童話。

・サマサマチェルディックのお話。

・プニ工ガット島のムスジット。

<2学期(12授業時間) >
・パンリマ

・パンリマウンダンのお話。

・べルックトウアのお話。

・クムンニンムダ

<3学期(12授業時間) >

・ 7人の王子のお話。

・リンドウンプカン姫のお話。

・セペニドウールのお話。

・ブルック爺さんのお話。

中学校第1学年

目標:地域文化の一部分として地域のアダットを理解する。

<1学期(12授業時間) >

1.生徒は、アダットの諸側面について理解できる。

目地域のアダットについての考え方。

・地域のアダットの解説を知るO

・地域のアダットの機能を知る。

・地域のアダットの目的を知る。

・地域のアダットの意味を知る。

2・生徒は地域社会の様々な活動の中から地域のアダットをポジティブに評価することができる。

・ポジティブな意味においてのアダットの理解。

・自分の地域におけるアダットを解釈する。

・地域の価値に合わせて制作したり、活動したりする。

<2学期(12授業時間) >

1・生徒は地域文化の一部としドゥプンタワール(tepuk tepung tawar:悪魔・災害払い)というアダ

ットについて理解することができる。

1.1トウプンタワールというアダット

・トタブンタワールというアダットの解説について理解する。

・トウプンタワールというアダットの目的を理解する。

・トウプンタワールというアダットの価値と意義について理解する。

2・生徒は、日常の生活においてトウプンタワールというアダットについて理解することできる0

2.1トウプンタワールというアダットの儀式。

・トクプンタワールというアダットの要素。

・トウプンタワールというアダットに用いる道具。

・トウプンタワールというアダットの諸価値。

<3学期(12授業時間) >

1・生徒は、トウプンタワールというアダットの演劇を行うた桝こ、場面と指導に合わせて積極的に

各自の役割を果たすことができる。

1,1トウプンタワールというアダットの時間と実施O

・トウプンタワールというアダットの演劇を行う。

・トウプンタワール(米粉)を手ではたく方法とテクニックをしてみせる。

・トウプンタワールというアダットの参列者による芸術的な余興をLてみせる。
中学校第2学年

目標:地域文化を発展させる中でのトウプンタワールというアダットについての考え方を持つO
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<1学期(24授業時間) >

1.トウプンタワールというアダットの活動にポジティブな評価を行う。

1.1トウプンタワールというアダット

・用いられる材料や形態を紹介する。

・トウプンタワールというアダットの意味や価値について説明する0

1.2最も敬意を払う義父母と親戚の家族を呼ぶ。

・嫁の方から義理の父母方の親戚家族を呼ぶ。

1.3花で清めたり、花を散らす。

・夫婦になる婿と花嫁を花で清めることの意義。

1.4トタブンタワールというアダットについていく時に用いる楽器Q

・結婚式の雰囲気をにぎわせる。

・用いられる楽器の種類、とりわけレバナ、グンダン及びゴン。
中学校第3学年

目標;生徒は地域文化を発展させる中でアダットを保持できる考え方や能力を持つ。
<1学期(24授業時間) >

1.生徒は、日常生活におけるアダットについてしっかりした考え方を持つ。

1.1地域の結婚のアダット。

・結婚について理解する。

・結婚の目的について理解するO

・結婚の価値について理解する。

1.2結婚のアダットの中での話し。

・家族の結びつきの可能性について調査する。

lA経費と道具の関係.

・経費と道具について説明する。

・経費の条件について説明する。

・経費の使用の仕方。

1.5爪を赤くすることと整髪。

・整髪の意味や意義。

・整髪の目的や意図。

・整髪の場所と時間。

・整髪の仕方。

1.6結婚式の道具と並べるものO

・代々受け継がれてきたもので、家庭の幸福を形取っているもので、宗教によって義務とされてい
る条件。

(3) 「観光」科　(教授プログラム概要より)

<機能>

国民統合と統一の手段、地域文化の保持、発展するための知識を高める手段、国内外に向けてリア

ウ州の観光地域を宣伝するための手段としての機能を果たす。小学校においては、リアウ州における

観光資源についての基本的な知識を与え、中学校においては、リアウ州の観光産業について理解を深

め、継続できるようにし、その結果リアウ地域の収入を高めることができるようにする。
<目標>

基本的な「観光」科教育の目標は、生徒に観光の材料・資料を習得するための知識と能力を与える
ことであるO　その詳細な目標は、以下の通りであるO

①生徒は、リアウ州の王族の歴史遺産、観光物やリアウ州こおける辺境地の民族のような文化社会に
ついても知る。

②生徒は1、観光プログラムを支えるための歴史を持つ場所を保護することに参加する。
③生徒は、リアウ州にある観光地を知るQ

④生徒は、観光産業による州の開発と発展させるという州政府によるプログラムを推進する態度を育
成する。

⑤生徒は、州政府によって地域社会に付加された価値と外貨の価値について知るO
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⑥生徒は、旅行者と観光名所について会話をすることができる。

⑦生徒は、旅行者のためのリアクの特徴的なお土産について知る。

⑧生徒は、リアウ地域において定期的に行われる観光イベントの予定表について知る。
<教材>

観光について、パンフレットや本から選んだ教材、もしくは教師が自分で以下の条件でもって教材
開発ができる。

①教材は、必ずパンチヤシラ道徳に沿ったものとし、その精神を豊かにすることO

②教材は、教授プログラム概要「観光」科編に対応していることo
③生徒の発達段階に合わせること。

④リアクにおける観光産業の発展に貢献すること。
<内容>

中学校第1学年

目標:

1・生徒は、リアウにおいて発展した文化的・歴史的な観光地域の場所について知る。

2・生徒は、リアウにおいて歴史を持つ場所や王族時代の逮跡の保護に参加する。

3・生徒は、地域社会の人々や観光旅行者にリアウの文化的な観光地の場所について会話をすること
ができる。

4・生徒に、文化的観光地域の開発を行う地域行政プログラムを支える態度を育成する0

5.生徒は、観光地域の開発による外貨の取得の価値について知る。
<1学期(24授業時数) >

観光地域開発における構成要素

・観光資源の開発。

・地域社会と政府にとっての観光地の開発の有効性。

・観光地開発における地域社会の態度。

・必要とされる道具・設備(交通機関;空、陸、海。ホテル。)
・観光地のガイドO

・国内・国外における観光地の宣伝。

・観光産業における外貨敢得の価値。

・観光地周辺の地域社会に付加される価値。

・リアウの特徴的なおみやげ。

・リアウにおける観光業蓮常のメカニズム。

<2学期(24授業時間) >

リアウ・リンガ王族の歴史的遺産としての観光名所。

・プニエンガット島におけるリアウの君主によるムスジッド。

・リアウ・リンガの君主のムスジッドの歴史。

・プニエンガット島におけるリアウの君主によって建てられた建物や王族の墓地。 ・
・ダイックにおけるリアウ・リンガ王族の遺跡。

・プニェンガット島やダイック以外のリアクの王族の遺跡である他の観光地。

・パシール・パンジャンにおけるバスラット石という観光名物O
・ドゥマイにおけるブートウリ・トウジュの墓O

<3学期(24授業時間) >

シアック・スリ・インドラプラ王族の遺跡。

・シアック王族の短い歴史。

・クタナの建物。

・シアック・スリ・インドラプラのムスジッド。

・ブンカリス岩における人間の足跡。

・カフムッドシャ-スルタンの墓o

・シェ・ブルハヌデインの墓。

・カンパ-ルにおけるムアラ・タクスの寺院o

・ムアラ・タクスにおける寺院の建物の歴史。
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・まだ残っている寺院の名前。

中学第2学年

目標:

1・生徒は、地域社会についてのしっかりした考え方を持ち、観光日的となる自然環境の維持に務め

る態度をもって行動することができる。

2_生徒は、観光客に対して、丁寧で親切な対応をすることができる。

3.生徒は、リアウにある観光地となっている海岸の観光名物について知る。

4.生徒は、リアウにある観光名物となる昔の物について知る0

5.生徒は、地域社会の人や観光客に観光名物について話すことができる0

<1学期(24授業時間) >

クプリにおける海岸の観光地

・トウリコラ・タンジュン・ピナン海岸。

・ビンタン島のパシル・パンジャンの海岸。

・北ビンタンにあるランガイ海岸。

・ハハギアレンカナ海岸。

・リマウ・クンドゥンル海岸。

・ナトウナにおけるパシール・プティヒ海岸。

<2学期(24授業時間) >

ベンカリスにおける観光地となっている海岸

・ペンカリスのスラット・バル海岸。

・ルパットパシールパンジャン海岸。

バタンとクプリにおける観光地

<3学期(24授業時間) >

・遺跡の観光地の施設・設備。

・逮跡の観光地。

・トウルクライ島とクプリのソレック島。

・クプリのバヤン島。

・コンサ・バタン海岸。

・ドゥンダン・バタン島。

・タンジェン・ピナンにおける魚とりの貫。

文化社会の観光

・辺境地のタラン・ママック族。

・辺境地のサカイ族。

・辺境地のアキット族。

・辺境地のボナイ・クブ族。

中学校第3学年

目標:

1.生徒は、リアウの観光イベント予定表について知る。

2.生徒は、観光イベント予定表の維持に参加する。

3.生徒は、リアウ州における他の観光地の名物について知る。

4.生徒は、観光客に適切なおみやげ物を知る0

5・生徒は、地域社会の人や観光客に対して、観光地、名物について話すことができる。
<1学期(24授業時間) >

観光イベント予定表

・シアック・クアンバル川の伝統的なサンパン(′ト船)の競争O

・テンビラバンにおけるサンパンの競争。

・カンパ-ルにおける断食6日目の祝い日。

く2学期(24授業時間) >

プカンパルとプンカリスにおける他の観光名物

・プカンパルの英雄記念塔。
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・リアウのアダットの建物C

・ブルフの動物園。

・釣り堀。

・ワナバクティの観光のための森。

・ザムルッド・シアックの川。

<3学期(24授業時間) >

カンパ-ル県における観光名物。

・スタヌン・バンキナンにおける観光名物O

・カンデイル・クミラウ・マスの博物館。

・ブタハナン・カンパ-ルのレクレーション公園。

インフの観光名物

・ルブック・ジャンどの滝・

・レンガット王の川。

7.プンクル州

(1) 「ルジャンの地方語」科(ルジャンレボン郡は必修) (教授プログラム概要より)

<理解>

社会の中で生きており、機能している地方語は、人間のコミニュケ-ション手段としてのみでなく、

地域の文化としてある。ルジャン語は、とても広い地域で多くの人々に使用されており、地域科の一

つの科目となり、地域文化としてその保持、発展が努力される。

プンクルにある他の地方語、例えばェンガノ語、ムラ-・プンクル語、スラウェイ語、レンバック

語、パセマハ語、プカル語は、残念がる必要はないO後々それぞれの地域で地域科の一つの科目とな

る可能性は高い。

(2) 「地域の芸術」科　(教授プログラム概要より)

<理解>

ヨーロッパ人が来る以前、プンクル社会は高い文化的価値を持つ芸術が存在した。地域芸術は、娯

楽のためのみにあるわけではなく、神聖なものでもあり、伝統的なアダットを支えるものでもある。

ブンクルの地域芸術は、踊り、声楽、文学などを含む。

様々な分野の発展よって、今の健代の若者は伝統的な文化から遠ざかってしまった。そのため、彼

らが根無し草になってしまわないように、自分自身の文化を持たなければならない。

9.酉ジャワ州

(1) 「スンダ語」科　(教授プログラム概要より)

<理解>

言語は、コミュニケーション手段の一つである。言語を通して人々は互いにコミュニケーションし、

経験を分かち合い、学び合い、要求や状況を伝え合うのであるOスンダ語とスンダ文学の科目は、第

1言語すなわち母語を発達させるために、地域科の一つの科目とされた。母語は、学校のみならず社

会においても他の言語を学ぶための強い基盤となる。
<機能>

特にプリアガン地方に串ける母語あるいは第1言語としてのスンダ語の位置づけに合わせて、 「ス

ンダ語」科の機能は、 1)家や居住している地域社会において家族とコミュニケーションをと.る、 2)

統-言語としてのインドネシア語の学習や他の言語の学習のための基盤となり、補助手段となる、 3)

スンダ民族の特徴としての地方語を普及する、 4)スンダ地域の文化と文学を発展させる。
<目標>

一般目標、 1)生徒は家庭環境において学習し使用する第1言語として、また母語としてスンダ語

を評価し、誇りに思う。 2)生徒は日常生活において、よいスンダ語、正しいスンダ語を使う能力を

持つ。 3)生徒は地方語を用いて読み書きし、規律正しい考え方ができる　4)生徒は、文法的にも

機能的にもスンダ語をよく理解し、規則や法則を適切に用いることができる。 5)生徒は、生きるこ

とについての考えを深め、言語能力と知識を高めるために、文学作品を楽しみ、有効に用いる能力を
持つ。
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特別目標の「言語」は、 1)生徒は、正しい発音でスンダ語を話すことができる。 2)生徒は、正

しいイントネーションでスンダ語の文章を読むことができる0　3)生徒は、標準のスンダ語の綴りを

理解し、適切な句読点を使うことができる。 4)生徒は、一般的な用語、特別な用語、専門的な用語

の使い分けができる。 5)生徒は、スンダ語の様々な接辞の用法と形態を使い分けることができる。

6)生徒は、段落やことわざを理解し、用いることができる0　7)生徒は、同じ言葉で反対の意味を

持つ言葉や、変化する他の言葉を探すことができる。 8)生徒は、簡単な単文と複文の違いについて

理解し、使用することができる0　9)生徒は、様々な叙述を用いて単文を広げることができる10)

生徒は説明文、命令文及び質問文の特徴について理解し、使うことができる11)生徒は、単文を複

文にしたり、複文の文章をつなげることができる12)生徒は、詩、散文及び演劇の違いについてそ

の形態の違いを使い分けることができる13)生徒は、様々な他の文学用語を使い分けることができ
る。

特別目標の「理解すること」は、 1)生徒は様々な事象について正しい情報を受け放り、書き言葉

で正しく受け取ったことを表すことができる0　2)生徒は、他の人の感情を書き言葉から正しく受け

取り、受け取ったことを正しく表現することができる。 3)生徒は、他の人から様々な事についての

注文や考えや意見を受け取ることができる。 4)生徒は、正しく読み物の内容を理解することができ

る。 5)生徒は、物語や読み物を聞くことで楽しんだり、有効なことを得たりすることができる。 6)

生徒は、読みものから有意味なことを得ることができる。 7)生徒は、情報源を探したり、収集した

り、情報を受け取ることができる。 8)生徒は、人生に対する見方を広げ、感覚を鋭くし、個性を高

めるために文学作品の楽しさを享受する。

特別目標の「使用できること」は、 1)生徒は、口頭や、筆記の方法で詳しく感情を述べることが

できる。 2)生徒は、他の人との話を上手にまとめたり、相互関係をもったりすることができる。 3)

生徒は、口頭や筆記の方法で考えや意見や経験を述べることができる0 4)生徒は、話すことが好き

になり、話すことに満足できる能力を持つO　5)生徒は書く趣味を持つようにする。 6)生徒は、話

したり書いたりする中で文学作品の言葉や要素を有効に使うことができる。

<学年、学期ごとの目標及び内容>

小学校第1学年

目標:①生徒は簡単な文章と単語を書くことができ、正しい発音とイントネーションで読むことがで
きる。

②生徒は書いているメッセージを理解することができる。

③生徒は様々な話を理解することができる。

④生徒は読み物、話、会話や日常の活動を通して正しい態度や良い性格について理解する(勤

勉、正直、ディシプリン、清潔、礼儀正しさ、年上に対して敬い、従うこと)0

<1学期(24授業時間) >

準備: ・正しい姿勢で座る。

・本は目から30C皿離して置く。

・本桔右から左へ開く。

・絵や文章は左から右に書かれているのを見る。

・鉛筆は鋭く削り、正しい持ち方を練習する。

・色々な線を描き、色を塗ることで、適切な力の入れ具合を練習する。

授業: ・正しい単語や文章の発音とイントネーションを真似する。

・文字の音を聞き、同じように真似したり、違うように発音したりする。

・バラバラにされたカードに書かれている文字や単語を絵に合わせて組み合わせてみる。

・簡単なお話や伝説を聞き、登場人物とその特徴をあげる。

小学校第4学年'

目標:①生徒は流暢に読み物を読むことができ、内容を理解し、難しい言葉の意味を探すことができ
る。

②生徒は詩やドラマを理解することができ、感想を述べることができる。

③生徒は質問されたことに合わせて返事をすることができる。

④生徒は様々な状況の中で、良い礼儀作法を用いて口頭でも筆記でも自分の要求と希望を伝え
ることができる。
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⑤生徒は読み物の中からの経験や状況を基に、お話をつくることができる。
<1学期(24授業時間) >

・読み物を速く読み、質問に速く応えられ、読み物の最も言いたかった考えを見つける。
・読んだ後に読み物から要約をつくる。

・読んだり、聞いたりしたことのある、社会の伝説を口頭や筆記で再現するO

・尊敬されている人や目上の人(年齢もしくは地位によって)からの質問に答えたり、提案したりす
る。

・観光などの経験したことや起こったことを話し、書く。

・年上の人に対する良い話し方、書き方、悪い話し方、書き方。
<2学期(24授業時間) >

・地域の英雄の話しを読んだり、聞いたりし、登場人物を通して興味を引く部分について話しをする。

・大切な人に手紙を書く(両親、祖父母、兄弟、友達など)0

・人間、動物あるいはある状況の中での物の状態について描く。

・許を朗読したり、歌ったりする。

・上品な(ハルース)言葉で友達にお願いしたり、感情を伝える。

I di、 ka、 pa、 pada、 ngaなどの接頭辞を加えて意味のある言葉を作る。

・正しく良い言葉で口頭で考えや感情を伝える。

・現代の服装について散文で書く。

・年上の人に対してあることをお癖いするための口語・文語を用いるO

・活動についての報告書を作る。
<3学期(20授業時間) >

・きちんと配列されていない文章を段落毎に並び替えて、話しを作る0

・必要なことを書きながら説明を聞く。

・聞いたこと、読んだことのある民話や動物を基に、簡単なお話を作る。
・生徒の経験を思いつくままに書く。

・接辞を持つ言葉から文章を構成する。

・他の人に食べ方や礼儀について話す。

・満足な気持ちや不満足な気持ち、問題について伝えるo
中学校第1学年

目標:生徒は正しくよいスンダ語の能力を身につけ、生徒の経験の段階、言語の目的と状況に合わせ

てスンダ語と文学を精神的に経験する。
<1学期(24授業時間) >

テーマ:地域環境、健康、英雄、でき事

(内容)

①読みもののテキストを読んで内容を理解する。

・読み物の内容についての質問に答える。

・読み物の内容をまとめる。

・初めて知った単語の意味を説明する。

②一番印象に残った経験についての話しを書くO

・pa、 pi、 ka、 si、 pada、 siliなどで始まる言葉を書くo

nasalisasiから作られた言葉を書く。

・文章の中の接辞やスペルなどの遣いを訂正する。

③当該地域の偉い人にインタビューをする。

・グループを作るO

・インタビューのための質問表を作るO

・書き取りながらインタビューを行う。

・インタビューの成果をまとめる。

④様々な情報源からの情報を報告する。

・アルファベットで書かれている様々な題材から専門用語を編成する.

・クラスの友達からの用語を集めて辞書を作る。
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⑤様々な必要性に応じて論評をする。

・論評するテーマを決める。

・概要を編成するO

・正しい綴りを用いて論評の論旨を編成する。

・論評の本文を読む。

・論評の本文を交換してお互いに訂正する。

⑥様々な必要性に応じて友達や兄弟に手紙を書く。

・手紙を書く目的を決める。

・手紙の概要を編成する。

・正しい綴りで必要に応じた手紙を編成する。

⑦詩を読んだり朗読したりする。

・友達が朗読しているのを注意して聞く。

・その詩において、感情、考え及び雰囲気をどのようにすればいいかを議論する。
⑧年齢に合わせてドラマを読む。

・行動や態度について話す。

・おもしろいところを指摘する。

・ドラマの内容をもう一度話すO

⑨短い話しや小説を読む。

・登場人物について話す。

・話しのテーマについて議論するO

<2学期(24授業時間) >

テーマ:活動、テクノロジー、アダット、芸術。

①読み物の内容について理解する。

・疑問をもとに質問を編成する。

・辞書を使ってまだ理解していない言葉を探す。

・言葉の比橡について話す。

・様々な接尾辞を書き出し、その用法を羊ついて議論するo

・決定した接辞の用法について訂正する。

②講義、演説、説話を聞く。

・重要なことを書く。

・聞いた情報をクラスの友達に伝える。

③活動計画を締成するO

・委員会を作る。

・活動の一覧表を作る。

・論理的に反対意見をたしたり、命令を拒否する。

④インタビュー、訪問あるいは観察活動計画を作るO
・質問票を作る。

・考えられる質問表について議論する。

・質問表における話しかけ方の言葉を訂正する。

・話しを申し込まれた人からや、インタビュー活動を行う人からの情報を集める。
⑤日記におもしろいでき事を書く。

⑥読んだ詩、美しさ、楽しさ、感激したことから話す。

⑦小説や短い物語を読む。

・登場人物、背景(時間、場所、文化)及びあらすじを話す。

・標準の言葉や地方語を用いて議論する。

・小説・物語の内容をもう一度話す。

⑧伝説を読む。

・おもしろい部分を書く。

・昔の言い回しを翻訳する。

・話の内容を話すO
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<3学期(20授業時間) >

テーマ:行政、観光、交通機関、工業

①地図、図表、見取り図が載せられた読み物を理解する。

・読み物の内容についての質問に答える。

・読み物中での専門用語や難しい言葉を書き出す。

・読み物から言外の意味を含む言葉を書きだし、言外の意味を含まない言葉と比較する。
・地図、図表、見取り図を読んでその説明をする。

・意味を狭くする言葉と広くする言葉とを比較する。

・複合語、反復語を用いて話しをする。

②話しを聞いて重要なことを書く。

・話しの概要を編成する。

・話しの内容をもう一度話す。

③文章のトピックを決める。

・文章のトピックのための資料を集める。

・文章の概略を編成する。

・ある文章になる文章の概略を発展させる。

・綴り、接辞、言葉の選び方などについて友達と訂正しあう。

④始めだけあって、途中や終わりがなくなっている読み物を完全にする。
⑤昔の詩と現代の詩を読み、それらを比故する。

⑥詩を書く。

⑦詩を作ったり、ノJ、説を書いたりし、それを製本する。

⑧ドラマを作り、それを説明する。

中学校第2学年

目標:生徒は正しくて良いスンダ語が使える能力を持ち、感情や意見を持って文学作品を読んだり、
理解したりすることができる能力を持つ。

<1学期(24授業時間) >

①読みの物の内容を理解する。

・発音に気を付けながら読み物を読む。

・読み物と関係する質問をする。

・難しい語を書き、辞書にのっているその言葉の意味を書く。

・種類に従って言葉を分類する。

・反復語を用いて話す。

・特別な言薬や一般的な言葉を見つける。

・段落ごとの最初にある考えを見つける。

②活動の報告書を作成する。

・内容面から報告書を議論する。

10.ジャカルタ特別市

<地域科の一般目標>　(開発説明書より)

ジャカルタにおける地域科の一般目標は、①周辺社会に親しみ、地域社会から孤立することを防ぎ、

②両親と自分自身に役立つことができ、生活の中での必要を満たすことができ、 ③当該地域社会にお

ける社会、文化、自然環境について知り、評価し、 ④当該地域について深く理解し、 ⑤身近な問題を
解決するために知識や技術を有効に使うことができる。

(1) 「ジャカルタ生活環境の教育」科　(教授プログラム概要より)
小学校

<機能>

①国家教育の目的を達成する努力において、教育の質とインドネシア人の質の向上を目指し、地域文

化の復興と価値を維持し、自然環境の管理の責任を果たす。

②個人として、地域社会(特にジャカルタの)の一員として、インドネシア国民の一員として、生活

の質の向上に努める中で、秩序と安全、清潔と健康、美を慈しむ感情を育て、よく働き、社会的な
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付き合いが行える態度を育成する。

<目標>

①地域社会に親しみ、孤立を防ぐ。

②生活におけるニーズを満たし、両親を助け、自立を助けることが望まれる。

③地域社会の文化、社会及び自然環境を理解し、評価する。

④当該地域社会について理解する。

⑤周囲において起こる問膚を解決するた糾こ教えられた技術と知識を活用する。
小学校第1学年∴

1学期・日常生活の中での清潔、健康について理解し、実行する。 (歯磨き、ツメキリ)

・学校や家での決まりについて理解する。

2学期・日常生活の中での清潔、健康について理解し、実行する。 (耳掃除、耳の病気、水が入っ
た時)

・部屋の中での決まりについて理解する。 (早寝早起き、勉強、遊び、ゴミ)

3学期・日常生活の中での清潔、健康について理解し、実行する。 (水裕び、清潔な服装について)

第2学年・日常生活の中での清潔、健康について理解し、実行する。相、髪の毛)
中学校

<内容>

・人格形成・学校の規則　・自己防衛　・禁煙　・科学とテクノロジー
・ジャカルタ特別市の決まり

ll.中ジャワ州

(1) 「自分自身と地域環境」科

<理解>

自分だけでなく周辺地域にも損害を与える外部からの影響を軽減するために、生徒の周辺地域から

取りあげた内容で自分と周辺地域について関心を払うようにする科目0
<機能>

生徒に自分自身や周辺地域の問題を乗り越えられるような習慣を身につけさせる。
<目標>

・周辺地域からの影響についての知識を与える。

・清潔で健康な生活をするための態度と習慣を身につけさせる。

・周辺地域から起こる問膚に対処し、地域を進歩させるた糾こテクノロジーを活用する。
<内容>

中学校:地域の音楽、踊り、地域の科学テクノロジー(港瀧など)

14.バリ州

(1) 「バリ語」科　(開発説明書より)

バリ語は、手段としての価値と共に、社会的・文化的生活と強い結びつきがあり、特に芸術分野に

おける専門用語はバリ語が多く用いられる。

(2) 「地域芸術と社会文化」科　(教授プログラム概要より)

<目標>

・地域社会を知り、バリ地域における文化社会や芸術の保持、発展に参加する。

・自立し、両親や家族を助けるための技術や能力を養う。

15.酉ヌサ・トウンガラ州　(開発説明書より)

(1) 「地域の言語と文学」科

<機能、内容及び説明>

地域の言葉や文学という地域科の教育内容は、酉ヌサ・トウンガラ州における県ごとに由来し、発

展している諸価値を基盤とする日常の話し言英や振る舞いである。

ある社会における生活の価値は、常に一人一人による言葉使いやパターンに関係しているため、生

徒が地方語を知り、用いるということは、生徒が地域社会において社会的な諸価値を保持したり、発
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屈させる力を持つことになる。

<内容>

・ササック語一酉ロンポック県とマタラム郡、中ロンポック県及び東ロンポック県において行われる。

・ビマの地方語(ンガヒ　ムポジョ:NgahiMbojo) -ビマ県とダンプ県において行われるO

(2) 「地域の歴史」科

<機能、内容及び説明>

地域の歴史という地域科の教育内容は、地域の歴史についてのものであり、生徒に当該地域の歴史

から諸価値を基盤とした態度を育成するo　それは、当該地域における歴史や現象について合理的な態
度と能力を身につけるためのものでもある。

<内容>

・ビマ地域の歴史、ダンプ地域の歴史及びスンバワ地域の歴史。

・それぞれの県の歴史は、歴史の段階、歴史前、王族の形態と系譜、イスラム教の普及と困灘な時代、

嘩民地時代と闘争期、独立期、歴史の遺産、地域の象徴とシンボル。

(3) 「地域の芸術文化とアダット」科

<機能、内容及び説明>

地域の芸術文化とアダットという地域科の教育内容は、当該地域のアダットや伝統的な芸術文化に

ついてであり、生徒に地域の伝統や芸術の価値に対する愛情を育成するように教授される。そしてそ

れはまた地域におけるポジティブなアダットや芸術文化の価値を保持する能力を生徒に育成し、地域

の文化芸術に由来する芸術を評価しその美しさに対する情緒を養い、地域のアダットに由来する諸価

値を評価するために機能する。
<内容>

・芸術文化一音楽、踊り、歌、彫刻、遊び。

・アダット-結婚式のアダット、部礼のアダット、アダット的な衣服。

(4) 「地域特有の手工芸」科

<機能、内容及び説明>

地域特有の手工芸という地域科の教育内容は、酉ヌサ・トウンガラ州における県という地域にお

ける特徴的な技術を発展させる機能を持ち、生徒が技能を習得すると同時に地域の特徴的な技術を保

持し発展させていくという機能を持つ。
<内容>

・織物、木工、料理方法、大衆工業(塩魚や塩の作り方)、漁業及び当該地域の状況に合わせたもの。

16.東ヌサ・トウンガラ州　(開発説明書より)

く東ヌサ・トウンガラ州の概観>

東ヌサ.トケンガラ州は、569の小島と三つの大きな島(フローレス島、スンバ島、ティモール島)

から成るO熱帯雨林気候で年間平均100日は雨が降る。総面積の70%を山地が占めるため、居住地は

散在し、多様な社会文化、アダット、芸術が存在する。生活パターンとしては、漁業は海の漁業の成

果が大きく、川での漁業はまだ十分でない。畜産業は、小規模のものも大規模のものもあり、まだ伝

統的な方法で行われている。農業は、流域地帯では漕概の技術の導入により稲作が発達したが、ゴラ

米のシステム導入が努力されている。商業は様々な地域の産物によって行われ、小規模工業は、家内

工業や地域の手工芸があるが、イカット(織物)は質的にも量的にもまだまだ発展されなければなら

ない状況である。全ての県において観光に役立つ自然や文化などがある。綜欄や綜欄からの砂糖や榔

子は主食としてその生産性を高めている。これらすべてが州の地域開発計画として優先される対象と

なる。

(1) 「東ヌサ・トウンガラ州の社会文化環境」科　(教授プログラム概要より)

<理解>

「東ヌサ・トウンガラ州の社会文化環境」科は東ヌサ・トウンガラの自然環境や社会文化環境を源
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とする教授学習内容を伝える科目である。

この科目は、東ヌサ・トウンガラの自然環境、社会文化環境についての主要な事柄を内容としてい

る。教材は、日常生活における生徒のニーズと社会のニーズを比較検討して選択される必要がある。

また、学習内容は、生徒の発達段階に合わせて選ばれる必要がある。そして生徒が周辺社会や文化
に親しみ、愛することが期待される。
<機能>

「東ヌサ・トウンガラ州の社会文化環境」科は、次のような機能を持つ。

1・生徒が周辺社会に親しむことで、周辺社会(自然環境、社会文化環境)から孤立することを防ぐ。
2・東ヌサ・トウンガラ州における生徒に周辺社会の特徴的な状況や自然環境、社会文化環境につい
てしっかりとした考えからを与える。

3・東ヌサ・トウンガラ州における生徒は、早くから自然環境を保護する努力やプロセスに加わるこ

とで、国民文化を豊かにするた糾こ、社会文化の諸価値をもって社会化されるO
<目標>

「東ヌサ・トウンガラ州の社会文化環境」科は、次のような目的を持つo

l・東ヌサ・トウンガラ州にある社会文化環境の状況についてより理解する。

2.日分自身の周辺地域に親しみ、孤立することが内容になる。

3・特徴的かつ残っている日常生活における地域文化の諸価値を理解し、感じとり、それを活用でき
る。

<学年・学期ごとの目標と内容>

小学校第1学年

目標:

1・生徒は、生徒の県や郡における社会文化状況としての家族と子どもについて知り、理解する。
2.生徒は、練習を通して周辺社会における礼儀作法について知る。

3・生徒は、家庭や周辺社会で利用できることについて知り、理解する。
<1学期(24授業時間) >

1・生徒は、生徒の県や郡の周辺社会の民話における社会、道徳あるいは宗教の諸価値を知り、理解
することができる。

・民話の題名。　・民話の中の登場人物。　　・民話の意義と意味。

2・生徒は、生徒の郡や県からの地域の歌を知り、歌うことができるo

・歌の名前。　　・リズムなしで歌う練習をする。
<2学期(24授業時間) >

1・生徒は、生徒の郡や県からの民話における社会、道徳あるいは宗教の諸価値を知り、理解するこ
とができる。

・民話の題名。　・民話の中の登場人物o　　・民話の意義と意味。

2・生徒は、郡や県の主要な食べ物の種類を知り、その加工の仕方について知る。

・生徒は、生徒わ郡や県の主要な食べ物の種類。 ・その加工の仕方。

3・生徒は、家や家の外で飲んだり食べたりする礼儀作法を練習する0

・食卓上の食べ物の準備の仕方。　　・食べる時に座る方法。

`食べ物と飲み物をとる方法。　　　・パーティでの食べる方法。

・屋台やレストランで食べる方法。

4・生徒は、郡や県からの地域の歌を知り、歌うことができる。

・歌の名前。　・リズムなしで歌う方法。
<3学期(20授業時間) >

1・生徒は、生徒の郡や県からの民話における社会、道徳あるいは宗教の諸価値を知り、理解するこ
とができる。

・民話の題名。　・民話の中の登場人物。　　・民話の意義と意味。

2.生徒は、生徒の家の庭の有効性について知り、理解する。

・生徒の家の庭に植えている植物の種類。

・食べたり、売ったり、薬として利用できる植物の種類O

・生徒の家で飼っている動物の種類と飼い方。
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3・生徒は、生徒の郡や県からの地域の歌を知り、歌うことができる。

・歌の名前。　　・リズムなしで歌う練習をするO
小学校第2学年

目標:

1・生徒は、生徒の県や郡における社会文化状況としての家族と子どもについて知り、理解する。

2・生徒は、状況に合った服装を着ることについての礼儀作法を知り、練習する。
3.生徒は、当該地域の様々な服装について知る。

4・生徒は、生徒の周辺地域や村や郡における特徴的な植物、動物について知る。

5・生徒は、生徒の周辺地域や村や郡における名産品について知る。
<1学期(24授業時間) >

1・生徒は、生徒の郡や県からの民話における社会、道徳あるいは宗教の諸価値を知り、理解するこ
とができる。

・民話の題名。　・民話の中の登場人物。　　・民話の意義と意味。

2・生徒は、状況に合わせた月瞳の礼儀について知り、実践することができる.
服を着る意味と意義

・清潔と健康　・礼儀正しさ　・美しさ

状況に合わせた服装

・家の中での服装　・学校や官庁での服装　・イバグの服装　・パーティの月瞳

3・生徒は、生徒の郡や県からの地域の歌を知り、歌うことができる.
・地域の歌の名前。　・リズムなしで歌う練習。

く2学校(24授業時間) >

1・生徒は、生徒の郡や県からの民話における社会、道徳あるいは宗教の諸価値を知り、理解するこ
とができる。

・民話の局名O　・民話の中の登場人物o　　・民話の意義と意味。
2.生徒の周辺地域や村や郡における特徴的な植物、動物について知る

・植物の名前。　・動物の名前。　・保護の努力とそれらの有効性。

3・生徒は、生徒の郡や県からの地域の歌を知り、歌うことができる0

・地域の歌の名前。　・リズムなしで歌う練習o
<3学期(20授業時間) >

1・生徒は、生徒の郡や県からの民話における社会、道徳あるいは宗教の諸価値を知り、理解するこ
とができる。

・民話の窟名.　・民話の中の登場人物O　　・民話の意義と意味0

2・生徒は、生徒の周辺地域や村や郡における名産品について知る。

・名産品の種類。　・その加工と販売。

3・生徒は、生徒の郡や県からの地域の歌を知り、歌うことができる0
・地域の歌の名前。　・リズムなしで歌う練習。
小学校第3学年

目標:

1・生徒は、生徒の郡や県の文化社会状況について知り、理解する。

2・生徒は、当該地域において習慣となっているアダットに従って、客を接待するよい方法について
知る。

3・生徒は、生徒の郡や県にある開墾地を利用する方法を知る。

4,生徒は、生徒の県にある名産品について知る。

<1学期(48授業時間) >

1・生徒は、生徒の郡や県からの民話における社会、道徳あるいは宗教の諸価値を知り、理解するこ
とができるO

・民話の鰭名。　・民話の中の登場人物。　　・民話の意義と意味。

2・生徒は、生徒の県にある諸民族のから由来する民話について知る0

3・生徒は、当該地域において習慣となっているアダットに従って、客を接待するよい方法について
知る。
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・家で客を招き、接待する方法を練習する。

4・生徒は、生徒の郡や県からの地域の歌を知り、歌うことができる。

・地域の歌の名前。　・リズムなしで歌う練習。

5・生徒は、東ヌサ・トウンガラの県からの踊りを踊りながら木や鉄からのゴンやタンパルをたたく
ことを知り、できるようにする。

・ゴンの種類o　　・それぞれのゴンの音のリズムや調子Q

・音や音楽の種類に合わせてたたく方法。

・たたく練習と蹄る練習。

<2学期(48授業時間) >

1・生徒は、生徒の郡や県からの民話における社会、道徳あるいは宗教の諸価値を知り、理解するこ
とができる。

・民話の雷名o　　・民話の中の登場人物。　　・民話の意義と意味0

2・生徒は、生徒の郡における地方語の様々な方言について知る。
・生徒の郡にある地方語の様々な方言。

・それぞれの方言から重要な動詞や名詞や人称についての表。

3・生徒は、生徒の郡や県からの地域の歌を知り、歌うことができるO

・地域の歌の名前。　・リズムなしで歌う練習。

4・生徒は、東ヌサ・トタンガラの県からの踊りを踊りながら木や鉄からのゴンやタンパルをたたく
ことを知り、できるようにする。

・ゴンの種類o　　・それぞれのゴンの音のリズムや調子.

・音や音楽の種類に合わせてたたく方法。

・たたく練習と踊る練習。

<3学期(40授業時間) >

1・生徒は、生徒の郡や県からの民話における社会、道徳あるいは宗教の諸価値を知り、理解するこ
とができる。

・民話の尊名O　　・民話の中の登場人軌　　・民話の意義と意味0

2.生徒は、生徒の県にある開墾地の利用法について知る。

・生徒の県の地図から地形的な状況に合う開墾地の利用法のヒントを見つける。
・生徒の郡にある開墾地の有効性。

・生徒の郡にある開墾地の保護の努力0

3.生徒は、生徒の県の名産品について知る。

・名産品の種類。

・製品の加工、開発、販売方法。

4.生徒は、県や郡からの地域の歌を知り、歌うことができる。
・地域の歌の名前。　・リズムなしで歌う練習。

5・生徒は、東ヌサ・トウンガラの県からの踊りを踊りながら木や鉄からのゴンやタンパルをたたく
ことを知り、できるようにする。

・ゴンの種類。　・それぞれのゴンの昔のリズムや調子。

・音や音楽の種類に合わせてたたく方法。

・たたく練習と踊る練習。

小学校第4学年

目標:

1・生徒は、東ヌサ・トウンガラ地域の社会文化状況について知り、理解する。

2・生徒は、東ヌサ・トウンガラ地域の生業パターンについて知る。

3・生徒は、東ヌサ・トケンガラ地域の特徴的な動物、植物について知る。

4.生徒は、東ヌサ・トタンガラ地域の観光名物とその種類を知る。
<1学期(36授業時間) >

1・ティモールにある民族に由来する民話について知る。

・ベル県の諸民族に由来する民話。

・北ティモールと南ティモールの諸民族に由来する民話について知る0
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・クボン・ロートやサブ県における諸民族に由来する民話について知る。

2・生徒は、東ヌサ・トウンガラの住民の総人口、状況及び間層について知る。
・東ヌサ・トウンガラの総人口。

・東ヌサ・トウンガラの人口状況と問屠。

3・生徒は、東ヌサ・トウンガラからの民話における社会、道徳あるいは宗教の諸価値を知り、理解
することができる。

・民話の題名。　・民話の中の登場人物。　　・民話の意義と意味。

4.生徒は、東ヌサ・トウンガラ地域の歌を知り、歌うことができる。

・歌の名前。　・リズムに合わせて歌う練習。

5・生徒は、東ヌサ・トウンガラの県からの踊りを踊りながら木や鉄からのゴンやタンパルをたたく

ことを知り、できるようにする。

・ゴンの種類。　・それぞれのゴンの音のリズムや調子。

・音や音楽の種類に合わせてたたく方法。

・たたく練習と踊る練習。

6・生徒は、ササンドゥとダウェイ(ウククレ　ティモール)について知り、奏でることができる。

(クパン以外の県では、自由に選択することができる。)

7.生徒は、竹のスリン(笛)を知り、吹くことができる。

<2学期(36授業時間) >

1・生徒は、スンバやアモールにおける諸民族に由来する民話について知る。

・酉スンバ県の諸民族に由来する民話。

・東スンバ県の諸民族に由来する民話。

・アモール県の諸民族に由来する民話0

2.東ヌサ・トウンガラにおける特徴的な植物と動物の種類を知る。

・植物の名前。　・動物の名前。　・保護の努力とそれらの有効性

3・生徒は、生徒の郡や県における民から社会、道徳あるいは宗教の諸価値を知り、理解することが
できる。

・民話の題名。　・民話の中の登場人物。　　・民話の意義と意味。

41生徒は、東ヌサ・トケンガラ地域の歌を知り、歌うことができる0

・歌の名前。　・リズムに合わせて歌う練習。

5・生徒は、東ヌサ・トタンガラの県からの踊りを踊りながら木や鉄からのゴンやタンパルをたたく

ことを知り、できるようにする。

・ゴンの種類。　・それぞれのゴンの音のリズムや調子。

・音や音楽の種類に合わせてたたく方法。

・たたく練習と踊る練習。

6・生徒は、ササンドゥとダウェイ(ウククレ　ティモール)について知り、奏でることができる。

(クパン以外の県では、自由に選択することができる。)

7.生徒は、竹のスリン(笛)を知り、吹くことができる。

<3学期(30授業時間) >

1・生徒は、フローレスにおける諸民族に由来する民話について知るO

・東フローレス県の諸民族に由来する民話。

・シッカ県の諸民族に由来する民話。

・エンデ県の諸民族に由来する民話。

・ンガダ県の諸民族に由来する民話。

・マンガライ県の諸民族に由来する民話。

2.生徒は、東ヌサ・トウンガラ地域の観光名物の種類について知る。

・東ヌサ・トタンガラにおけるお土産、例えばコモド動物園、サオ観光、ラシアナ、スマウ島など。

・東ヌサ・トウンガラの文化的観光、地域の博物館、アダットの建物、イカットの織物、スンバにお

けるパソラ　アダットパーティ。

・東ヌサ・トウンガラにおける自然観光、例えばクリムトウ、自然保護区。

・東ヌサ・トタンガラの観光開発の努力。
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3.生徒は、生徒の郡や県における民から社会、道徳あるいは宗教の諸価値を知り、理解することが
できる。

・民話の暦名。　・民話の中の登場人物。　　・民話の意義と意味。

4.生徒は、東ヌサ・トウンガラ地域の歌を知り、歌うことができる。

・歌の名前。　・リズムに合わせて歌う練習。

5.生徒は、東ヌサ・トウンガラの県からの踊りを踊りながら木や鉄からのゴンやタンパルをたたく
ことを知り、できるようにする。

・ゴンの種類。　・それぞれのゴンの昔のリズムや調子。

・音や音楽の種類に合わせてたたく方法。

・たたく練習と踊る練習。

6・生徒は、ササンドゥとダウェイ(ウククレ　ティモール)について知り、奏でることができる。
(クパン以外の県では、自由に選択することができる。)

7,生徒は、竹のスリン(笛)を知り、吹くことができる。

小学校第1、第2学年では子どもたちの町や県にあるもの、第3学年以上は東ヌサ・トウンガラ
州のものとされている。

・民話一人格形成に必要な道徳的価値、倫理的あるいは教育的なもの.
・礼儀作法

・地域の芸術

・観光物や地域の歴史、島々、民族の由来、地域毎の偉人、外来の(ヨーロッパからの)民族の歴史、
現在の人口問題、状況、経済的、観光地としての力.

17.南カリマンタン州　(開発説明書より)

(1)バンジャル語と文学

<目標>

科学テクノロジー発展の影響から守られ得るバンジャル地方の文化/芸術の一つとしてバンジャル

語と文学を当該地域の文化として評価し、言語能力を身につける。

(2) 「バンジャル地域の文化芸術」科

詣闇Ei.fi

生徒が芸術的感覚を身につけ、地域の芸術を尊重し、南カリマンタン地域に由来する芸術を科学テ
クノロジー発展の影響から守ることができるO

<内容>

踊り、声楽、文学、演劇、音楽(楽器)、遊び、アダット(妊娠、出産の儀式、子どもの期間、成

人期の訪れ、結婚、礼儀作法、献身的な行為、社会階層、助け合い、社会の理想、アダット的な服装)0
アダットは選択。

19.酉カリマンタン州

(開発説明書より)

序文

酉カリマンタン州はこの群島の中で特徴を持った一つの地域であるO一つの特徴もしくは形態は、

その社会の複合性である。様々な民族、もしくはエスニック集団がこの地域で穏やかに暮している。

それぞれの民族はそれぞれの生活背景を持ってきたため、この民族の多横性がこの地域で発展し、ア

ダットや伝統の多様性を生み出した。アダットも伝統も賞賛に債する崇高な価値を内包しているが、

保持していくべき崇高な価値であっても、時代や生活の変化によって我々の中にもそれらを知らなか
ったり、忘れてしまっている者が多くいる。

崇高な生活から生まれた崇高な諸価値を保持していくための努力の中で、地域科の中で「アダット

と伝統の学習」科という科目は心に留められる必要があるQ科目の第-の目標は、我々の子どもたち、

若い世代の彼らが崇高な文化の豊かさを知り、それらを精神的に経験し、それらを評価し保持したい
という態度と考え方を持つようになることである。
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(1) 「観光」科　(教授プログラム概要より)
<理解>

「観光」科は、生徒にこの地域における観光について教授し、基本的な知識を与える試みである。

「観光」科は、地域科の一つの科目であり、生徒達に教えられる必修科目である。それは、社会の繁

栄を高めることができる活動である観光活動にとっての重要な知識や認識を与えるためのものであ

り、また間接的に生活の必要を満たすための能力を高めることが望まれている。
<機能>

「観光」科教育は、生徒が酉カリマンタン地域における観光分野の発展の努力と役割に参加できる

能力を持つように、理解、知識及び態度を高める機能を持つ。加えて、能力と知識について生徒が生

活の必要物を満たすた舶こ有効な能力を習得することも望まれているO
<目標>

「観光」科教育には、生徒がこの地域における観光産業について知り、理解し、観光産業を発展さ

せることに積極的に参加する態度を育成する。加えて、生徒が生活の必要を満たすことができる能力
を高めことが望まれている。
<内容>

a.忙しい時間の合間に、考えや精神をリフレッシュするた釧こ、他の土地や国を知り、自然の美しさ

や文化を知るための人間の活動の一つであるという観光の意味について。

b.国家の収入源の一つであるという観光の意味について。

C・インドネシアの観光シンボルの目標と意図についての理解、七つのスローガンについて。

d・観光活動の様々な種類についての知識。つまり、文化観光、自然観光、バックパッカー、遺跡巡り

観光、買い物観光などについて。

e.酉カリマンタンにおける観光諸地域についてo

tこの地域における観光物を宣伝するための方法について。

g.会話のための外国語。

h・観光を支える宿泊所、観光案内人、レストランや食事場所、 ・文化儀礼などについて。

i.この地域にある歴史的な遺跡や王族の歴史について。

j.お土産作りの基本について。
<その他>

a・基礎教育段階における「観光」科のための教授プログラム概要は、カリキュラムの一つであり、学

校において教授する際、教師のための手引書となる。

b・教授プログラム概要についての教師の理解は、良い授業を行うための最低限の条件である。

C・その教授内容は選択できるが、学校が地域の状況と社会のニーズ、観光を助ける政府政策及び学習

資源の準備を考慮して選ぶ。全ての教育内容は一人の教師が行うか、幾人かの教師からなる教授チ

ームによって行う。継続性、バランスを考えて、各学年ごとた二つの教育内容を選ぶようにする.

dこのr観光」科の教授プログラム概要は、 ①目標、 ②教授要目及び活動の説明から成り立つ0　日標

は、一つあるいは幾つかの教育内容ごとに設定されているD教授要目は、学期ごとの区分に基づい

て決められており、方法と教材の広さと深さの指標でもある。

C・教授要目と活動説明は、従わなければならない最低基準であるが、ニーズに合わせることができる。

t時間配分は、学期ごとにされている。このことは、教師が教授要目に合わせて、時間を適切に用い
ることができるように意図されたものである。

・ 1学期は12過、 2学期は12過、 3学期は10過。

・第6学年については、 3学期は8週のみとなる。

g.教授学習過程において、できれば教師は積極的な学習方法をとること。すなわ、精神的にも肉体的

にも(考え、感情的にも)生徒主体で行うこと。

h・教師は、ニーズ、状況及び能力に合わせて、教授方法、評価方法に用いる手段を決定する。
i.小学校では、第5. 6学年において教えられる。

小学校第5学年

<目標>

①生徒は、観光活動の意味とその目的について理解する。
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②生徒は、観光を行うための政府政策を理解する。

③生徒は、この地域における観光資源について理解する。

④生徒は、観光地の場所と名前を知る。

⑤生徒は、観光の種類に合わせて観光日的の地域ごとの特徴について知るO

⑥生徒は、観光のおもしろさに役立つアダットや伝統の役割について理解する。
1学期:

①生徒は、観光の意味と目的について説明することができる。
・観光の意味と観光活動。

・観光活動の目的。

・専門用語の理解　Wisman(諸外国の観光の省略語)、 Wisnu (国内の観光の省略語).

・重要な意味を持つ、国家の収入源の一つである観光。

②生徒は、観光業を行うための政府の諸努力を述べることができる0
・インドネシア-の観光年の実施。

・酉カリマンタン州におけ、る赤道線フェスティバルの実施。

・七つのスローガン(秩序、安全、清潔、涼しさ、美しさ、優しさ、思いで)とその意図。

③生徒は、様々な観光地域を示す方向や標識、観光地-の行き方を説明することができる。

・観光地域の標識、宿泊所、食べる所、病院、歴史的な建物、遺跡、博物館などについて知り、理
解する。

2学期:

①生徒は、観光地の標識を書くことができる。

・標識の色や大きさを知る。

・絵の特徴を知る。観光地域、博物館、遺跡、宿泊施設・ホテル、食堂など。

②生徒は、距離や観光地の名前を簡単な素材を用いて作れるようにする。

・距離や観光地の名前の作り方を理解する。

・標識をつける方法を知る。

③生徒は、酋カリマンタン州における観光物の種類について説明できる。

・観光の種類として、旧跡巡り、バックパッカー、お買い物ツアーなど。

・州都からそれらの湯所への遠さと行く方法。

・観光地にある施設・娯楽。 (宿泊施設、食堂、娯楽、文化公演など)

④生徒は地域における観光物のある場所の地図を作成することができる。
・距離が分かるように観光名所を示す地図をつくる方法。

・正しく測って、その地図を作製する練習

3学期

①生徒は、この地域における歴史的な遺跡や歴的的な建物について説明することができる。

・イスラム教がインドネシアに入ってくる以前の時代の建物、遺跡。
・イスラム時代の建物、遺跡。

・独立期の建物、遺跡。

・歴史的にも、伝統的にも、機能的にも高い文化的価値を持つ建軌　ロング・ハウス、橋、移動家
屋、ムスジッド、教会、仏教寺院。

②生徒は、観光物となりうるアダット伝統の種類について説明することができる。

・農業分野におけるアダット伝統、畑仕事の始まり、収穫、儀礼。

・漁の世界における儀式、海の平穏など。

・結婚式、割礼、建築など(地域の状況に合わせて)0

③生徒は、見たことのある儀式の方法、アダット伝統儀礼について話すことができる。
小学校第6学年

<目標>

①生徒は、観光客の興味を引くために、地域を知らせるための材料の有効性について理解する。

②生徒は、客・観光客を出迎えるための礼儀作法を知る。

③生徒は、会話のための外国語の専門用語や用語についての知識を得る。

④生徒は、外国語を用いて、観光客との関係を持つ方法を知るO
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⑤生徒は、地域の多様性について知り、この地域の特徴的な絵の象徴について知る。

⑥生徒は、衝単なおみやげ物を作る基本的な知識を得る。
1学期

①生徒は、観光客の興味をための情報材料の有効性にういて説明することができる。
・書かれた情報、地図と絵、標識。

②生徒は、情報材料を作ることができる。

・簡単な方向を示す看板や、ポスター・絵の作り方。

・簡単なパンフレットの作り方。

③生徒は、観光客を迎えるた釧こ外国語を用いることができるO

・外国語の基本的な知識(英語)0

・日常的に用いる英語の用語や専門用語についての知識。

・外国語(英語)の会話の方法。

・簡単な会話。

④英語での会話の練習0
2学期

①生徒は、簡単な会話をするための外国語(英語)を用いることができる。

・会話に必要な専門用語・語嚢を習得する。

・語嚢を増やす。

・質問の受け答えなどの会話練習。

②生徒は、外国人を迎え、交流する方法を説明することができる。
・交流方法についての知識。

・禁止事項(何をしてはいけないのか)についての知識、すすめられること(何はしてもよいのか)
についての知識。

③生徒は、この地域における装飾芸術において用いられる特徴的なシンボルや多様な装飾品の意味
について説明することができる。

・家の道具、盾の装飾、縁の装飾の種類。

・花、草、文字の装飾。

④お土産品の装飾作りの方法について説明することができる。
・カギ吊し、盾と矛などについている装飾。

・ビーズの装飾。

3学期

①生徒は、観光客を案内する方法の基本について説明することができる。

・案内の方法:観光客に伝えなければならないこと、外国語。

・親切で礼儀正しい態度。

②生徒は、地域の特徴的な装飾に飾られたお土産品をつくることができるO

・カギ吊し、盾と矛などの彫刻。

・帽子を飾るベール作りQ

・ビーズの刺繍作り.

・布のプリントの基本。

中学校第1学年

<目標>

①生徒は、地域科の観光物について知る。

(参生徒は、

③生徒は、

④生徒は、

⑤生徒は、

⑥生徒は、

⑦生徒は、

⑧生徒は、

<内容>

この地域の観光業を支える施設・設備について知る。

観光についての情報を提供する材料を作る方法を知る。

事務所での仕事について知る。

地域の伝統音楽や舞踊の種類について知る。

旅行者と外国語を用いて会話を行うことができる。

おみやげ物の服や布などのプリントの柄のを作り方を習得する。

質の良いおみやげ物をつくる方法を知る。
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1学期:

①生徒は、この地域の観光業に関することや特殊なことについての知識を持つ。

・文化観光(歴史的な場所、遺跡、アダット的な儀礼、伝統的な村の生活など)0

・バックパッカー(森や山の探検、川や急流下り、山登り)0

・自然観光(海岸の美しさ、釣り)0

・美しい観光(水泳、潜水など)0

・お買い物ツアー(店、伝統的な市場、工芸品をつくる場所など)0

②生徒は、観光を支える様々な種類の施設・設備を使用することができる。

・事務所・エージェント(企業の名前と場所)、郵便局、銀行などについて知る。
・宿泊施設(ホテル、旅館、民宿)0

・移動手段(陸の交通手段、水上交通、空の交通について、どこで乗るのか、料金はいくらかなど)0
・食べる場所(レストラン、屋台)0

・方向指示(道の標識など)0

・観光地域の地図。

③生徒は、観光を説明するためのパンフレットやポスターを作ることができるO

・ポスター、許可証、パンフレットの絵や文字を作る方法。

④生徒は絵や文字のデザインの作り方を習得する。
2学期:

①生徒は観光に必要とされる娯楽のための芸術的な行事において行われる様々な舞踊について説明
できるようにする。

・ムラユ族の踊り(アダット的な踊り、行事、交流の踊り)0

・ダヤク族の蹄り(アダット的な踊り、行事、交流の踊り)0
・使用される楽器や服装。

②生徒は、この地域における観光を楽しませることができる伝統的な音楽について説明することが
できる。

・レバナ音楽。

・タンジドール音楽。

・ダヤク族の伝統的な音楽。

③生徒は、伝統的な楽器の一つを習得するO

④生徒は、布の染め方、プリントの仕方を習得する。

・プリントのテクニックのための基本的な絵の作り方。

・染めるための基本的な絵の作り方。

・プリントの絵の作り方。

堅Huff

①生徒は、観光規則を助けるための、情報を与える方法を説明することができる。

・会話のための用語や言葉を習得する。

・情報を与えるための質問と答えの方法を習得するO

・当該地域についての知識。

②生徒は、うまくお土産を売るためのの方法を説明することができる。

・お土産の工芸品を仕あげる方法(磨く、色を塗る、質の基本を選択する)0
・ラッピングの方法。

・価格についての知識。

・業者、お土産店を通して売る方法についての知識。

③地域にある材料で特別なお土産をつくる練習。

(2) 「アダットと伝統の学習」科　(教授プログラム概要より)
<理解>

「アダットと伝統の学習」科は、基礎教育段階の生徒に与えられる地域科の中の一つの科目である。

この科目は、様々な価値、アダットの規準及び伝統、様々なアダットの儀式の形態、酉カリマンタン

地域の地域社会において発達した民話や遊びなどを学習範囲としている。それらは高い文化的価値を
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持つ文化遺産として若い世代に知られる、受け入れられ、保持、発展されることが望まれている。
<機能>

「アダットと伝統の学習」科は、社会の中で行われている価値や習慣、私たちの社会の中で先祖代

々発展してきたアダットや伝統、昔、私たちの先祖が時間を楽しむため方法であった様々な民話や遊

びについての知識、能力、考え方及び精神的な経験を若い世代に与える働きをする。
<目標>

生徒たちが生活から発展した様々な側面についての知識を身につけ、さらにその能力でもって崇高
な文化遺産に対して愛情を感じ、それを保持していく態度を身につけること
<内容>

小学校

第1学年

・あいさつの仕方(お早ようございます、お休みなさいなど)。時間の決まりについて理解し、

実行する(ねる時間、学校に行く時間、休み時間、遊び時間、勉強の時間、家族と集ったり、

夕食を食べる時間)。していいこと、惑いことを学び、罰と褒美について理解する。
第2学年

・目上の人に対して敬意を払う(両親、兄、姉、先生、村長、区長、警察隊長、ウラマ-など)0

国旗に対して敬意を払う。 (国旗の色、形について理解し、家の前、乗り物、学校、役所な

どに国旗を掲げる。)国旗掲揚の儀式に参加できるようにする。 (整列、儀式の中での態度、
決まりについて理解し、実行する。)

・学校での規律を守って良い行いをする。一般的な場所での決まり(交通ルール、左側通行な

ど)を理解し、守る。標識について理解する。

・アダットやイバダーの中に包含される礼儀正しい態度を取り、決まりに従う。

・全ての行ないに伴う罰と褒美の区別が行なえるようにする。 (年長者に対する従順な態度、
勤勉さ、やさしさ、礼儀作法、正直など)

・国家の象徴(大統領の名前、パンチヤシラ)0
第3学年

・女の子、男の子の遊び道具の種類、形について理解し、遊び道具の絵が書けたり、道具を使
って遊ぶことができるようにする。

・グループを作っての遊びについて知り、説明できるようにするo

・遊び道具の作り方、材料について理解し、説明できるようにし、作ることができるようにす
る。

第4学年

・当該地域にある遊びの歴史・物語・由来、その価値(スポーツ精神、集団行動、公平さ、創
造性)、種類、有益さについて理解する。

第5学年

・民話、その機能、源泉について理解し、認識する。

・ダヤク族、ムラユ族の物語の中にある格言、諺の意味がそれぞれの言葉や方法を用いて説明

できるようにする.それらの格言、諺がインドネシア語で言い表すことができるようにする。

・ダヤク族、ムラユ族の社会で使われている諺、格言、表現のコレクションを作る。
第6学年

・大衆文学に包含されている価値(ノルマ、国にとっても、一般的にも重要な王国時代に承諾

されていたいけにえの価値観、協同作業の精神の価値、お互い他人のことに気を配るという

意識の理解、全ての問題を解決するための協義方法の利用)

・パンチヤシラの価値観に合わせて民話についての知識を持つ。

・既に学習した民話に含まれた価値を手本とした態度を発展させることができるようにする。

・ 「パンチャシラの認識及び実践のための指針」に含まれる内容と諸価値の適応性と同じ箇所
を指摘する。

中学校

第1学年

・家族の住む地域社会にまだ残っているアダットについて説明できるようにする。 (年長者、
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両親に対して敬意を示す話し方、座り方、名前の呼び方、家族の一員としての働きQアダッ

トにのっとった提言とタブーについて。)

・アダットに関連するシンボルについて説明できるようにする。

・ムラユ族とダヤク族それぞれの民族衣装について説明できるようにする。
第2学年

・アダットによる儀式の価値やそこで用いられるシンボルなどについて理解する。

・インドネシア国民は祖先の伝統やアダットによって特徴付けられていること、それらの儀式
を維持することの意義について理解する。

・社会の中での直接的なアダットの儀式の種類について説明できるようにする。

・ダヤク族とマレー族の結婚式について(道具の意味、機能、民族衣装、手順などについての)
説明できるようにする。

第3学年

・周辺地域社会に残っているアダットの儀式を維持することの大切さ、それ白身の方法を簡単
に説明できるようする。

・ダヤク族とマレー族の伝統的な家内手工芸の形態、種類について説明できるようにし、アダ

ット的な室内の飾りを書けるようにし、その意味を説明できるようにするO

(3) 「地域の芸術」科　(教授プログラム概要より)
<目標>

西カリマンタン州の先住民として、またマジョリティとしてダヤク族とムラユ族があげられる。そ

れ以外にも様々な民族がこの州の芸術に影響を与えてきたが、この州の伝統的な芸術としてはやはり

両民族の芸術をとりあげるのが適していると考えられる。しかし、残念なことに若い催代にはこの民

族の芸術に関心がなくなってきているという現象が起こっている。そこで、地域科として民族の芸術

あるいは伝統芸術を取りあげ、生徒がそれらを尊重し、興味関心を持ち、それを保持することに参加
する意志をわかせ、知識と技術を与えることを目的とする。
<内容>

創作芸術、声楽、 (イスラム教徒に限り)アルクルアーンの美しい朗読0

5年生は実際に作品を作り、 6年生は美しい朗読、中学校1年生は彫刻、 2年生は地域/伝統音楽、
3年生は舞踊。

21.北スラウェシ州　　(開発説明書より)

(1) 「地域文化・地方語」科

<目標>

・統合と統一意識を芽生えさせることができる地域文化の価値、愛国精神と闘争精神、感謝の気持ち、
神-の畏敬の念を育成する。

・地域開発に役立つ地域文化の知識を発展させる(観光、経済)a

・国民文化の豊かさの一つとしての地方語、文学芸術及び地域文化を保持するO
<内容>

・読み　・請負　・読み　・練習　・地方の歌の歌詞内容

(2) 「観光」科

<目標>

北スラウェシは、観光開発地城であり、外国為替の源である。そのため生徒に観光業分野における

特別国家開発地域の保持に参加させるようにこ北スラウェシ州の観光について教える必要性がある。

・北スラウェシ州における観光の重要性と有効性について理解させる0

・北スラウェシ州における観光地城や観光物及び種類を教える。

・北スラウェシ州地域における観光について生徒に知識と理解を高める。

・観光分野の開発に役立つように、生徒の教養と役割を高める。

・生徒に対して観光を理解する態度と関心を高め、発展させ、育成する。
<内容>
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・観光学の理解　・観光学の目的　・旅行者　・観光の影響　・北スラウェシの観光地

・ボフスミ地域文化社会生活の不変化に伴う役割と利益　・北スラウェシ地方の経営における社会

・観光旅行を発展させるための外国語の利用の利益・スルッ観光地のグルパン(目的)
・市場の売り物のの種類　・特徴

22,両スラウェシ州　(開発説明書より)

(1) 「地方語」科(ブギス語、マカッサル語、マンダル語、トラジャ語)
<理解>

地域のコミュニケーション手段として、また国語の語嚢の源として保持、発展される必要がある。

(2) rアダット」科　(教授プログラム概要より)
<理解>

・外国文化から国民文化への影響に対抗するために生徒に文化を保持、発展する態度を育成する。

・アダットは、社会の成員によって敬われ、従われ、先祖代々、社会の中で発展してきた習慣である。

・アダットは、人間の心・精神に直接関連するため人間生活から切り離せないものである。

・アダットの教育は、基礎教育において、生徒が地域文化を愛することができるようになるた桝と、

さらに日常生活において保持、発展させることができるようにするために、生徒達に文化的価値観
の発達を促すように方向付けられる。

<機能>

「アダット」科は、生徒達に文化的価値観の発達を促し、先祖代々社会の中で莞展してきた地域文
化の保持、発展を行うようにする。
<目標>

「アダット」科は、生徒に彼らの祖先からの遺産として国民文化に対する愛情を育てするために、

地域の文化価値やアダットについて学校で教える必要がある。
<範田>

・礼儀作法・割礼　Hakikah　の儀式・アルクルアーンの朗唱の儀式・稲刈りの儀式・雨乞

いの儀式・田の仕事はじめの儀式・平安の儀式・葬式・祝賀式
<その他>

1.アダットの科目の教材は、継続的に行うこと。

2・プログラム概説において作られた小学校におけるアダット科の教材は、当該地域の状況とニーズ
に合わせて選ぶことができるものとなっている.

3・準備された教材と教具は、できるかぎりうまく用いられること。もし教具が用意できない場合は、

周辺社会において得られる教材・道具・手段を用いること。

4・教師は、第1の学習資醇であるOそれ以外にも、社会や関連機関や学校周辺の代表者も指導者と
して活用できる。

<目標達成のための方策>

1.教授方法

プログラム概説において書かれている教授目標を達成するためには、周辺社会や生徒の状況と教材

を適当な形で合わせた方法を用いることが教師に要求される。とりわけ用いられる様々な種類の方法

は次のようであるo a.講義　b.議論　C.問答　d.課盾を与える方法　e.研修など。
2.教育資源に有効なもの

a・人材:地域のアダットの問題について理解している保護者、社会の代表者、学習資源として有効な

関連機関、例えば学校に来てもらうもしくは教師・生徒が訪問する。

b遷金=学校で用意される基金はただBPPPやSPPだけであり、その額には限界がある。したがって

人材に対する謝礼金、交通費のために基金額を増やさなければならない。
3,評価

評価は、口頭、記述、行為で行われる。

a・教師: ・用意された教材ののどこまで生徒達によって習得されているかを知るために。

・どこまで生徒が知り、理解し、地域文化の価値を保持、発展するのかを知る。

b・生徒: ・生徒ができるかぎりの成果を出せるように助けを与える。
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C備護者: ・受け取った報告に基づいて子どもの発展の段階を知る。
(教授プログラム概要より)

小学校第1学年

<目標>

生徒は他の人と交流する方法を知り、理解する。
<内容>

<1学期(24時間) >

1_生徒は家族の中での礼儀作法についての知り、理解する。
1.1.家族の中での礼儀作法

・父と母を敬う。

・他の家族の成員を敬う。

・両親のた糾こ食事の用意をする。

・家族の周囲の中で行われている規則に従うO

<2学期(24時間) >

1.生徒は他の人話し方について知り、理解する。
1.1.話し方

・両親・年上の人との話し方。

・年下の人との話し方。

・教師や先輩との話し方。

<3学期(20時間) >

1.生徒は人前での横切り方・歩き方を知り、理解する。

1.1.人の前の横切り方・歩き方

・例えば手を下にしながら人の前を過ぎる時に許しをこう。

・人にぶっからないようにする。

小学校第2学年

<目標>

生徒は他の人と話をする方法を知り、理解する。
<内容>

<1学期(24時間) >

1_生徒は話し方について知り、理解する。
1.1.話し方

・・横柄な話し方を避ける。

・他の人が話している時に話さない。

・歩きながら話さない。

<2学期(24時間) >

1.生徒は接客の方法を知り、理解する0

1.1.訪問の仕方

・訪問に適切な時間を知る。

・初めて入るときに戸をたたく。

・礼儀正しく挨拶をする。

・勧められてから入ったり、座ったりする。

・礼儀正しく用件を伝える。

・訪問が終わったら、いとまごいをする。

<3学期(20時間) >

1.生徒は接客の仕方について知り、理解する。

1.1.接客方法

・優しい態度

・客間では、客より活動的でなければならない。
小学校第3学年

<目標>
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1.生徒は他の人と交流する方法について知り、理解する。

2.生徒は地域で行われる割礼の儀式について知り、理解するO

3.生徒はaqiqahを行う方法を知り、理解する。
<内容>

<1学期(24時間) >

1.1.生徒は、衣装や装飾について知り、理解する。

・男子の衣装一普段の服装とパーティの衣装

・女子の衣装一普段の服装とパーティの衣装

<2学期(24時間) >

1.生徒は、割礼の儀式について知り、理解する。
1.1.割礼

・意味・行う時間・行う方法・使用される道具と形・含まれる価値
<3学期(20時間) >

1.生徒はaqiqahの儀式の方法について知り、理解する。

l.l.aqiqahの儀式

・意味・行う時間・行う方法・含まれる価値

小学校第4学年

<目標>

1.生徒はアルクルアーンの朗唱の儀式の方法について知り、理解する。

2.生徒は稲刈りの儀式を行う方法について知り、理解する。

3.生徒は雨乞いの儀式を行う方法について知り、理解する。
<内容>

<1学期(24時間) >

1・生徒は、アルクルアーンの朗唱の儀式の正しく上手に行う方法について知り、理解する0
1.1.アルクルアーンの朗唱の儀式

・意味・行う時間・行う方法・使用される道具と形・含まれる価値
<2学期(24時間) >

1・生徒は南スラウェシ地域の稲刈り儀式を行う方法について知り、理解する0
1.1.稲刈りの儀式

・行われる時間・使用される道具・行う方法・含まれる価値
<3学期(20時間) >

1・生徒は神に対して雨乞いをどのようにするのかについて知り、信じる。
1.1.雨乞いの儀式

・行われる時間・行う方法・含まれる価値
小学校第5学年

<目標>

1.生徒は田の仕事はじめの儀式について知り、理解する。

2.生徒は南スラウェシ地域の特徴的な平安の儀式について知り、理解する。

3・生徒は南スラウェシ地域の特徴的な結婚の儀式について知り、理解する。
<内容>

<1学期(24時間) >

1.生徒は田の仕事はじめの儀式について知り、理解する。

1.1.田の仕事はじめの儀式

・行なわれる時間・行う方法・植えられる稲の種類・田植えの時期の雨の状況について決め
る。

<2学期(24時間) >

・結婚に関する祝賀の儀式

・意味・行われる時間・行う方法・使われる道具・形・含まれる価値
・生誕に関する祝賀の儀式

・意味,・行われる時間・行う方法・使われる道具・形・含まれる価値
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・新しい家を建てる儀式

・意味・行う時間・行う方法・使用される道具・含まれる価値
<3学期(20時間) >

1_生徒は結婚式について知り、理解する。

・色々な結婚式について知る・方法とプロセスについて知る・花嫁の面倒をみる
小学校第6学年

<目標>

1.生徒は地域のアダットについて知る。

2・生徒は南スラウェシ地域の葬式、祝賀の儀式について知り、理解する。
<内容>

<1学期(24時間) >

1,生徒は葬式の行い方を知り、理解する。
1.1.南スラウェシ地方の葬式

・行う方法・使用される道具・有効性

<2学期(24時間) >

1.生徒は祝賀の儀式について知り、理解する。

1.1.南スラウェシ地域の特徴的な祝賀の儀式

・祝賀式の種類.行う方法・使用される道具・有効性

23.中スラウェシ州　(開発説明書より)

(1) 「地方語J　科

教授される地方語は、学校周辺で使われている地方語で、中スラウニシ州の地方語である。例えば、

学校周辺で使われている地方語は、カイリ語、ブギス語、トリトリ語、ジャワ語、ポソ語であるが、

もしよく使われているのがカイリ語であれば、学校において地域科で教える地方語はカイリ語となる。

もしポソ語が多ければ、ポソ語となる。学校周辺で中スラクエシの地方語が使われていなければ、学

校は、中スラウニシの地方語であるものを教える。例えば、バリ人がマジョリティであるトライの移

民地域では、中スラウエシ州の地方語の一つが教えられる(カイリ語、ポソ語、トリトリ語、ルクッ
ク語などなど)0

(2) 「アダット」科　(教授プログラム概要より)
<理解>

中スラウェシ地域の「アダット」科は、中スラウェシ州の様々な民族のアダットを教授する科目で
ある。

<機能>

中スラクエシ州地域の「アダット」科は、国家文化を豊かにするた桝こ中スラウニシ州地域の文化
を保持、発展させる機能を持つ。
<目標>

国家文化を豊かにするた糾こ、生徒が日々の生活にとって有効な知識を持ち、礼儀作法を身につけ、
崇高な文化を誇りに思うようにする。

<範囲>

中スラウェシ州のアダット

・ドンガラ県、ポソ県、バンガイ県、プオルトリトリ県における割礼のアダット
・同上の結婚式のアダット

それぞれの地域のマジョリティ民族のアダットについて、経験を話し、道具、衣装、儀式の方法を

学び、なぜその民族の方法は必要なのわを説明できるようにする。
<学年・学期ごとの目標及び内容>

小学校舞4学年

目標:①生徒は、ドンガラ県のカイリ族の結婚のアダットについて理解する0

②生徒は、ポソ県のパモナ族の結婚のアダットについて理解する0

③生徒は、ブオルトリトリ県のプオル族の結婚のアダットについて理解する。

④生徒は、バンギ県のバンガイ族の結婚のアダットについて理解する。
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く1学期(18授業時間) >

生徒は、ドンガラ県のカイリ族の結婚のアダットについて理解する。

1.1ドンガラ県のカイリ族の結婚のアダット。

1.1.1カイリ族の花嫁の付き添い。

・花嫁の付き添いをした経験について話しをする。

・カイリ族の花嫁の付き添いの機能について話しをする。

・花嫁の付き添いに用いる装飾品について説明する。

・カイリ族の花嫁の付き添いの装飾品の絵を描く。

・カイリ族の花嫁の付き添いの装飾品のミニチュアを作る。

日.2カイリ族の世話。

・カイリ族の花嫁の世話の方法について述べる。

・カイリ族の花嫁の世話に必要なものを説明する。

・バダビダ、バダクンバ、ノロギ、ノボガを作る。

・ノバソアのための材料を選ぶ。

・ノバソアの方法を実習する。

1.1.3カイリ族の花嫁の装飾品。

・見たことのあるカイリ族の花嫁の装飾品について話す。

・カイリ族の花嫁の装飾品の全種類を述べる。

・一般の人の装飾品と貴族の装飾品を比較する。

・カイリ族の花嫁の衣装のモデルを絵に表す。

・カイリ族の結婚のアダットをクリップを作る。

1.1.4カイリ族の結婚のアダットを行う方法O

・経験に合わせてカイリ族の結婚のアダットを行うことについて生徒は話しをする。

・カイリ族のアダットを行う方法について説明する。

・カイリ族のアダットの実施をシュミレーションする。

・カイリ族のアダットを行う方法を書き言葉で表す・

<2学期(18授業時間) >

生徒は、国民文化を豊かにするために、ポソ県のパモナ族の結婚のアダットを保持、発展する。

1.1ポソ県のパモナ族の結婚のアダット

1.1.1パモナ族の花嫁の付き添い

・花嫁の付き添いをした経験について話しをする。

・パモナ族の花嫁の付き添いの機能について話しをする。

・花嫁の付き添いに用いる装飾品について説明する。

・パモナ族の花嫁の付き添いの装飾品の絵を措く。

・パモナ族の花嫁の付き添いの装飾品のミニチュアを作る。

1.1.2パモナ族の世話。

・パモナ族の花嫁の世話の方法について述べる。

・パモナ族の花嫁の世話に必要なものを説明する。

・バダビダ、バダクンバ、ノロギ、ノポガを作る。

1.1.3パモナ族の花嫁の装飾品。

・見たことのあるパモナ族の花嫁の装飾品について話す。

・パモナ族の花嫁の装飾品の全種類を述べる。

・一般の人の装飾品と貴族の装飾品を比較するO

・パモナ族の花嫁の衣装のモデルを絵に表す。

・パモナ族の結婚のアダットをクリップを作る。

1.1.4パモナ族の結婚のアダットを行う方法。

・経験に合わせてパモナ族の結婚のアダットを行うことについて生徒は話しをする。

・パモナ族のアダットを行う方法について説明する。

・パモナ族のアダットの実施をシュミレーションする。

・パモナ族のアダットを行う方法を書き言葉で表す・
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<3学期(36授業時間) >

1.1バンガイ県のバンガイ族の結婚のアダット

1.1.1バンガイ族の花嫁の付き添い

・花嫁の付き添いをした経験について話しをする。

・バンガイ族の花嫁の付き添いの機能について話しをする。

・花嫁の付き添いに用いる装飾品について説明する。

・バンガイ族の花嫁の付き添いの装飾品の絵を描く。

・バンガイ族の花嫁の付き添いの装飾品のミニチュアを作る。
1.1.2バンガイ族の世話o

・バンガイ族の花嫁の世話の方法について述べる。

・バンガイ族の花嫁の世話に必要なものを説明する。

1.1.3バンガイ族の花嫁の装飾品。

・見たことのあるバンガイ族の花嫁の装飾品について話す。

・バンガイ族の花嫁の装飾品の全種類を述べる。

・一般の人の装飾品と貴族の装飾品を比較する。

・バンガイ族の花嫁の衣装のモデルを絵に表す。

・バンガイ族の結婚のアダットをクリップを作る。

1_1.4バンガイ族の結婚のアダットを行う方法。

・経験に合わせてバンガイ族の結婚のアダットを行うことについて生徒は話しをするO

・バンガイ族のアダットを行う方法について説明する。

・バンガイ族のアダットの実施をシュミレーションする。

・バンガイ族のアダットを行う方法を書き言葉で表す・

中学校第3学年

目標:生徒は中スラウェシ地域の結婚のアダットを理解する。

内容は、小学校第4学年と全く同じであり、より高度な話し合いが求められているだけである。

24.東南スラウェシ州

(1) 「地域文化」科　(教授プログラム概要より)

<理解>

文化は、各地域ごとに様々に発達してきた社会の創造物の一つである。一つの地域に広がった文化

は、他の地域とは遣う特徴をを持つ。これは、保持、発展される必要のある地域の豊かさである。

地域文化の保持、発展は重要であるため、学童期に理解することで、地域文化を尊重し、周辺地城

にある地域文化の諸価値を保っていこうとする気持ちが湧くように、この機会に基礎教育カリキュラ

ムに　r地域文化」科を導入した。科目として地域文化が組み込まれた法的基盤は、 1989年学校教育

制度法第37、 38条によるO　地域の状況とニーズに合わせて、非常に重要な役割を担う東南スラウェ

シ州地域の文化が保持、発展されることになるだろう。

<機能>

1.東南スラウェシ地域における歴史的、社会的、窟済的価値を持つ文化を保持、罪展する0

2.周辺地域における文化を理解し、尊重し、保っていこうという感情を生徒に持たせるようにする0

3.国民を発展させる豊かさとしての地域文化を生徒に理解させる。

<目標>

1.社会を発展させる活動に影響を与える生活システムの一つとして、文化の役割の重要性について

生徒に理解させる0

2.生産活動としての役割を行うことができる文化の多様性に対して基本的な知識を与える。
<範囲>

東南スラウェシ地域に広がる文化は、すべて重要な役割を担っている。そのため、歴史的、社会的、

経済的な価値と地域の特徴を含んだ社会生活における文化の保持、発展は、優先される必要がある。

そのため州事務所は、東南スラウェシの地域文化が、常に社会の尊厳と価値を高めるられ、また有

効にしよう努力されるように、地域文化を一つの科目とした。

内容は、昔の財産、未婚女性が家に閉じこもる方法、結婚式の方法。
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<その他>

東南スラウェシの「地域文化J科の教授プログラム概要を実施する際は、以下のことに注意しなけ
ればならない。

1. 「地域文化」科は、東南スラウェシ地域の歴史的、経済的、特徴的な価値観を保持、発展する目

的を持つ。

2.上述の原則に合わせて、文化を保持することを通して、社会生活を発展させるために、 「地域文化」

科の教授プログラム概要は編成されなければならない。

3. r地域文化」科は、生徒が生産活動の資折として生かすことができるような構成になっている。

4. 「地域文化」科の教授プログラム概要は、教師のための教授学習過程の手引書である。

5.地域文化の保持、発展が強調される諸価値は、歴史的価値、社会的価値及び経済的価値である。

6.上述の原則に基づいて科目内で取りあげられる方法として望ましいのは、簡単なものから難し

いものへ、具体的なものから抽象的なものへ、生徒の身近で狭い範囲の日常生活の環境からより広

く遠い国民、民族社会生活へという取りあげ方である。

7.教授学習過程は、歴史的価値、社会的価値及び経済的価値を発展させるた糾こ、生徒の日常生活

にとって有効であるか、生徒の生活環境に近いか、将来の国家と国民の社会的要求などを考慮しつ

つ決定する。

8.各主要テーマにおける最低限の教育内容は、教師が地域の文化的状況に合わせて豊かにしなけれ

ばならない。

9.一つの学期中に、 「知るプロセス」と「保持するプロセス」を経なければならないo

io.-つの学期に中に、教師はある価値と他の価値を結びつけることができるように教授学習過程を
準備する。

ll.教師は教授学習過程において、教授方法、メディアの選択の自由を持つ。

12_学習の進展と活動の選択は、上述した目標を達成できるようにされなければならない。

<小学校第3、 4、 5、 6学年の範囲>

1.東南スラウェシは十分に多様な文化をもっている。

2.東南スラウェシ地域の文化は保持されるようにされなければならない0

3.生徒が地域文化を知り、愛すようにさせる。

4.地域文化は、地域を開発するための資本となる。

5.観光物としての地域文化となる。

<目標>

1_生徒は、古代の財産を知り、尊重できる。

2.生徒は、東南スラウェシの地域の未婚女性のしきたりについて理解できる。

3.生徒は、東南スラウェシの地域の結婚のしきたりについて理解できる0
<目標達成の方策>

A.教材

1.教師によって意味のあるものに構成される。

2.様々な情報源との関係を持つ。最も近くの学校、社会及び教育内容に関連する諸機関など0

3_様々な教材-の接近方法。

a,概念についは、全ての生徒に理解をさせるo

b.生徒は教材と関連する環境について学習する。

C.図書を通して生徒の理解を豊かにし、同時に実践能力を身につける。
B.教授法

地域文化についての学習内容を教授する際に用いられる方法は、講義、問答、高論、観察、見学、

デモンストレーションである。

C手段

視聴覚教具:関連する写真、絵、装飾品、化粧の方法

26.イリアン・ジャヤ州　(開発説明書より)

<地域科の目標>

地域科の一般的な目標は、生硬に当該地域についてしっかりとした考え方を持たせ、国家開発や当
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該地域の開発を支える自然の資源や文化を維持し、発展させる準備をさせることである。特別な目標

は、 ①自然環境、社会環境及び文化環境についてより深く知り、 ②当該地域社会に親しみ、孤立する

ことを防ぎ、 ③身の回りで起こる諸問題を解決するために教えられた知識や技術を活用することがで

き、 ④生活の中での必要を満たすための特別な技能を習得する、 ⑤地域に関する学習の内容をより有
意味なものにする、である。
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資料2　地域科を中心とした授業実践事例
1・酉スマトラ州ブキッテインギ国立第1小学校の事例
(1)地域の状況

プキッテインギは、酉スマトラ州アガム県の県庁所在地である。人口7万6千人(1985年推定)。 1825

年にオランダ軍が要塞を築いたことに起源をもち、その後植民地行政の中心地、商業の中心地として発

展したo日本軍政期には、第25軍参謀本部が置かれた。また独立後1950年代後半に中央政府に対する
反乱が起こった時は、スマトラの反乱派は革命政府を樹立したという歴史を持つ・1。

プキッテインギはまた、ミナンカバウ人の心の故郷とも言われており、文化遺産も多く、内外からの
観光客がにぎわう観光地となっている。
(2)学校の状況

町の中心から離れた、農村地帯に隣接しているo全校6クラス、全生徒は180人であるo
(3)生徒の状況

生徒は学校近郊の農家の子弟が多いが、最近できた学校から歩いて15分程のバスターミナルで小売

店を営む家庭の子弟もクラスに.3, 4人含まれる。庫済状況は底辺層が半数を占める。
(4)地域科実施までの経緯

地域科の科目の選択は、校長と教師の話し合いによって決定された。低学年では必修科目の「アルク

ルアーンの読み書き」科、中学年では必修科目のrミナンカバウ世界の文化」科と「農業技術」科、高
学年ではそれらに「アラブ・ムラユの読み書き」科が加えられているO
(5)地域科授業の実録

事例1小学校5年rインドネシア語」科の授業(1996年6月13H)

教師の属性・教育意図:ミナンかヾウ人でイスラム教徒の女教師(50歳)。ベテラン教師という自信や威
厳のあまり感じられない教師。

生徒の属性;生徒数28人(女子15人、男子13人)o担任によると、 rこのクラスは貧しい家庭の子が多

いのo農民やターミナルで鳥を売ったり、小さな商売をしている」というO筆者がrでは、子どもを学

校にやりたがらない保護者も多いでしょう」と尋ねたところ、 「5, 6人はね。商売の手伝いをさせてい

るのを市場でみるわoベチヤに荷物を載せたり、ベチヤを洗ったりね。以前はこの学校も周辺地城から

の子どもばかりだったんだけど、バスターミナルが近くに移ってきたから、遠い村から商売に来る人が

多くなってoまあ、彼らもここになじむようになってきたから、その点問題はないけれど、ただパスタ

~ミナルに酌、と、悪い影響を受けて良くない行動をとる子がでてきたわoほら、あの大きな男の子は、

お酒を飲んだことがあるのo学校に来ても邪魔ぽっかりo ・ぁの一番背の高い女の子は、他の田舎から来

た子でねo両親は生活費を稼ぐの必死だから、いたずらっ子になっちゃてるの」ということであった。
授業時のねらい・内容=母系制について理解する。

教科書・教材:教師と数名.の生徒は教科書も使用している。
教授学習過程:

教師: (クラスに無言で入るo戸棚からチョークや教科書や出席簿を取り出して用意する。)
生徒: (席にきちんと座って、無言で教師が話し始めるのを待つ。)

教師(教壇に教科書を開けて話し始めるo)今日は、母系制についての勉強です。親族システムには、

母系制と父系制がありますoミナンカバウ社会は、母系制です。その特徴は次のようです。
生徒: (ほぼ全員が真剣な目で話しを聞いている。)

教師:一つ払子どもは母親の民族に従います。 (といって板書する。)

生徒: (いつものいたずらっ子も背を曲げてプツプツ言いながらノートに書く0)

教師:そして、一つの親族の中での最も年をとっている女の人は、親族の財産や収穫物を舶JJLます。 (と
いってまた板書するo板書する時は、短いチョークを2、 3本持っている左手は腰の後ろに回し
ている。)

生徒: (無言でノートに書き取るoしかし、筆者がノートを見ると、 1人のいつも教師に頭が良くないと

言って無視されている生徒は、友達-の手紙を書いていた。ぱっ、と隠すが、止めるわけではな

*1石井米雄(也) 『インドネシアの事典』同朋社、 1991年。
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い。)

教師:例えば、収穫期に稲刈りにたくさんの手伝いが集まるわね。そして全部刈り取ったら、一番上の

女の人が、この人にはこれだけ、この人にはこれだけ、と指示をしますO (最小限のジェスチャー

で静かに授業が進む。板書を一気に済ませ、生徒の席を回る。)書き終わった?

生徒:まだです。 (きまりきったように、数人がぼそっと言う。)先生、これ何? (一番後ろの席から小

さな男の子がすたすたと前にやってきて、黒板の分からない綴りを指して教師に聞く。)
教師:これは分けるという言葉よ。

生徒: - ・。 (無言、無表情ですたすたと席に戻る。また別の生徒が)せんせ-い、 5番目をもう一回

読んでくださ-いo

教師:えー、プサコもプサコグルールもママックからママック-受け継がれて、常に親族内で受け継
がれるって書いているのよ。

生徒: ・ -0 (そのまま書く。)

教師:ミナンカバウ社会での女性には、親族内で重要な役割がたくさんありますね。ジャワだったらど

うですかねえ?女性は家の中に置かれたままで、男性は何をしてるのかしら。でもミナンカバウ

では、女性も男性もそれぞれの役割がきちんと決まっていて、女性の地位も高いのよ。じゃあ、

時間がきたから、インドネシア語の勉強をしましょう。

(6)その他の授業の実践及び活動

事例2　ノ)、学校5年「インドネシア語」科の授業(1996年6月13日)

教師の属性・教育意図:嗣上o

生徒の属性:同上

授業時のねらい・内容:

教科書・教材:教科書は用いていない。

教授学習過程:

教師: (担任制なので、先ほどの教師と変わらない。)みんな、先過6年のお兄さん、お姉さん、そして

4年のかわいい子たちと一緒に遠足に行ったのを覚えてるわね? (あまり楽しそうではなく、緊

張した面もちで話しはじめる。)

生徒:はーい。 (何人かが答える。)

教師:今日はその思い出を文章にしてみましょう。 (黒板に5つのセンテンスを書く。 ①、いつ行きまし

たか、 ②どこに行きましたか、 ③誰と行きましたか、 ④何をしましたか、 ⑤何が一番いい思い出
になりましたか。)

生徒=えーえーえー。なんで先生、文章にするのなんてできませ-んoわかりませ-ん! (口々に訴え

る。)

教師:(めんどくさそうに)ここにちゃんと5つ書いてあげたでしょう。この通りに書けば、誰だって書

けるのよ.ほら、サム!なにやってるの、座りなさい。ノート出してoなんですかこの鉛筆はO

けずってないじやないの・。ロビン貸してあげて。

生徒: (わいわい、がやがや、なかなか騒ぎはおさまらない。)せんせ-い。ねえねえせんせ-い。これ

でいいの-? (甘えん坊の女子生徒が呼ぶ。全く別の事をやって遊んでいる隣の女子生徒がその

生徒のノートを取り上げる。)・もう、止めてよ、返してよ。

教師: (どこに行っても騒ぎが起こっているため、いらいらしながら来る。)いい加減にしなさい。ノー

トは? (と言って隣の女子生徒にノートを返させるo少し穏やかな表情になって読む。)いいわね、

でももっと長く書けないかしら?こら-! !もういい加減にしなさ-い。 (振り返って叫ぶ)

生徒: (一瞬とまる。)

教師:これが今の時間に書けなくても、先生は宿題にはしないんだから。休み時間もやってなさい。

生徒:~ ・ -。 (残り5分間のみ比較的静かにがんばる。)

2・酉スマトラ州ブキッテインギ国立第14ノJ、学校の事例

(1)地域の状況

同上。

(2)学校の状況

- 187-



・町の中にあり、観光地に非常に近いが、学校の周辺は静かな住宅街であった。この学校は、芸術関係

に力を入れているo楽器をそろえている学校などほとんどないが、以前からいくつカ漆器があり、時々-

州事務所から楽器が送られてくるo 「この学校ばかり楽器がいろいろ送られてきたら、他の学校が羨まし

がりませんか」と剛、たところ「そうね、どうかしらOでも-度に全ての学校に送ることはできないか

ら、教育文化省も力のある学校から揃える方針なのよo今エクストラ・カリキュラムとして楽器の演奏

を教えているおじいさんの子どもも孫も全員この学校に通って、この楽器を演奏していたのよ」と50半
ばの女性の校長は言うoェクストラ・カリキュラムの教師は、教育文化省を退職した後、校長について13

年間この小学校で教えているo筆者が校長に、 「この学校は、設備がとても整っていますね」と言ったと

ころ、 「そんなこともないのよ0 -つ問題があってねoこの学校は二部制なのO朝は第14小学校なんだ

けど、昼間は第15小学校になるのoだから校長も二人oもし学校が一つならもっともっと学校の質をあ

げることができるのにO,それに昼間学校が使えたら、いろいろなェクストラ・カリキュラムを行うこと

ができるのにoそれができないから、何かする時は、日曜日を使うのよ。今問潜は.、芸術の時間。芸術

の時間が94年の教育課程では時間が半減しちゃったから、 2時間だけでしょう。だから絵画をする時間

は1週間にたった1時間だけなのよ」と学校の問題をあげていた。職員室の前には、一般的な学校と同

じように正副大統領の肖像とガルーダ、授業時間割が掲示されているが、ここでは生徒の成墳評価(主

要教科毎の卒業試験の平均点)と州内ゼのランキングが図表化されていた。 95年は10段階評価でパンチ

ヤシラと公民教育は8.95、インドネシア語は7.28、社会は7.24、算数は8.15、理科は8.03で、昨年に引
き続き州内で一位であった。

(3)生硬の状況

ほぼ全員がミナンカバウ人でイスラム教徒であったo教師によると、生徒の保護者は公務員が最もお

おく、次いで農業、商業と続き、比較的裕福な家庭から貧しい家庭まで様々である。他の学校の教師に
よると、この学樫は、小学校入学時に試験を行い、優秀な生徒を選ぶことにされている。
(4)地域科実施までの経緯

科目の選択は、校長、教師及びBP3との話し合いによって決定された。低学年では必修科目の「アル

クルアーンの読み書き」科、中学年では必修科目の「ミナンカバウ世界の文化」科と機業技術」科、
高学年ではそれらにrアラブ・ムラユの読み書き」科が加えられているO
(5)地域科授業の実践

事例3　小学校5年生「ミナンカバウ世界の文化」科(1996年5月27日)

教師の属性・教育意図:ミナンカバウ人でイスラム教徒の女教師(30歳半ば)。生徒の成庸向上を第一に、

次いで規律正しい態度を身につけさせたいという教育意図をもっている。仕事を生活の中でも中心に置

いており、生徒に対して細やかな配慮を絶やさず、教室の掲示物作成にも力を入れている。
生徒の属性:全員ミナンカバウ人、イスラム教徒。

授業時のねらい・内容:葬儀の価値と方法について理解し、話し合う。 (資料1酉スマトラ州「ミナ
ンカバウ世界の文化」科　小学校第声学年3学期　参照)
教科書・教材:教科書を使用する。
教授学習過程:

教師: (家で作ってきた教材を抱えながら教室に入ってくる。)

生徒: (あわてて各自の椅子に座り、両手を机の上にのせて教師が話し始めるのを待つ。)

教師:今日は、葬式の儀式について勉強しましょうo (といって、 kaba buiuakbahambuanとマジックでき
れいに書いてある画用紙を黒板に貼号。)

生徒:はーい。

教師沌たち人間は、生きている間に大きな3つの出来事を経験するの。一つ目は誕生、二つ目は結婚、

三つ目は死ぬことよo始めの二つはとても嬉しいことだし、楽しいことだけど、三つ目は、つら

くて悲しいことよねOでも必ず訪れるものよo今まで勉強してきたように、ミナンカバウ社会の

結び付きは非常に固くて、ある人と他の人の秤はとても強いの。だから、楽しい時も悲しい時も

みんな一緒Oそして、悲しいことが起こったときの知らせとしてカバ　ブルック　ババンプアン

という言葉を使うのよo (黒板に貼った画用紙を指し示す。)

生徒: (非常に真剣な目つきで教師の話しをじっと聞くO)
教師:読んでみて。

生徒;かヾ　ブルック　ババンプアンO (声を痛えて神妙な顔で読む。)
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教師:そうねo楽しいことがある時は、カパパイアックパインブアンというのよ。
(中略)

生徒;先生!死体を埋める時はよく雨が降るっていうけど、どうして?

教師:天気は神様のする-ことよo先生の両-言うには、土地が熱いんですってO私たちは勉凱たわ
ねo地球の中にはマグマがあるって。

生徒:(大きくうなづく。)

教師:だから土地はとっても熱いのoもし雨が降ったら、土地は涼しくなるわね。
生徒:(うなづく。)

教師ま、これは老人のいうことよo (話している間に自分の説明に矛盾があるのを察したが、顔色を変

えないように手早くその-を切。上げ、次の-に移るo)誰かが亡くなったら、すぐ話し合い

が行われるのよoそれは、誰が死体を洗って、誰が墓を掘るのかなどを決める為よ。基はだしiた

い、ナガリで一番年をとっている人が最初の穴を掘って、その後は若くて力のある人が掘るの。

死体を洗うのはだいたい年輩者でなれた人がするわね。水が遠い所にあると、女の人が汲んでく
るのよ。

生徒: (顔をちょっとしかめながら聞く。)

教師:あなたたちは、誰かが亡くなってから7日間祈ることを聞いたことがある?

生徒: (ほとんどの生徒が)あ。ま-すo (数人の生徒は首をよこにふるo)

教師そう、 7日間はずーっとお祈。をするのよO (黒板を生徒に消させることなく、自分で消すo)さ
つき勉強したことをもう一度復習しましょう。長い布はなんのため?

生徒: (一斉に手をあげたが、前列の一番端の席から順番に当てられていくこ坤分かり、がっかりする。)(中略)

教師・・はい、じゃあもう分かったわねoテストをするわよO

生徒: (さっと当番の生徒が前の戸棚に行き、たぐさんのノートを取り出してクラスのみんなに配る。他

の生徒はひそひそとさっき習ったことを友達同士で確認しあうoノートはテスト用のノートで教
師によって一人一人の名前がきれいに書かれてある。)

教師・・ (無言で黒坂に10問の間膚を書く。)

生徒・・撫言でノートに閉居を書き、答えを書いた後、ものさしを使って下線を引く。)

教師.・ (問膚を書き終え、教師用の机の上を整-、手を洗うた-用意された花が浮かべられた洗面器
の水で手を洗うoそしてやや厳しい表情で生徒を見てまわる。)できた?

生徒:もう少しです先生o (数名が答えるOカi/ニングをしている生徒が一人もいないことに驚く。早く

終わらせようと必死になっている。教師の指示が出る前に当番の生徒が手早く集める。)

教師: (特にはめることもなく、ほほえみながら)次の用意をしておくのよ。

3・酉スマトラ州プキッテインギ国立第8中学校の事例
(1)地境の状況

同上

(2)学校の状況

国立第一小学校から500メートル奥まったところにあるo以前この学校は酉スマトラ州の全中学校に

おいて卒業試験の平均点は下から数えた方が早いレベルであ。 、高校進学者も全校で10人程度とひどい

ものだったoそのため2年前から校長が変わ。、新しい校長の積極的な改善によ。、現在学力としては

中の上、知名度では上位層に入ったo特に大きな学校改革として、学力テスト上位3分の1は!Aクラ

スと呼ばれる、特別クラスに入り、通常クラスより3時間長く、朝の7時から夕方6時まで授業が行わ
れる。このAクラスは女子生徒が男子生徒の3倍から5倍と多くなっている。

また、学習意欲の向上や生徒が学校を好きになるために校庭の整備、特に花をたくさん植えている。

この中学校には、ミナンカバウの伝統家屋の形をした講堂が建てられてお。、学校がよくなってから

は他州の学校からの表敬訪問を受けるようにな。、訪問者が来ると、そこで選ばれた生徒が伝統的なミ

ナンカバクの踊りを披露するOまた校長の働きかけでBP3の活動も活発になり、積極的にミナンカバウ

の文化についてのパンフレットを作ったり、 Aクラスの授業料負担を行っている。ただ校長に続く積極

的な教師がほとんどいないため、教師とBP3の直接的な連携が薄く、パンフレット等が授業にまだ生か
されていないoまた、校長がいないと教師たちは怠けている。
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(3)生徒の状況

一学年3クラス、全校生徒323人ほぼ全員がイスラム教徒o様々な地域から集まってきている。農
家、商家、公務員の子弟などが大半を占める。

ほとんどがミナンカバウ人であるが、クラスに1人か2人は他州の他民族の子弟がいる。授業が盛りあ

がった時、興奮している時、授業以外ではミナンカバウ語が使用されているため、多民族の子弟はまず

言葉で苦労するが、インドネシア語と似ているため・ 1年も藤つとマスターし、閲はないという。
(4)地域科実施までの経緯

校長・教師及びBP 3が話し合い、必修の「ミナンカバウ他界の文化」科以外では、 「ミナンカバウの
伝統的な技術」科が教えられることとなった。
(5)地域科授業の実践

事例4　中学校1年C組　rミナンカバウ牡界の文化」科授業(199時5月20日)

教師の属性・教育意図:ミナンカバウ人、イスラム教徒0 30過ぎの男性教師。仕事に凡帳面だと言われ

るが、副業があるたれ学校に来るのは遍に1、 2軌校長の要望には何でも答えようとし、校庭の整
備等も積極的に行うことで厚い信頼を得ている。

生徒と属性: 1人、 1年前にメダンから転校してきたバタック人の生徒以外は全員ミナンカバウ人、イ
スラム教徒。

教科書・教机教科書を読んだところ、生徒には舟しすぎると思い、簡単な吉井と文章で板書用のノー
トを自分で作成している。

授業時のねらい・内容:ママック(ママック:伯父)の役割について理解する。
教授学習過程:

教師: (授業始軌出席をとる0 5人呼んで、めんどくさくなって)休み鶴(と聞いて終わるO)
生徒: (生徒は全員席についている)

教恥今日は家族におけるママックの役割からだなoママックって何? (優しく聞くo)

生徒:お母さんの弟! (先生と視線が合った聖徒が思わず答えるが、完全な答えではない。)

教酢ふ-つむ。お母さんの兄弟、だねo (分かっていると思っていたためちょっとむっとする。左手

にタバコを持って射、ながら、右手にはチョークで真っ白になっている。教室の前で立って、自
分で書いたノートをめくりながら板書をどんどんする。)

生徒: (教科書を持っているのは5人全て指示がなくても、板書を写していく生徒もいれば、どうして
も集中できないという生徒も多くいる。)

教師:集団生活!S酎(書きながら言い、黒板をトントンとたたき生徒の注意を向けさせる。)

生徒: (ぱっと教師の方を真剣な目つきで見る格好をするoぼけっとしたままの生徒も2, 3人いる。)
教師: (コトビリアンとボディ・91ヤニアゴの復習をするO)

生徒: (一方的で単調な授業であるため、睡魔におそわれ、眉をしかめた。、本やノートを無意味にバラ
バラめくってみたりする生徒が増える。),

教臥(板書が延々と30分以上続くo何度も繰り返し)何か質問は。

生徒:あ。ませ-んo (と応えるものが数人Oあとは無言O速さと集中度に差はあるが、一応全ての生徒
が筆記についていこうとしている。)

教師: (今日の範囲の板書を終え、タバコを吸い終わると、左手はポケットの中。生徒がだいたい書き終

わるまで、前で行ったり来たりするo思い出したように言葉を少しづつ説明する。)

生徒: (教師の話を聞き流す用になってきた生徒が半数0 -人うつぶせになって1分ほど寝ている。)

教師: (するどい目つきでちらっと見るだけで別段注意はしないoまた語句の説明に入る。)

葦翠岩だ吉隻語譜霊悪豊富禁裏く。 £芸芸書芸芸
合わせながら話すo小テストを読み上げる。)

生徒: (ノートをどリビリ破き、必死でテスト問題を書きながら答えも書くO)

小テストの問題は全部で19間であった。

1・ミナンの社会生活は、

2・女性の子孫からとられることを
によって特徴付けられる。

とよぶ。

3・ミナンかくウ文化は、開かれた文化であるoその意味を書きなさい。
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4・ミナンカバウにおける母系制は、その社会の編成に影響を与えている。その影響を3つあげなさ
い。

5.次の名前を書きなさい。

a・ミナンカバウ族の中で最も年をと?ている女性。

b・ミナンカバウ族の中で最も年をとっている男性。

C.ミナンカバウ族の中での男性の役割。

6・ミナンカバウ文化の中で生まれた母系制による親戚関係について、その社会生活の性質を書きな
さい。

7・ミナンの社会生活の形態を書きなさい。

tY・ミ　ンのは姫式　　か・jA::!M(!:'l-,'!」/.,:蝣」:い

9 ・その結婚式についての先祖伝来の言葉を書きなさい。・

a.結婚式の意義。

b.結婚式の意味。

10・結婚の結果生まれる四つのものについて書きなさい。

Il.結婚の条件とは?

12・なぜミナンカバクのアダットは、他の民族との結婚を統制するのか。

1〕・なぜミナンのアダットは、同じナガリでの結婚を統制するのか0

14・ミナンカバウの男性の役割について書きなきい。

15・ミナンカバクの男性の役割についての先祖伝来の言葉を書きなさい。

16・ミナンカバウにおける癖別かつ一般的な女鹿の位直について書きなきい0
171ミナンの女性の二つの役割と所有物について書きなさい。

18・家の中の母親の位置は大変重要であるoその意味と責任について5つ書きなさい。

19・母親の所有物の遺産について4つの役割を書きなさい。

①のように、 「おまえたちは、ミナンカバウ人として必ずこういうことをしてはいけないんだ(あるい

はしなければならない)」というフレーズが-授業時間内に10回以上は強調されるが、なぜ守らなけれ

ばならないのか・ミナンカバクの文化的価値そのものが生徒に伝わらない。知識を与え、命令、禁止事

項をきつく占えるのみで、考えさせない。壷療たちの興痩関心をおこさせる工兵は、関係のない話で冗

談をとばすくらいである。学習指導要債でさす、生徒の学習方法は、読み、書き、議論の3形態がとられ

るようにと捨示かあるが、実癖は蘭き、轟きたけである。・餐商がでないのは、敏郎の権威主義由な療囲

気による影響とそれ以上知りたい、もし自分の生活の中ではどうなのだろうかという好奇心を沸かせる

ような授業を行っていないことが大きな要因であると考えられる。

生徒の一人にミナンカバウのアダットについて面接調査を行ったところ、 r理屈が通らないアグッ・トを

強制的に守れ!守らないといけない!っていつもいつも言われるのは、なんだかむかつく。私は自分で

本を読んだり、お母さんに聞いたりして自分の文化を知るのは楽しくて好きだけど、強制的に覚えさせ

られたりするのはだいっきらい!」という。

事例5　中学校2年B組「ミナンカバウ世界の文化」科授業(1996年5月22日)

教師の属性・教育意図;ミナンカバウ人、イスラム教亀50歳半ばの熟練であり、子どもの心をつかん

だり、賞罰の与え方がとてもうまかったり、たとえ話を生徒と共に作りながら説明する工夫をしたり、

演技もうまく、教育技術はかなり高い。ミナンカバウの男子として、ミナンカバウの文化や民族につい

て幼少からスラウで学び育ってきたoそのため自分は自民族文化の継承者であるという自負があり、ミ

ナンカバウの文化を個人由に残していきたいという醜い願畠があった、という。学習指導要領は、轟入

時の説明会で読んだが、それ以後は読み返していない。そのため、授業は教授プログラム概説の教育内
容、順序などにほとんどあっていない。

生徒の属性:全員がミナンカバウ人、イスラム教徒。

授業噂のねらい・内容:ママックについての復習。

教科書・教材:全く使わないo教室に持ってくることはない。授業の進度は遅く、学年末なのに43頁し
か進んでいない。

教授学習過程:.

-191-



教師=もうすぐ3学期も終わりだな0 6月3日にテストがある。これは最終テストだ。今学期勉強した

ことは復習しておくようになo今日パパはその試験のために復習をするぞo (ちょっと厳しめに言う。)

生徒; (教科書をベラベラめくって絵を眺めているo隣の教室からは授業始めのお祈りが聞こえてくる。)
お祈り、先生。 (ふざけて男子生徒が言う。)

教師:. (板書を始めていた教師は怒って)誰が言った!

生徒: (後ろの席の男子生徒が)こいつで-すo (と指さすo) (告げ口された生徒は怒って)なんだよ、
言うなよ。

教師= 1人でやってろ!件のような目でギョロツとにらむ。続けて板書する0)
生徒:・・　・. (しかられて半泣きO)

教師: (黒板の丁寧に書いた母系図を指し示しながら説明し、時折質問をするOとてもしっかりした大き

な声で真剣に語りかけるo)もしこの人が死んだらどの子が代わりになるのか。

生徒:C ! D ! (と図を見ながら大声で様々に叫ぶ。)

教師;その条件はいくつあるのかな。

生徒: (半数が教科書を持っており、見る。)六つ! (口々に叫ぶ。)
教師:なんだい?

生徒:えっと、えっと一男の人!公平な人!学の高い人!金持ち!思慮深い人! (口々に叫ぶ。)

教師もし代わりになるべきのCが盗人だったらどうする?もし酒飲みだったらDになるのか?

生徒:うーんo (教師を見るまなざしがとても柔らかい0日分のおじいさんと接しているような感じで、

楽しそうにしているo質問も自然と口を?いて出るといった感じ。)だめかなあ。
教師:そりゃだめだ丁。

生徒:先生、もし、ママックになる人が貧乏だったら-?いいんですか-?

教師:金持ちとか、貧乏とは条件ではないんだよoうんo (大きくうなづき、目を深く閉じて黒板を振り
かえり、もう一度説明を始めるo)

(中略)

教師:じゃあ次oママックの服装について復習だO (歩きながらしんどうそうなふりをする。)
生徒:キャパ-ハ。

教師:いいか-oママックは・こうやってトンカット(杖のような物)という(といいながらトンカッ
トの代わりになる物を探す。)

生徒: (さっと女子生徒が自分の物差しを差し出すQ)

教師:うむoこのトンカットというのはだな、こうやって脇にさしたり、杖代わりにしたりて持ってる
もんだ。

生徒:くすくす笑う。

教師: (覚えておく必要のある言葉を板書する。)

生徒: (同時にノートに書き写していく。)

全く教授プログラム概説、教科書に忠実ではないが、独自の文化世界を伝えたい、自分が経験してき

た中でどのような疑問にぶつかり、アダットを理解してきたのを伝えたいという姿勢が、プラスに働き、

最終的には地域科の自文化に対する興味関心を持たせる、尊重し、保持・発展させようとする態度を育

成するという目的を果たしつつあるo常にたとえ話を生徒と共に作り(生徒が勝手に参加するという自

由な雰囲気がある)、自然な形でミナンカバウ文化を伝える。昔、教師自身がスラウで文化が伝えられた

ように、場所や形態が違う学校だとしても自分も伝えてきたいという姿勢が感じられる。このクラスに

「あなたにとっての学校と好きな教科について」という自由記述式の質問紙調査を行ったところ、この

教科を嫌いな教科としていたのは29人中1人であり、 10人が好きな教科として答えていた。嫌いな理由

は、 「先生はよく私たちに先祖の話をするけれど、そんなことは家で話したりしないからです。」であり、

好きな理由は「楽しいJ rミナンカバウ世界を知ることが出来る」といったものであったOこの教科が好

きな教科として取りあげられた頻度が一番多かったが、この教師の教え方は他の教師、校長には支離滅

裂に思われ、教授プログラム概説や教科書に沿った授業を行わないことが、怠慢と見られ、他の教師や

校長から評価が悪く現在別の学校に移らされてしまった。

(6)その他の授業の実践及び活動
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事例6　中学校3年C組r社会科」の授業実践(1996年5月24日)

教師の属性・教育意図:ミナンカバウ人、イスラム教徒の女教師(30歳後半)で、歴史を最も得意とす

るoしばしば生徒を自宅に招き、様々な問題について相談にのっているため、生徒からも人気がある。
生徒の属性:全員がミナンカバウ人、イスラム教徒。

授業時のねらい・内容:日本軍のとった政策において、インドネシアの独立に有効であったものを理解
する。

教科書・教材:教師は教科書、資料集、教授プログラム概要を教壇に広げているが、特に使用している
わけではない。

教授学習過程:

7:35　教室前に整列oクラス長である女子生徒が号令をかけるo女子2列、男子2列のはずが、男子生

徒は女子生徒の後ろに隠れるようにしてうろうろしていたので、教師に「横に並びなさい!」と
しかられる。

7:36　教室に入り、いつものお祈り。
7:40

教師: (おもむろに立ちあがり)板書はどこまでいった? (厳しい表情で生徒たちに聞く)

生徒:(ノートをパラパラとめくり、相談)- ・。
7:42

教臥日本がインドネシアに来た時のことを勉強しましょうOしかし、現在駄インドネシアと日本

の関係は昔と比べてものすごく達うわねoさあ、では日本はどうやってインドネシアに入って来

たの,でしょうOジャワ島、マドゥラ島にまずやってきて来ましたね。

生徒: (まだ、ざわざわ落ち着かない様子。)

教恥もしスマトラ島、私たち自身の地域、プキッテインギではどうだったかしら。 (島の名前を板書し

孟宗霊立岩ワ-ジャカルタ、 2,スマトラ-プキッテインギ、 3,カリ-ンタン-　o
生徒: (半数程度が教師の促しによってぶっぷっと答える。)

教師:日本の目的は何だった,?日本の島を助けるためo (生徒も同時に同じ言葉を言う) PUTERAは何
だったかしら?もう習ったわよ。

生徒:PusatTenagaRa o (声は少し小さくなっていく。)

教師インドネシアを発展させようとした青年たちねoスカルノ、 -ツタ、マスマスルタ、キハジャル

デワントロ　PUTERAを育成した日本の目的は何だった? Untuk? (-のためという言葉を言い、
答えを促す。 )

生徒: Untuk (教師はUntukの続きが聞きたかったのに、同じ言葉を繰り返してしまう。)

教師:日本を助けるために、全てを征服するためねoもう一度繰り返すわよ。他の国ではどこが植民地
化した?

生徒:(勢いよく)オランダ! ∫

教師: (うなづいて)オランダはどこの国?

生徒:ヨーロッパ.∫

教師:日本はどこの国?

生徒:アジア!

教師こそうo日本はインドネシアと同じアジアの国ねoだから日本は同じアジアとしてインドネシアの
オランダ人を消すためにやって来たのね。

生徒: (と柱かく教師が言ったことを書き留める生徒、あきらめてぼっとしている生徒。)
教師:石油は?

生徒:運んだこ

教師:一緒に発展するために。誰と?

生徒:日本!

教師:そうo日本による組織としては、特にセイネンダン(アルファベットでSEINENDANと読みなが

ら板書)、フジンカイ(同じくFUJINKAIと板書)tスイシンカイ(同じくSUISINKAIと板書)、

-イホウ(同じくHEIHOUと板書)oペタ(Penpera Ta血Airと板書)は、 1944年9月14日にス

カルノと(スカルノと板書)スロソ・オットー・イスカンダールとプンタラン・マルトアルジョ
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ノによって編成されたのねOスマトラにもチユーグン(Di Sum- Chuugunと板書)したわね。
生徒:チュ-グン、チュ-グン(と口々に反復。)

教師:日本軍政はどうだった?さっきイブ(自分のことoこの場合は女教師の意味)も言ったように、

今の日本と前の日本は違いがジャ(ジャクーフという遠い、大きいの青果を言わそうとして言う)?
生徒=ジャウ-フ! ! (離れているという意味。)
8:10

教師:一番始め、日本の植民地支配の目的は、一般的にアジアを発展させ、インドネシアを発展させる

ためのように感じられたのOでも実際は、労務者o (と強調して言う　ROU帆SI仏と板書。)ロ

ームシャの意味は、強制労働者を意味するのo軍隊のために普通の市民が働かされるのよ。鉄道

や飛行場をつくり・穴を掘るためにねoその結果、労務者は仕事場でたくさん死んだのね。なぜ

かというと、健康が保証されなかったからo食べ物は十分でなかったし、仕事がとてもきつかっ

たからKerjadi? (diという受身形で始まる言葉を言うように促すKerjaは仕事の意味。)
生徒:dipaksa! (強制させられるという意味。 )

教師:その結果は?それらはもう使えないわねOでもその跡は残っているわ。西スマトラでは。私たち

のおじいさんやおばあさんは強制的に重い仕事をさせられたけど、孫の私たちはとても有益だし、

使い道があるわねo私たちのおばあさんやおじいさんは大変だったけど、今、インドネシアと日
本の関係はとてもba?(baで始まる言葉を促す。)

生徒　terbaik ! (すごくいい、という意味。)

教師:ええ・日本にムランタウ(出稼ぎ)している人も多いわねo音、ブキッテインギの洞穴はローム

シャを捨てる所だったけど、今は? sebagai wi? (Wi.=-として?という意味o wiで始まる言葉
を促す。)

生徒:Wisata ! (観光の意味。)

教師:だからとてもma (maのつく富美を促す。)

生徒:manfaat ! (有効の意味。)

教師:そうねoサトウキビは食べても甘くないけど、でも長い間食べていたら?
生徒:甘くなる!

教臥そう、甘い所に到達するまでは、真ん中は甘いけど、それに到達するまでは大変長い道のりなの
よ。甘いっていうのは、独立のことね。

生徒: (さきほどの反応はないO) - ・Q

教師: (しばらく教科書と指導書を読んでいる) PETAは何? pUTRAは何? (生徒に反復させるのでは

なく、教師が読み、生徒はノートに筆記していくという形が続く0)

生徒: (必死で書いていくがついていくのが精一杯であるO)
8:30

教師;私たちの英雄の目的は一つ!

生徒:独立!

教師:独立の準備。何を準備するための指導?
生徒:独立!

教師;私たちが植民地化された時臥太陽に向かって、敬礼することを強制されたOでも今臥そんな

ことは二度とないわ。なぜなら私たちはもう既に独立したのだから! ! (教師一人が盛りあがっ

てきて興奮気味に言うo)今でも太陽に向かって敬礼をしますか? (と筆者に話しかける。筆者、
無言で首を傾げておく。)

8:40

生徒: (かなり疲れてきて、背伸びをしたり、あくびをしたりし始める。)
教師: BPUPKDって何?

生街(確かめるように一言一言ゆっくりはっきり言う。)独立の準備をするためo

教師:BPUPKD、 BPUPKDo (何度も反復するo)ウマキチハラグ(アルファベットで板書するO)
生徒=ウマキチ　バラダo (口々におもしろそうに反復する。)

教師:ドクリッ　ジュンビイインカイo (アルファベ?トで板書するo)
生徒: (生徒たちは、うれしそうに-ら-ら笑い書き取る。)
8:50
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教恥インドネシアの独立は、 1945年5月29日にその独立宣言を行ったの。ムハマッドヤミン。これは

もうパンチヤシラ道徳教育で習った?これはとても大切なことなのよ。書いてる?

生徒:まだ・イブo (あせって机にうつぶせて書き始める。)

教師:ヤミンが始-言ったD独立に際して0 -つ臥インドネシア民族の統一、三つ目の国際主義は、

スカルノが言ったものねo (と板書していくo続けて7月22日の9人のメンバーを書くO)
生徒:わははははo (クラスに同じ名前の生徒がいるため、失う。)
9:00

生徒: (パンチヤシラ道徳教育の教師が廊下からのぞいたため、そわそわし蜘る。)

授業料とレクレーション代を熱めに来たのである0 2分間程授業中断。
(中略)

9:15

教師;インドネシアは日本に報告することなしに独立宣言をしたのよo (大きくジェスチャーしながら力
強く言う。)

生徒:(集中力がなくなり、 3, 4人おしゃべりが始まる。)

教恥(口調を変えて、)勉強したくないんなら、出て行きなさい! (と静かに怖い顔で怒る。)
生徒: ・ -0 (静かになる。)
9:25

教恥債を取り直して)私たちはオランダによって3働己半支配されたけれども、日本の時はひどいこ

ともあったけどo女子にも男子にも教育が与えられて、いろいろな組練がつくられ、インドネシ

アは独立を勝ち得て、現在に至るまセインドネシアと日本はいい関係を保っているわね。

生徒:もう休憩時間の用意をハタハタするo (授業が終わりだらだらと勝手に出ていく。)

教酢さあ、ノJ、テストをして終わるわo質問は、 3問ね0 -、 PETAの指導者を4人書きなさい。二、何
年何月何日BPUPKDはつくられたのか?三、 BPUPKDはいつつくられたの?

生徒:(早く終わってくれ、と言わんばか。にバリバリとノートを破き、書き始める。しかし、ノートは

机の上に出したままで、テストの意味があるのかどうか疑問であった。)
9:44 ifeJT

事例7　中学校1年C親rパンチャシラと公民教育」科の授業実践1!抄6年5月26日

教師の属性・教育意図:ミナンカバウ人、イスラム教徒の男性教師(40臥生徒指導教官でもあり、厳

しいことでも有名であるo前髪の長い女子生徒、色つきの下着を来ている女子生徒もしくは下着をつけ
ていない女子生徒は、この教師によってしばしば平手打ちされる。
生徒の属性: (事例4と同じ。)

授業時のねらい・内容:公平さについて理解する。

教科書・教材:教科書はあるが、特に使用しない。
.ft柁V'門過蝣f-V. :

教師: (出席をとるo穏やかな表情で)いないのは、 2人だね。

生徒: (うるさくない程度の話しを所々でしている。)

教師潤まどこまでいったかなo前の授業の復習をちょっとしよう。独立できたのはどうしてだったか
な。

生徒: (あてられたわけでもなく一人の生徒が)一つになって目的を達成しようとしたからです。

教師:そうだo何か大きなことをしようと思うときは、みんなが心を一つにしてがんばれば、大抵のこ

とはできるんだo今日は、公平さ、について勉強をしよう。もし成績が不公平だったら?
生徒:えー、でもあるもん。

教師: (聞こえないふりをして)教師の給料は100,000、校長の給料は150,000、これは公平?
生徒:公平! ∫

教師:どうして?

生徒:それが約束だから。

教酢どうして約束?校長は待っているだけ、教えているのは教師だよ?どうして公平?
生徒:??

教師: (ちょっと待つが、生徒が答えられないため)責任の重さが違うからだよ。
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(中略)

教師:精神的なものと肉体的なものについてなoもし、物質的なものだけを追い求めるなら何?もし、
食べてるだけなら何?

生徒:??

教師:鶏と同じだ。人間として何が必要かい?

生徒:服! (男子生徒が大まじめで答える。)

教師: (聞こえないふりをして)教育だ。 (きっぱり言う。)

生徒:あー。 (なるほどという感じ。)

教臥教育を受けるた-、君たちもこうして学校に来ているだろo学校にもきまりがあって、罰則も

ある0 -般社会では、罰則として刑務所に入れられるだろ?教師についてのきまりもあるぞ。教

師は、全部インドネシア人だよなoもしインドネシア人なら誰でも教えていい。例えばジャワ人
でもいいんだ。

生徒:ふーん。 (別に何の反応もない。)

教師きまりは社会がうまく動くために、多くは法律として決められている。またきま。がなく、自由

なものもあるo父がイスラム教で娘がカトリック教、という場合はある?
生徒: (少し迷って)あるO

教師あるよ! (生徒が自信なさげなので、声を-て言うo)ジャワではね。宗教は、個人で選ぶ権利

があるから父親が娘におまえはイスラム教じゃないといけないと強制することはできないんだ。

しかし、父がイスラムで母がカトリックというのでは、子どもは何教か迷ってしまう。だから夫
婦のどちらかがどちらかに従わなければならないふ

生徒: (じっと、教師の演説が終わるのを待っている様子。)

教酢私たちが、独立したのは1945年oもう長いoしかし、私たちが開発し、発展しはじめたのは、 1969

年だoもう他の国は発展し、進歩してしまっているo追いつかないといけない1969年にやっと

第1次開発計画が始まったんだからなoインドネシアは、たくさんの貧乏人がいるが、金持ちは

数えるほどだo発展のための義務は、男子だけにあるんじゃないんだぞ、女子にだってあるんだ。
生徒: (もじもじして、複雑な表情をする。)

教恥発展するために必要なものoそれは継続だo勉強の仕方だってそうだ。テスト前、 10時間も蜘

するが2日だけ、というのと、 2時間しかしないけど10B間毎日や。続けるのは、どっちがいい?
生徒:10時間で2日だけ! (嬉しそうに言う。)

教師(ま-た、何言ってるんだと言わんばかりに)勉強時間は同じでも、 2時間で10日間続ける方が
効果的なんだぞ。

生徒:そうよ、そうよo (先ほどの男子生徒をたしなめるように女子生徒が言う。)
教酢(授業時間が終わりに近づき)質問はないかな。
生徒・　　。

3・酉スマトラ州シポラ島国立ミオバン中学校の事例

(1)地域の状況、 (2)学校の状況・ (3)生徒の状臥(4)地域科実施までの経緯、 (5)地域科授
業の実践は、本文と同じ。

(6)その他の授業実践

事例8　中学校2年「パンチヤシラと公民教育」科の授業(1996年7月29日)

教師の属性・教育意図:この中学校では珍しい、地元出身のムンタウェイ人であり、カトリック教徒で

あるo中学年の時から朗で、国から奨学金を得てバグンの教育大学を卒業した。当時教師として戻っ

てくることは考えていなかったが、パダンでは就職が難しく、結局故郷に戻って、教師になった。 r根っ

こでは、やっぱりよそから来た人間は信じられないのoあなたのことじゃないのよ。ミナンカバウの教

師たちよoミナンの男達は昼間寝てぽっかりo文句ばっか。oもっともっと学校の周りに住んでいるこ

の子達のことを考えてあげるべきだわ」と憤慨している彼女は、毎日女子寮にやってきて、色々と世話

をしているoここ数日は水がはけない井戸周りに浜から珊瑚のかけらを拾ってきて敷き詰めるという作

業を行っていたo 「私は同じムンタウェイ人の先輩として、出来る限りのことをしてや。たいと思ってい

るの」と学校でも私生活でも生徒たちの教育者として熱心に働いている。

生徒の属性:ムタウェイ人が大半であるが、ミナンカバウ人も2人いるoムンタウェイ人のほとんどは
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プロテスタントである。

授業時のねらい・内容;信仰について。

教科書・教材=教科書は教師も生徒も持ってきていない。
教授学習過程:

教師:このクラスから脱落者がでないように、みんな来なくなっている友達を助けましょう。プディ君
は成績は悪いけど、品行はとてもいいわよね。

生徒: (とても素直に)はい先生。

教師:で臥今日は、 「信仰」について勉-ましょうo (黒板にKEYAKINANと書く.その言葉を指し
示しながら)この言葉はインドネシア語ね。分かってる?

生徒:は-い、先生。

教恥ムタウェイ語ではなんて言うかしら?クヤキナン(KEYAKINAN)の語幹は何?ヤキンでしょO
ムンタウェイ語でヤキンはんていうの?

生徒: (1人の女子生徒が小さい声で)マクロウo (口を押さえて、恥ずかしそうに笑う。)

教臥そうね。インドネシア人はみんな信仰心を持っていないといけないのよ。インドネシア入って、
誰?

生徒:私たちo (静かに、多くの生徒が答える。)
教師:そうね、サンパンから?-

生徒:メテクケまで。

教師:私たちにとっては、時々統一の意味が分からないわね。噸-」って何?

生街・ -o (全く分からないという表情で教師を眺めるO)

教師:集まるのはいつも、 PTo私たちが金持ちになることなんてないわo (ちょっと声を荒立てて言う。)・

生徒: - ・o (どのように反応してよいものか、という表情で教師を見つめる。)

教師:ふうoここの人たちのほとんどはプロテスタントね、地域社会でも。でも宗教をかえたい人もい

るわo信仰心が足。ないのよo (しかし、実はこの教師も夫がカトリックであるため、プロテスタ

ントからカトリックに改宗しているo)このシオバン島だけでも、プロテスタント教会はいくつに

分裂した?信仰心が足りないのよ0人が言うに臥--の村でムスジットが分裂したことはない

わoカトリックだって分裂したことないわoただプロテスタントだけが何度も何度も分裂してい
るのよ。

生徒: - ・。 (数名口をとがらす。)

教師・・非難しているんじゃないのよo事実がそうなの。イスラム教徒は詑?

生徒:はいo (2人が胸をはって手をあげる。)
教師:カトリックは?

生徒:はーい。 (4人手をあげる。)

教恥じやあほとんどがプロテスタントなのねoじゃあ聞くけど、一つの村にいくつ教会はある?
生徒:えー? (首を傾げる。)

教師ほらねo信仰心を強く持って、ちょっとした喧嘩や言い争いで分裂なんてするものではないわよ。

そうそう、一度教会に行かないといけない時間なのにまだ寮にいる子がいたから、先生が理由を

聞いたら、 「先生、スカートがないんです」と言っていたわよO (首をふって)それは理由になら

ないわo私たちはスカートをはかなくたって、お祈りはできるわo靴がなくても、制服がなくて

も、鞄がなくても、教科書を持っていなくても、勉強ができるのと同じよ。そんなことは理由に
ならないの。

生徒: - ・o (口をつぐんで教師を見つめる。)

教恥(クラスを見回して)私たちは、ご飯を食べるとき、勉強を始める時、寝る時、いつもお祈。をす

るわねoイスラムの人はご飯を食べるときたった、ビスミラーツつて言うだけ。でも、私たち

は目を閉じて、プツプツとお祈。するわOま、何言っているのかは、分からないけどねQ
生徒:ハハハ。 (楽しそうに笑う。)

教師:はーいoじゃあ第29条の2を覚えているかしら?

生徒:分かりませ-んo覚えてませ-んO (口々に言う。)

教師:じゃあ書いてo (読み上げて筆記させる。)

生徒: (賢明にノートにとる。)
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教師:みんな書き終わったわねoまだの人は後で友達に見せてもらいなさい。じゃあ、聞くけど、山に
いる人は何?

生徒:サル。

教軌山の中で小屋を立てて住んでいて、ずっと貧しいままoどうしてそんな生活をしているの?
生徒: - ・o (なんのことか分からない。)

教臥自由でいるためねo人間関係から、社会から、そして物欲から。でもそこですべて自由になって
しまってはいけないわo (獣になってしまうという意味で。)

生徒:はあo (よく分からないという表情。)

教師:そうならないようにパンチヤシラが必要なのo (パンチャシラを読み上げる。)

生徒: (教師の言葉をノートに書いていくO書き取りは楽しそうにしている。)

3・酉カリマンタン州ボンティアナック市シスター小学佼(私立)の事例
(1)地域の状況

ボンティアナック市内であるため、本文と同じ。
(2)学校の状況

学校はコの字型になっていて、校門は2重になっており、門番が一番目と二番目の扉の間に立ってい

るo決して新しくないが、頑丈な作。であり、ヨーロッパ風にツタや小さな花が植えてある。ノ蛸校と

中学校が同じ校舎に入ってお。、道を隔てて幼稚園があるo学校の周。は高いフェンスと高い壁で囲ま

れているo一般的な公立学校とは異な。、外からは全く学校内部が見られないようになっている。私立

学校で裕福なた軌教室も傷みがなく、教具も揃っているo教室は土足厳禁になっており、廊下で靴は

ぬぐようにされているo教室の前には公立学校と同じように正副大統額の肖像画とガルーダが掲げられ

ているが、とても小さく、こじんまりしており、十字架が掛けられているo教師は、全員カトリック教

徒で、華人が半数をしめるO校長(シスター)臥ダヤク人であったoそのため職員室では中国語で話

されているo毎日生徒の保護者のお手伝いがたくさんの差し入れ物をもってくるため、毎日職員会では

お茶会が開かれている。クリスマス前であったたれ教師の机の上にはたくさんのクリスマスカードが
生徒から送られ、休み時間の教師の楽しみの一つになっている。
(3)生徒の状況

全校生徒の約9割が華人、カトリック教徒であ。、残りはムラユ人、ダヤク人、フローレンス人、ジ

ャワ人であるOイスラム教徒の生徒も数人いるが、カトリックの学校であ。、教師は全点カトリック教

徒であるため、居心地が悪いと言って中学校では公立に学校に移る生徒も数人いる。裕福な家庭の生徒

が多いため、朝と昼は学校の行き帰りのための車や契約ベチヤが校門前でごったがえLである。
(4)地域科実施までの経緯

校長は・ 「私たちの地域は、民族が入り交じっているから、小学校での地域科で礼儀作法を教えるとい

っても、どの方法かは選べないの。華人とムラユとダヤクでは、敬意の示し方が違うでしょ。でも両親

を敬うことはどこでも同じoだからここでは、一般的な礼儀作法を教えることにしているの」という。

地域科として、この学校は、校長と教師との話し合いの結果、必修の「アダットと伝統の学習」科、 r地

域の手工芸技術」科及び「農業手段・方軌科を行っているo教師たちは、他の州がどのような地域科

を行っているのかが、気になるようで、 「ジャカルタでは交通規則なんだって」、 「--」、 「バリでは英語
なんだって」、 「やっぱりね-」という会話が職員室で聞かれた。
(5)地域科授業の実践

事例9　小学郎年生「アダットと伝統の学習」科(1995年12月130)

教師の属性・教育意図:父親はムラ-人で母親が華人である22歳の女教師、カトリック教徒。 「私は、

学校では、偉そうにしているけど、家では全くのお子さま-よo父親が私立学校の教師をしてたけど、私

立学校というのは校長と折り合いが惑いとすぐ首になるから公立の学校の先生にな。なさいってよく言

われたわOでも私はこの学校が好きだからo教えることは楽しいわo給料は安いけどね。だから生徒の

何人かの家庭教師もしているのoみんな金持ちだから家庭教師の方が給料が多くなるわO学校での教え
方がうまいと、家庭教師の仕事も多くなるのよ」という。

生徒の属性:クラスには1人のムラユ人と1人のフローレンス人がいるがそれ以外はすべて華人であるO

授共時のねらい・内容: 2時間続きで、 1時間は礼儀作法について、もう1時間は民話について。教授
プログラム概説に忠実ではない。
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教科書・教材;教科書はなく、民話では、学校図書が用いられる。
教授学習過程:

教師: (黒板に大きく礼儀作法と書き)もしお客がきたら、私たちはどこにお通しするの?
生徒:客間! (一斉に答える。)

教師:ノートに書きなさいねo (教師は読みながら書く)お客がきたら、客間にお乱します。お客には、
敬意を払いますoお客も家の女性に敬意を表します。

生徒:へつ??ははは。

教師:次は食べ物についてねoもし、客間にお菓子が置いてあっても・附かしくて食べないわね。も

ちろんパーティーならむしゃむしゃ、むしゃむしゃ、つて止まることはないけれど。ストップ
レス!あっというまになくなっちゃうわ。

生徒:ははは。

教師:例えば、クリスマスoそうレバランも、そして帽の新年のお祝いもそうね。 (教師が話すことを
ノートに書かせる。)

生徒: (ノートに書き取る生徒は一所懸命であるが、数人ぼけっとしている。)

教師:あーら、あなたは書かないの?テストの時どうするの?あっそう、コピーするのわー。一つ、
それもいいんじゃない? (いやみを言う。)

生徒: ・ -0 (生徒は苦笑する。)

教師接待されて、お菓子を食べてって勧められても、こういうのよoいいえ、あ。がとうございます、
ってね。

生徒:ははは。

教師:他の人の家に訪問していいのは何時から何時?

生徒: 5時から7時で-す。

教臥そうよoちゃんと守ってねo来週は薬草をグループごとに用意してきてね。班長さんたちはここ
に来て。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/

生徒: (さっと前に集まり、相談を始める。他の生徒が騒ぎ出す。)

教師バンパンパン! (細くて長い木の棒で教壇の外側をたたいて、注意するo)あなたたち、欄は家

でしないで、地域科の時間にするの・I?ふん、鮪単だわね-o (他の教科の宿題をしていた生徒た
ちにいやみを言う。)

生徒: - ・o (恥ずかしそうに、ごそごそと机の中にしまう。)

教師じゃあ、班長さんたちがきめた薬草を来乱植木鉢に植える作業をしましょう。次の時間は民話

よo (といって、図書室から借りてきていた薄い民話のシリーズ本を配る。酉カリマンタンの民話
に限らず、全国各地の民話である。)

生徒:ちょっと、かえて-o (あちこちで友達と本をかえているo)先生、この本はもう読みました.r,
教師:どこの?

生徒:ランプンの!先生、酉カリマンタンの本年-?

教師;もうないわoあっ、これこれO (自分が疎んでいた本をボンと前の席に放。投げるo)

生徒: (無表情でそれを取りに来て、おとなしく自分の席に帰り、読む。)

(中略) 25分間教師も生徒も同じように本を読むだけ。

教師:はいo終わ。0時間よ0本を集めてo帰る支度をしなさいo (と、感想も、議論も行うことなく授
業が終わる。)

生徒: (教師に言われる前からリュックを背中に担いだまま座っている生徒もいる。ばたばたと憩を閉め

て、帰りのお祈りが始まるO最後に大きな声で)アーメン。 (と言って十字をきのセーラーマー

チ-アン、シスターoセーラーマーチ-アン、トクーマ-ン(さようなら、先生。さようなら、

お友達と言って、順序よくドアの方の列から1列ごと、間隔をとって廊下に埴て帰る。)

4・酉カリマンタン州ボンティアナック市国立第1中学校の事例

(1)地域の状況、 (2)学校の状臥(3)生徒の状況、 (4)地域科はいずれも本文中と同じ。
(5)地域科授業の実践

事例10　中学校1年B組　r観光」科の授業(1995年12月5日)

教師の属性・教育意図:ムラユ人、イスラム教徒の女性教師0 40歳前後o 「もう、本当に大変だったのよ。
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教科書も参考書もないしo図書館や本屋に行って、何日も教材研究したのよ。教科書になるようなのは、

全国的な観光名物を取り上げた薄い本しかないし。この州の観光について詳しく書いてる本なんて、こ

んなところじゃ売ってないし、図書館にも入っていないのoジャカルタに行けばいろいろあるでしょう

けどねえoほんとにこのパンフレットだって観光局に頼んでやっと手に入れたのよ」という。教科書も

詳細な学習指導料でもないことに不満を言いつつも、熱心に取り親んでいる。

生徒:ムラユ人が大半を占めるクラス(泡血のダヤク人1人、華人1人を含む)

教科書・教材; 1冊の簡単な観光名物を取り上げた本とパンフレット。

授業時のねらい・内容:観光について理解する。
教授学習過程:

教師(観光・観光者、観光地の許可についての説明れた後)はい、ではこの観光とは、一体何のため
かしら?

生徒:はい、先生o私、ね、せんせ-い。 (女生徒が自信たっぷりで先生に指名をせがむ)

生徒: (指名されてo)利益、公正で公平な家族主義、ですoふう。 (ちゃんと言えてひと安心。)

教酢はい、そうよo利益のために行い、しかもそれは公正で公平な家族主義に基づいて行われるのよ

ねo (まるで呪文のようにフレーズを言うo)はい、それから観光に行く人はもちろん目的があっ
て、行くのよね。旅行を楽しむこと、他には?

生徒;はい、先生!先生!

教師: (聞いておきながら、生徒には言わせないで)そう、違う地域の文化を見に行くのよね。他には?

生徒:はい、先生! (教師が先に行ってしまわないように早口で言う。)会議やセミナーに出席するつい
でに観光もする!

教師:そうよねoそういうのは観光地周辺でよく行われるからねoそうね、例えばタマン・ミニで。
生徒:タマン・ミニ、先生o (意味もなく教師の言共を繰り返す。)

教師:そうタマン・ミニでね、その時は、観光を楽しみながら会合にも出られるわね。インドネシア・
タマン・ミニ・インダーよ。

生徒: (楽しそうに聞いている。)

教酢そう、それから観光の普及についてo政府は観光資臥観光地を開発するけど、もちろん目的が
あるわねOその目的は何?

生徒: (首をかしげるo)国家の収入をあげるo文化が残っていることを知らせる。 (何人かが真剣な顔で
答えはじめる。)

教師: (満足げに)そうねo第一に自分たちの文化残っていることを知らせるためね。地域に残っている

観光資源を宣伝したり、それを高めるためねoそして、国家の生産力、収入を助けるためよね。

そして、私たちは他の国に有名になるわわーo違う国の国民同士が友達になるわね。いろいろな

国から、私たちの国にやってくるわね。きっと友達になるわね、国民と?
'」'・I-::Xlt.、

教師:そうよ。それから?

生徒:先生!先生!

教臥(せがむ生徒の声を無視して、ほほえみながら)国家がより平和で繁栄するの。
生徒: (あーあ、言われちゃった、という感じ。)

教師:ねo国民と国民が友達になり、国家の生産力を高め、国の貨幣価値があがるわねO
生徒:他にもあります。先生。

教師:仕事をする場所を広げるわねo観光地を案内したり、何か手作りのお土産品が作れたら、観光者

に買ってもらえるかもね。はい、では今度は観光の魅力についてね。それは2つに分けられるわ。

第一にそれは神の創造物oそして人間の創造物よ。神の創造物は、山、川、美しい海岸。人間の

創造物は、歴史が残した遺跡、博物館、モニュメント、アダットの儀式、芸術。では踊りは?0
生徒:----oジャイボンガン-o (男子生徒、くねくねして踊ってみせる。笑い。)

教師: (けげんそうな顔で)酉カリマンタンのダヤク族の踊りは?あなたたちが知っているのは何?
生徒;先生、はいo (とりあえず、教師を呼んでみせるが自信なさげ)

教師:クンバン・グムライ、シラン、ドンダン、それからアンボヨ蹄りはいっ行われるの?
生徒:収穫期です。

教師:そう、この踊りは収穫を神に感謝して捧げる踊りoそしてまたよりたくさんの収穫が得られるよ
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うにお祈りする意味もあるのよo踊りは時には薬の代わ。としてまじない師によって踊られるの、

村人も一緒になってねo (少しトンを落として)でもね、これはずっと遠い地方のことだし、き
つと医者ももういるから少ないわよねOでもまだ、まだあるわ0

生徒: (既に知っているという感じで大きな反応はない。)

教師;じゃあ次は衣装についてねo (伝統的な衣装を着たダヤクの挿し絵を見せる。)

生徒:仕種たちは身を乗り出して見入るが、しばらくして遠いのと小さすぎるのであきらめる。)

教師:袖はね、こんなに、こんなに短いのo丈もこんなに、こんなに短いのOでも今はイスラムの影響

を受けて、彼らも気がついて丈は長くなってきたわ。この首飾りわね、豚の歯よ。安いわよね一。
ダヤク族がしているのは?タ? (答えを促す。)

生徒:タト- (入れ墨のこと。)

教師:そう、タト-をしているのは?

生徒:ダヤ-ク!

教師:そう、彼らは羽をつけてるわねo私たちが真似して頭にぴょこっとっけた。したらきっと怒るに

違いないわoだって羽をつけるのは、結婚している証拠なんだからo (怖そうに言う.)そうそう、
顔に赤い腺をいれるのは?

生徒:イげィア-ン! (はしゃぎながら言い、急に真面目な顔になって、インディアンのつもりにな

って人差し指を額にあて、すーっと腺を鼻に向けて書く真似をする。)

教師:そう、ここに赤い腺を引くのよね。 (と言って真似をする。)

教師:さあ、ダヤクは西カリマンタンの先住民族だけど、私たちムラユ人も多いのだから、次はムラユ

の踊りについても勉強しましょうo (といって踊りの穣類を羅列していき説明する。)

酉カリマンタンの特徴の重要な民族、文化はダヤク族、ダヤク文化であることを強乱しかし同時に

ムラユ人とその文化も第二の特徴であることを強調oダヤク族の文化一謎に満ちた儀礼、マジックQ衣

装はエスニックで、丈が短いが、ムラユの影響を受けて、 「気づきはじめ」、丈は長くなってきているこ

となどを強乱全体的にダヤク族に対するイメージとして「未開」 「執「ェキゾチック」が教師、生徒

ともにあるo酉カリマンタン州博物館に生徒を行かせ、展示物についての説明をノートに書かせたり、

放物実演を学習したりすることを宿題としており、生徒も熱心に取り組む。

両親とも華人であるが、ボンティアナックには父母の時代から移ってきたという中学2年生の女子生

徒に面接調査を筆者の下宿に遊びに来た際に行ったo地域科についての感想を聞いたところ、 「ダヤク族

のアダットはあまり意味はないですo使わないからOでも父や祖父にムラユのアダットについて習った

ことを教えてあげたら、おもしろいねって喜ばれます」とやはりダヤクのアダットの学習についてはさ

ほど興味はないようであったo筆者が地域科に中国の文化が入っていないことについてどう考えている

かを尋ねたところ、 「問題は、先生o先生は中国語を使えないし、よく知らないから、もしあったらかわ

いそうo華人の先生はとても少ないLoほとんど私立だけoインドネシア語がそんなに流暢じゃないか

ら公立学校で働くのは恥ずかしいのだと思うo中国文化を学校で教えないからって、学校の子が華人を

悪く言ってることなんて酌、たことはないですよ」とのことだった。

事例11 1995年12月11日　中学校1年生「地域の手工芸」科

教師の属性・教育意図:ジャワ人、イスラム教徒、 20代後半の男性教師。美術専乳

教科書・教材:大学時代の授業で用いられていた教材をそのまま用いる。

授業時のねらい・内容:教授プログラム概説は無視している。
教授学習過程:

美術一般を教えているo彫刻刀の種類だとか、堆界的に有名な画家やその作品、またインドネシアの

有名な画家とその作品についてなどを教えているだけo道具がないということを理由に全く生徒が作品
を実際につくる機会を与えていない。

ジャカルタ出身の教師であるため、どうしても話はジャワの話になり、生徒には酉カリマンタンにつ

いて何も知らないから、何も教えられないという評価をされている。

4・酉カリマンタン州シンタン国立第1 6小学疫の事例
(1)地域の状況
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カプアス川とムラウイ川の接合点が町の中心としてある(人口2人)。最も伝統的なダヤク諸族の一つ

が住む地域であ。、カプアス川の左側には小さなムラユスルタン地域ができ、右側には華人が町を開き

現在に至るまで華人4世が経済を握っているoダヤク族は約20の部族がいる。伝統的なロングハウスに

住み、 7月にガワイ(gawai)という伝統的な祭りを行う部族もまだ残っている。上流には、既にアメリ

カプロテスタントが道を開いてはいるが、アニミストが残っているoほとんどが農家であるが、売るの

はわずかなラバーとラタンであるo学校(小学校)はほとんどが川沿いに設置され、子供たちはカヌー
で通学する。

(2)学校の状況

広い校庭があり、 3つ簡単な校舎と、教職員用のノ1、さな小屋が建てられている。そこでは、休み時間

に教師たちが作ってきたおやっが販売されるo一つ100ルピア(5円に相当)のサトウキビやノJ、さなケ

ーキなどで。、教師にとっては大切な副業であるo山奥であるため、物売りもやってこない。
(3)生徒の状祝

ほとんどの生徒はダヤク人であ。、数名華人がい・るOほとんどの生徒の両親は農業を営んでおり、巌

済的に裕福でないと言うo制服も破れたり、変色した。、袖の布が遣うなど様々である。靴をはいてい
`る生徒は半数程度である。

(4)地域科実施までの経緯

新しい学習指導要領を受け取るのが遅れて、地域科の準備が十分行えないため、とりあえずすぐでき
ることとして、 「農業手段・方策プログラム」科として校庭に畑作りを始めた。
(5)地域科授業の実践

事例12小学校4年生「農業手段・方策プログラムJ科の授業(1996年1月4日)
教師の属性・教育意図:ジャワ人、イスラム教徒の女教師(30歳半ば)0
教科書・教材iなし。
授業時のねらし、・内容:畑作り。
教授学習過程:

教師: (脚寺計を見て)さあ次は地域科の時間よo先に行っててね、先生は後から行くから。 (柔らかい
口調で言う)

生徒:バーィ、先生O (飛ぶようにして教室の後ろに行き、めいめい鍬や植物の苗をもって校庭の裏に走
っていく。)

教師: (のんぴ。職員室に歩いていき、他の教師としばらく雑聯し、生徒のいる校庭裏にくる。)

生徒; (教師の指揮なく、直接作業に入るoすごい早さで如、めい仕事をこなしていく。半数以上が男子

も女子も鍬をもって手際よく耕し、その他の生徒は草を捨てに行ったり、いい土を運んで来る。
全員が懸命に、楽しそうにしているO)

教師: (腕組みをしてじっと優しい眼差しで生徒の仕事ぶりを見ているo)偉いわね一、一生懸命ね-d (と
声をかける。)

筆者:あの子は特に一生懸命ですわー。

教恥彼はジャワ人なんですo鍬の使い方もよく分かっていて、手伝いもよくするからなれているんで
す。

筆者:えっ?では他の生徒は農家出身ではないのですか?

教師:いえ・農家出身の子もいるんですけど、ここの人たちは普通桑を使って耕したりしないんです。
筆者:じゃあ何を使って耕しているのですか?

教師:ほとんど耕さずに、少し掘るだけなんですOでも今は彼らもジャワ人を見習って、鍬も少しづつ
普及してきているんです。

4・酉カリマンタン州シンタン国立第1 4中学校の事例
(1)地域の状況
同上

(2)学校の状況

6ケ月前に開講された中学校。
(3)生徒の状況

生徒の年齢は1 3歳から1 8鼠1学年3クラスo生徒数1 00人程度(入学者は1 06人であるが、
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欠席が多いため正確な生徒数がはっきりしないたb)oダヤク人がほとんどであるが数人の華人子弟も含

まれているo校長はムラユ人、教師はジャワ人が半数、ムラユ人が半数。
(4)地域科実施までの経緯.

r地域科の目的として、文化を保護し、発展させる、というのも問題カ;ありますよO私はチレボン出

身ですからジャワの例ですが、 「伝統」として子供、まだ赤ちゃんなのに夫を探して結婚させるんです。

その結婚式には牛を3頭くらいつぶして客をもてなします0時にはその費用は1 juta (日本円にして約5

万円)にもなります。そんなことを続けていたのでは発展はないし、そんなお金は無駄です。イスラム

では、ハジになりたいた糾こ膨大なお金を使いますo我々は「伝軌を守る時に「グローバリゼーショ

ン」と「発展」というフィルターを通さなければなりません。そのフィルターがはっきり決められてい
ないのに、地域科を始めるのは困難だO
(5)地域科授業の実践

事例13　中学校1年地域科の変わりとしての社会生活についての授業(1996年1月8日)

教師の属性・教育意図:ジャワ人、イスラム教徒の女教師o 「地域科は、教授プログラム概要が届くのが

遅れたので、最近きたばかりなのoだから今は、地域科の変わりとして家庭科やパンチャシラを基に地
域社会に関連することを教えようと思っているのよ」という。

生徒の属性:男子19名、女子18名oイスラム教徒14名、カトリック教徒22名、プロテスタント
1名。

授業時のねらい・内容・・社会生活について理解するo (教授プログラム概説には基づいていない。)
教科書・教材:家庭生活の教科書を用いる。
教授学習過程:

教師: (地域科は社会生活を考えることであると説明して。)社会の中で生きていくのに必要なことは?
生徒:相互扶助!

教師:そう!私たちはなぜ地域科をするの?もしシンタンの町の人がここに来たって生きていけないわ。

でも私たちは自分たちで土地を耕して、生きていける。そして社会の中でお互い助け合いながら、
一所懸命働くことよ。

生徒=先生。社会の中で相互扶助をするといってもどういうふうにするのですか?

教師:私たちは宗教も、民族も、言葉もいろいろよねOでも家族であることを忘れてはならないわo何

かあったら必ず、おじさん、おばさん、なにか手伝うことはないですか、と聞いて手伝うことよ。

それぞれ民族のアダットに従っているわねoあなたたちはダヤクのアダットにしたがっているわ

ねoピーぞ0 8月にはお祭りがあるわねOピーぞ!楽しめばいいわ。でもね、一所懸命働かなけ

ればあとでお茶碗をもってお願いする事になるわよ。 (お金をせがむ真似をする。)どう?
生徒:恥ずかし-!

教師:インドネシア国民は一所懸命働かなければならないわ。どうして?

生徒: (すかさず)いい生活を送るたれ人生の夢を達成するた軌

教師:そう。パンチヤシラにもあるわねOパンチャシラって何?

生徒:宗教!指針!意見!信仰! (一斉に多くの生徒が口々に言う。教師をからかっているのではなく、
大まじめである。)

教師:(大変驚いてo)ええっ! !なになに、何言ってるの。国家の原則でしょ。いくつあるの?
生徒: (指名されて、あわてて) 27です。

教師: (あきれてしまって怒る気力もなさそうに)何いってるの、それは州の数でしょ。

生徒:わっはっはっは! 5だろ0 50 (間違えた生徒はしまったという顔。)

教師: (何もなかったように話をもとに戻そうとするo)どうやって一所懸命仕事するの?あなたたちは
5時には起きて7時には学校に入るわ。どうして?

生徒:(無言)

教師:あなたの夢は何?軍隊に入ること?

生徒:どうして夢を持つのですか?どうやってインドネシア政府は発展させようとしているのですか?
(口々に質問が出てくる。大真面目である。)

教恥政府はインドネシア国民をかしこしょうとしているのoだから9年間は最低年数なのC 9年間は
義務教育になったのよ。

生徒:今学校に通って、一所懸命勉強したとして、夢をかなえるにはどうしたらいいのですか? (女子
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生徒が真面目に聞くo他の生徒うんうんとうなづくO)

教師:もし、バンドンに行って、仕事を探そうとするo軍隊に入。たいけど、小学校しか卒業していな

かったらどうしたらいいか分からないわoどうしていいか分かるために、小学校、中学校、高校
と勉強を続けて初めて自分で自分の夢のかなえかたを探せるのよ。

生徒: (眉をひそ妙て、納得のいかない様子O)政府はどうして軍隊に入った人だけを集中して助けるの
ですか?

教師:もし、明日戦争が始まって、それから本を読んでどうしたらいいのかを考えたのでは遅いでしょ

う? (教師は常に自信満々で答えるが、生徒はいつも満足した答えを得ることができない。)

酉カリマンタン州シンタン国立第14中学校では、まだ開発が行き届いていない地域で伝統文化、 「未

開的」なアダットが色淡く残るため、教師(ジャワ、スンダ、ムラユ族)の中には州の必修科目である

rアダット(アダット法)と伝統文化の学割は「もっと詳しい教材開発指針がなければ、ダヤク族の

文化のどの部分が近代化に対立しない部分か分からず、教材化に責任がもてない」として教授していな

かったoこのように、開発主義と伝統回帰主義の調整は、既に国民文化としてカウントされている文化

や都市部では調整の必要はなく、容易に「観光資本化」できるが、農村部では教師が自主規制してしま
い調整が必要な地域科授業は行われないという状況になっている。

酉ジャワ州バンドン国立第1 3中学校における地域科実践

(1)地域の状況、 (2)学校の状臥(3)生徒の状況、 (4)地域科実施までの経緯は本論と同じ。
(5)地域科授業の実践

事例14 1996年4月　中学校2年生による「コンピューターJ科の授業

教師師の属性・療育意図:バンドン工科大学の学部生、非常勤講師として新しく雇われたO他の中学校

も地域科でコンピューターをする場合、講師はバンドン工科大学から呼んでいるO特別な教育意図はな

いoアルバイト感覚o聞かれれば教えるといった消極的な態度で、生徒の能力の段階に合わせたり、興
味を引くような工夫もできないO

教科書・教材;学習指導要飯には、教授するべきプログラムが簡単に書かれているだけ。

授業時のねらい・内容:コンピューターを使って、簡単な時間割表を作成する。
教授学習過程:

教師は、授業始めに、 「今日することは時間割表の作成!」と伝え、一応のフォーマットを簡単に伝える

と、そのまま自分のイスと居場所を作って座り、たばこをふかすO生徒はコンピューターの台数が足り

ないため、 2人で一台使っているが・既に使い方を知っている生徒は一人で一台を使い、さっさと課席

をこなして、コンピューターを自在に使って絵を書いて逓んでいる。はじめてコンピューターを使い、

まだよく分かっていない生徒は三・四人集まって、あーだこ-だと言いながら試行錯誤している。いき

づまったら、はじめて教師に「にいちゃ-ん」と呼びに行く。教師は、しょうがないなという顔で立ち

あがり、教えに行くo生徒は、能力には大きな差があるo Lかしほとんどの生徒が楽しんでいる様子。

この時間を通して多くのスキルを習得するというのは不可能であろうが、今後の学習意欲には十分よい
効果があると思われる。

事例15　中学校2年「カヲウイタン」科の授業(1996年4月13日)

教師の属性・教育意臥教育を専門に学んできたわけではなく、 ASTIという舞踊専門学校を卒業。在学

中既に非常勤講師としてこの中学校で教鞭を二年間とっており、現在学士号を取るた桝こ大学正も通い

始めたo学業、教臥家事の合間を縫って、結婚式やお祭。での舞踊活動を続けてもいる。スンダの伝

統文化を今の世代の子どもに受け舶ミせていくことを使命だと以前から思っていたため、とても積極的
な教育意図を持っている。

ガムラン、カチヤビ、ワヤンなどの伝統芸能の鑑賞をこよなく愛している祖父とスンダ舞踊の踊り手

になることを夢見ていた母親に影響を受けて育った。四人の兄と姉は誰も伝統文化を受け継がなかった

ため、孫の内誰一人伝統文化を受け継がなかったと祖父が悲しまないように自分が受け継ごうと高校の

頃から思い始めたoそして、教師になって子どもたちにスンダのすばらしい伝統文化を伝えることが自
分の使命だと感じるようになってきたという。

授業時のねらいと内容:スリン(伝統的な竹笛)を吹くことができる。

-204-



教科書・教材

の本をもとに、

ている。

まだ地域科用の教科書は発行されていないので、教師が専門学校時代に使っていた複数

自分で教授プログラム概説の内容に合わせながら教科書を作りながら、それを元に教え

教授学習過程:

教師(口をきゅっと結び、神経質そうな表情で教室に入る。)

生徒: (スリンをでたらめにピコピコ吹いて魔がしい)

教師: (しばらく生徒の騒ぎがおさまるまで待って、短いスリンと長いスリンの説明をする。)アリンさ

ん、あなたの持っているスリンを貸してちょうだいoほら、みんなこれが長いスリンね。短いの
はこのくらいなのよ。 (手を広げてみる。)

生徒: (数人教師を見ているが、まだ騒いでいる生徒も多いO)

教師: 123451を吹いてみなさい。

生徒:めいめい真剣の取り組み、吹いてみるが音がばらばらで合っていない0

教師: (生徒のあまりの不出来に不愉快そうにして、とても神経質そうに顔を歪めて)ダー、ミ一、ナ一、

ティー、ナ-、ダー(と基本音階を吹いてみせるo何でこんな簡単なことができないの!という
のが体全体から感じられる。)

生徒: (口を開けて教師の手本を聞いた後、如、めい練習して少しよくなるO)

教師: (基本の音階がまだできていないのに、いきなり曲を黒板に書く。)はい、これは来週テストにす
るからちゃんと練習しておくように。

生徒: (えーつと騒ぐ生徒、別に気にもとめない生徒と様々な反応o真剣に唱ったり、スリンの練習を続

ける生徒もいるo肘を机についてノートにいろいろ書いている隼徒もいる。)

教師: (途中で曲'王を書くのを一人の女子生徒に任せるO)このクラスで声のいい子は?

生徒: (すぐさま)メリちゃ-ん! (とさけび、本人はさっと前に出て、先生の指示で上手に唱う。)

教臥(まだ、曲の説明はなんら行っておらず、練習時間も取っていないのに、全員知っているのが当た
り前という風に言うo)では次はスリンで吹きなさい。

生徒:徴を唱うのは既に小学校からしているため、楽しそうであるが、スリンではなかなかでてこない。)

教師:他のクラスで、前で吹いて、と言ったらみんなすぐ出てくるのにこのクラスは難しいわ。どうし
て?? (と呆れたように言うO)

生徒;苦笑するO (その間もそれなりに一生懸命練習してみる生徒が半数o)

教臥(しばらく眺めていたが、やっと一人一人の席をまわって指導することを思いつく。ベルが鳴るが、
夢中で教え出すと気がつかない。)

生徒: (早く終わらないかな、と不満そうに教師を見る。)

教師:来週はちゃんと出来るようにしてきなさいoスリンも借りてでもいいから、ちゃんと持ってくる

ようにo (と厳しく言い放ってつかつかと教室から出ていく。)
生徒: (無言。)

教師歴4年になるが、子どもが早く理解したり、技術を習得することを急いでしまい、子どもをしか

ることが多くなりがちである。教育技術は低いと言えようD

教師の教育行為と生徒との相互交渉:教師は生徒の発達段階、習得段階にあわせた教授方法をとるこ

とができないため、生徒の学習意欲をなくならせる結果を招いている。生徒亜伝統文化に興味を抱くた

糾こテレビで鑑賞することを宿潜としたり、授業前にアンケートを行って、ワヤンの登場人物をどの程

度知っているかを調べ、今後の授業に役立てるなどの工夫もしている。しかししかることが多い教授方

法であるため、教材作りも授業間面では生かされないo生徒の学習の動機付けも結局テストに結びつけ

てしまっているo生徒は普通実習はとても好んで積極的にするが、教師の「どうしてできないの?」と

いう苛立った言葉に生徒はやる気を失い、楽しんでいないo多くの生徒にとってカラウイタンの時間は

*2その曲は、 Karatangan Pahulawan f英雄の歌」で、

ているoスンダ語が使われているが・内容はインドネシア独立戦争で戦った英雄を憩える歌である。こ

の曲は以前から唱歌の時間で教えるようにされていた定番の曲。

地域科の教授プログラム概説に教えるようにとされ
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苦痛な時間もしくは適当に時間が経つのを待つ時間となっている。伝統文化に対する愛着が生まれると
いう雰囲気ではない。

生徒は、小店、友達の家でなど、見るつも。、聞くつもりがなくても伝統文化に触れる機会は日本よ

。ずっと多いoそれでも伝統的な結婚式に参加する機会があまりない、テレビをみていても伝統芸能の

チャンネルでストップをかける祖父母がいない、中層階層以上の家において両親とも西欧文化に傾斜し

ている場合など、生徒はエステックアイデンティティが希薄であると考えられる。多くの生徒は、伝統
文化に愛着がわかない、新鰍こ感じられない、価値があるとは思えないと言う。

(6)その他の授業の実践

事例16　中学校2年生「インドネシア語」授業(1996年4月13日)

教師の属性・教育意図:敏和教科書だけでは生徒あきるというので、自分でさまざまに工夫した教材

を作った。⊥授業に変化を持たせようと、グループ学習をよく行う。男女平等、環境閉居に大変関心が

高いo非常に礼儀正しく、生徒に対しても、非常に丁寧な言葉使いをする。

授業時のねらい・内容:絵を見て環境の問潜について、キーワードを2つ上げて説明する。
教科書・教材:教科書は用いず、新聞や雑誌からの切り抜きの絵。
教授学習過程:

教師:絵を見て、地域の-について10の関連する言葉を書いて見て下さい。 (とても丁寧な言葉使い

で話しかける) (1つの絵を掲げて)この絵の担当グループはどこですか? (絵は真っ青な空と

丸山は切り崩されて、木が頂上にわずか残っているだけになっている。)
生徒= (代表者が手を挙げる。)

教師: (チョークを渡す。)

生徒: (黒板にグループで話し合ったものを書く。)

Tanah longsor二Akibat dari tanah longsor dapat merugikan kita semua

Rebuisasi: Hutan・hutan guntut dapat kita restarikan dan pelihara kutai dengan cara rebuisasi.

教凱この地域は危機が始まっていますねoこの用語に他のグループは賛成しますか?この文章は合っ
ていますか?

生徒: (大きくうなづいせ)はーい。

教師: (絵をかざして、生徒が書いた文章をゆっく。と読み上げるoうなづき、また別の絵をかざして次
のグループを呼ぶ。) (絵は、とても清潔な庭と家。)

生徒: (次のグループの代表がさっと前にノートを持って出て、黒板に文章を書く。)

(他の生徒は真剣に書いてある文章を静かに見つめているO)

Kebersihan: Kite hams sadar akan pentingnya kebersihan lingkungan rumah dan sekitarnya.

Manusia: Akibat manusia山m bisa rusak, 0-eh karene itu, manusia haras saadar akan pentingnya, alam kita.
教師:ヌヌンさん、読んでみて。

生徒: (ゆっくり読む。)

教師:そう、楽しく生活するためにねo二つの文章は合っているかな?みんな賛成?
・"/t : tt'iて! U'<蝣; !

教師: (反対の生徒をあてる。)

生徒:コンマをつけて、 0は小文字にするべきだと思います。

教師(軽く額いて訂正し、)よかった- (両手を広げて)子ども達が自然を愛せば、神の創造された自

然は美しさを保つだろうo (と祈りを捧げるかのように言う。)
(中略)

生徒: (海のように洪水になっている道を腰までつか。ながら子どもが歩いており、多くのゴミが浮いて
いる絵について作った文章を代表者が黒板に書く。)

Linbah nmah tan脚: Sebaiknya, Iinbah rumah tangga jangan dibuan sumbarang tempat.

sampah. Melalui program pemerintah, sebaiknya kita menbuang sampah pada tepatnya.

教師: (初めの文章を読み上げて、)コレラと主婦は関係ある?
蝣!-:」　　-1い.

教師:でも主婦がゴミを正しく捨てないで、ゴミから水にバクテリアがたくさん出たら?
必ずコレラが?
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生徒:発生する-!

(中略) (同じように生徒に文章を訂正させる)

教師;もしね、文章に下線を引くのだったら、単語毎に下線を引っ張るのだよ。後で、大学に行ったら、

論文を書くときに間違えないようにねo (多くの生徒が大学に進学出来ないことは分かっているの

に、まるで全員行くことが決まっているように話しをする。)
生徒;(うなづく。)

(中略)

生徒: (洪水が起きている道の絵について作った文章をグループの代表が黒板に書く。)

selokan: JanganJah membuang sampah ke selkan, karena bisa akibatkan banjir.

Banjir二Banjir ada】ah suatau akibat oleh raanusia yang kurang peduli akan kebersihan lingkungan.

教師: (生徒が書いている間、腕組みをして、大きくうなづきながら見ている。終わってまた生徒と訂正
をする。)

(中略) (様々な訂正方法が議論される。)

教師私たちは、インドネシア語の文章を作るときには論理的でなければならない。 (論理的という語を
強く切って言う。)

生徒:はいD

教師:今日の絵やみんなの文章から学びとれるのは、地域を愛することの大切さだ。それげィ?
生徒:ディシプリンナショナ-ル! I (全員で叫ぶように言う。)

教師:そうoゴミを捨てないということは、一番小さなディシプリンだけど、ここから変わっていくん
だよ。

(中略)

生徒: (少年が汚い川で靴を洗っている絵について作った文章を代表が黒坂に書く。)

Air linbah: Meskipun air linbah j山kotor, tetapi masih banyak orang yang pengpergunakannya.

Bakteri: Air yang kitor, bakteri mengandung bakteri.

教師:そう、汚水は工場から流れてくるれバクテリアは何の分野の言葉?
生徒:生物!

教師:そうだねOでは、文章の方を見るとo (笑いながら)必ず、必ず、考え方を広げて!
本当に合ってる?

生勘違いま-すo (1人の生徒がいろいろ説明し、 3-4人が手伝う。)
(中略)

教師:ごめんね-o先生はつい3年生を教えるように力を入れすぎてしまいますね。次の
水曜日の食事会は楽しみにしてるからね。

事例17　中学校1年F組「社会科」地理の授業(1996年4月20日)

教師の属性・教育意臥スンダ人、イスラム教徒の30歳半ばの女教師。第-に生徒の知識を高めること、

第二に楽しい授業を行うことを目指しているoこの中学校は、授業案作成を毎年しており、この教師も

地理担当で膨大な枚数の授業案を作成しているo r私は教師として、精一杯彼らを教育していると思って

いるけど、家に帰ってしまったら彼らの両親がどんな風に教育しているか分からないわ」という。この
教師はまた、サイド・ビジネスに熱心で、職員室ではビジネスの話が多い。

教科書・教材:社会担当教師が話し合って決定したという教科書。 「全ての教科書を買う力は親には普通

ないのよねoインドネシア語や英語なら普通買うわねo学校や教育文化省も用意しているし。でも社会
た理科、地理なんて全く力がまわらないのよ」と教師は言う。

授業時のねらい・内容:インドネシアの諸民族の特徴について理解する。
教授学習過程:

教師: (無言や教室に入るo)教科書とりに行って。

生徒: (当番の生徒2人が図書室に走っていくo他の生徒はにぎやかにわいわいがやがや。)先生ありま

せんでしたo (図書室には学校が主要科目の教科書を20冊程度揃えているが、この時間は他のク
ラスが使っているか、まだ戻していないかでなかった。)

教恥あら、そうoあなたたちは教科書がそろってないから、今日はグループ学習にしましょうO
生徒:やった-・'! (教師から指示がでる前にごそごそと椅子を動かしてグループになるo)
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教師:はい、はいo前はどこまでやったかしらねo各民族の特徴を書くところまでだったわね。ミナン

カバク、バッタク、ジャワ、トラジャ、イリアンだったわね。
生徒:(うきうきしながら)はーい。

教師:今日は追加してバリ、ダヤク、ブギス、アチェ、アンボン、マルク、マドゥ-ラをしましょう。
資料集を持っている人は見せてあげて、 54頁よ。 (綴膚を黒板に書く。)

生徒: (資料集を持っていない生徒はノートに移す。)

教師:バリにいったことのある人はバリの美しさを知っているでしょう。バリはDaerah(地方)?
生徒: pariwisala(範光川

教師:バリの宗教は?

生徒:ヒンドゥーII (叫ぶようにして答える。)

教師: (教科書を片手に声を張り上げて説明していく。 )

生徒: (ことばじりをとらえては歌うD)

教師: (すごく顔をしかめてたしなめるoキーワードは板書する・)バリの人はカーストがあるわね。 (と
言いながらカーストの名前を4つ書く。)

生徒: (知っている子は一生懸命カーストを言う.)

教師;だけど西ジャワではみ-んないっしょ.校長の子も村長の子もみんな同じ子供なのよ.
生徒; (ふーん、といった程度の反応)

教師:バリの人はみんな躍りや絵画が上手ね。

生徒: (「斉におどけてケチャツクダンスやバリダンスのまねをする。)チャッチャッチャ。

教師: (授業進行は教科書を教師が順序よく読むだけD)もレヾ少の人が死んだら?
生徒:焼く一日

教師:もしわたしたちだっから?

生徒:うめる-!! (ほぼ全員めいめい叫んでいる。)
(中略)

教師:ダヤク族についてqもし町だったら私達と同じなの涌院があって、保健所があって、奥地だけが違

うのよ・でもダヤク族はまだ死んだ人は生き返ると思ってるのo (と言っておもしろがらせようと

する・)それに彼らはお客が来るとお酒を出して飲ませるのよ。 (と表情を変な風に変える。)
生徒: (それを聞いてとにかく叫ぶ。)

教師:ブギス人はイスラム教徒が多くて、漁師が多くて、とても勇敢アンボン、マルクの人はカトリック

が多くて、しかも主食はサグなのよ。もし酉ジャワならご飯が主食よね。どんなにたくさんパンを食
べてもまだ食べてないっていうものね。

生徒:そうそう、とうなづく。
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